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近
年
開
発
事
業
の
活
発
化
に
と
も
な
い
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
多
大
の
問
題
を
生
じ
て
お
り
ま
す
。
熊
本
県
下
に
お
い
て
も
道

路
建
設
、
宅
地
造
成
等
の
工
事
建
設
に
よ
っ
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
破
壊
が
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決

の
た
め
、
や
む
を
え
ず
破
壊
さ
れ
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
球
磨
郡
多
良
木
町
黒
肥
地
に
所
在
す
る
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
（
県
指
定
）
、
相
良
頼
景
館
跡
（
多
良
木
町
指
定
）
の
一
部

が
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
の
球
磨
川
改
修
工
事
に
よ
り
消
滅
す
る
の
で
、
工
事
に
先
立
ち
記
録
調
査
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
り
、

深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
に
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
に
際
し
て
は
、
地
元
の
方
々
、
お
よ
び
関
係
諸
方
面
の
ご
協
力
と
文
化
財
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

本
報
告
書
が
、
埋
蔵
文
化
財
に
対
す
る
認
識
と
理
解
の
た
め
少
し
で
も
役
立
つ
な
ら
ば
幸
で
す
。

昭
和
五
十
二
年
三
月

序
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』

熊
本
県
教
育
長
林
田
正
恒



一
、
本
書
は
、
球
磨
川
改
修
工
事
堤
防
建
設
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
で
あ

Ｚ
句
○

二
、
調
査
・
報
告
書
作
成
は
、
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
八
代
工
事
事
務
所
の
委

託
を
受
け
て
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
四
九
年
度
’
五
一
年
度
に
実
施
し

た
。

三
、
口
絵
の
航
空
写
真
は
熊
本
県
球
磨
事
務
所
耕
地
課
、
遺
構
の
航
空
写
真
は
航

空
大
学
校
の
協
力
を
得
た
。

四
、
遺
物
の
整
理
は
文
化
財
収
蔵
庫
で
行
っ
た
。
蓮
花
寺
跡
の
遺
構
実
測
及
び
写

真
撮
影
は
、
杉
村
彰
一
、
松
本
健
郎
、
松
村
道
博
が
行
い
、
遺
物
実
測
、
製
図

は
松
本
、
松
村
が
行
っ
た
。

相
良
頼
景
館
跡
の
遺
構
実
測
は
、
杉
村
、
安
達
武
敏
、
松
村
が
行
い
、
写
真

撮
影
は
主
と
し
て
杉
村
が
あ
た
っ
た
。
遺
物
実
測
は
文
化
財
収
蔵
庫
で
行
い
、

杉
村
が
補
正
し
、
製
図
は
高
木
正
文
、
江
本
直
、
丸
山
武
水
の
協
力
を
得
た
。

両
遺
跡
の
遺
物
撮
影
は
白
石
巌
が
あ
っ
た
。
相
良
長
毎
骨
塔
の
写
真
は
上
川

香
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

五
本
書
の
編
集
は
、
隈
昭
志
、
杉
村
、
松
本
が
あ
た
り
、
そ
の
責
を
負
う
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
編
集
に
は
佐
藤
征
子
、
西
町
圭
子
の
協
力
を
う
け
た
。
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熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
下
の
主
要
な
文
化
財
に
つ
い
て
総
合
的
な
基
礎

調
査
を
計
画
し
、
球
磨
地
方
に
つ
い
て
は
昭
和
三
六
年
度
に
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
「
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
」
第
四
集
（
熊
本
県
教
育
委
員
会
・

昭
和
三
八
年
三
月
三
一
日
）
に
集
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
基
礎
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
昭
和
四
四
年
三
月
二
○
日
、
蓮
花
寺
跡
古
塔

碑
群
は
、
青
蓮
寺
古
塔
碑
群
と
と
も
に
県
指
定
史
跡
と
な
っ
た
。

昭
和
四
八
年
七
月
一
八
日
、
球
磨
郡
多
良
木
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
北

崎
元
生
氏
か
ら
、
県
教
育
庁
文
化
課
長
田
辺
哲
夫
あ
て
、
蓮
花
寺
の
件
で
次
の
よ

う
な
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
。

「
建
設
省
か
ら
、
四
九
年
度
に
、
球
磨
川
の
改
修
工
事
に
着
手
す
る
の
で
、
蓮

花
寺
跡
古
塔
碑
群
の
調
査
、
移
転
を
四
八
年
度
中
に
終
了
し
て
欲
し
い
と
相
談
が

あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
と
が
重
大
で
あ
る
た
め
、
翌
七
月
一
九
日
北
崎
氏
に
文
化
課
へ
出
向
い
て
い

た
だ
き
、
事
情
を
聞
く
と
と
も
に
、
協
議
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
と
が
県
指
定

史
跡
の
現
状
変
更
で
あ
り
、
全
面
的
に
遺
跡
が
消
滅
す
る
の
で
、
指
定
解
除
の
可

能
性
が
あ
る
。
県
指
定
と
し
て
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
重
大
な
こ
と
で
あ
り
、
建

設
省
か
ら
の
事
情
の
説
明
と
正
式
な
書
類
提
出
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、
翌
七
月
二
○
日
、
建
設
省
八
代
工
事
事
務
所
か
ら
工
務

課
工
務
第
一
係
長
山
田
武
男
氏
、
同
用
地
課
主
任
鮫
島
武
人
氏
に
来
庁
願
っ
た
。

一
調
査
に
い
た
る
経
過

序
章

｡

そ
れ
に
よ
る
と
、
四
九
年
度
着
工
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
上

流
か
ら
改
修
が
始
ま
っ
て
お
り
、
計
画
変
更
は
あ
り
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
物
件
が
県
指
定
で
あ
る
た
め
、
熊
本
県
文
化
財
専
門
委
員
会
に
諮
問
す
る

必
要
が
あ
り
、
同
年
九
月
の
同
委
員
会
に
諮
問
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
際
、
隣
接
し
て
相
良
頼
景
館
跡
が
あ
り
、
県
指
定
史
跡
で
は
な
い
が
、
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
、
事
前
に
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
提

起
し
た
。

八
月
四
日
、
地
元
公
民
館
に
お
い
て
、
多
良
木
町
長
宮
元
尚
氏
を
は
じ
め
地
元

の
町
当
局
、
町
教
育
委
員
会
、
地
区
代
表
者
及
び
建
設
省
関
係
者
の
協
議
会
が
あ

り
、
文
化
課
か
ら
主
幹
村
田
一
美
が
出
席
し
た
。
文
化
財
関
係
の
件
と
し
て
は
、

古
塔
碑
群
の
移
転
先
の
用
地
問
題
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
た
ほ
か
、
文
化
財
の
発

掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
元
は
全
面
的
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
教
育
委

員
会
で
調
査
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

九
月
七
日
、
多
良
木
町
文
化
財
保
護
委
員
会
が
開
か
れ
、
蓮
花
寺
跡
の
調
査
、

移
転
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
九
月
一
四
日
、
県
の
文
化
財
専
門
委
員
会
に
お
い

て
八
代
工
事
事
務
所
工
務
課
長
木
村
昭
二
氏
、
多
良
木
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
北
崎
元
生
氏
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
文
化
財
専
門
委
員
会
の
模
様

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

建
設
省
か
ら
、
改
修
計
画
は
昭
和
四
一
年
に
た
て
ら
れ
た
も
の
で
、
蓮
花
寺
跡

等
も
同
計
画
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。
す
で
に
左
岸
は
工
事
完
了
し
て
お
り
、
現
段

階
で
は
計
画
変
更
は
無
理
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
文
化
財
専

門
委
員
か
ら
は
、
①
文
化
財
を
無
視
し
た
計
画
は
困
る
。
県
指
定
の
解
除
は
前
代

未
聞
で
、
移
転
す
る
だ
け
と
い
う
安
易
な
処
理
は
問
題
で
あ
る
。
③
計
画
を
立
て

る
段
階
で
協
議
す
べ
き
で
あ
る
。
等
強
い
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
す
で
に
工
事
は
始
っ
て
お
り
計
画
変
更
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
ら
、
事
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務
手
続
を
と
っ
て
発
掘
調
査
を
行
い
、
史
跡
の
指
定
解
除
を
行
い
、
有
形
文
化
財

と
し
て
改
め
て
指
定
す
る
方
針
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
九
年
一
月
九
日
、
藤
芳
義
男
・
堀
内
清
治
・
井
上
辰
雄
・
松
本
雅
明
・

森
下
功
・
米
村
共
司
・
国
分
直
一
・
原
口
長
之
・
野
口
彰
・
吉
倉
真
の
各
県
文
化

財
専
門
委
員
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群
と
県
指
定
史
跡
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
の
調

査
を
行
っ
た
も
の
で
、
河
川
改
修
事
業
に
伴
う
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
お
よ
び
相
良
頼

景
館
跡
に
つ
い
て
発
掘
調
査
の
範
囲
、
五
輪
塔
の
移
転
用
地
、
移
転
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
こ
の
日
は
建
設
省
か
ら
出
席
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に
よ

り
実
現
で
き
ず
、
多
良
木
町
教
育
委
員
会
か
ら
北
崎
課
長
、
権
頭
主
事
が
出
席
し
、

文
化
課
か
ら
田
辺
課
長
を
は
じ
め
、
栗
崎
辰
之
、
村
田
一
美
、
前
田
一
洋
、
西
町

圭
子
が
同
行
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
発
掘
調
査
す
る
方
針
で
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
調
査
期
間
、

諸
経
費
に
つ
い
て
建
設
省
工
務
課
木
村
昭
二
課
長
、
同
課
大
窪
彪
係
長
と
文
化
課

栗
崎
辰
之
、
松
本
巽
、
隈
昭
志
の
間
で
協
議
を
重
ね
、
九
州
地
方
建
設
局
八
代
工

事
事
務
所
長
と
熊
本
県
知
事
と
の
間
で
以
下
の
よ
う
な
契
約
を
と
り
か
わ
し
た
。

四
九
・
二
・
一
球
磨
川
改
修
工
事
堤
防
建
設
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

（
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
）
八
、
○
○
○
、
○
○
○
円

五
○
・
一
・
一
六
契
約
変
更
（
増
額
三
、
五
○
○
、
○
○
○
円
）

二
、
五
○
○
、
○
○
○
円

五
○
・
七
．
一
球
磨
川
改
修
工
事
堤
防
建
設
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

（
相
良
頼
景
館
跡
）
一
三
、
三
○
○
、
○
○
○
円

五
一
・
七
．
七
球
磨
川
改
修
工
事
堤
防
建
設
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

告
書
作
成
（
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
及
び
相
良
頼
景
館
跡
）

八
、
六
九
五
、
○
○
○
円

9

建
設
省
に
お
け
る
球
磨
川
改
修
工
事
堤
防
建
設
事
業
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

１
、
河
川
流
域
の
概
要

球
磨
川
は
、
そ
の
水
源
は
熊
本
県
球
磨
郡
水
上
村
と
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村

の
県
境
に
あ
る
銚
子
笠
（
標
高
一
、
四
八
九
巴
に
発
し
、
免
田
川
、
小
さ
で
川
、

川
辺
川
、
胸
川
、
万
江
川
等
の
支
川
を
合
せ
て
人
吉
盆
地
を
貫
流
し
た
後
、
さ
ら

に
峡
窄
部
を
す
ぎ
、
八
代
平
野
に
出
て
、
前
川
、
南
川
を
分
派
し
て
八
代
市
で
八

こ
れ
と
前
後
し
て
、
四
九
年
一
○
月
九
日
’
一
○
日
松
本
寿
三
郎
氏
お
よ
び
花

岡
興
輝
氏
ら
が
現
地
調
査
を
行
い
、
文
化
課
か
ら
田
辺
・
隈
が
同
行
し
た
。
ま
た
、

四
九
年
一
二
月
二
四
日
、
地
元
代
表
者
主
催
の
発
掘
安
全
祈
願
式
が
行
わ
れ
、
こ

れ
に
多
良
木
町
関
係
者
、
建
設
省
、
県
教
育
委
員
会
等
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

な
お
、
発
掘
届
に
つ
い
て
は
、
契
約
条
項
に
よ
っ
て
県
教
育
長
名
で
文
化
庁
長

官
あ
て
に
提
出
し
た
。
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
に
つ
い
て
は
昭
和
五
○
年
一
月
一
七

日
付
け
教
文
第
七
九
一
号
、
相
良
頼
景
館
跡
に
つ
い
て
は
昭
和
五
○
年
八
月
七
日

付
け
教
文
第
三
一
三
号
で
提
出
し
、
昭
和
五
○
年
二
月
一
四
日
付
け
委
保
第
五
の

一
○
四
、
昭
和
五
○
年
八
月
二
九
日
付
け
委
保
第
五
の
一
八
七
九
で
そ
れ
ぞ
れ
許

可
済
で
あ
る
。

経
過
略
年
表

四
四
・
三
・
二
○
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
、
史
跡
と
し
て
県
指
定
。

四
八
・
七
・
二
○
建
設
省
（
八
代
工
事
事
務
所
）
か
ら
改
修
事
業
説
明
。

四
八
・
九
・
一
四
昭
和
四
八
年
度
第
五
回
文
化
財
専
門
委
員
会
議
に
て
報
告
。

四
九
・
一
・
九
文
化
財
専
門
委
員
、
現
地
調
査
。

五
○
・
一
・
一
○
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
発
掘
調
査
開
始
。

五
○
・
八
・
二
三
相
良
頼
景
館
跡
発
掘
調
査
開
始
。
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代
海
に
注
い
で
い
る
。

そ
の
流
域
は
熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
、
扇
状
形
を
な
し
て
い
る
。
流
域
面
積

ぱ
宮
崎
、
鹿
児
島
県
の
一
部
を
含
承
、
一
、
八
八
一
脈
〔
（
内
山
地
一
六
五
六
〃

（
八
八
％
）
平
地
一
三
六
〃
（
一
二
％
）
〕
幹
川
流
路
延
長
二
四
・
六
〃
で
、

九
州
の
他
の
河
川
と
比
べ
る
と
流
域
面
積
で
は
筑
後
川
、
大
淀
川
に
つ
ぎ
、
幹
川

流
路
延
長
で
は
筑
後
川
、
川
内
川
に
つ
ぎ
と
も
に
三
位
で
あ
る
。

地
形
は
人
吉
盆
地
、
八
代
平
野
を
除
く
ほ
か
は
急
峻
な
山
岳
部
を
な
し
て
い
る
。

日
本
三
大
急
流
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
球
磨
川
の
河
床
勾
配
は
上
流
人
吉
盆
地

で
一
五
○
分
の
一
’
七
○
○
分
の
一
、
中
流
峡
窄
部
で
五
○
○
分
の
一
’
九
○
○

分
の
一
、
下
流
八
代
平
野
で
五
四
○
分
の
一
’
三
三
○
○
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。

流
域
内
の
一
級
河
川
は
幹
川
を
含
め
、
七
○
の
多
き
を
か
ぞ
え
特
異
な
存
在
と
し

て
は
、
人
吉
市
の
上
流
で
合
流
す
る
最
大
支
川
川
辺
川
が
流
域
面
積
五
四
一
疏
を

有
し
、
本
川
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

水
文
・
気
象
と
し
て
は
山
地
型
気
候
に
属
し
、
流
域
内
の
年
間
降
雨
量
は
昭
和

三
八
年
か
ら
昭
和
四
七
年
ま
で
の
一
○
カ
年
の
平
均
で
人
吉
は
二
二
八
一
唖
八

代
は
二
○
四
六
郷
で
あ
る
が
、
山
地
は
久
連
子
（
川
辺
川
上
流
）
三
○
九
八
“

大
川
内
（
万
江
川
上
流
）
三
○
五
○
”
と
平
地
に
比
べ
五
割
近
く
多
い
。
降
雨
量

は
梅
雨
期
か
ら
台
風
期
に
集
中
し
、
流
量
の
変
動
も
大
き
い
。

林
相
は
上
流
域
の
大
部
分
が
針
葉
、
潤
葉
、
混
交
林
で
、
異
種
混
交
の
潤
葉
林

も
少
な
く
な
い
。
川
辺
川
流
域
は
大
部
分
が
異
種
混
交
の
潤
葉
林
で
あ
る
。
中
流

部
の
山
地
は
針
葉
、
潤
葉
混
交
林
が
多
く
、
異
種
混
交
の
潤
葉
林
も
か
な
り
の
部

分
を
占
め
る
。
全
流
域
を
概
括
し
て
承
れ
ば
、
一
般
的
に
林
相
良
好
で
潤
葉
林
が

多
い
が
、
や
や
粗
林
の
感
が
強
い
。
全
般
に
単
純
斉
一
林
が
少
な
い
の
は
天
然
林

が
多
い
か
ら
で
、
元
来
か
ら
の
樹
相
の
豊
か
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
近
時

｡

伐
採
が
急
で
粗
林
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
荒
廃
地
が
処
灸
に
ゑ
ら
れ
る
。

こ
の
流
域
の
地
質
は
、
古
生
層
の
四
万
十
層
群
を
基
盤
と
し
、
流
域
の
南
西
部

を
除
く
大
部
分
の
山
岳
地
帯
は
こ
れ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
南
西
部
は
新
生
代
の

火
山
岩
類
が
分
布
す
る
。

人
吉
盆
地
地
域
で
は
、
阿
蘇
溶
岩
お
よ
び
洪
積
層
の
台
地
が
広
い
地
域
を
占
め

河
川
沿
岸
の
平
地
は
沖
積
層
よ
り
な
っ
て
い
る
。
下
流
部
で
は
、
萩
原
地
点
よ
り

急
激
に
広
大
な
沖
積
層
の
八
代
平
野
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

２
、
改
修
工
事
の
経
過

球
磨
川
は
昭
和
三
年
に
旧
河
川
法
の
適
用
河
川
と
な
り
、
下
流
は
昭
和
二
年
八

月
の
洪
水
痕
跡
を
基
に
し
て
、
計
画
高
水
流
量
を
五
○
○
○
㎡
／
Ｓ
と
し
、
本
川

四
○
○
○
㎡
／
Ｓ
、
前
川
一
○
○
○
㎡
／
Ｓ
と
し
た
計
画
で
昭
和
一
二
年
に
着
手

し
た
。
そ
の
概
要
は
、

①
南
川
（
旧
球
磨
川
）
を
締
切
っ
て
、
現
本
川
（
旧
南
川
）
を
拡
張
し
て
、

幹
川
と
す
る
。

②
河
床
の
安
定
、
農
業
用
水
位
の
確
保
の
た
め
球
磨
川
に
可
動
堰
を
設
け
る
。

⑥
前
川
分
派
点
に
水
門
を
設
置
し
て
、
分
派
流
量
を
規
制
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

上
流
は
、
昭
和
一
八
年
九
月
及
び
同
一
九
年
七
月
洪
水
の
雨
量
か
ら
各
地
点
の

計
画
高
水
流
量
を
定
め
、
昭
和
一
三
年
に
着
手
し
た
。
改
修
計
画
で
は
人
吉
市
街

地
に
特
殊
堤
を
設
け
る
ほ
か
、
堤
防
の
新
設
、
河
道
掘
削
、
護
岸
水
制
の
設
置
、

須
恵
地
区
の
捷
水
路
開
削
、
支
川
合
流
部
の
整
備
等
を
計
画
し
て
い
る
。

昭
和
二
八
年
度
以
降
総
体
計
画
で
は
既
定
計
画
の
一
部
手
直
し
、
及
び
整
備
が

な
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
九
年
八
月
及
び
九
月
の
出
水
に
鑑
象
、
昭
和
三
一
年
度
に

は
上
下
流
一
貫
し
た
流
域
の
再
検
討
が
行
わ
れ
、
基
本
高
水
流
量
は
上
流
基
準
地

点
人
吉
で
四
五
○
○
㎡
／
Ｓ
、
同
下
流
萩
原
で
五
五
○
○
㎡
／
Ｓ
と
し
、
市
房
ダ

－3－



昭
和
四
○
年
度
は
新
河
川
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
球
磨
川
は
昭
和
四
一
年
度
に

一
級
河
川
の
指
定
を
う
け
、
工
事
実
施
基
本
計
画
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
内
容
は

昭
和
四
○
年
七
月
出
水
を
基
に
し
て
流
量
改
訂
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
治

水
の
安
全
度
を
八
○
分
の
一
と
し
、
上
流
基
準
地
点
人
吉
の
基
本
高
水
流
量
を
七

○
○
○
㎡
／
Ｓ
、
同
下
流
萩
原
を
九
○
○
○
㎡
／
Ｓ
に
定
め
、
既
設
の
市
房
ダ
ム

及
び
新
設
予
定
の
川
辺
川
ダ
ム
に
よ
り
洪
水
調
節
を
行
い
、
計
画
高
水
流
量
は
人

吉
四
○
○
○
㎡
／
Ｓ
、
萩
原
七
○
○
○
㎡
／
Ｓ
に
改
訂
し
た
。
改
修
計
画
は
流
量

増
に
対
処
し
て
下
流
で
は
本
川
を
四
○
○
○
㎡
／
Ｓ
、
前
川
を
三
○
○
○
㎡
／
Ｓ

と
し
た
河
道
計
画
の
変
更
を
行
っ
た
。
上
流
は
人
吉
市
街
地
の
大
幅
な
掘
削
を
計

り
、
そ
の
下
流
約
五
伽
を
直
轄
編
入
す
る
と
と
も
に
、
球
磨
地
区
は
流
量
増
に
伴

い
、
局
部
的
に
法
線
変
更
及
び
引
堤
を
計
画
し
た
。
ま
た
川
辺
川
に
つ
い
て
は
、

経
済
効
果
の
大
き
い
合
流
点
か
ら
二
・
四
伽
を
直
轄
編
入
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
八
年
四
月
に
は
中
流
部
及
び
派
川
南
川
が
直
轄
に
編
入
ざ
れ

今
回
の
改
修
計
画
で
は
前
回
の
総
体
計
画
の
一
部
手
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
中

流
部
、
南
川
の
河
道
計
画
を
加
え
た
。

（
隈
昭
志
）

整
備
を
行
っ
た
。

ム
に
よ
り
五
○
○
㎡
／
Ｓ
調
節
し
て
、
計
画
高
水
流
量
唾

四
○
○
○
㎡
／
Ｓ
下
流
五
○
○
○
㎡
／
Ｓ
に
改
訂
し
た
。

昭
和
三
八
年
度
以
降
総
体
計
画
は
前
回
同
様
、
既
定
垂

計
画
高
水
流
量
は
従
来
ど
お
り
上
流
人
吉

既
定
計
画
の
一
部
手
直
し
及
び

心

蓮
花
寺
跡
と
相
良
頼
景
館
跡
は
、
熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
大
字
黒
肥
地
字
蓮

花
寺
に
所
在
す
る
。
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
「
人
吉
」
（
昭
和
四
二
年

編
集
）
図
幅
北
西
隅
か
ら
三
九
・
五
唖
南
西
隅
か
ら
一
七
・
三
”
の
交
点
あ
た

り
に
相
当
す
る
。
（
第
－
図
）

球
磨
郡
は
県
の
南
部
に
位
置
し
、
九
州
第
三
の
高
山
市
房
山
（
標
高
一
七
二
一

・
八
巴
等
に
源
を
発
し
八
代
海
に
注
ぐ
球
磨
川
の
上
流
域
に
あ
る
。

多
良
木
町
は
、
人
吉
市
か
ら
東
に
二
二
伽
の
地
に
あ
り
、
東
は
水
上
村
、
湯

前
町
、
宮
崎
県
児
湯
郡
西
米
良
村
に
、
西
は
相
良
村
、
須
恵
村
、
免
田
町
、
岡
原

村
、
上
村
に
、
南
は
宮
崎
県
諸
県
郡
須
木
村
、
小
林
市
に
、
北
は
五
木
村
に
接
し

て
い
る
。
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
球
磨
川
が
流
れ
て
い
る
。
本
流
球
磨
川
は
、
水
上
村

の
西
北
部
の
奥
地
に
源
を
発
し
て
南
下
し
、
一
方
市
房
山
を
源
と
す
る
湯
山
川
は

西
下
し
て
水
上
村
の
中
心
で
合
流
し
て
、
一
大
人
造
湖
で
あ
る
市
房
ダ
ム
に
注
ぎ

こ
む
。
市
房
ダ
ム
か
ら
流
れ
出
る
球
磨
川
は
南
方
・
北
方
の
山
岳
地
帯
か
ら
注
ぐ

支
流
と
合
流
し
て
川
幅
を
広
く
し
て
い
る
。

こ
の
球
磨
川
は
、
百
太
郎
溝
取
入
口
付
近
か
ら
や
や
流
れ
を
南
へ
迂
回
し
、
大

王
橋
あ
た
り
か
ら
蓮
花
寺
橋
ま
で
ほ
ぼ
直
線
で
あ
る
が
、
蓮
花
寺
橋
付
近
か
ら
流

れ
は
大
き
く
南
へ
カ
ー
ブ
し
、
約
二
伽
下
流
で
牛
繰
川
、
小
椎
川
と
合
流
し
流
れ

は
直
線
に
も
ど
る
。

蓮
花
寺
跡
と
館
跡
の
両
遺
跡
は
蓮
花
寺
橋
の
下
流
約
二
○
○
’
三
○
○
畑
の
球

二
地
理
・
歴
史
的
環
境

㈲
遺
跡
と
地
理
的
環
境

－4－



1

第1図遺跡の位置
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く
ま

古
代
の
球
磨
郡
は
、
隣
接
す
る
鹿
児
島
県
の
山
岳
地
帯
と
同
一
視
さ
れ
て
、
熊

そ

そ
お

襲
伝
説
（
球
磨
郡
と
鹿
児
島
県
鵬
咲
郡
が
熊
襲
と
な
っ
た
と
い
う
）
を
う
ゑ
、
景

（
註
１
．
２
）

行
紀
、
一
八
年
四
月
条
に
は
熊
県
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

六
四
五
年
、
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て
従
来
の
国
、
県
制
が
国
・
郡
制
に
編
成
替

え
さ
れ
る
と
、
火
の
国
は
肥
前
と
肥
後
に
区
分
さ
れ
、
肥
後
の
国
に
は
一
四
の
郡

磨
川
畔
右
岸
の
堤
防
沿
い
に
位
置
す
る
（
第
３
図
）
・
蓮
花
寺
跡
の
東
に
直
線
距

離
に
し
て
約
一
○
○
那
の
と
こ
ろ
に
相
良
頼
景
館
跡
が
あ
る
（
第
２
図
）
・
両
遺

跡
の
南
側
は
道
路
を
挟
ん
で
直
下
は
球
磨
川
で
あ
る
。
道
路
の
標
高
は
一
五
九
・

六
三
沈
。
球
磨
川
面
と
の
比
高
差
二
・
四
ｍ
で
あ
る
。

遺
跡
か
ら
の
遠
望
は
、
東
方
に
市
房
山
、
南
方
に
白
髪
岳
な
ど
九
州
山
脈
を
仰

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

蓮
花
寺
跡
の
対
岸
は
、
南
方
の
ア
ク
ソ
山
に
源
を
発
し
た
仁
原
川
が
本
流
に
注

い
で
い
る
。
球
磨
川
の
左
岸
に
は
国
鉄
湯
前
線
と
国
道
二
一
九
号
線
が
東
西
に
走

り
、
右
岸
の
約
五
○
○
加
北
方
に
は
県
道
水
上
人
吉
線
が
黒
肥
地
小
学
校
、
青
蓮

寺
前
を
走
っ
て
い
る

県
道
水
上
人
吉
線
と
牛
繰
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
は
、
内
城
を
最
高
所
と
し
た
な

だ
ら
か
な
台
地
が
、
南
方
県
道
際
ま
で
延
び
て
い
る
。
球
磨
川
と
県
道
水
上
人
吉

線
に
挟
ま
れ
た
地
域
は
、
：
球
磨
川
に
起
因
す
る
沖
積
平
野
で
あ
る
。

通
常
お
だ
や
か
な
球
磨
川
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
昭
和
二
六
年
の
ル
ー
ズ
台
風
を
は
じ
め
、
幾
度
と
な
く
く

り
か
え
さ
れ
る
洪
水
、
氾
濫
に
よ
っ
て
、
球
磨
川
は
魔
の
川
に
変
り
、
堤
防
は
決

壊
し
、
水
田
を
泥
海
と
化
す
。

（
杉
村
彰
一
）

○
歴
史
的
環
境

も

（
註
３
）

が
置
か
れ
、
球
磨
県
は
球
磨
郡
に
改
変
さ
れ
た
。
球
磨
郡
の
中
心
で
あ
る
郡
家
が

ど
こ
に
比
定
で
き
る
か
現
在
の
と
こ
ろ
確
証
は
な
い
。

こ
の
政
治
機
構
の
改
変
と
同
時
に
経
済
改
革
が
行
わ
れ
た
の
が
班
田
収
授
の
法

（
誰
４
）

で
あ
る
。
球
磨
郡
に
お
い
て
も
条
里
施
行
の
遣
名
や
飼
地
割
が
研
究
さ
れ
て
い
る

が
、
地
割
に
つ
い
て
は
球
磨
川
沿
岸
の
沖
積
平
野
と
、
万
江
川
流
域
に
部
分
的
に

残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
遣
名
は
錦
町
西
小
学
校
付
近
に
三
条
の
字
名
、

野
ど
の
え

錦
町
木
上
の
十
日
市
付
近
に
三
ノ
坪
が
承
ら
れ
、
免
田
町
と
須
恵
村
の
境
界
を
流

れ
る
井
口
川
の
下
流
に
は
、
ロ
ノ
坪
の
字
名
が
在
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
須
恵
村

（
註
４
．
５
）

浜
ノ
上
に
京
ノ
坪
と
い
う
遣
名
も
あ
る
。

さ
て
、
七
一
五
年
に
は
、
郡
と
里
の
間
に
郷
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一

○
世
紀
の
は
じ
め
に
で
き
た
「
倭
名
抄
」
に
は
、
球
磨
郡
に
六
郷
の
名
が
承
え
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
球
磨
郡
の
歴
史
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
平
安
時
代
で
あ

ス
ゼ
Ｏ

相
良
入
国
前
の
在
地
勢
力
は
、
荘
園
開
発
領
主
で
あ
ろ
う
久
米
氏
、
須
恵
氏
、

人
吉
次
郎
氏
、
矢
瀬
氏
、
伊
勢
弥
次
郎
氏
、
そ
れ
に
平
河
氏
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

（
註
５
．
６
）

て
い
る
。
平
河
氏
は
、
は
じ
め
良
峯
四
郎
安
則
を
名
乗
る
が
、
肥
後
の
菊
池
経
頼

を
頼
り
、
肥
後
国
山
本
郡
（
鹿
本
郡
）
に
住
し
、
そ
の
の
ち
球
磨
郡
錦
町
木
枝
（

木
上
）
の
平
河
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
平
河
の
姓
を
名
乗
っ
た
。
こ
れ
ら
土
豪
中

に
は
荘
園
の
下
司
に
な
っ
た
り
、
地
頭
に
任
命
さ
れ
た
り
し
た
。
（
詳
細
は
松
本

寿
三
郎
氏
報
文
参
照
）
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
在
地
勢
力
と
相
良
氏
に
係
る
寺
院
・

（
註
７
．
８
）

神
社
関
係
に
つ
い
て
、
仏
像
の
造
像
銘
、
金
石
文
、
近
世
文
書
等
に
よ
っ
て
略
述

し
た
い
。

多
良
木
町
黒
肥
地
茂
原
の
黒
肥
地
小
学
校
の
敷
地
内
の
一
角
は
「
ミ
ノ
ク
ジ
ド

ウ
」
「
寺
屋
敷
」
と
も
呼
ば
れ
、
明
治
の
末
年
ま
で
五
輪
塔
、
墓
碑
が
残
っ
て
い

（
註
９
）

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
弥
勤
寺
堂
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
勤
寺
の
本
尊
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あ
る
い
は
同
寺
に
関
係
あ
る
木
像
薬
師
如
来
の
胎
内
銘
に
、
大
治
五
年
（
二
三

○
）
二
月
五
日
建
立
、
檀
越
、
快
運
と
あ
る
。

蓮
花
寺
跡
、
頼
景
館
跡
の
対
岸
、
球
磨
川
の
左
岸
に
土
井
口
妙
法
寺
跡
が
あ
る
。

こ
の
寺
の
本
尊
が
人
吉
市
に
あ
る
願
成
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
座
像
と
言
わ
れ
、

平
安
末
期
の
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。
黒
肥
地
東
光
寺
に
、
東
光
寺
跡
が
あ
る
。
こ

の
寺
は
平
安
時
代
ま
で
に
栄
え
た
寺
で
、
鎌
倉
初
期
に
は
す
で
に
廃
絶
し
て
い
て

「
東
光
寺
村
」
の
地
名
だ
け
が
残
り
、
そ
の
後
、
文
永
一
○
年
（
一
二
七
三
）

頃
ま
で
に
上
相
良
氏
が
再
興
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
文
応
元
年
（
一
二
六

○
）
上
相
良
頼
氏
の
草
創
と
も
言
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
東
光
寺
跡
か
ら
銅
製
経
筒

（
註
畑
）

八
箇
が
出
土
し
、
七
箇
の
経
筒
の
紀
年
銘
は
文
永
一
○
年
二
月
四
日
と
な
っ
て

お
り
、
経
文
お
よ
び
経
筒
は
、
相
良
氏
一
門
の
人
々
に
よ
っ
て
祈
願
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

球
磨
川
と
牛
繰
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
王
宮
神
社
（
黒
肥
地
神
社
）
が
あ
り
、

大
同
二
年
（
八
○
二
）
の
創
建
と
言
わ
れ
る
。

こ
こ
で
郡
内
の
主
な
寺
院
に
つ
い
て
ふ
れ
て
承
る
と
、
須
恵
村
阿
蘇
に
平
等
寺

跡
が
あ
る
。
現
在
の
釈
迦
堂
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
、
仁
平
元
年
（
二
五
一
）
に

は
開
山
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
末
期
の
創
建
に
は
違
い
な
い
。
深
田
村
内
山
に

は
万
福
寺
跡
が
あ
る
。
現
在
の
内
山
観
音
堂
が
寺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
久
寿

元
年
（
二
五
四
）
の
建
立
。
同
村
荒
茂
に
勝
福
寺
跡
が
あ
る
。
養
和
年
中
（
一

一
八
一
’
八
三
）
の
建
立
。
一
方
、
遠
く
西
方
の
人
吉
市
村
山
に
は
、
観
琳
寺
が

治
承
年
中
（
二
七
七
）
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
観
林
寺
で
あ
る
。
人
吉

よ
り
北
方
の
山
江
村
山
田
に
は
、
高
寺
院
が
相
良
氏
入
国
前
に
建
立
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
寺
院
は
、
相
良
氏
入
国
前
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
上
球
磨
の
弥
勤

寺
、
妙
法
寺
、
東
光
寺
、
平
等
寺
は
在
地
荘
園
勢
力
を
背
景
に
建
立
さ
れ
た
も
の

｡

と
考
え
ら
れ
、
久
米
氏
、
須
恵
氏
の
加
護
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

中
球
磨
の
万
福
寺
、
勝
福
寺
は
平
河
氏
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
下
球
磨

の
観
琳
寺
、
高
寺
院
は
、
矢
瀬
氏
に
よ
っ
て
平
重
盛
菩
提
の
た
め
建
立
さ
れ
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
真
言
系
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
体
制
下
の
新
統
治
者
と
し
て
、
人
吉
の
地
頭
と
し
て
赴
い
た
相
良
長

頼
は
、
旧
任
地
で
あ
る
遠
州
（
静
岡
県
）
相
良
か
ら
真
言
宗
、
常
福
寺
の
僧
弘
秀

を
連
れ
て
き
て
、
相
良
氏
の
菩
提
寺
願
成
寺
を
開
か
せ
た
こ
と
は
、
在
地
勢
力
者

に
よ
る
真
言
系
寺
院
の
勢
力
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
二
世
紀
に
な
る
と
、
在
地
豪
族
の
荘
園
領
主
に
加
え
て
、
平
河
氏
等
の
間
に

墾
田
が
開
発
さ
れ
、
荘
園
制
鼎
立
時
代
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

一
二
世
紀
後
半
の
球
磨
郡
の
田
数
は
二
、
○
○
○
町
で
、
蓮
華
王
院
領
の
人
吉

荘
六
○
○
町
、
鎌
倉
殿
御
領
五
○
○
町
、
公
田
九
○
○
町
と
な
っ
て
い
る
。
荘
園

現
地
の
管
理
に
は
在
地
土
豪
が
下
司
と
し
て
あ
た
り
、
荘
園
、
公
田
に
は
地
頭
が

お
か
れ
、
こ
れ
ら
に
土
豪
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
土
地
機
構

の
な
か
に
、
相
良
氏
が
入
国
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
期
に
な
る
と
相
良
氏
一
族
に
よ
っ
て
、
湯
前
町
に
は
浄
心
寺
（
城
泉
寺
）

が
貞
応
元
年
（
一
三
三
）
に
創
建
さ
れ
、
上
相
良
第
二
代
頼
氏
に
よ
っ
て
蓮
花

寺
が
、
三
代
頼
宗
に
よ
っ
て
永
仁
三
年
（
二
一
九
五
）
に
は
、
頼
景
の
廟
所
と
し

て
、
亀
田
山
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
方
五
間
の
寄
棟
造
茅
葺
き
の
本

堂
は
、
県
下
で
は
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
寺
名
は
頼
景
の
後
室
青
蓮
尼
に
由
来
し

て
い
る

（
註
ｕ
）

伝
説
に
よ
れ
ば
、
蓮
花
寺
、
青
蓮
寺
は
飛
騨
の
匠
と
い
わ
れ
た
工
匠
に
命
じ
て

造
営
さ
せ
た
と
言
わ
れ
、
現
在
、
蓮
花
寺
跡
と
青
蓮
寺
の
中
間
あ
た
り
に
飛
騨
と

い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
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ら
れ
る
。

る
と
、
上
相
良
第
二
代
頼
氏
が
築
い
た
と
い
わ
れ
、
弘

る
ま
で
歴
代
領
主
の
居
城
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

青
蓮
寺
本
堂
の
裏
に
は
、
鎌
倉
期
の
特
徴
を
し
め
し
た
五
輪
塔
が
あ
る
。（

小
川
部
落
の
東
南
方
約
三
○
○
沈
の
と
こ
ろ
に
鍋
城
が
あ
る
。
求
麻
外
出

こ
の
鍋
城
の
周
辺
に
は
里
城
が
あ
り
、
外
城
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と
考
え

（
杉
村
）

註
１
一
九
七
○
年
、
乙
益
重
隆
『
熊
襲
、
隼
人
の
ク
こ
古
代
の
日
本
九
州
：
角

1211 10 98 654７
一
九
六
二
年
、
佐
藤
光
昭
「
相
良
藩
の
寺
院
帳
に
つ
い
て
」
・
・
熊
本
史
学
二

２
一
九
七
四
年
、
井
上
辰
雄
『
隼
人
と
大
和
政
権
』
・
・
学
生
社

３
一
九
六
五
年
、
松
本
雅
明
「
託
麻
国
府
と
肥
後
の
郡
家
・
郡
寺
」
：
熊
本
県

史
総
説
編

一
九
六
三
年
、
乙
益
重
隆
「
東
光
寺
出
土
の
経
筒
」
『
熊
本
県
文
化
財
調
査

報
告
書
・
第
四
集
（
球
磨
地
方
）
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

一
九
四
一
年
、
『
球
磨
郡
誌
』
球
磨
郡
教
育
支
会
編
纂

『
求
麻
外
史
』
田
代
政
輔
の
著
、
嘉
永
六
年
完
成

一
九
六
五
年
、
上

一
九
六
三
年
、
『

本
県
教
育
委
員
会

社 川
書
店

三
号
．
二
五
号

一
九
六
五
年
、
乙
益
重
隆
「
肥
後
の
条
里
」
：
熊
本
県
史
総
説
編

一
九
七
一
年
、
牛
島
盛
光
『
変
貌
す
る
須
恵
村
』
・
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

一
九
五
九
年
、
宮
元
尚
「
球
磨
の
荘
園
」
熊
本
の
歴
史
２
．
・
熊
本

上
村
重
次
『
九
州
相
良
の
寺
院
資
料
』
人
吉
・
・
金
輝
堂
書
店

『
熊
本
県
文
化
調
査
報
告
書
第
四
集
（
球
磨
地
方
）
』
・
・
熊

牛
島
盛
光
『
変
貌
す
る
須
恵
村
』
・
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

宮
元
尚
「
球
磨
の
荘
園
」
熊
本
の
歴
史
２
．
・
熊
本
日
日
新
聞

そ
の
後
第
六
代
頼
忠
に
い
た

（
註
胆
）

求
麻
外
史
に
よ

●
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蓮
花
寺
跡
の
調
査
は
、
調
査
地
の
作
物
の
植
付
、
五
輪
塔
の
移
転
先
の
問
題
、

そ
れ
に
加
え
調
査
担
当
者
の
杉
村
技
師
が
病
に
倒
れ
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す

る
こ
と
か
ら
、
調
査
担
当
者
の
変
更
な
ど
も
あ
り
、
昭
和
四
九
年
七
月
調
査
開
始

予
定
よ
り
大
き
く
遅
れ
、
一
一
月
末
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
以
下
月
日
を
追
っ
て
調

査
経
過
を
記
す
。

一
一
月
二
八
日
高
木
学
芸
員
、
発
掘
調
査
に
先
だ
ち
五
輪
塔
を
ス
テ
レ
オ
カ

メ
ラ
で
撮
影
す
る
た
め
多
良
木
町
へ
向
う
。
五
輪
塔
は
、
ガ
ラ
ン
サ
ン
と
呼
ば
れ

る
境
内
の
竹
林
の
中
に
あ
る
の
で
伐
採
か
ら
始
め
る
。
五
輪
塔
の
表
面
は
長
年
の

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
苔
が
生
え
て
お
り
、
そ
の
清
掃
を
行
う
。
風
。
空
輸
は
中

央
基
壇
の
他
は
落
下
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

一
二
月
一
八
日
松
本
技
師
が
新
た
に
調
査
に
加
わ
り
、
発
掘
準
備
を
急
ぐ
。

五
輪
塔
移
転
地
の
稲
作
補
償
等
で
地
主
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
発
掘
調
査

は
遅
れ
る
一
方
で
あ
っ
た
。

一
二
月
二
四
日
五
輪
塔
の
移
転
先
の
問
題
も
解
決
し
、
地
主
の
発
掘
承
諾
を

得
る
。
発
掘
に
先
だ
ち
、
慰
霊
祭
を
行
う
。

一
二
月
二
七
日
’
五
○
年
一
月
八
日
作
業
中
断

一
月
九
日
松
本
技
師
が
調
査
に
専
念
す
る
。
高
木
学
芸
員
は
他
の
調
査
現
場

へ
赴
く
。
熊
本
よ
り
調
査
資
材
搬
入
。
療
養
中
の
杉
村
技
師
と
調
査
方
法
等
に
つ

一
、
調
査
の
経
過

第
一
章
蓮
花
寺
跡

o

い
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

一
月
一
○
日
●
鍵
掘
調
査
を
開
始
。
中
央
石
積
基
壇
北
方
逗
一
×
一
○
”
の
ト

レ
ン
チ
を
掘
開
す
る
が
、
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
月
二
百
五
輪
塔
移
転
地
を
Ｂ
区
と
す
る
。
西
側
か
ら
Ｂ
１
町
（
二
×
三

六
汎
）
と
し
、
東
へ
同
様
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
町
、
町
：
：
と
す
る
。
町
よ
り
順

次
発
掘
す
る
。

一
月
中
旬
Ｂ
区
北
端
に
石
敷
溝
発
見
。
Ｂ
１
町
１
町
の
北
端
に
、
東
西
に

横
切
る
幅
約
一
ｍ
の
溝
で
あ
る
。
遺
物
は
糸
切
り
庇
の
土
師
質
土
器
、
青
磁
な
ど

で
、
中
世
の
も
の
で
あ
る
。

一
月
下
旬
Ｂ
１
町
よ
り
完
形
の
青
磁
が
出
土
す
る
。
周
辺
か
ら
も
、
多
量
の

遺
物
が
出
土
し
て
お
り
遺
構
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。
Ｂ
ｌ
Ｆ
Ｇ
区
に
幅
三
・
五

翌
Ⅲ
後
の
大
溝
検
出
。
中
世
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
蓮
花
寺
に
関
連
の
遺
構
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
期
待
さ
れ
る
。

二
月
上
旬
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｇ
区
で
確
認
の
溝
を
北
側
へ
追
い
か
け
る
。
南
東
か
ら
北

西
方
向
の
真
直
ぐ
な
溝
で
あ
っ
た
が
、
北
側
で
は
東
北
方
向
へ
曲
っ
て
い
る
。
来

年
度
調
査
予
定
の
相
良
頼
景
館
跡
の
方
向
へ
延
び
て
い
る
。
Ｂ
１
町
１
町
の
石
敷

溝
の
全
面
検
出
作
業
を
行
う
。
松
村
調
査
員
が
調
査
に
参
加
、
松
本
技
師
と
二
人

で
調
査
を
行
う
。

二
月
中
旬
Ｂ
区
の
二
つ
の
溝
は
引
き
続
き
調
査
。
Ａ
区
石
積
基
壇
上
の
五
輪

塔
を
移
転
す
る
。
二
六
号
五
輪
塔
下
か
ら
蔵
骨
器
（
褐
紬
陶
器
四
耳
壷
）
を
発
見
。

こ
の
鎌
倉
時
代
に
比
定
さ
れ
る
五
輪
塔
の
中
に
、
水
輪
上
面
を
円
、
ま
た
は
方
柱

状
に
掘
り
窪
め
た
納
骨
施
設
を
も
ち
、
納
骨
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
Ａ
区
東

小
丘
の
中
央
部
に
Ａ
Ｉ
町
を
設
定
。

二
月
下
旬
Ａ
ｌ
町
に
溝
を
確
認
。
南
Ｉ
北
に
走
り
、
Ｂ
区
の
溝
と
連
続
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
出
士
遺
物
は
糸
切
り
底
の
士
師
質
土
器
、
陶
質
土
器
、
青
磁
が

－9－



あ
る
。
溝
上
部
か
ら
は
ス
ラ
ッ
グ
、
ふ
い
ど
の
羽
口
等
の
製
鉄
関
係
の
遺
物
を
検

出
し
た
。
杉
村
技
師
調
査
に
復
帰
し
、
別
府
大
学
生
永
峰
文
隆
君
参
加
す
る
。

三
月
上
旬
通
称
「
ガ
ラ
ン
サ
ン
」
の
Ａ
区
の
西
側
を
Ｃ
区
と
し
て
、
東
西
に

ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
。
耕
作
士
の
下
は
自
然
の
砂
層
、
喋
層
で
あ
る
。
遺
構
は
確

認
出
来
な
い
。
中
央
基
壇
の
裾
部
積
石
検
出
作
業
を
行
う
。
西
裾
か
ら
刻
銘
の
あ

る
笠
塔
婆
の
塔
身
が
出
土
。
松
本
技
師
が
帰
熊
す
る
。

三
月
中
旬
中
央
基
壇
の
積
石
を
除
去
す
る
。
十
字
に
ブ
リ
ッ
ヂ
を
残
し
、
南

側
よ
り
掘
り
始
め
る
。
断
面
観
察
に
よ
り
、
三
’
四
回
の
増
築
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
第
一
回
目
は
幅
四
ｍ
の
方
形
に
築
き
、
面
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え

て
い
る
。
第
二
回
目
は
そ
の
外
側
に
一
’
一
万
拡
張
し
て
い
る
が
、
東
側
と
同
じ

く
士
・
石
を
混
え
て
お
り
、
乱
雑
な
仕
上
げ
で
あ
る
。
第
三
回
目
は
東
西
に
だ
け

約
一
読
拡
張
し
て
い
る
。
積
承
方
は
乱
雑
で
あ
る
。

三
月
下
旬
基
壇
の
南
側
、
Ａ
区
中
央
に
Ａ
ｌ
町
、
町
を
掘
開
。
す
ぐ
篠
層
で

遺
構
は
承
ら
れ
な
い
。

四
月
上
旬
中
央
基
壇
の
基
礎
部
実
測
と
平
行
し
て
、
Ａ
区
東
小
丘
の
溝
を
南

北
に
拡
張
す
る
。
こ
の
溝
は
南
北
へ
直
線
的
に
延
び
て
お
り
、
そ
の
規
模
、
出
土

遺
物
か
ら
も
Ｂ
区
の
溝
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
月
中
・
下
旬
Ａ
区
東
小
丘
の
溝
を
引
き
続
き
調
査
す
る
。
そ
れ
と
平
行
し

て
、
中
央
基
壇
の
十
字
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
取
り
除
く
。
そ
の
後
、
実
測
、
写
真
撮
影

を
行
い
調
査
を
終
了
す
る
。

二
、
Ａ
区
の
調
査

㈲
調
査
の
概
要

Ａ
区
は
、
通
称
「
ガ
ラ
ン
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
堂
宇

（
松
村
道
博
）

｡

石
積
基
壇
（
第
５
．
６
図
）

石
積
基
壇
は
中
央
平
坦
部
の
北
に
位
置
し
、
小
高
く
な
り
東
西
の
小
丘
を
結
ぶ
。

積
石
上
に
は
一
五
’
三
八
号
の
五
輪
塔
が
二
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
型
の
五

輪
塔
で
薬
研
彫
の
蕊
字
を
有
す
る
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。

が
境
内
の
中
央
部
に
位
置
し
、
そ
の
北
側
に
六
・
六
加
×
九
・
七
疋
高
さ
一
・

八
畑
の
五
輪
塔
を
載
せ
る
石
積
基
壇
、
東
。
西
に
盛
土
状
の
小
丘
を
配
置
し
、
そ

の
上
に
各
々
五
輪
塔
、
板
碑
を
置
く
。
南
側
は
小
径
を
挟
ん
で
球
磨
川
が
西
流
す

る
。
東
西
の
小
丘
は
石
積
基
壇
と
と
も
に
、
小
堂
宇
を
「
．
」
の
字
形
に
囲
ん
で

い
る
。
西
側
小
丘
は
幅
約
六
・
五
加
、
長
さ
二
○
ｍ
、
高
さ
○
・
五
加
を
測
り
そ

の
両
側
に
川
原
石
を
数
段
積
承
上
げ
て
お
り
、
境
内
平
坦
面
と
境
を
な
し
て
い
る
。

南
半
分
は
現
在
の
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
東
側
小
丘
は
幅
一
五
加
で
南

北
に
広
が
る
。
西
端
は
南
北
に
二
段
の
川
原
石
を
積
ん
で
、
中
央
平
坦
部
と
区
画

し
て
い
る
。
こ
の
小
丘
の
中
央
部
寄
り
西
半
分
に
五
輪
塔
、
板
碑
を
配
し
、
東
半

分
は
荒
地
で
溝
状
の
窪
地
を
呈
す
。

ト
レ
ン
チ
の
設
定
（
第
４
図
）

小
堂
宇
の
占
地
す
る
中
央
部
は
、
南
北
一
六
・
四
加
、
東
西
一
七
。
八
加
の
広

さ
を
も
つ
が
、
削
平
さ
れ
た
平
坦
面
を
示
す
。
周
囲
よ
り
一
段
低
く
、
離
層
が
露

出
し
て
お
り
、
遺
構
の
存
在
は
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
。

遺
構
の
配
置
、
お
よ
び
有
無
を
確
認
す
る
た
め
五
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。

石
積
基
壇
と
北
側
の
水
路
の
間
Ａ
ｌ
町
、
東
に
Ａ
ｌ
町
、
中
央
に
Ａ
ｌ
町
・
町
で

あ
る
。
そ
の
中
で
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
の
は
Ａ
ｌ
町
の
溝
だ
け
で
あ
る
。
他
は
表

土
の
下
は
す
ぐ
に
自
然
堆
積
の
砂
層
・
操
層
で
あ
っ
た
。

○
石
積
基
嬉
一
と
出
土
遺
物

－10－
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石
積
基
壇
は
東
西
約
五
・
七
狸
南
北
三
・
七
ｍ
、
高
さ
一
・
三
沈
、
平
面
形

は
長
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
石
は
遺
跡
の
す
ぐ
南
を
西
流
す
る
球
磨
川
の
川
原
石

を
使
用
し
て
い
る
。
東
側
、
西
側
お
よ
び
南
側
の
各
裾
部
は
積
石
の
露
出
が
多
く

ゑ
ら
れ
た
が
、
上
面
、
北
裾
部
は
土
が
上
面
を
薄
く
被
っ
た
状
態
を
示
す
。
東
西

の
端
部
に
は
五
輪
塔
の
各
輪
、
お
も
に
火
・
水
輪
が
川
原
石
・
土
と
一
緒
に
積
承

込
ま
れ
、
ま
た
表
面
に
露
出
し
て
い
る
の
も
観
察
で
き
た
。
お
そ
ら
く
、
後
世
の

改
造
で
あ
ろ
う
。

基
壇
の
構
築
東
西
の
断
面
に
よ
り
都
合
三
回
の
増
築
が
考
え
ら
れ
る
。
各
回

の
積
み
方
に
は
差
異
を
認
め
る
。
第
一
回
目
は
東
西
に
四
・
○
疋
南
北
四
・
○

ｍ
、
高
さ
一
・
○
’
一
・
三
ｍ
の
方
形
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
最
初
の
基
壇
築

造
に
あ
た
っ
て
、
平
面
プ
ラ
ン
に
計
画
性
を
有
す
る
。
基
礎
部
に
大
振
り
の
平
坦

面
を
も
つ
川
原
石
を
一
番
外
側
に
す
え
、
一
辺
四
・
○
加
の
平
面
正
方
形
プ
ラ
ン

を
設
定
し
て
い
る
。
各
隅
に
は
二
面
の
も
つ
角
度
が
直
角
を
保
つ
よ
う
な
石
を
選

び
配
置
す
る
。
各
辺
は
、
一
面
に
直
線
を
有
す
る
滴
を
用
い
、
凹
凸
の
少
い
方
形

を
呈
す
る
。
そ
の
上
部
は
、
外
側
に
倒
卵
形
の
川
原
石
を
横
積
み
に
し
、
垂
直
に

築
造
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
部
の
積
承
方
は
、
大
小
種
々
の
川
原
石
を
無

造
作
に
積
永
あ
げ
、
一
・
三
ｍ
の
高
さ
ま
で
積
承
上
げ
る
。
上
面
に
は
薄
く
玉
砂

利
を
敷
き
、
そ
の
上
に
五
輪
塔
を
載
せ
る
。
蔵
骨
器
は
、
こ
の
第
一
回
目
の
築
造

の
東
辺
よ
り
西
寄
り
の
ほ
ぼ
中
央
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。
第
二
回
目
は
東
に
一

・
三
誕
西
に
二
・
八
ｍ
、
北
に
一
・
八
ｍ
、
南
に
一
・
六
畑
各
々
拡
張
し
て
い

る
。
東
西
八
。
二
狸
南
北
六
・
八
ｍ
の
平
面
長
方
形
プ
ラ
ン
を
有
す
る
。
西
拡

張
部
は
第
一
回
目
の
築
造
と
同
じ
く
、
蕊
礎
部
を
大
石
で
長
方
形
に
区
画
し
、

そ
の
上
に
乱
雑
に
大
小
の
川
原
石
を
積
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
側
壁
は
一
’
二
段

し
か
残
存
し
て
い
な
い
の
で
全
容
は
分
ら
な
い
。
東
・
南
。
北
拡
張
部
は
基
礎
部

に
大
形
の
川
原
石
を
並
べ
る
部
分
も
あ
る
が
、
存
在
し
な
い
箇
所
が
多
く
、
か
つ

曾

上
部
積
石
と
の
大
き
さ
も
同
一
で
あ
る
の
で
、
区
画
を
意
図
し
た
も
の
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
上
部
は
士
を
使
用
し
て
築
か
れ
て
い
る
。
部
分
的
に
石
を
混
え
る
。

そ
れ
で
も
表
面
に
は
、
比
較
的
多
く
の
石
を
用
い
て
い
る
。
第
三
回
目
は
東
に
二

・
八
硬
西
に
一
・
一
万
拡
張
す
る
。
西
拡
張
部
は
基
礎
部
に
だ
け
は
大
川
原
石

を
南
Ｉ
北
に
直
線
的
に
築
い
て
い
る
。
上
部
に
は
土
、
川
原
石
と
と
も
に
多
く
の

五
輪
塔
の
各
輪
を
積
承
込
ん
で
い
る
。
中
に
は
火
葬
骨
を
入
れ
た
ま
ま
の
水
輪
も

含
ま
れ
て
お
り
、
五
輪
塔
の
本
来
の
意
義
を
失
っ
た
後
世
の
改
造
で
あ
ろ
う
。
東

側
は
基
礎
部
も
不
明
瞭
で
あ
り
、
下
部
と
上
部
に
石
を
多
く
用
い
、
中
に
は
土
を

多
く
用
い
て
い
る
。
壁
面
は
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
形
成
し
て
い
る
が
、
本
来
の
形

状
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
西
側
の
肩
部
に
は
五
○
年
以
上
を
超
え
る

大
木
が
生
え
、
そ
の
下
に
五
輪
塔
が
埋
没
し
て
い
た
。
ま
た
近
年
に
は
基
壇
の
積

み
変
え
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
明
治
以
前
の
改
造
で
あ
ろ
う
。

出
土
遺
物

最
終
的
な
基
礎
部
を
検
出
す
る
時
、
お
よ
び
裾
部
検
出
時
に
多
く
出
土
し
た
。

遺
物
は
土
師
質
土
器
、
陶
質
の
壷
形
土
器
、
お
よ
び
近
世
陶
器
、
古
銭
で
あ
る
。

ま
た
西
裾
か
ら
記
銘
笠
塔
婆
、
板
碑
が
出
土
し
た
。

土
師
質
土
器
（
第
７
図
１
１
７
）
色
調
は
黄
白
色
な
い
し
黄
褐
色
を
呈
し
胎
土

に
小
砂
粒
を
含
ん
で
い
る
。
－
１
６
は
小
皿
で
あ
る
。
底
部
に
糸
切
り
痕
が
あ
る
。

７
は
坪
で
あ
る
。
底
部
を
欠
失
す
る
が
、
端
に
糸
切
り
痕
を
残
す
。
内
外
と
も
横

な
で
で
あ
る
。
積
石
下
の
砂
層
出
土
。

陶
質
土
器
（
第
７
図
川
ｌ
〃
）
い
わ
ゆ
る
瓦
質
土
器
で
あ
る
。
色
調
は
青
灰
色

を
呈
し
、
胎
土
は
良
好
で
あ
る
。
田
・
川
は
頚
１
口
縁
部
で
あ
る
。
垂
直
に
立
ち

あ
が
る
頚
部
に
外
反
す
る
口
縁
部
が
つ
く
。
Ｅ
Ｉ
〃
は
同
様
の
胴
ｌ
底
部
で
あ
る
。

円
板
状
の
底
部
で
あ
る
。
胴
部
は
球
状
に
な
る
も
の
（
旧
）
が
一
例
あ
る
が
、
他

は
肩
の
張
る
も
の
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る
。
旧
の
外
面
は
叩
目
を
残
し
、
内
側
は

－11－
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上
半
が
櫛
目
、
下
半
は
箆
削
り
で
あ
る
。
Ｍ
も
内
側
は
箆
削
り
、
櫛
目
が
承
ら
れ

る
。
崎
は
こ
の
中
で
と
く
に
胎
土
が
良
く
、
焼
成
堅
綴
で
あ
り
、
須
恵
器
と
酷
似

す
る
。
内
側
に
×
印
の
箆
描
を
有
す
る
。

磁
器
（
第
７
図
８
．
９
）
近
世
磁
器
で
あ
る
。
高
台
付
の
碗
で
あ
る
。
８
は

乳
白
色
の
素
地
紬
に
四
条
の
二
本
一
組
の
縦
平
行
線
を
描
く
。
絵
付
は
発
色
の
悪

い
紺
色
を
呈
す
る
。
胎
士
は
白
色
。
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古
銭
（
第
８
図
）
合
計
八
枚
が
積
石
上
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
供
養
時
の
お

さ
い
銭
で
あ
ろ
う
。
１
１
５
は
寛
永
通
宝
で
あ
る
。
磨
耗
が
は
げ
し
く
、
粗
悪
な

も
の
で
あ
る
。
－
だ
け
は
裏
面
に
「
長
」
の
一
字
を
陽
刻
す
る
。
６
は
磨
滅
し
て

お
り
判
読
し
が
た
い
が
、
元
豊
通
宝
（
北
宋
銭
、
初
鋳
年
一
○
七
八
年
）
で
あ
る
。

７
は
破
損
品
で
あ
る
が
、
「
祥
」
の
一
字
が
み
え
る
。
牙
祥
符
元
宝
か
祥
符
通
宝

（
い
ず
れ
も
北
宋
銭
、
初
鋳
年
一
○
○
八
年
）
で
あ
ろ
う
。

第6図 A区石積基壇基礎部実測図

六
号
五
輪
塔
直
下
、

第
一
回
目
の
石
積
基

壇
最
上
部
の
東
端
か

ら
検
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
蔵
骨
器
は

南
宋
時
代
の
四
耳
壷

を
転
用
し
て
お
り
、

蓋
は
九
×
九
・
五
“

の
扇
平
な
台
形
を
呈

す
る
自
然
の
川
原
石

を
利
用
し
て
い
る
。

埋
設
に
あ
た
り
積
石

を
掘
り
窪
め
、
土
壌

下
面
が
傾
斜
す
る
の

で
扇
平
な
小
牒
を
蔵

骨
器
と
の
間
に
詰
め

て
い
る
。
蔵
骨
器
を

蔵
骨
器
（
第
９
図
）

石
積
基
壇
上
の
二

－13－
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置
い
た
後
に
、
南
・
北
側
部
分
の
土
壌
に
は
長
径
四
○
１
五
○
”
の
大
藤
を
置
き
、

東
Ｉ
西
側
部
は
比
較
的
小
篠
を
積
ん
で
い
る
。
蔵
骨
器
内
部
に
は
、
三
分
の
二
ほ

ど
ま
で
火
葬
骨
が
入
っ
て
い
た
が
、
細
片
の
た
め
年
令
等
は
不
明
で
あ
る
。

四
耳
壷
（
第
Ⅲ
図
）
完
形
品
で
あ
る
。
口
径
九
・
七
哩
器
高
一
三
・
一
扉
、

口
縁
部
は
「
く
」
の
字
状
に
外
反
し
、
肩
部
に
二
条
の
沈
線
を
施
し
、
胴
部
上
半

に
太
い
凹
線
に
よ
る
波
状
沈
線
を
施
す
が
一
周
は
め
ぐ
ら
な
い
。
耳
は
粘
土
紐
を

貼
り
つ
け
た
も
の
で
、
肩
部
に
四
個
あ
る
。
胴
部
下
半
は
縦
方
向
に
箆
削
り
を
施

す
。
器
面
に
は
火
ぶ
く
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
底
部
は
上
げ
底
で
あ
り
、
施
軸
さ
れ

鯵辰懲蟻●鰯

蟻J、‘綴懲，
第8図A区石積基壇出土古銭拓影（当）

多〆卿
①

て
い
な
い
。
紬
は
黄
緑
の
強
い
黄
褐
色
で
、
口
縁
部
か
ら
右
回
り
に
胴
部
に
か
け

一
周
す
る
鉄
粕
を
た
れ
流
す
。
（
松
村
）

鉄
器
（
第
Ⅲ
図
）
Ａ
区
石
積
基
壇
の
東
側
裾
の
表
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
短

刀
で
全
長
三
二
・
三
蝿
刃
渡
り
二
五
・
八
蝿
反
り
は
八
”
を
測
る
。
茎
は
関

の
部
分
で
幅
一
・
五
蝿
厚
さ
は
三
・
五
’
五
蝿
目
釘
穴
は
な
い
。（

松
本
健
郎
）第9図 蔵骨器出土状態実測図

IDF

凸争

巳
４
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器
高
二
・
八
”
の
瓦
質
土
器
で
あ
る
。
内
側
に
は
全
面
に
七
本
一
組
に
し
た
沈

線
（
櫛
目
文
）
が
放
射
状
に
広
が
り
、
底
は
碁
盤
目
状
に
施
さ
れ
る
。
胎
士
は
細

砂
を
含
象
、
色
調
は
黒
灰
色
を
呈
す
る
。
（
松
村
）

埋
鏡
遺
構
（
図
版
７
）

東
小
丘
の
Ａ
ｌ
町
西
端
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
第
二
層
の
砂
層
中
に
埋
設
さ
れ
、

掘
り
込
承
面
及
び
士
壊
は
不
明
で
あ
る
。
鏡
は
背
面
を
下
に
置
き
、
上
か
ら
完
形

の
播
鉢
を
口
縁
部
を
下
に
、
ほ
ぼ
水
平
に
伏
せ
て
い
る
。
鏡
は
斜
に
な
っ
て
鉢
よ

り
約
三
分
の
一
ほ
ど
外
に
は
象
出
し
て
い
る
。

り
約
三
分
の

出
土
遺
物

播
鉢
（
第

白
埋
鏡
遺
構
と
出
土
遺
物

（
第
吃
図
）

注
ぎ
口
を
有
す
る
完
形
品
で
あ
る
。
口
径
二
九
・
四
唖 蔵骨器実測図第10図

、

夢 ジ

A区石積基壇出土短刀実測図第11図

和
鏡
（
双
鶴
鏡
）
（
第
胞
図
）
直
角
式
低
線

で
直
径
九
・
五
唖
縁
の
幅
四
哩
縁
の
高
さ
四

”
を
測
る
Ｃ
界
圏
は
細
線
単
圏
で
内
区
・
外
区
を

区
分
し
て
い
る
。
外
区
に
は
斜
格
子
文
を
全
面
に

配
し
、
内
区
に
は
く
ち
ば
し
を
前
方
に
つ
き
出
し
、

羽
根
を
大
き
く
広
げ
て
飛
び
か
う
鶴
が
二
羽
、
紐

を
は
さ
ん
で
対
称
に
配
さ
れ
て
い
る
。
二
羽
の
鶴

の
間
に
も
小
さ
な
文
様
が
鋳
出
さ
れ
て
い
る
が
錆

の
た
め
不
明
瞭
で
あ
る
。
鉦
は
亀
紐
で
あ
る
が
平

面
的
で
、
亀
の
甲
の
上
に
素
紐
を
重
ね
た
よ
う
な

形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
鉦
の
穴
に
は
、
白
い
繊

維
質
の
も
の
が
遣
存
し
て
い
る
。
紐
の
穴
に
ひ
も

を
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
青
銅
質

で
鋳
上
り
は
良
好
、
文
様
構
成
も
す
っ
き
り
し
て

い
る
。
鏡
面
は
錆
も
少
な
く
今
で
も
か
な
り
の
光

沢
を
放
っ
て
い
る
。
全
般
的
に
造
り
の
良
い
品
で

あ
る
。
直
角
式
低
縁
、
細
線
単
圏
、
単
純
な
亀

紐
、
文
様
の
構
成
、
鋳
出
し
が
浅
い
点
な
ど
、
典

型
的
な
鎌
倉
時
代
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
．

（
松
本
）

－16－



溝
（
第
旧
図
）

調
査
区
の
東
端
に
検
出
さ
れ
た
。
旧
状
は
、
中
央
部
が
凹
状
を
示
す
東
小
丘
下

に
位
置
す
る
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
延
び
る
溝
で
あ
る
。
溝
幅
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、

四
溝
と
出
土
遺
物 鳶
誰
黙

鯵

ノ

｡

溝
の
長
さ
は
、
調
査
区
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
南
・
北
へ
延
び
て
い
る
。
Ｂ
区

溝
と
連
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
Ａ
・
Ｂ
区
延
べ
五
五
ｍ
の
長
さ
を
測
る
大
溝

で
あ
る
。
調
査
地
区
内
で
は
溝
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
あ
り
、
北
側
へ

は
さ
ら
に
延
び
て
お
り
、
相
当
長
い
溝
で
あ
る
。
南
側
も
さ
ら
に
延
び
て
お
り
、

お
そ
ら
く
道
路
を
越
え
て
球
磨
川
畔
に
流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

上
面
三
・
五
硬
底
幅
○
・
五
八
硬
深

さ
○
・
九
ｍ
を
測
る
大
溝
で
あ
る
。
溝
は

第
Ⅱ
層
（
砂
層
）
か
ら
の
掘
り
込
み
で
あ

っ
た
が
、
肩
部
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
、
溝

上
面
埋
土
が
第
Ⅱ
層
の
土
色
と
変
ら
な
い

ＸＩ
こ
と
か
ら
、
当
初
第
Ⅲ
層
（
操
層
）
か
ら

測突
の
掘
り
込
み
と
考
え
、
第
Ⅱ
層
は
全
面
を

うい
除
去
し
、
溝
の
平
面
プ
ラ
ン
を
確
認
し
調

捌
査
を
行
っ
た
。

断
面
セ
ク
シ
ョ
ン
の
観
察
に
よ
る
と
、

Ｊも猟
砂
層
部
は
や
や
乱
れ
て
い
る
が
、
磯
層
部

和
の
溝
の
断
面
は
逆
台
形
を
示
す
。
床
面
は

図
わ
ず
か
に
南
方
へ
傾
斜
を
も
っ
て
い
る
。

２

溝
内
は
お
お
よ
そ
三
層
に
区
分
で
き
る
。

第
中
央
に
大
牒
を
多
量
に
含
む
層
が
あ
り
、

そ
れ
を
境
に
し
て
上
下
に
分
ち
暗
褐
色
砂

質
士
に
分
け
ら
れ
る
。
溝
内
含
牒
層
は
Ｂ

区
溝
と
同
じ
く
、
洪
水
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
各
層
出
土
の
土
器
は
一
三
世
紀
代

の
も
の
で
時
期
差
は
考
え
ら
れ
な
い
。

－17－
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出
土
遺
物

士
師
質
土
器

小
皿
ａ
（
第
Ｍ
図
１
１
８
．
五
Ｉ
別
、
第
旧
図
－
１
８
）

口
径
七
・
四
’
八
・
六
哩
器
高
一
・
五
’
二
・
三
”
の
小
皿
で
あ
る
。
色
調

は
暗
褐
色
な
い
し
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
本
来
、
平
底
で
あ
ろ
う
が
、
底
部
糸
切
り

の
際
、
少
し
上
げ
底
気
味
と
な
っ
て
い
る
。
底
部
は
糸
切
り
底
で
あ
る
。
ロ
ク
ロ

の
回
転
は
左
、
右
回
転
が
あ
り
、
右
回
転
の
方
が
多
い
。
比
較
的
器
高
の
高
い
も

の
で
あ
る
。
口
縁
部
の
造
り
は
外
反
す
る
も
の
と
内
脅
し
て
立
ち
上
る
も
の
と
の

二
種
が
承
ら
れ
る
。
一
例
で
あ
る
が
、
焼
成
後
、
底
部
に
穿
孔
し
た
も
の
も
あ
る
。

口
縁
内
に
煤
の
付
着
す
る
も
の
が
あ
り
、
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
含

ま
れ
る
。

小
皿
ｂ
（
第
Ｍ
図
３
１
訓
、
第
旧
図
９
１
別
）

口
径
七
・
四
’
九
・
七
咽
器
高
一
・
一
’
九
“
を
測
る
平
く
っ
た
い
小
Ⅱ
の

一
群
で
あ
る
。
色
調
は
淡
褐
色
か
ら
暗
褐
色
を
呈
す
る
。
全
体
に
器
形
は
洗
練
さ

れ
た
も
の
は
少
な
く
、
大
半
は
歪
ん
で
い
る
。
底
部
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
手

法
で
あ
る
が
、
底
部
に
凹
凸
が
あ
っ
た
り
、
二
度
糸
切
り
を
行
っ
た
も
の
、
段
を

残
す
も
の
が
多
く
承
ら
れ
、
仕
上
げ
が
雑
で
あ
る
。
ロ
ク
ロ
の
回
転
は
左
回
転
、

右
回
転
が
あ
る
。
底
部
は
本
来
糸
切
り
の
平
底
で
あ
る
が
、
上
げ
底
の
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
。
口
縁
端
部
は
丸
味
を
も
つ
も
の
、
尖
る
も
の
の
二
種
が
存
在
す
る
。

胎
士
に
は
小
石
粒
を
含
む
。
整
形
は
横
な
で
で
あ
る
。

杯
ａ
（
第
Ｍ
図
－
１
７
）

口
径
一
一
・
九
’
一
三
・
○
蝿
器
高
二
・
八
’
三
・
五
”
を
測
る
杯
で
あ
る
。

口
縁
部
が
外
反
気
味
に
外
に
開
く
一
群
で
あ
る
。
色
調
は
黄
褐
色
な
い
し
灰
褐
色
、

中
に
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
杯
も
含
ま
れ
る
。
底
部
は
糸
切
り
の
平
底
を
し
て
い
る
。

仕
上
げ
は
丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
、
器
厚
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
身
込
承
の
部

e

分
に
は
ロ
ク
ロ
使
用
時
の
凹
凸
が
残
っ
て
い
る
。
胎
土
は
小
石
粒
を
含
む
が
、
精

選
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
口
径
の
大
き
さ
に
比
べ
、
底
径
が
小
さ
い
。

杯
ｂ
（
第
Ｍ
図
８
１
Ｍ
）

口
径
一
二
・
○
’
一
三
・
七
蝿
器
高
三
・
一
’
四
・
○
”
を
測
る
杯
で
あ
る
。

器
厚
は
一
定
し
な
い
。
色
調
は
淡
褐
色
ｌ
暗
褐
色
ま
で
変
化
が
あ
る
。
底
部
は
糸

切
り
底
で
平
底
で
あ
る
が
、
凹
凸
の
も
の
、
上
げ
底
気
味
の
も
の
が
承
ら
れ
る
。

口
縁
部
は
底
部
か
ら
直
線
的
に
外
方
に
広
が
る
。
口
縁
端
部
は
丸
味
を
も
つ
も
の

一一

くこ二画

9

芝言
３
４

一
一

毒
ｍｃ

３
４
０

〈ここ＝4

0 10

一 6

－
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と
尖
り
気
味
の
も
の
と
が
あ
る
。
胎
士
に
は
○
・

二
’
四
”
大
の
石
粒
を
含
む
も
の
が
多
い
。

杯
ｃ
（
第
帖
図
亙
１
羽
）

口
径
一
一
・
八
’
一
三
・
九
蝿
器
高
二
・
七

’
三
・
三
”
を
測
る
。
底
径
の
割
合
に
比
べ
て
口

径
の
小
さ
い
一
群
で
あ
る
。
色
調
は
淡
褐
色
ｌ
暗

褐
色
を
呈
す
る
。
胎
士
に
は
砂
粒
を
多
く
含
む
。

口
縁
部
は
底
部
か
ら
内
簿
気
味
に
立
ち
上
る
。
口

縁
端
部
は
尖
り
気
味
の
も
の
が
主
体
を
占
る
が
、

角
張
る
も
の
も
承
う
け
ら
れ
る
。
底
部
は
糸
切
り

の
平
底
で
あ
る
が
、
丸
く
な
っ
た
も
の
も
少
数
存

在
す
る
。

杯
．
（
第
閲
図
乃
ｌ
訓
）

口
径
一
三
・
八
’
一
五
・
六
蝿
器
高
二
。
五

’
三
・
五
”
を
測
る
一
群
で
あ
る
。
口
縁
部
に
向

っ
て
底
部
か
ら
直
線
的
に
外
に
広
が
る
も
の
と
、

内
轡
す
る
も
の
が
あ
る
。
色
調
は
淡
褐
色
な
い
し

黄
褐
色
を
呈
す
る
。
胎
士
は
荒
く
、
砂
粒
を
多
く

含
む
。
右
回
転
の
ロ
ク
ロ
を
使
用
し
て
お
り
、
平

底
を
呈
す
る
。
器
厚
は
均
一
化
さ
れ
、
全
体
に
仕

上
げ
が
丁
寧
で
あ
る
。
杯
部
の
外
面
下
半
を
指
で

押
圧
し
、
整
形
し
て
い
る
の
も
存
在
す
る
。

磁
器

青
磁
（
第
〃
図
－
１
６
）

一
一
西
垣
雪

、_…i鰯迩』炎

一
一､

－
は
色
調
緑
青
色
の
く
す
ん
だ
色
を
呈
す
る
。
外
面
に
削
り
出
し
の
蓮
弁
を
有

す
る
。
蓮
弁
は
複
弁
文
を
有
す
る
が
、
い
ず
れ
も
削
り
出
し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

胎
土
は
青
灰
色
を
示
す
。
復
元
口
径
一
六
・
九
”
を
測
る
。
杯
部
下
半
は
欠
失
す

る
。
口
縁
部
は
外
反
し
て
丸
味
を
お
び
る
。
腰
の
低
い
重
量
感
あ
る
碗
形
品
。

＝

７
８

一
一 4

8

Mj（〕で 92■■－画

0
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２
は
復
元
完
形
の
碗
で
あ
る
。
口
径
一
七
・
一
唖
器
高
六
・
八
”
を
測
る
。

紬
は
青
緑
色
、
胎
土
は
青
灰
色
を
呈
す
る
。
高
台
は
箆
削
り
が
行
わ
れ
、
面
を
形

成
す
る
。
高
台
、
底
部
の
一
部
に
紬
薬
が
流
れ
て
い
る
。

３
は
器
高
が
低
く
、
内
簿
気
味
に
外
に
広
が
る
碗
形
で
あ
る
。
口
径
一
五
・
六

１
１

ザ

〃〃
、

、

よク？
ノ

””
/必一

〃

Pノ

ダ
ダ

、
、

、

ｃ
一
Ｇ
℃
》

'

'

10cm0

＄

＝8；串乏“
も央紬器
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櫛
目
を
失
う
。
胎
士
は
精
選
さ
れ
て
い
る
が
、
気
泡
を
有
す
る
。

２
は
比
較
的
大
型
の
播
鉢
で
あ
る
。
内
部
に
斜
行
す
る
線
刻
を
も
つ
。
胴
部
以

下
を
欠
損
す
る
。
外
面
に
は
整
形
時
の
指
跡
が
残
る
。

３
は
口
縁
径
二
三
・
七
蝿
器
高
二
・
六
蝿
内
側
を
五
条
一
組
の
沈
線
で

五
区
画
に
し
て
い
る
。
播
鉢
で
あ
る
。
平
底
で
あ
る
が
中
央
部
が
く
ぼ
象
、
上
げ

底
気
味
と
な
る
。
底
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
直
線
的
に
開
く
。
胴
部
下
半
か
ら

底
部
に
か
け
箆
削
り
し
て
い
る
。

壷
形
土
器
（
第
旧
図
４
１
６
）

色
調
は
青
灰
色
を
呈
す
る
。
胎
土
に
は
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
さ
ほ
ど
良

く
な
く
、
耐
水
性
も
弱
い
。
い
わ
ゆ
る
瓦
質
土
器
で
あ
り
、
供
花
用
の
壷
で
あ
る

畠
ノ
○

４
は
他
の
も
の
と
比
べ
、
と
く
に
焼
成
が
良
く
、
胎
士
も
精
選
さ
れ
て
い
る
。

断
面
の
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
胴
部
だ
け
を
残
存
し
、
上
・
下
を
欠
失
す
る
。

円
板
状
の
底
部
に
肩
の
張
っ
た
胴
部
、
す
ぼ
ま
り
短
い
頚
部
を
有
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
外
側
は
平
行
叩
目
、
内
側
は
平
行
す
る
幅
広
の
櫛
目
を
も
つ
、
肩
部
で
粘

土
を
接
合
し
て
お
り
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
頚
部
の
内
側
に
絞
り
目
が

縦
走
す
る
。

５
は
広
い
底
部
を
も
つ
。
胴
部
は
短
く
、
中
央
部
が
内
側
に
「
く
」
の
字
状
に

屈
曲
し
、
明
瞭
な
段
を
有
す
る
。
胴
部
上
半
を
欠
失
。

６
は
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
細
い
頚
部
が
外
に
開
き
端
部
は
立
ち
上
る

７
は
丸
い
胴
部
に
細
長
い
頚
部
が
つ
く
壷
で
あ
る
。
底
部
は
欠
失
す
る
が
、
円

板
状
底
部
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
側
に
粘
土
の
接
合
痕
を
と
ど
め
て
お
り

頚
部
に
は
絞
り
目
を
残
す
。

８
は
胴
部
Ｉ
底
部
の
破
片
で
あ
る
。
内
側
に
斜
行
す
る
櫛
目
痕
を
有
す
る
。

陶
器
（
第
旧
図
９
）

合

備
前
焼
の
蕊
形
土
器
破
片
で
あ
る
。
口
縁
部
は
折
り
返
し
口
縁
で
あ
る
が
、
玉

縁
口
縁
に
近
接
し
て
い
る
。
赤
褐
色
の
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
砂
粒
を
多
く
含

象
、
胎
士
は
良
い
と
は
言
え
な
い
。
焼
成
は
良
く
堅
級
で
あ
る
。

士
錘
（
第
岬
図
）

計
一
一
個
体
出
土
し
て
い
る
。
調
査
区
の
南
を
球
磨
川
が
流
れ
て
お
り
、
漁
網

に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
形
状
か
ら
二
種
に
区
分
で
き
る
。
一
つ
は
１
１

５
の
も
の
で
長
さ
六
・
五
’
六
・
八
“
幅
一
・
三
’
二
・
○
師
の
大
型
品
で
あ

Ｚ
句
Ｏ

‐
は
竹
様
の
繊
維
が
中
央
に
詰
っ
て
お
り
、
孔
が
通
じ
て
い
な
い
。
両
端
は
箆

切
り
さ
れ
て
い
る
。
未
製
品
で
あ
り
、
そ
の
製
作
の
一
端
が
わ
か
る
。

６
１
７
は
小
型
品
で
あ
る
。
長
さ
四
・
三
’
五
・
九
哩
幅
○
・
八
’
一
・
一

”
を
測
る
。
中
央
部
が
ふ
く
ら
ゑ
、
両
端
が
す
ぼ
ま
る
。
全
体
に
磨
耗
が
は
げ
し

い
。
ま
た
焼
成
が
悪
く
脆
弱
で
あ
る
。

鉄
器
（
第
加
図
－
１
４
）

－
は
ノ
ミ
状
鉄
器
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
六
蝿
最
大
幅
二
・
一
”
。
基
部
は

断
面
円
形
で
袋
状
の
挿
入
部
を
有
す
る
。
こ
の
中
に
木
質
が
径
一
・
七
”
の
円
錐

状
に
残
り
身
部
は
断
面
長
方
形
を
呈
す
る
。
刃
部
で
二
折
し
て
い
る
。
刃
部
の
計

測
値
は
長
さ
五
・
八
唖
幅
二
・
一
”
。
先
端
は
尖
っ
て
い
る
が
錆
化
が
強
く
明
確

に
は
わ
か
ら
な
い
。

２
は
鉄
釘
で
あ
る
。
頭
部
は
短
く
Ｌ
字
形
に
曲
る
。
断
面
方
形
で
あ
る
。
先
端

は
細
く
尖
っ
て
い
る
が
、
輪
を
造
っ
て
大
き
く
曲
る
。

３
は
板
状
の
長
楕
円
形
の
不
明
鉄
器
で
あ
る
。
長
さ
五
・
四
蝿
幅
二
・
四
蝿

厚
さ
○
・
六
唖

４
は
断
面
六
角
形
の
屈
曲
し
た
棒
状
鉄
器
で
あ
る
。
角
釘
の
先
端
で
あ
ろ
う
。
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７
は
先
端
部
の
三
’
四
”
の
幅
で
高
熱
を
受
け
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
質
の
付
着
物

が
帯
状
に
囲
ん
で
い
る
。
ま
た
、
先
端
部
は
指
で
押
さ
え
た
よ
う
な
く
ぼ
承
を
も

つ
。
外
荏
九
・
一
雨
、
内
径
二
・
五
“
の
円
筒
状
を
示
す
。

８
．
９
は
中
央
部
の
破
片
で
あ
る
。
胎
士
に
細
砂
粒
を
多
く
含
む
粗
悪
な
も
の

で
あ
る
。

（
松
村
）

鰯
11

ふ
い
ど
の
羽
口
（
第
訓
図
）

数
個
体
出
土
し
て
い
る
が
、
実
測
で
き
る
ｊ

で
あ
る
。
胎
土
に
砂
粒
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

Ｉ
I｛斑

il
II

II

麹

㈲
塔
群
の
調
査

塔
群
は
板
碑
二
四
基
、
五
輪
塔
一
○
二
基
、
総
数
一
二
八
基
を
数
え
る
。
他
に

5
G■

432

○ ④ee＠①実
測
で
き
る
も
の
は
三
点
で
あ
る
。
す
べ
て
土
製

側
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
仙
仙
、

ハ

m
①

11
，｡

吾
。

岬
剛
凧
州
削
り
、

119
●

6

＠

9－－芦－－里子、
第19図 A区出土土錘実測図 ⑨

笠
塔
婆
一
基
が
出
土
し
て
い
る
（
第
〃
図
）

調
査
は
五
輪
塔
の
実
測
図
作
製
に
主
眼
を
置
き
、
そ
れ
と
共
に
下
部
遺
構
の
存

否
を
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
下
部
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
の
は
二
六
号
五
輪
塔

下
に
蔵
骨
器
（
四
耳
壷
）
、
六
七
号
五
輪
塔
下
に
埋
鏡
遺
構
（
和
鏡
と
福
鉢
）
が

発
見
さ
れ
た
。

五
輪
塔
の
実
測
に
は
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
、
図
化
し
、
そ
の
後
、
実

物
を
見
な
が
ら
補
正
を
加
え
た
。

川

〃

″

、●

翼《
ロ、の

Lｺー ＝ー雪

2 4

の血､刀

、
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五
輪
塔
一
’
一
四
号
（
図
版
Ⅲ
）
は
西
小
丘
上
に
南
北
一
列
に
並
ぶ
。
空
風

輪
は
一
石
で
造
ら
れ
る
。
空
輪
の
幅
と
高
さ
の
比
率
を
承
る
と
、
高
さ
の
割
に
幅

が
広
い
。
す
な
わ
ち
先
端
の
尖
っ
た
万
十
形
を
呈
す
る
。
火
輪
は
軒
の
両
端
が
反

る
重
厚
な
形
態
を
呈
す
る
。
各
輪
に
は
刻
銘
は
な
く
、
耗
字
を
一
面
（
西
側
）
だ

け
に
墨
書
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
不
明
な
も
の
が
多
い
。
水
輪
は
最
大
径
が

中
央
よ
り
上
に
あ
る
、
不
安
定
な
感
じ
を
与
え
る
。
中
に
は
円
柱
状
に
近
い
形
態

を
示
す
も
の
が
承
ら
れ
る
。

d■■■■■■■

１
１I

1 ，〃 〃
〆

、一一 ノ
､

ノ
、

、

′、

、 グ
ー

～ 〆
～一
一一一

④

一
五
’
二
九
号
は
石
積
基
壇
上
に
占
地
す
る
。
一
五
’
一
八
号
は
西
裾
に
不
規

則
な
並
び
を
も
つ
。
ほ
と
ん
ど
に
後
世
の
積
承
替
え
が
う
か
が
わ
れ
、
本
来
基
壇

上
に
立
地
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
二
七
’
二
八
号
も
小
型
の
五
輪
塔
で
「
上

村
」
氏
の
戒
名
を
有
す
る
。
他
の
も
の
は
大
型
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
空
輪
は
先
端

が
尖
っ
た
形
態
を
示
す
。
軒
の
厚
さ
は
さ
ほ
ど
厚
く
な
く
、
両
端
は
反
り
を
有
し

な
い
。
各
輪
に
は
薬
研
彫
の
楚
字
を
刻
銘
し
て
お
り
、
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
の
中
で

註
１

は
古
い
形
態
を
示
し
、
鎌
倉
時
代
後
半
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
地
輪
に
は
「
頼

象
替
え
で
あ
る
。
室
町
ｌ
安
土
・

一

L－－－－－－lI

氏
」
、
「
頼
宗
」
等
の
上
相
良
歴

図
代
当
主
名
の
追
刻
を
有
す
る
。

ｍ

測

Ｃ

桃
山
時
代
の
刻
銘
を
有
す
る
。

。
〃

／

〃

〃

夢

六
七
’
七
七
号
は
東
小
丘
の
南

ヂ

△
Ｊ
〆
一

、
一
一
に
南
ｌ
北
に
並
ぶ
。
七
八
’
八
四

》
号
は
東
ｌ
西
に
並
ぶ
。
い
ず
れ
も

、

小
型
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
各
輪
に

、

、

《
Ｉ
唾
９

は
種
字
を
刻
銘
、
墨
書
し
て
い
る

実

三
七
’
六
三
号
は
東
小
丘
、
基

口羽

壇
東
側
に
位
置
す
る
。
五
八
’
六

の
蓉
」

三
号
は
東
ｌ
西
一
列
に
並
ぶ
。
空

いふ土

輪
は
万
十
形
の
形
態
を
示
す
。
火

出溝

輪
は
軒
の
両
端
が
張
ら
な
い
。
厚

区Ａ
承
の
あ
る
重
厚
な
造
り
で
あ
る
。

地
輪
に
は
僧
尼
の
刻
銘
を
持
つ
も

図１

の
が
あ
る
。
三
七
’
五
七
号
は
各

２第

輪
の
形
態
が
異
な
り
、
後
世
の
積

－26－
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凝
灰
岩
製
の
も
の
は
面
を
整
形
し
て
い
る
が
、
砂
岩
製
の
も
の
は
自
然
篠
を
そ
の

ま
ま
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

笠
塔
婆
調
査
以
前
に
石
積
基
壇
北
西
裾
か
ら
出
土
し
た
方
柱
状
の
笠
塔
婆
で

あ
る
。
台
座
、
笠
部
を
欠
失
す
る
が
、
塔
部
は
全
形
を
残
す
。
一
面
に
刻
銘
を
も

註
１

つ
。
凝
灰
岩
製
。
詳
細
に
つ
い
て
は
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
松
村
）

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
八
五
’
一
○
一
百

出
土
し
た
も
の
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

板
碑
（
一
○
五
’
一
二
八
号
）
石
質
は
凝
灰
岩
、
砂
岩
製
の
も
の
が
あ
る
。

註
１
乙
益
重
隆
「
球
磨
地
方
の
石
造
美
術
と

第
四
集
』
（
球
磨
地
方
）
昭
和
三
八
年

「
球
磨
地
方
の
石
造
美
術
と
史
跡
」
『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告

八
五
’
一
○
二
号
は
頼
景
館
跡
の
南
東
部
の
開
墾
時
に

匂

－27－



第1表五輪塔・笠塔婆一覧表
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号数
－

０

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１

11

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１

１
１

２
２
２
２
２

全高
(“）

89．5

74．8

84．0

70．4

79.6

103.0

108.3

114.4

89．8

84．4

78．0

85．2

96.4

103.0

58.0

78．9

56．0

83.4

132.4

130.0

130.9

136.2

128.1

130.2

形 態の特徴

輪

方
円
方
労
方
円
円
円
欠
円
円
円
欠
円
円
欠
方

空
／風
Ａ
欠
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ａ
欠
Ｃ
欠
？
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

方
円
坊
方
方
円
ノ
ノ
円
円
円
方
方

円
方
円
方
円
円
方
方

方
方

●

蝿
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

〃

●

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

水●

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

地

全体の形に比べ水輪が小さい。

空輪を欠失する。

火輪はDであるが幅が広く扇平である。

全体に比較して、地輪が大きく24.1cm･火輪
は高さが低い。

火輪は軒部を欠失、一面に墨書の種子。

水輪上面に最深部5.0cmの窪承を持つ。

水輪上面に最深部7．0“の窪みを持つ。
地・火・風・空輪は四面、水輪には一面に種
子を陰刻。

水輪上面は7と同じ。火輪下面中央部が楕円
形に窪む。火輪の四方に墨書の種子。

火輪は他の各輪に比べとくに大きい。下面の
中央部に一辺23.2“、深さ1.4“の窪みあり。
水輪上面は径16.0cmの円形皿状に窪む。

火輪は屋根部を一部欠失する。水輪は、
部が径18.3“の円形皿状に窪む。

各輪が別為である。とくに水輪は小型。

中央

水輪最大径を中央より少し上に有する。上
は径14.0“、深さ1.2皿円形皿状に窪む。

面

水輪は小型である。火輪には四方に種子を陰
刻する。

地輪は欠失する部分が多くある。
く全体に積み替えられている。

水輪はC'一Dの中間形態を示す。

水輪は小さ

水輪は最大径を中央部に有する。上面に径14
．4cmの皿状窪み･火輪の軒先は腹部へ向い
内傾。

水輪だけが石材の色が異なる。風・空輪は風
化が激しく原形をとどめない。

大型の五輪塔である。地・火輪には薬研彫の
種子を刻す。上・下面には十字形に細く線刻
する。水輪上面には径19.2cm深さ8.6cm円柱
状の納骨施設を有す。

大型の五輪塔である。五輪の四面に薬研彫の
種子を刻す。水輪上面に円柱状の掘り込みを
有す。風輪断面は半月形

20に同じ

20に同じ
風輪断面は逆台形

20に同じ。風輪断面は半月形22．5×60.0cm
の台座を有す。

20に同じ

銘文
(地輪）

西側「奉為妙…」

北側「頼忠」
｢正長元甲二月」
の追刻

備考

積承替え

〃

〃

〃

〃

〃

風・空輪を
除き
完全形

〃

積承替え

〃

〃

〃

風・空輪は
積承替え

積み替え

〃

積承替え

〃

水輪は別物

完全形

〃

〃

〃

〃



号数｜全后

引口田両●‐7KE面●J尺剛面面●I何11_ソ堅既記

ヘAA方A方’18．6×54.Ucmの台

噸r回I巳甲JI-》を｡田リ間)府r吾

杉Wｰ'月~ヲOo窒緬

乳・窄輪には種子

JIR師

鰯鮮|饗奮牒』

，|旧M|△“円A円|蕊騨烹撫瀞鍾雛雛|饗霞害胤

司識難騨蕊蕊|騨妻蕊|景物空”
ハホI灯喜Kｶﾐﾉ化商会上宝

ilW:に:駕鴬職蕊縦|騨雲|;:M：
011Z0．21A

ﾍ円A欠|至難埋喬4雛離乏雀
司口に《のO⑥沙

「勺。地輔の中失に、水輔
引柱状の窪みを有す。

，|△“H服|蕊織鰯黙簿急辱

ⅢlllU

1178.［

【】l［

＆AA四A〃座

Mこ属するが屋根、軒の辰

一の上回の

四方調|銘かた

｜ｰｰ－コ…回

訊・奉姶かI

畑A'欠|全琴葛職識墓砺雛喜潅

Ⅷ|識識鵬聯職
硝川雛繊繍鵜瀞|誹購簿

蛎はAの狩淀を伐仔しつつもしに江1以した

態を示す。水輪中央に円柱状の窪みを左
、風・奉輪か除弐四面に稲子方刻寸が細く

受いものであ勾・

也・水輪は四面に種子を刻す。
箸し<、一面にのみ種子を残弓

地・火輪は四囲に種一十を刻す。
あり、風・牢輪と共に種子を左
副Iｰも次M諺石刀期〃 難騨割積宇
全例区に-(多も鑑つ~Lおり、肴･蛎『三狸寸-.を次！

いる。完全形の中型品である。水輪上面
Ⅲ状の窪みを有す。

－29－
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号数 全
－■一

員
卿く
形 態の特微 銘文 備考

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
‐
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

93.1

96.1

00.0

98.2

88.3

79.8

94.1

85.0

72.6

72.1

81.0

77.2

67.8

81.3

60.8

80.9

92.6

1

方

風
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｃ
／
／
／
／
円
円

輪

円
円

円
円

空
ノ
ノ
〃

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
／

Ａ
Ａ
方
Ｂ
Ｃ

方
方

方
／
方
円

榊
方
／
円
円
円
方
／

方
／
／

方
方
方

火
，
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

●

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｇ
／
ノ
／
ノ
／
／

水
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
０
０

ノ

ノ

ノ

●

地
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
／

／

／

輪
Ｃ
／
／
／
／

水輪は中央部に小さな皿状の窪みを有し、種
子を一面だけに有する。他は四面に種子を刻
す。風・空輪は明らかに他の五輪塔のもの。

火輪は南面、地･水輪は各面に種子を有する。
風・空輸には無い。水輪上面には円形皿状に
深さ5.0“の窪みを有す。

水・火輪の四面に種子を刻す。地・風・空輪
にはない。地・水輪上面が皿状に窪む。

地・水輪の欠損が著しく、全体が西に傾く。
火輪の納穴部と風輪の納部の大きさが異な
り、完全に挿入されていない。
種子は不明。

火輪がとくに大きく、四面に種子を刻す。他
にはない。水輪上面は径19.8cmの深皿状に窪
承を有する。

種子はない。水輪の上面に深い窪み、下面に
大きい皿状窪承を有する。地・風・空輸は風
化が激しい。

地輪は水輪の径よりも小さい小型品。
は上、下面に浅い皿状窪みを有する。

水輪に
火輪は

軒が薄くAに近い。風・空輪には墨書の種子
を記す。

水輪上面に径13.0cm，深さ4.6cmの深皿状窪
象を有する。風輪は欠失し、空輪だけが残
る。種子はない。

水輪は肩の張る断面逆台形。火輪はDにして
は軒が厚く、重厚感がある。

横長の地輪と、水輪の幅は同じである。水輪
は縦長の逆台形を呈し、最大幅を上縁に有す
る。上面には深皿状窪みを有す。

水輪が極めて小型、火輪と風・空輪の大きさ
が同一であり全体に均衡がとれていない。地
輪の一面に種子を刻す。

水輪は円柱状に近い。上下面に皿状窪みを有
す。地・風・空輸の西面に種子を刻す。

水輪上面に皿状窪みを有し、この水輪は各輪
に比べ小型である。空輪欠失。種子はない。

地輪中央部に一辺11.1cmの方柱状の穴を有す
る。水輪は上下逆に置かれており、下面に皿
状窪みを有する。風・空輪だけは堅い凝灰岩
を利用しており各輪と異なる。火輪の西面だ
けに種子を刻す。

全体に欠損が著しく、風・空輪は欠失。水輪
の下端が欠損しているため小石をあてがう。
種子なし。

地輪から火輪に向い少しずつ大きくなってお
り、不安定な状態を示す。水・火輪の一面に
種子を刻す。

地・水輪に種子を刻む、中心部に縦の細線刻
を有す。水輪上面に皿状窪承を持つ。

西側
右「逆修善根主権
大僧都文誉」
左「慶口十七年子
二月九日」壬
西側
右｢擢少僧都nn－l

左歴音苧年蓄四

西側
右「奉為□□」道
清□□」
左「天正七年七月
廿一日」

西側
右「奉為春貞口子
」

積み替え

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

風・空輪は
別物

積承替え

〃

〃
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号数 全高
(c､）
形 態の特微 銘文 備考

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７

77.0

100.6

97．4

89．2

80.0

103.5

92．3

83．1

90．0

78．6

78．3

78．1

75．1

80．0

68.1

104.1

74．9

71．2

方
欠
円
欠

鋤
方
欠
方
欠
吹
円
円

風
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
欠
欠
Ⅳ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
円
方
／

・
方
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ

輪
／
方
労
坊
方
円
方
労
労
円
方

方
方

方
／
／

方
方
方
／

火
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ

●

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
０
０
０
０
０
０
ノ
ノ
ノ
／
ノ

ノ

ノ

水
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ

●

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

地
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

地輪は38.0cm×22.8cmの大型のもので各輪と
比べ不均衡である。火輪の屋根はさほど反ら
ない。

水輪は肩が張る。最大幅が上縁近くにある。
種子は地輪の南・西。東、水・火輪の南だけ
にあり、風・空輪にはない。水輪上面に皿状
窪みをもつ。

水輪は肩が張り上面に皿状窪みを有す。火輪
の軒、屋根はさほど張らない。風・空輪を除
き一面に種子を刻す。

地・水輪の一面に種子を刻す。水輪は逆台
形、上面が皿状に窪む。

地輪は逆台形、水輪上面は深皿状に窪む。火
輪は屋根の反りが少なく重厚。

水輪は上面が皿状に窪む。種子は火輪は西、
他は南にだけ刻す。

水輪は球形に近いが小型である。
輪は中型品である。種子は、地
輪は南、水輪は西にある。

火・風・空
･火・風・空

風・空輪を除き均整がとれている。種子は見
られない。

地輪は下縁がすぼむ。水輪上面は浅い皿状に
窪む。地・水輪は堅い凝灰岩、火・風・空輪
は軟質で欠損、風化が著しい。種子はない。

水輪は球形に近い。他は65と同じ。

地輪は西に種子を刻む。他輪にはない。他は
64に同じ。

水輪中央部に深皿状の窪みをもつ。風・空輪
を除き堅い凝灰岩を使用、風化を受けていな
い。風・空輪は全体の形からして大きすぎて
おり別物。（以下特記しない限り種子はな
い）

地輪は下端がすぽむ。火輪は軒の張りが著し
い。風・空輪は風化が著しい。

水輪は上面に深皿状の窪承をもつ。下端は大
きくすぽむ。各輪とも軟質の凝灰岩を用いて
おり風化が著しい。

70に同じ

地輪は下端が少しすぽむ。水輪は風化し、欠
失が著しい。空輸先端は欠失。

水
屋
輪
根
は小型で球形に近い。火輪は高さが低く
の反りがほとんどない。風・空輪は他の

各輪に比べ大型である。

水輪上面には平面プラン楕円形の深い
ある。火・風・空輪は中型品である。

窪承が

南側
右｢擢大僧都敬賀」

左西香弄夫育子曲
南側
右「逆修擢大僧都

左
口
南
右
左

右□」

｢文禄三年歯十
□」
側
「道慶nnl

閏吉子十四昌十
南側
右「了元」

南側
右「逆奉為妙順禅
尼」
左「修天正十六年
子
戊

南側

廿八日」

右「逆奉為道忠禅
門」
左「修天正十六年
子
戊

西側

四月□」

右「宗智往□」

積み替え

風・空輸は
別物

〃

積み替え

風・空輸は
別物

積み替え

〃

〃

風・空輪は
別物

風・空輪臓
別物

風・空輸は
別物

〃

積み替え
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５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

76.0

79.8

81.8

56.1

76.5

86.0

81.0

83.4

75.4

83.0

83.3

77.5

77.5

72.4

78.4

87.0

91.0

02.1

83.0

1

輪

円

方

円

欠
円
／
／

方
／

雌
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
〃
Ⅳ
Ⅳ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
明
ぴ
円

〃

Ａ

方
方
方
方

輪
／
／
ノ
／
／
ノ
ノ
／
方
円
方

方
／
／
／
方

●

方
／

火
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

●

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
０
０
／
ノ
／
／
／
／
／

ノ

ノ

ノ

水
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

●

／

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ノ

ノ

地
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

均整のとれた形態を示す。
水輪は丸味をおびている。

軟質の凝灰岩を使用しており破損が著しい。

硬質の凝灰岩を
火輪は軒の反り
水輪の中央部に
は風・空輪だけ

を使用、地輪は下端がすぽむ。
りが著しい。
に小さな皿状窪承を有す。種子
けである。

風・空輪を欠失。水輪上面に皿状窪みを有す
る◎

地輪は横長、水輪は最大幅を中央より少し上
に有し、上面にⅢ状窪承を有す。

水輪上面に小さな深皿状の窪承をもつ。
の軒は強く反る。

火輪

水輪は球形を呈し上面に皿状の窪みをもつ。
軒先から腹部に向い内傾する。風・空輪は大
型で石材の色が異なる。

水輪は上縁近くに最大径をもつ。
水輪上面に皿状窪みを有する。

水輪は球形に近い。軒先から腹部へ向いゆる
やかに内傾。水輪の上面に皿状の窪承を有す
る。

水輪上面いつぱいに深皿状窪みをもつ。火輪
は北側が大きく欠失し、一面に墨書の種子を
有す。

水輪上面に皿状窪みを有する。火輪は破損が
著しい。地輪の南に大きく種子を刻す。

水輪の上面に小さな深皿状窪みをもつ。火輪
は軒の反りが強く、軒先から腹部にかけてわ
ずかに内傾する｡地輪に墨書の種子を有する。

水輪は最大幅を上縁近くに有する。火輪の軒
はさほど反らず、高さを減じる。

各輪とも風化が激しい。水輪上面に皿状窪み
を有す。

水輪上面いつぱいに深皿状窪承をもつ。

水輪上面は皿状の窪みの中に方形の窪承があ
り、二段に掘り込まれている
火輪は軒の両端が強く反る。

◎

火輪は厚みのある重厚なものである。上面を
欠失
面、
。水輪は球形に近い。種子は火輪に四
風・空輪は一面に深い刻をもつ。

水輪は残存良好である。端整な形を呈すが小
型品である。火輪は軒が強く反る。
地・火輪の四面､風･空輪の一面に種を刻す。

水・風空輪は風化が
がゆるやかに反る。

著しい。火輪は屋根、軒

西側
右「為道元居士」
左「弘治元年天乙
卯十一月十七日
」

南側
右「奉為聖音童女
口也」
左「天正七年卯己
十月廿六日」

西側
右｢奉為道清□□」
左「天文三年口八
月□□」

罰吻空輪は

完全形？

風・空輪は
別物



'1|割 ’ト
宝塔台座、上面中央部に24.5×24.0cm，深さ5cmの穴0

合

’
笠塔婆、一辺24.3cmの方柱状を呈す。
石積基壇の北西隅から発見後、小堂に移転

｢文永六年」銘を
記す。※。

※熊本県文化財調査報告第四集参照。

第2表板碑一覧表

号数1石材’ ’’
法
タテ×ヨコ×厚さ

昼△

塁

(c､）
文形態の特徴 銘

長楕円形。表面を平に加工する。
断面は先端が尖る。

不整長楕円形。自然の砂岩を使用しており、
表面加工は施さない。断面長方形。

不整長方形。上端が丸味をもつ。表面を平に
加工。断面は長楕円形。

逆U字状の板石。自然の砂岩を使用、加工は
していない。

隅丸長方形。表面を平に加工。断面は下部が
厚く、先端につれて尖る。

不整長楕円形、表面を平に加工。断面は中央
部が厚く両端が薄くなる。

不整長方形。表、裏面をやや加工。断面は上
端が厚く、下端にむけ少しすぽむ。

不整形。先端は尖り、幅広の上部から下半部
へむかい幅を狭める。断面は直角三角形で先
端が尖る。表面を加工し平にする。

凝灰岩

砂岩

126.4×49．4×19．8105

93.4×23．1×9．8106

:鱗職
凝灰岩 71.8×34．1×13．3107

80.6×22．8×12．1砂岩108

109 75.4×20．0×10．4〃

110 凝灰岩 44.2×44．0×20．0

111 76.5×36，0×18．3〃

砂岩112 90.0×20．8×12．8

－33－

号数 全高
(c皿）
形 態の特徴

銘文
(地輪）
備考

４
５
６

７
８
９
０

９
９
９

９

９
９
０1
101

102

75.6

74.0

67.6

76.3

91.0

80.2

78.6

74.7

93.6

輪

円

空
／
／
／

乱
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

方
方
方
方
方
方
円

●

輪
／
／
／
／
／
／
／
／
／

水
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

●

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

／

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ

火●

輪
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

地

水・風・空輸は風化が著しい。火輪は屋根、
軒がゆるやかに反る。

水輪は小型であり、幅の割合に比べ高さを減
ずる。また一面に種子を刻す。

水輪は球形で他の各輪に比べ小型である。
上面には皿状の窪みをもつ。地輪の西面に種
子を刻す。風輪を欠失。

水輪は円柱状の両端を丸くした状態を呈す。
上面皿状に窪む。火輪は反りがほとんどな
い。

水輪上面は円柱上に4.2cm深く掘り込まれて
いる。火輪は反りがほとんどない。

地輪は大きく35.9cm×25.2cm
ある。風・空輪は大きく欠損

〃

水輪は小型で

全体に軟質な石材を使用しており風化がはげ
しい。

風・空輸は大型品で四面に種子を刻す

西右「-億尊阿□」
左
吊平二畠十月



｡

※五輪塔の分類は21号をA，72号をC，8号をC'とした。BはAとほぼ同じであるが空輪が丸味を帯るも

の、Dは水輪が円筒状、火輪が扇平となるものである。

風・空輸のA'は、形態はAと同じであるが小型品である。

火・風・空輸の後の円、方は火輪上面の柚穴および風輪の柚の形態である。

－34－

号数 石材
法 量
タテ×ヨコ×厚さ（c､） 形態の特徴 銘文

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

128

岩
岩
岩

灰
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
灰
〃

凝
砂
凝
３
４
１
０

82.4×32．9×15．1

81．3×44.0×14．0

91．2×41．9×14．1

73．0×33．1×15．0

89．4×34．0×13．4

57．0×29．0×16．5

74．8×21．1×20.0

89.9×34．3×11．7

73．11×28．2×21.

100.2×21．8×18．

74．5×24．5×8．7

106．3×21．3×17．

94．1×29.0×17．1

91．3×34．1×16.0

150.5×47．3×10．

長楕円形。表面を加工しており、上端を厚く
下半を薄くし、ゆるやかなカーブを描く ◎

隅丸長方形。表面を加工している。断面は長
方形であるが長端は前面の厚承を増す。

長楕円形。先端は尖り、下端は角張る。
表面を平に加工。断面は板状で先端が尖る。

上端、下端を欠失。本来長楕円形であろう。
表面を加工。断面は板状で両端が尖る。
上半部に月輪を刻す。

隅丸長方形で両端が丸くなる。表面を平に加
工。断面長方形。

上端は三角形、下半は長方形を呈す。表面を
平に加工。断面は板状で先端が尖る。

長方形で先端が尖る。表面を平に加工。断面
は先端が尖り、中央部がふくらむ。

二等辺三角形で各隅が丸くなる。自然の石を
用いており加工はない。断面は両端が丸くな
る長方形。

不整形。両端が尖る。
断面は中央部が厚く、

自然石で加工はない。
両端が薄くなる。

長方形で先端が尖る。自然石で加工はない。
断面長方形。

長方形で先端が山形に丸味をもつ。表裏面を
平に加工。断面は長方形板状。

不整長楕円形。両側は波状。自然石を用いて
おり加工はない。断面は長方形で表面には凹
凸がある。

長楕円形。自然石を使用しており
い･断面は上半部が最も厚く、両
る。

加工はな
端が薄くな

長楕円形。最大幅を中央部に有し両端が幅を
狭める｡断面は長方形｡表面を加工している。

隅丸長方形。先端が丸味を有す。断面は長方
形で上端は表面を丸くする。表面を加工した
大型品。

｢寛文元年口心覚了
為口菩提也財屋妙毒
霜月廿一日」

｢寛文元年為涼意菩□
霜月廿六日」

｢寛文□…
…………」他は不明

｢奉為妙口尼也

’ ’
示時寛永六年二月九日」
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第27図B区発掘区及び遺構配置



Ｂ
区
は
Ａ
区
の
北
側
に
隣
接
す
る
区
域
で
、
東
西
三
七
型
別
後
、
南
北
三
七
・

五
’
四
五
加
。
面
積
約
一
、
五
○
○
㎡
、
地
目
は
水
田
で
あ
る
。
Ｂ
区
の
東
端
に

は
小
さ
な
用
水
路
が
あ
り
、
東
南
隅
で
西
に
折
れ
、
Ｂ
区
と
Ａ
区
と
の
間
を
西
へ

流
れ
る
。
Ｂ
区
と
Ａ
区
の
境
界
は
こ
の
水
路
で
画
し
た
。

Ｂ
区
の
南
側
の
一
部
は
河
川
改
修
事
業
の
工
事
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
。
北
側

の
大
部
分
は
、
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
の
移
転
用
地
で
あ
る
。
「
ガ
ラ
ン
サ
ン
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
区
域
（
Ａ
区
）
の
古
塔
碑
群
に
つ
い
て
は
別
項
で
詳
述
す
る
が
、

Ｂ
区
は
こ
れ
ら
の
五
輪
塔
・
板
碑
群
と
、
Ａ
区
の
西
側
に
あ
っ
た
個
人
墓
地
の
移

転
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
区
の
大
部
分
は
移
転
用
地
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
な
い
遺
構
等

が
直
接
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
移
転
に
際
し
て
は
約
一
畑
の
盛
土
を
行

い
、
そ
の
上
に
塔
群
・
個
人
墓
地
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
基
礎
的
な
資

料
を
作
成
し
て
将
来
に
資
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
全
域
に
わ
た
っ
て
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
、
一
部
、
と
く
に
遺
構
部
分
に
つ
い
て
は
調
査
区
を
拡
張
し
て
発
掘
を
実
施

し
た
。Ｂ

区
の
地
形
に
応
じ
て
、
南
北
に
、
一
示
幅
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
西
か
ら

Ｂ
１
町
．
Ｂ
１
町
・
Ｂ
ｌ
町
と
掘
開
を
進
め
た
。
各
ト
レ
ン
チ
の
間
隔
は
四
畑
で

あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
各
ト
レ
ン
チ
の
北
端
に
石
敷
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ

㈲
調
査
の
概
要

三
、
Ｂ
区
の
調
査

a

の
遺
構
の
東
へ
の
広
が
り
を
確
認
す
る
た
め
、
Ｂ
区
の
北
端
に
東
西
方
向
の
Ｂ
１

町
を
設
定
し
た
。
Ｂ
１
町
は
幅
三
加
で
あ
る
。

さ
ら
に
続
け
て
、
Ｂ
１
町
の
東
側
に
順
次
Ｂ
１
町
ｌ
Ｂ
ｌ
町
を
設
定
し
掘
開
し

た
。
各
ト
レ
ン
チ
の
幅
は
一
読
、
間
隔
は
四
加
で
あ
る
。

Ｂ
１
町
の
北
側
に
土
器
、
と
り
わ
け
土
師
器
Ⅲ
を
多
く
出
土
す
る
の
で
、
そ
の

周
辺
を
Ｂ
１
町
、
Ｂ
１
町
、
Ｂ
１
町
ま
で
拡
張
し
た
。
土
師
器
皿
が
多
く
出
土
し

た
が
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
Ｂ
１
町
と
Ｂ
１
町
に
大
き
な
溝
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
溝
の
部
分

を
拡
張
し
て
遺
構
の
検
出
に
つ
と
め
た
。

各
ト
レ
ン
チ
の
層
序
は
ほ
ぼ
同
一
で
、
概
ね
三
層
に
区
分
で
き
る
。
第
一
層
は

水
田
耕
作
土
で
、
黒
灰
色
の
粘
質
士
。
厚
さ
は
二
○
’
三
○
”
で
平
均
的
に
認
め

ら
れ
る
。
第
二
層
は
砂
喋
を
含
む
褐
色
土
で
、
地
点
に
よ
っ
て
は
こ
の
層
が
欠
落

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
第
三
層
は
砂
牒
層
で
、
大
小
の
磯
を
多
量
に
含
む
。
下
部

に
な
る
に
し
た
が
っ
て
篠
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
砂
牒
層
の
形
成
に

つ
い
て
は
別
項
地
質
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

地
表
か
ら
三
○
’
七
○
”
で
第
三
層
の
上
面
に
達
す
る
。
遺
物
は
、
第
二
層
下

部
か
ら
第
三
層
上
部
に
か
け
て
中
世
の
遺
物
が
包
含
さ
れ
る
。
平
面
的
に
み
る
と
、

Ｂ
１
町
・
Ｂ
ｌ
町
は
遺
物
が
少
な
く
、
Ｂ
１
町
Ｉ
Ｂ
ｌ
町
の
北
側
及
び
Ｂ
１
町
．

Ｂ
１
町
の
溝
付
近
に
多
く
出
土
し
た
。

検
出
し
た
遣
構
は
、
石
敷
溝
と
溝
の
二
つ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
第
三
層
上
面
か

ら
切
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
に
つ
い
て
は
発
掘
区
を
拡
大
し
て
調
査

を
進
め
た
。

（
松
本
）
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Ｂ
区
の
北
端
に
東
西
に
検
出
し
た
。
西
側
及
び
北
側
へ
の
び
る
が
、
調
査
区
外

の
た
め
一
部
を
検
出
し
た
に
と
ど
ま
る
。

調
査
区
の
西
端
で
幅
一
・
一
疋
東
へ
向
か
う
に
し
た
が
っ
て
幅
を
増
し
、
Ｂ

ｌ
Ｈ
断
面
の
と
こ
ろ
で
幅
一
・
七
加
前
後
を
測
る
。
西
側
か
ら
約
一
五
・
三
れ
の

と
こ
ろ
で
北
へ
ほ
ぼ
直
角
に
折
れ
る
。
外
側
の
コ
ー
ナ
ー
は
隅
丸
で
あ
る
。

石
敷
溝
（
第
羽
図
）

ロ
石
敷
溝
と
出
土
遺
物

｡

砥

|’

墨’墨’'’

雲
○

11 一

言

瀞

鵠
畠
図
国
図
罰
簿
燕
洲
望
図

、

容
Ill

溝
の
上
面
の
ほ
ぼ
全
面
に
円
牒
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。
磯
は
第
三
層
に
含
ま
れ

る
も
の
と
同
一
の
も
の
で
、
大
き
さ
は
拳
大
か
ら
人
頭
大
ま
で
の
も
の
が
多
い
。

前
述
の
よ
う
に
移
転
用
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
遺
構
上
面
を
検
出
し
て
記
録

を
作
成
し
た
。
た
だ
、
下
部
の
構
造
を
確
認
す
る
た
め
、
一
部
敷
石
を
除
去
し
、

Ａ
Ｉ
Ⅳ
．
Ｂ
Ｉ
Ｂ
断
面
を
取
っ
た
。

Ａ
ｌ
Ⅳ
断
面
で
は
溝
の
北
壁
は
検
出
で
き
な
い
。
逆
梯
形
に
近
い
Ｕ
字
溝
を
掘

り
、
埋
土
を
し
て
、
溝
の
上
面
に
篠
を
二
’
四
重
に
敷
く
。
溝
の
深
さ
は
切
り
込

象
面
（
第
三
層
上
面
）
か
ら
八
○
地
溝
内
の
埋
土
は
上
下
二
層
に
区
分
で
き
る
。

下
層
に
は
篠
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。
上
層
の
上
面
に
は
二
’
四
重
に
操
を
敷
い

、
▲

ー

”

lll

蕊
。

一

画
冒
旨

'|’

鍵
割II／

ごミ 」
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埋
土
を
し
、
溝
の
上
面
近
く
に
篠
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。

全
体
の
形
、
規
模
を
検
出
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
性
格
を
論
じ
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
列
記
し
、
今
後
の
調
査
を
ま

ち
た
い
。

建
築
物
に
伴
う
遺
構
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
建
物
の
周
辺
の
雨
落
溝
と
も
、
建

物
の
基
礎
構
造
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
全
体
の
形
が
方
形
な
い

し
は
長
方
形
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
排
水
溝
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

操
の
下
部
の
二
層
に
わ
た
る
埋
士
は
、
や
や
粘
質
で
透
水
性
に
欠
け
る
。
排
水
溝

で
あ
れ
ば
溝
全
体
に
操
を
敷
い
た
方
が
合
理
的
で
あ
り
、
可
能
性
と
し
て
は
少
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
道
路
（
通
路
）
と
も
考
え
ら
れ
る
。
菊
池
市
の
天
城

（
註
１
）

遺
跡
で
、
同
様
な
構
造
の
石
敷
道
路
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
例
よ
り
も
幅
が

大
き
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
体
の
形
状
な
り
規
模
が
不
明
の
段
階
で
は
推
測
の
域
を

出
な
い
。
遺
物
こ
れ
ら
の
操
の
上
面
の
、
磯
と
篠
の
間
か
ら
、
宋
代
竜
泉
窯
系
の
青
磁
碗
の
破

片
と
土
師
器
Ⅲ
（
糸
切
り
底
）
の
破
片
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
細
片
で
図
示
で

き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
遣
構
が
、
蓮
花
寺
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
く
、
寺
域
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
松
本
）

Ｂ
ｌ
Ｈ
断
面
も
、
基
本
的
に
は
Ａ
ｌ
Ⅳ
断
面
と
同
じ
で
あ
る
。
深
さ
約
一

の
溝
は
二
段
に
掘
り
込
ま
れ
、
士
層
は
上
下
二
屑
に
区
分
で
き
る
。
下
層
』

を
含
ま
ず
、
黄
褐
色
土
で
あ
る
。
上
層
上
面
に
は
二
’
三
重
に
操
を
敷
く
。

て
あ
る
。

Ｂ
ｌ
Ｈ
断
面
も
、
基
本
的
に
は
Ａ
ｌ
Ⅳ
断
面
と
同
じ
で
あ
る
。
深
さ
約
五
○
”

の
溝
は
二
段
に
掘
り
込
ま
れ
、
士
層
は
上
下
二
屑
に
区
分
で
き
る
。
下
層
に
は
磯

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
構
造
を
示
し
て
い
る
。
溝
を
掘
り
、

溝
の
上
面
近
く
に
篠
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。

6

Ｂ
区
の
東
側
に
、
北
か
ら
南
に
か
け
て
大
き
な
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
Ｂ
区
を
貫

き
Ａ
区
へ
続
き
、
球
磨
川
に
流
れ
込
む
。
Ａ
区
の
部
分
に
つ
い
て
は
別
項
を
参
照
。

Ｂ
区
の
北
側
で
や
や
東
側
に
ゆ
る
く
カ
ー
ブ
す
る
。
南
側
は
北
較
的
直
線
的
に

の
び
る
。
溝
の
肩
の
部
分
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
崩
壊
し
て
い
て
幅
は
一
定
で
な
い
。

比
較
的
遺
存
の
良
い
所
で
、
北
側
で
三
沈
、
中
央
の
断
面
壁
の
南
側
で
三
・
四
ｍ
、

南
側
で
は
三
・
五
’
三
・
六
型
別
後
を
測
る
。
こ
の
よ
う
に
、
南
側
に
い
く
に
し

た
が
っ
て
わ
ず
か
に
幅
が
大
き
く
な
る
。
そ
し
て
溝
底
の
レ
ベ
ル
も
北
に
高
く
、

南
に
低
く
掘
ら
れ
て
い
る
。

断
面
図
（
第
汐
図
）
に
示
す
と
お
り
、
溝
の
断
面
は
不
整
な
Ｕ
字
状
を
呈
す
る
。

現
地
表
か
ら
溝
底
ま
で
一
読
。
地
表
か
ら
掘
り
込
承
面
ま
で
約
四
○
蝿
掘
り
込

象
面
か
ら
溝
底
ま
で
約
一
。
六
ｍ
を
測
る
。
第
三
層
の
砂
篠
層
に
掘
り
込
ま
れ
て

お
り
、
こ
の
砂
磯
層
は
下
部
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
大
き
な
磯
を
含
む
傾
向
に
あ

ス
句
○

調
査
中
、
断
面
壁
の
一
部
が
崩
壊
し
、
一
部
図
示
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
が
、

溝
内
堆
積
士
は
五
層
に
区
分
で
き
た
。
上
か
ら
Ａ
ｌ
Ｅ
と
し
説
明
を
加
え
る
。
Ａ

は
淡
灰
色
の
砂
牒
層
で
、
含
ま
れ
る
磯
は
小
さ
い
。
こ
の
層
か
ら
は
多
量
の
遺
物

を
出
土
す
る
。
Ｂ
は
大
き
な
篠
を
含
む
粘
質
士
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
二
層
は
ほ
ぼ
水

平
に
堆
積
す
る
。
Ｃ
は
粘
質
士
で
、
鉄
分
が
多
く
、
鉄
錆
色
を
呈
す
る
。
Ｄ
は
小

溝
（
第
刀
・
汐
図
）

註
１
昭
和
四
九
年
、
圃
場
整
備
事
業
に
伴
い
調
査
さ
れ
た
。
検
出
さ
れ
た
道
路
は
、
幅

二
ｍ
、
長
さ
五
○
ｍ
以
上
に
わ
た
っ
て
検
川
さ
れ
た
。
時
期
決
定
は
困
難
で
あ
る

が
、
古
代
か
中
世
と
考
え
ら
れ
る
。

白
溝
と
出
土
遺
物
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さ
な
磯
を
含
む
層
で
、
わ
ず
か
に
褐
色
土
を
混
じ
え
る
。
Ｅ
は
青
灰
色
粘
土
で
、

溝
の
壁
に
は
り
つ
け
た
よ
う
に
し
て
い
る
。
防
水
の
た
め
の
も
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
溝
全
体
に
承
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

溝
の
中
か
ら
、
青
磁
・
白
磁
・
土
師
器
・
陶
質
土
器
・
鉄
器
な
ど
、
多
量
の
遺

物
を
出
土
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
Ａ
層
か
ら
の
出
土
で
、
次
い
で
Ｂ
層
、
Ｃ

・
Ｄ
層
に
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。

断
面
の
地
点
で
は
承
ら
れ
な
い
が
、
も
う
少
し
南
の
地
点
で
は
、
Ｃ
層
と
Ｄ
層

の
間
に
黒
色
の
有
機
物
を
多
く
含
む
層
が
承
ら
れ
た
。
こ
の
層
に
は
木
葉
・
植
物

の
種
子
が
含
ま
れ
て
い
た
。

中
央
断
面
壁
の
南
、
西
側
の
溝
の
肩
に
、
七
本
の
杭
列
が
検
出
さ
れ
た
。
径
五

翌
別
後
の
丸
太
杭
を
三
○
’
四
○
“
間
隔
で
う
っ
て
い
る
。
杭
の
間
は
し
が
ら
み

が
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
が
ら
ゑ
そ
の
も
の
は
遺
存
し
な
い
が
、
士

に
残
さ
れ
た
明
瞭
な
圧
痕
が
観
察
で
き
る
。
溝
の
肩
が
崩
壊
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
溝
は
、
Ｂ
区
の
南
側
で
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
褐
色
の
粘
質

士
が
満
た
さ
れ
て
い
た
。
溝
の
中
位
以
下
で
は
遺
物
が
な
く
、
上
層
か
ら
遺
物
を

多
く
出
土
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
廃
絶
さ
れ
た
の
は
早
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

発
掘
区
の
南
端
か
ら
一
’
四
沈
北
方
の
、
溝
の
東
側
に
赤
く
焼
け
た
部
分
が
承

ら
れ
、
点
々
と
ス
ラ
ッ
グ
が
出
土
（
第
刀
図
）
し
た
。
製
鉄
関
係
の
遺
構
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
遣
存
し
な
い
。

（
松
本
）

遺
物

土
師
質
土
器
（
第
釦
・
訓
図
）

Ｂ
区
の
溝
か
ら
は
土
師
質
土
器
が
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
小
破

⑳

な
が
ら
外
へ
開
く
。
胎
士
は
良

好
で
あ
り
、
精
選
さ
れ
、
色
調

は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
底
部
は

糸
切
り
痕
を
と
ど
め
、
中
央
部

は
窪
ま
な
い
。

小
皿
ｂ
（
第
訓
図
Ｍ
１
釧
、

羽
Ｉ
洲
）
Ⅳ
の
よ
う
に
口
径
九

・
一
蝿
器
高
一
・
四
”
を
測

る
浅
い
平
く
っ
た
い
皿
が
含
ま

れ
る
。
底
部
は
糸
切
り
痕
を
残

す
。
口
縁
部
は
波
状
を
呈
し
、

整
形
は
悪
い
。
胴
部
下
半
も
糸

切
り
を
行
っ
た
後
の
粘
土
が
貼

り
つ
い
て
お
り
凹
凸
な
状
態
を

示
す
。
別
も
〃
と
同
じ
く
浅
い

大
き
い
部
類
に
入
る
が
、
丁
寧

半
に
浅
い
稜
線
を
有
し
、
上
半

は
口
縁
部
へ
む
か
っ
て
内
脅
し

小
型
の
深
皿
で
あ
る
。
胴
部
下

実
測
に
耐
え
得
る
も
の
は
、
そ

片
で
あ
り
、
磨
耗
が
は
げ
し
く

七
・
一
両
、
器
高
二

な
も
の
に
限
り
記
す
。

の
一
部
分
で
あ
る
。
実
測
可
能

小
皿
ａ
（
第
訓
図
訓
）
口
径

八
”
の

L＝160．0，－
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な
仕
上
げ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
焼
成
も
よ
く
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
他
の
も
の
は
Ⅳ
、

加
よ
り
も
一
回
り
小
さ
く
、
深
さ
を
増
す
。
胎
士
に
小
石
粒
を
含
承
、
良
好
と
は

言
い
難
い
。
色
調
は
淡
黄
白
色
な
い
し
暗
褐
色
を
呈
す
る
。
底
部
切
り
離
し
は
糸

切
り
手
法
を
行
っ
て
い
る
。
底
部
か
ら
口
縁
部
へ
む
か
い
外
反
し
た
胴
部
を
有
す

Ｚ
句
○

杯
ａ
（
第
洲
図
－
１
５
，
７
１
Ｅ
）
底
部
か
ら
口
縁
部
へ
か
け
て
胴
部
が
外
反

し
、
直
線
的
に
開
く
一
群
で
あ
る
。
口
径
一
二
・
○
’
一
三
・
一
読
、
器
高
二
・

六
’
三
・
三
哩
器
高
二
・
六
’
三
・
三
”
を
測
る
。
色
調
は
淡
褐
色
な
い
し
暗

褐
色
を
呈
し
、
胎
士
に
小
石
粒
を
混
え
る
。
焼
成
は
全
体
に
悪
く
、
も
ろ
い
。
底

部
に
は
糸
切
り
痕
を
残
す
。
口
縁
端
部
は
丸
く
収
る
。

杯
ｂ
（
第
訓
図
奴
Ｉ
別
）
器
肉
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
歪
承
の
大
き
い
も
の
で

あ
る
。
口
径
一
三
・
六
’
一
三
・
八
”
と
一
定
し
て
お
り
、
器
高
は
三
・
八
’
四

・
一
”
と
深
い
。
胎
士
に
は
小
砂
粒
を
含
む
。
〃
は
口
縁
部
が
ふ
く
ら
ゑ
、
端
部

に
い
く
に
つ
れ
尖
る
。
路
は
胴
上
半
か
ら
内
脅
気
味
に
外
に
開
く
。
底
部
に
糸
切

り
痕
を
と
ど
め
る
。

杯
Ｃ
（
第
訓
図
６
，
９
、
旧
）
口
径
一
四
・
○
’
一
五
・
九
“
器
高
二
・
九

’
三
・
七
“
の
大
型
品
で
あ
る
。
糸
切
り
の
底
部
か
ら
直
線
的
に
外
へ
開
く
。
口

縁
端
部
は
尖
り
気
味
に
な
る
。
胎
士
に
は
小
石
粒
を
含
承
、
色
調
淡
禍
色
を
呈
す

る
。
焼
成
は
悪
く
、
磨
耗
が
は
げ
し
い
。

碗
（
第
塊
図
）
－
１
厄
は
蓮
弁
を
有
す
る
碗
形
品
で
あ
る
。
蓮
弁
は
削
り
出

し
に
よ
る
も
の
で
複
弁
を
な
す
。
紬
色
は
深
草
色
な
い
し
、
淡
い
青
色
（
水
色
）

を
呈
す
る
。
－
は
完
形
品
で
あ
る
。
口
径
一
五
・
六
蝿
器
高
五
・
九
哩
胎
士

は
白
味
の
強
い
青
灰
色
で
、
紬
は
不
透
明
の
淡
い
青
色
を
呈
す
る
。
２
．
３
は
底

青
磁
（
第
詑
・
弱
図
）

9

部
を
欠
失
す
る
。
復
元
口
径
一
七
・
○
”
を
測
り
、
胎
土
は
青
灰
色
、
紬
は
深
草

色
で
あ
る
。
削
り
出
し
に
よ
る
蓮
弁
を
有
す
る
が
、
削
り
が
浅
い
。
複
弁
で
あ
る
。

４
は
復
元
完
形
品
で
あ
る
。
胎
土
は
青
灰
色
、
軸
は
不
透
明
な
深
い
青
色
を
呈
す

る
。
蓮
弁
は
複
弁
の
削
り
出
し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
雑
な
削
り
出
し
で
あ
り
、

蓮
弁
の
稜
線
は
中
心
を
通
ら
な
い
。
復
元
口
径
一
六
・
○
唖
器
高
六
・
三
”
。

５
，
６
は
底
部
を
欠
失
す
る
、
施
勅
、
胎
土
は
３
と
同
じ
で
あ
る
。
７
も
底
部
を

欠
失
す
る
。
胎
土
は
乳
白
色
を
呈
し
、
紬
は
不
透
明
な
淡
い
青
色
を
呈
す
る
。
蓮

弁
は
削
り
出
し
に
よ
る
も
の
で
浅
く
不
明
瞭
で
あ
る
。
８
は
復
元
完
形
品
で
あ
る
。

口
径
一
七
・
一
誠
、
器
高
七
・
四
蝿
胎
士
は
白
灰
色
、
紬
は
深
草
色
を
呈
す
る
。

見
込
み
の
部
分
に
草
花
文
を
描
く
。
底
部
お
よ
び
高
台
の
一
部
は
紬
が
施
さ
れ
な

い
。
９
も
削
り
出
し
の
蓮
弁
文
を
有
す
る
。
腰
が
低
く
安
定
感
の
あ
る
碗
で
あ
る
。

胎
士
は
乳
白
色
、
紬
は
淡
い
青
色
を
呈
す
る
。
高
台
の
下
半
ｌ
底
部
に
か
け
て
は

施
紬
さ
れ
て
い
な
い
。
Ⅲ
は
小
型
の
碗
で
あ
る
。
紬
は
濁
っ
た
淡
い
青
色
を
呈
し
、

あ
ま
り
発
色
は
よ
く
な
い
。
川
は
小
型
の
碗
で
あ
る
。
胴
部
上
半
で
「
く
」
の
字

状
に
内
傾
す
る
口
縁
部
を
有
す
る
。
胎
士
は
青
灰
色
、
紬
は
深
草
色
を
呈
し
、
渋

味
を
有
す
る
。
口
縁
部
ｌ
胴
部
の
破
片
で
あ
り
、
胴
部
下
半
ｌ
底
部
を
欠
失
す
る
。

溝
内
出
土
青
磁
の
中
で
は
最
も
古
手
の
所
産
で
あ
る
。
復
元
口
径
一
二
・
四
噸

吃
は
肥
と
胎
士
、
納
色
、
整
形
が
同
じ
で
あ
る
。
Ｍ
は
乳
白
色
の
胎
士
を
有
し
、

紺
は
青
味
を
帯
び
た
暗
い
深
草
色
を
呈
す
る
。
一
・
六
”
の
高
い
高
台
を
も
つ
。

器
面
全
体
に
貫
入
を
有
す
る
。
紬
は
高
台
の
下
ま
で
美
し
く
施
さ
れ
る
が
底
部
は

無
瑚
で
あ
る
。
見
込
承
に
円
形
に
菊
花
文
を
施
し
、
そ
の
中
に
「
顧
氏
」
の
ス
タ

ン
プ
の
陰
刻
を
有
す
る
。
明
代
の
所
産
で
あ
る
。
間
は
口
縁
下
の
外
面
に
箆
描
き

の
雷
文
を
施
す
碗
で
あ
る
。
軸
は
黄
色
味
の
強
い
黄
緑
色
、
胎
土
は
灰
色
を
呈
す

る
。
胴
部
下
半
に
は
縦
方
向
に
箆
描
文
を
施
す
。
－
１
川
は
一
三
世
紀
後
半
、
川

は
一
三
世
紀
前
半
、
Ｍ
、
閲
は
一
四
’
一
五
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ

－43－



=ノ 24
13－－』二審

声一三窪E三二L： 25

一
一

》

一

。

26

匡言ﾉ＃ 8

FJ
、

＝到！__に 6 9
－

甚 一

ユ'9 －－－1三宝：

ご／ ノ
9

』
ロ
ー
●

0

到》一一一一一一

｣室屋久
二二Z

f

どづ行
私

ざ

0 10cm3

第30図B区溝出土遺物実測図

－44－



●一一

洲
＝ｰ

－
０
．

』

』
一

章

【

妻

戸
一
一
歳 I

一
6

’ '7
7

て－＝'8

一
一
一

ﾆノ ここ弓9こ §

≧ｸ；0一
一

豆二二日I 更三回，‘
10cm0

第31図B区溝出土遺物実測図

も
龍
泉
窯
系
の
青
磁
で
あ
る
。

色
を
呈
す
る
。
底
部
は
無
施
粕
で
あ
る
。

内
面
に
沈
線
を
有
し
、
浅
い
段
を
形
成

部
で
あ
る
。
胎
土
は
白
色
、
紬
は
乳
白

小
型
の
合
子
で
あ
る
。
水
色
を
帯
び
た

青
白
紬
が
薄
く
か
け
ら
れ
る
。
胎
土
は

す
る
。
南
宋
福
建
省
産
の
も
の
で
あ
る
。

形
は
型
押
し
で
あ
り
、
側
面
に
は
菊
座

型
の
型
抜
き
模
様
を
有
す
る
。
内
面
は

い
高
台
を
有
す
る
。
径
七
・
○
”
の
底

の
破
片
で
あ
る
。
削
り
出
し
に
よ
る
低

－
．
３
が
白
色
、
２
は
青
灰
色
を
呈
す

る
。
－
は
平
形
合
子
の
蓋
で
あ
る
。
整

無
紬
で
あ
り
、
外
面
だ
け
施
紬
す
る
。

部
に
は
紬
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
側
面

、
一

に
菊
座
型
の
型
抜
き
文
様
を
有
す
る
。

２
・
３
は
平
形
合
子
の
身
の
部
分
で
あ

る
。
口
縁
部
と
蓋
受
け
の
か
え
り
、
底

４
は
胎
士
が
白
色
、
紬
は
透
明
な
水
色

を
帯
び
た
青
ｌ
紺
色
を
薄
く
か
け
る
。

型
押
し
で
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
文
様

は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
蓋
受
け
の
部
分
、

碗
（
第
魂
図
旧
）
胴
部
下
半
ｌ
底
部

白
磁

合
子
（
第
謁
図
－
７
１
４
）
－
７
く
３
は

－45－
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胴
部
下
半
ｌ
底
部
の
全
面
は
無
施
粘
で
あ
る
。

Ⅲ
（
第
謁
図
５
．
６
）
５
は
口
禿
げ
を
有
す
る
白
磁
で
あ
る
。
乳
白
色
の
胎

士
を
用
い
、
青
白
色
の
軸
を
薄
く
施
す
。
口
縁
部
の
一
部
、
胴
部
下
半
ｌ
底
部
は

無
施
紬
で
あ
る
。
底
部
は
箆
切
り
で
あ
る
。
素
地
表
面
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
胴

部
中
央
に
浅
い
陵
線
を
有
し
、
外
反
す
る
口
縁
部
と
な
る
。
見
込
象
の
部
分
に
箆

描
き
に
よ
り
四
区
に
分
割
し
、
そ
の
中
に
雷
光
文
形
の
櫛
掻
文
を
配
す
る
。
胎
土

は
青
灰
色
、
紬
は
淡
い
青
白
紬
が
薄
く
施
さ
れ
る
。
外
面
の
胴
部
下
半
は
箆
削
り

さ
れ
て
お
り
、
底
部
ま
で
無
施
紬
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
珠
光
青
磁
で
あ
る
。

壷
（
第
調
図
７
）
胴
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
破
片
で
あ
り
、
口
縁
部
、

胴
部
上
半
を
欠
失
す
る
。
お
そ
ら
く
肩
の
強
く
張
っ
た
四
耳
を
有
す
る
壷
で
あ
ろ

う
。
底
部
は
厚
く
、
重
量
感
の
あ
る
上
げ
底
で
あ
る
。
底
部
は
「
く
」
の
字
状
に

屈
曲
し
、
稜
線
を
有
す
る
。
内
面
に
は
粘
土
の
巻
き
上
げ
痕
が
凹
凸
状
に
残
る
。

胎
士
は
灰
色
を
呈
し
、
粒
子
の
小
さ
い
粘
土
を
使
用
し
て
い
る
。
不
透
明
の
灰
白

色
の
粕
が
薄
く
胴
部
ｌ
底
部
上
半
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
。

陶
質
土
器
（
第
訓
・
調
図
）

摺
鉢
（
第
訓
図
）
－
１
３
は
注
口
を
有
す
る
播
鉢
で
あ
る
。
－
は
須
恵
器

の
焼
成
、
色
調
に
酷
似
し
て
お
り
、
他
の
陶
質
土
器
と
は
異
る
。
口
縁
部
の
一
部

を
欠
失
す
る
が
、
ほ
ぼ
全
形
を
知
り
得
る
。
底
部
近
く
が
箆
削
り
さ
れ
て
い
る
他

は
丁
寧
な
横
ナ
デ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
内
面
の
胴
部
下
半
に
斜
行
す
る
線
刻
が
施

さ
れ
、
互
い
に
交
っ
て
い
る
。
器
形
は
全
体
に
歪
承
の
あ
る
深
鉢
で
あ
る
。
注
口

に
む
か
っ
て
両
側
か
ら
押
し
狭
め
ら
れ
、
変
形
し
て
い
る
。
焼
成
時
の
歪
承
で
あ

る
の
か
、
意
図
的
な
も
の
か
不
明
。
色
調
青
灰
色
を
呈
し
て
お
り
、
胎
士
は
精
選

さ
れ
た
焼
成
の
よ
い
摺
鉢
で
あ
る
。
２
は
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
色
調
は
黒
褐

色
を
呈
し
、
軟
質
の
焼
成
の
悪
い
土
器
で
あ
る
。
胎
士
に
小
石
粒
を
多
く
含
む
。

a

外
面
の
胴
部
下
半
は
一
部
櫛
目
を
残
す
が
、
ナ
デ
に
よ
り
整
形
し
て
い
る
。
口
縁

部
に
は
小
さ
い
注
口
を
有
す
る
。
内
面
に
は
胴
部
下
半
に
×
印
の
線
刻
を
有
す

ス
句
○

深
鉢
（
第
調
図
２
１
６
、
第
訓
図
４
）
器
形
は
前
述
の
播
鉢
と
同
様
で
あ
る

が
、
内
側
に
線
刻
の
な
い
一
群
を
こ
こ
で
記
述
す
る
。
い
わ
ゆ
る
こ
れ
鉢
と
言
わ

… I

－

２
３

》
認

'一一一一一ﾕ堅
、
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れ
る
も
の
に
属
す
る
。
焼
成
は
悪
く
、
低
燃
焼
の
素
焼
の
瓦
質
土
器
で
あ
る
。
４

は
注
口
を
有
す
る
鉢
で
あ
る
。
底
部
か
ら
直
線
的
に
外
反
す
る
。
口
唇
端
部
は
角

を
有
す
る
が
、
そ
の
中
央
部
が
窪
む
。
外
面
は
ナ
デ
に
よ
る
整
形
、
内
面
は
斜
行

す
る
櫛
目
を
残
す
。
色
調
は
黒
灰
色
を
呈
し
、
胎
土
は
良
好
で
焼
成
も
よ
い
。
底

部
欠
失
。
３
は
胴
部
下
半
ｌ
底
部
を
欠
失
す
る
。
色
調
は
暗
灰
色
を
呈
し
、
胎
士

に
砂
粒
を
多
く
含
む
。
内
面
に
は
斜
行
す
る
櫛
目
文
を
残
す
。
口
縁
部
内
側
は
横

、｛ 1
、

②

ナ
デ
に
よ
り
帯
状
に
櫛
目
が
消
さ
れ
て
い
る
。
外
面
の
胴
部
下
半
に
は
整
形
時
の

指
痕
、
櫛
目
が
残
る
。
他
の
も
の
よ
り
外
反
す
る
角
度
が
浅
く
、
深
い
鉢
で
あ
る
。

４
は
底
部
を
欠
失
す
る
。
色
調
は
灰
白
色
を
呈
す
る
。
内
面
は
櫛
目
が
明
瞭
に
残

る
。
口
縁
部
近
く
は
帯
状
に
消
さ
れ
て
い
る
。
外
面
は
一
部
分
に
櫛
目
が
見
ら
れ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
ナ
デ
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
。
５
は
底
部
を
欠
失
す
る
が
、

全
形
を
う
か
が
え
る
。
口
径
二
五
・
一
扉
、
器
高
一
一
・
八
“
の
大
型
品
で
あ
る
。

×

瀞
－

－－
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外
面
は
縦
方
向
の
櫛
目
の
後
を
指
で
整
形
す
る
。
内
面
は
端
部
を
横
ナ
デ
、
他
は

左
上
↓
右
下
に
櫛
目
痕
を
有
す
る
。
色
調
は
黒
灰
色
を
呈
し
、
胎
士
に
小
砂
粒
を

多
く
含
む
。

石
鍋
（
第
弘
図
）
い
ず
れ
も
滑
石
製
の
石
鍋
の
破
片
で
あ
り
、
全
形
を
う
か

が
え
る
も
の
は
な
い
。
胴
部
上
半
に
鍔
を
有
し
、
外
面
に
煤
の
付
着
が
観
察
で
き

た
。
－
は
外
面
に
ノ
ミ
状
工
具
の
跡
を
残
す
。
内
面
は
良
く
研
磨
が
施
さ
れ
て
い

る
。
３
も
内
面
に
縦
方
向
に
ノ
ミ
状
痕
を
残
す
。

（
松
村
）

鉄
器
（
第
師
図
）

溝
の
中
央
断
面
壁
の
や
や
南
側
の
Ａ
層
か
ら
、
鉄
ノ
ミ
が
一
点
出
土
し
た
。
刃

皇＝一､n代 へ
、

ザ

1。
ｚ
白
『

0

、

ー

蕊
a

の
部
分
を
欠
い
て
い
る
が
、
遺
存
状
態
は
か
な
り
良
好
で
あ
る
。
柄
を
装
着
す
る

部
分
は
袋
状
に
な
っ
て
お
り
、
中
に
は
木
質
部
が
遣
存
し
て
い
る
。
現
存
長
九
・

五
唖
袋
部
の
断
面
は
ほ
ぼ
円
形
で
、
径
一
・
一
”
・
袋
部
は
両
方
か
ら
折
り
ま

げ
、
円
形
に
形
づ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
手
法
と
、
工
具
と
い
う
特
性
か
ら
鍛
造
品

と
思
わ
れ
る
。

溝
の
や
や
西
方
、
町
と
町
の
間
の
拡
張
区
か
ら
、
鉄
鍔
が
一
点
出
土
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。
第
一
層
下
部
か
ら
の
出
土
で
、
そ
の
時
代
性

に
つ
い
て
は
疑
問
も
あ
る
。
左
右
幅
五
・
七
蝿
上
下
幅
六
・
五
”
の
楕
円
形
を

呈
す
る
。
左
右
の
一
方
に
楕
円
形
に
近
い
透
し
を
彫
り
込
ん
で
い
る
。
表
面
は
錆

化
が
す
す
ん
で
い
み
が
、
も
と
か
ら
文
様
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
松
本
）

0

'一
■
■ ひ
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Ｃ
区
は
、
Ａ
区
と
小
径
を
隔
て
た
西
側
に
位
置
す
る
。
現
状
は
水
田
で
あ
る
。

Ａ
区
よ
り
も
一
段
低
く
、
小
径
よ
り
○
・
五
ｍ
低
く
な
っ
て
い
る
。
南
は
球
磨
川

の
堤
防
上
の
道
に
よ
り
限
ら
れ
、
北
側
は
東
か
ら
西
へ
流
れ
る
用
水
路
に
よ
っ
て

限
ら
れ
る
。
層
序
は
耕
作
土
が
○
・
二
’
三
畑
あ
り
、
そ
の
下
は
直
ぐ
に
牒
層
で

あ
っ
た
。
Ｃ
区
の
東
北
部
は
、
一
段
高
く
突
き
出
て
お
り
、
Ａ
区
と
同
じ
高
さ
を

示
す
箇
所
が
あ
る
。
現
在
、
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
区
全
体
は
本
来
、

こ
の
墓
地
と
同
じ
高
さ
を
保
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

調
査
の
方
法
直
角
三
角
形
を
呈
す
る
調
査
区
に
幅
一
雨
の
ト
レ
ン
チ
を
東
西

方
向
に
数
本
設
定
し
た
。
南
側
よ
り
Ｃ
‐
助
と
し
て
、
順
次
調
査
を
行
っ
た
。
耕

作
士
の
下
は
牒
層
で
あ
っ
た
。
部
分
的
に
は
砂
層
が
在
り
、
遺
構
の
存
在
を
も
予

想
さ
れ
た
が
、
砂
層
を
取
り
除
く
と
自
然
堆
積
の
牒
層
の
凹
凸
が
姿
を
現
わ
し
た
。

幅
一
雨
の
ト
レ
ン
チ
を
四
ｍ
間
隔
に
計
五
本
入
れ
た
が
、
ど
の
ト
レ
ン
チ
に
も
遺

構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
遺
構
が
存
在
し
な
い
の
で
、
さ
ら

に
西
側
も
調
査
区
域
内
で
は
あ
っ
た
が
、
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た
。
耕
作
土
中
よ

り
中
世
の
遺
物
が
点
在
し
て
出
土
し
て
お
り
、
以
下
記
述
す
る
。

耕
作
士
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
－
１
帽
は
土
師
質
土
器
で
あ
る
。
胎
士
に
は
石

粒
・
砂
粒
を
含
む
。
色
調
は
淡
褐
色
な
い
し
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
底
部
に
糸
切
り

㈲
調
査
の
概
要
（
第
４
図
）

口
出
土
遣
物
（
第
胡
図
）

四
、
Ｃ
区
の
調
査

色

痕
を
と
ど
め
る
。
小
破
片
が
ほ
と
ん
ど
で
完
形
品
は
出
土
し
て
い
な
い
。
－
１
２

は
口
径
七
・
二
’
九
・
一
哩
器
高
一
・
三
’
一
・
七
”
を
測
り
、
口
縁
部
は
外

反
す
る
も
の
と
、
直
行
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
Ⅷ
Ｉ
Ｅ
は
深
い
Ⅱ
で
あ
る
。
旧
ｌ

間
は
杯
で
あ
る
。
Ｍ
は
播
鉢
の
底
部
で
あ
る
。
胴
部
上
半
を
欠
失
す
る
。
内
面
は

横
に
櫛
目
が
あ
り
、
縦
に
細
線
を
数
本
描
く
。
色
調
は
青
灰
色
を
呈
し
、
胎
土
は

良
好
、
焼
成
も
す
こ
ぶ
る
良
い
。
〃
は
壷
形
土
器
の
口
縁
部
で
あ
る
。
垂
直
な
頚

部
か
ら
外
反
し
、
直
行
す
る
口
縁
部
と
な
る
。
口
縁
端
部
は
一
部
分
窪
め
ら
れ
て

お
り
、
注
ぎ
口
状
を
呈
す
る
。
色
調
は
青
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
も
良
く
硬
質
で
あ

り
、
須
恵
器
と
酷
似
す
る
。
旧
ｌ
Ｐ
は
青
磁
の
碗
で
あ
る
。
旧
は
蓮
弁
文
を
削
り

出
す
。
色
調
は
淡
い
青
色
、
胎
士
は
灰
白
色
を
呈
す
る
。
Ｐ
は
口
縁
部
に
雷
文
、

そ
の
下
に
蓮
弁
文
を
箆
描
き
す
る
。
胴
部
か
ら
内
脅
し
な
が
ら
立
ち
上
り
、
口
縁

部
と
な
る
。
紬
調
は
黄
味
を
帯
び
る
。
胎
土
は
白
灰
色
で
あ
る
。
別
は
平
形
合
子

の
身
の
部
分
で
あ
る
。
胎
土
は
灰
白
色
で
、
淡
い
透
明
性
の
青
白
色
の
紬
を
外
面

上
半
部
に
か
け
て
い
る
。
口
縁
下
に
蓋
受
け
部
を
形
成
す
る
。
底
部
は
平
底
を
示

す
。
型
押
し
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
造
作
に
乱
雑
な
感
じ
を
与
え

る
。
副
Ｉ
〃
は
近
世
磁
器
で
あ
る
。
胎
土
は
白
色
、
紬
は
素
地
に
乳
白
色
、
絵
付

に
は
発
色
の
悪
い
紺
色
で
あ
る
。
網
田
焼
（
寛
政
時
代
初
窯
）
に
酷
似
す
る
。

（
松
村
）
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蓮
花
寺
に
関
す
る
記
録
の
初
見
は
、
江
戸
時
代
の
編
著
で
あ
る
相
良
家
伝
の
一

（
註
１
）
（
註
２
）

つ
で
あ
る
歴
代
私
鑑
、
嗣
誠
独
集
覧
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
喜
禎
元
年
（
一
二

三
五
、
歴
代
私
鑑
は
喜
禎
三
年
）
に
上
相
良
第
二
代
弥
五
郎
頼
氏
の
造
立
で
本
尊

阿
弥
陀
仏
、
開
山
春
運
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
派
は
不
明
で
あ
る
。

（
註
３
）

蓮
花
寺
跡
の
堂
北
側
の
五
輪
塔
を
造
立
し
た
墓
壇
内
か
ら
昭
和
三
四
年
笠
塔
婆

が
発
見
さ
れ
た
。
宝
珠
も
笠
石
も
基
礎
も
な
く
単
独
に
方
柱
の
塔
身
だ
け
が
出
土

し
た
。
塔
身
上
部
に
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
仏
を
示
す
種
子
を
薬
研
彫
に
し
、

そ
の
下
に
銘
刻
が
あ
る
。

文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
頼
氏
の
妹
妙
阿
と
頼
氏
の
長
男
上
相
良
第
三
代
の

頼
宗
が
、
頼
氏
の
生
前
に
お
い
て
そ
の
往
生
極
楽
を
念
じ
た
逆
修
供
養
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。

応
永
三
二
年
（
一
四
二
五
）
、
一
説
に
は
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
上
相
良

（
注
４
）

第
七
代
頼
久
没
、
位
牌
所
は
蓮
花
寺
と
あ
る
。

文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
上
相
良
第
八
代
頼
観
と
そ
の
弟
頼
仙
は
、
下
相
良
第

一
○
代
尭
頼
を
攻
撃
し
、
そ
の
時
蓮
花
寺
を
は
じ
め
東
明
寺
、
弥
勤
寺
、
玉
林
庵
、

大
正
院
の
僧
徒
が
活
躍
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
、
か
ね
て

か
ら
上
相
良
氏
の
厚
い
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
上
相
良
氏

は
山
田
城
主
長
続
（
後
の
第
十
一
代
）
の
た
め
に
破
ら
れ
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
こ
れ
ら
の
寺
院
は
敵
方
に
加
わ
っ
た
の
で
、
全
面
的
に
取
り
つ
ぶ
さ
れ
た

（
註
５
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
多
良
木
、
久
米
、
湯
前
、
湯
山
、
江
代
の
五
村

伶
蓮
花
寺
の
変
遷

五
、
調
査
の
成
果
と
問
題
点

｡

は
下
相
良
の
治
下
に
な
っ
た
。

永
正
三
年
（
一
五
一
四
）
に
は
第
一
三
代
長
毎
に
よ
っ
て
蓮
花
寺
は
再
興
さ

（
註
６
）

れ
て
い
る
。

蓮
花
寺
阿
弥
陀
堂
跡
に
、
新
し
く
造
立
さ
れ
た
小
堂
が
あ
り
、
堂
内
に
は
阿
弥

陀
如
来
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
カ
ヤ
一
木
造
り
。
総
高
六
九
唾
背
面
の
墨

書
銘
は
「
大
旦
那
藤
原
長
毎
井
満
乗
丸
、
当
寺
院
主
大
願
主
秀
尊
敬
白
、
子
時
永

正
十
一
年
甲
戊
八
月
彼
岸
廿
八
日
」
台
座
裏
の
銘
は
「
仏
師
与
次
良
重
元
」
と
あ

り
、
嗣
誠
独
集
覧
の
永
正
十
一
年
再
興
の
記
事
と
一
致
す
る
。

元
亀
四
年
（
天
正
元
年
’
一
五
七
三
）
に
は
、
第
一
八
代
相
良
義
陽
は
蓮
花
寺

（
註
７
）

の
僧
を
薩
摩
に
遣
し
、
島
津
氏
と
隣
交
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
蓮
花
寺
の
記
録
は
文
献
か
ら
消
え
、
文
化
年
代
（
一
八
○
四
’
一
八

一
八
）
の
記
録
と
言
わ
れ
る
「
多
良
木
村
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
蓮
花
寺
に
横

三
間
、
縦
四
間
の
阿
弥
陀
堂
一
宇
（
か
や
づ
く
り
）
が
あ
り
、
青
蓮
寺
の
管
理
と

な
っ
て
い
る
。

嘉
禎
元
年
に
造
立
さ
れ
た
阿
弥
陀
堂
及
び
阿
弥
陀
仏
は
、
お
そ
ら
く
文
安
五
年

に
取
り
つ
ぶ
さ
れ
、
永
正
十
一
年
に
堂
と
阿
弥
陀
仏
が
新
た
に
造
立
さ
れ
、
元
亀

四
年
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
文
化
年
代
の
三
間
、
四
間
の
阿
弥
陀
堂
は
蓮
花
寺
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
二
五
○
余
年
の
間
に
無
住
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
阿
弥
陀
堂

は
昭
和
三
四
年
に
一
間
、
一
間
半
の
小
堂
に
改
築
さ
れ
、
五
○
年
河
川
工
事
に
と

も
な
い
、
再
び
北
側
に
移
転
改
築
さ
れ
た
。
（
杉
村
）

註
１
『
歴
代
私
鑑
』
著
者
不
明
享
保
八
年
著

２
『
胴
誠
独
集
覧
』
西
源
六
郎
昌
盛
（
別
名
祢
山
無
一
軒
）
著
、
著
者
は
文
政

十
一
年
に
亡
く
な
る
。

３
一
九
六
三
年
乙
益
重
隆
「
球
磨
地
方
の
石
造
美
術
と
史
跡
」
熊
本
県
文
化
財

調
査
報
告
第
四
集
熊
本
県
教
育
委
員
会

４
一
九
六
五
年
上
村
重
次
『
九
州
相
良
の
寺
院
資
料
』
一
九
四
一
年
「
球
磨
郡
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蓮
花
寺
跡
の
出
土
遺
物
か
ら
、
そ
の
年
代
比
定
を
試
象
よ
う
と
考
え
る
が
、
こ

の
時
期
の
土
器
研
究
は
そ
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
中
で
も
県
下
の
調

査
事
例
は
最
近
に
な
り
、
増
加
の
傾
向
を
承
る
が
、
事
実
報
告
に
主
眼
を
置
い
て

い
る
た
め
、
研
究
の
段
階
に
は
達
し
て
い
な
い
。
如
上
の
状
況
下
で
は
出
土
遺
物

の
検
討
だ
け
で
は
、
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
の
で
塔
、
碑
群
の
記
年
銘
を
採
用

し
て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

遺
物
の
中
で
最
も
多
い
の
は
土
師
質
土
器
で
あ
る
。
底
部
の
切
り
離
し
は
糸
切

り
で
あ
り
、
箆
切
り
は
存
在
し
な
い
。
杯
径
は
一
○
’
三
雨
の
間
に
位
置
す
る

（
註
１
）
（
註
２
）

も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
明
代
青
磁
を
出
土
す
る
浜
の
館
跡
、
西
岡
台
遺
跡
に
比
べ

一
回
り
大
き
い
。
こ
の
遺
跡
は
室
町
時
代
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
よ
り
蓮

花
寺
の
土
師
質
土
器
は
古
く
考
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
は
青
・
白
磁
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
蓮
花
寺
出
土
の
も
の
は
南
宋
代

の
竜
泉
窯
系
の
も
の
で
あ
る
。
他
に
同
安
、
景
徳
鎮
系
、
福
建
省
産
の
も
の
が
あ

る
が
、
数
例
を
除
き
一
三
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
溝
の
埋
没

過
程
の
所
産
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
年
代
と
考
え
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
第

二
六
号
五
輪
塔
下
、
石
積
基
壇
内
か
ら
出
土
し
た
蔵
骨
器
は
蓮
花
寺
の
存
続
期
間

二
六
号
五
輪
塔
下
、
石
積
基
壇
内
か
ら
出
士
し
た
蔵
骨
器
は
蓮
花
寺
の
存
続
黛
匪

の
所
産
で
あ
り
、
一
三
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、
先
の
考
え
を
首
肯
さ
せ
得
る
。

石
積
基
壇
上
か
ら
は
「
元
豊
通
宝
」
（
初
鋳
年
一
○
七
八
年
）
、
「
祥
符
一
琴

ロ
遺
物
か
ら
見
た
蓮
花
寺
の
年
代

誌
」
球
磨
郡
教
育
支
会

５
一
九
六
三
年
乙
益
重
隆
「
球
磨
工
芸
」
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
集

熊
本
県
教
育
委
員
会

６
○
に
同
じ

７
口
に
同
じ

「
祥
符
元
又

田

は
通
宝
」
（
初
鋳
年
一
○
○
八
年
）
が
各
一
枚
出
土
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
年

代
比
定
の
示
標
と
は
な
り
得
な
い
。
ま
た
播
鉢
、
滑
石
製
石
鍋
、
陶
器
も
出
土
し

て
い
る
が
年
代
比
定
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

五
輪
塔
は
後
世
の
積
象
替
え
が
多
く
、
形
態
比
較
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

石
積
基
壇
上
の
中
に
は
大
型
品
で
あ
り
、
か
つ
古
い
形
態
的
特
徴
を
保
っ
て
お
り

鎌
倉
時
代
後
半
と
言
え
よ
う
。
こ
の
五
輪
塔
の
地
輪
に
は
上
相
良
歴
代
当
主
名
を

刻
す
が
追
刻
で
あ
る
。
東
、
西
小
丘
上
の
五
輪
塔
の
地
輪
に
も
記
年
銘
を
残
す
も

の
が
あ
る
。
古
い
も
の
で
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
年
）
、
新
し
い
も
の
は
文
録
三

年
（
一
五
九
四
年
）
で
あ
り
、
室
町
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
板
碑
に
は
寛
文

元
年
（
一
六
六
一
年
）
ｌ
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
年
）
の
年
代
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
石
積
基
壇
西
裾
か
ら
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
笠
塔
婆
の
一
面
に
文
永

六
年
（
一
二
六
九
年
）
の
銘
が
確
認
で
き
最
も
古
い
年
代
を
示
す
。
以
上
の
こ
と

に
よ
り
、
遺
物
か
ら
は
一
三
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
末
ま
で
が
蓮
花
寺
の
存
続
し
た

時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
第
二
七
、
二
八
号
五
輪
塔
の
よ
う
に
搬
入
さ
れ
た
疑

い
が
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

前
項
で
文
献
上
の
蓮
花
寺
の
変
遷
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
は
か
ら
ず
も
遺
物

の
年
代
と
合
致
し
て
お
り
、
興
味
を
い
だ
か
せ
る
。
た
だ
今
回
の
調
査
で
は
蓮
花

寺
の
遺
構
そ
の
も
の
が
検
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
「
蓮
花
寺
」

の
年
代
で
は
な
く
「
蓮
花
寺
遺
跡
」
の
年
代
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
松
村
）

註
１
昭
和
四
八
・
四
九
年
熊
本
県
文
化
課
調
査
。
昭
和
五
十
二
年
三
月
刊
行
。

２
「
西
岡
台
遺
跡
」
宇
土
市
教
育
委
員
会
刊
行
。
昭
和
五
二
年
三
月
。
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蓮
花
寺
の
寺
域
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
示
す
明
確
な
資
料
は
な
い
。
今
回
の
発
掘

調
査
も
、
そ
の
一
部
分
に
つ
い
て
実
施
し
た
に
す
ぎ
ず
、
確
実
な
資
料
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ガ
ラ
ン
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
Ａ
区
が
、
蓮
花
寺
の
境
内
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余

地
は
な
い
。
Ａ
区
の
西
・
東
側
の
五
輪
塔
・
板
碑
等
は
戦
後
二
次
的
に
配
置
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
北
側
の
石
積
基
壇
や
、
東
側
の
埋
鏡
遺
構
・
溝
の
遺
物
出
土
状

況
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
Ａ
区
を
中
心
に
、
東
西
南
北
に
ど
こ
ま
で
寺
域
が
広
が
る
か
を
考
え
て
ふ

た
い
。Ａ

区
の
東
側
に
は
大
き
な
溝
が
あ
る
が
、
こ
の
溝
の
掘
削
年
代
は
蓮
花
寺
創
建

よ
り
も
古
い
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
溝
に
は
砂
喋
層
が
厚
く
堆
積
し
、
そ
の
下
部

に
は
遺
物
が
少
な
く
、
上
部
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
溝
に
連

続
す
る
Ｂ
区
に
お
い
て
は
、
人
為
的
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
痕
跡
が
ふ
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
蓮
花
寺
創
建
に
際
し
て
、
こ
の
溝
は
埋
め
ら
れ
、
又
洪
水
等
に

よ
っ
て
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
後
に
、
遺
物
が
多
く
遺
棄
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
承
る
と
、
こ
の
溝
は
、
必
ず
し
も
蓮
花

寺
の
東
の
境
界
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
こ

の
溝
よ
り
東
側
に
お
い
て
、
蓮
花
寺
の
東
の
境
界
を
示
す
事
象
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
ち
な
承
に
、
Ａ
区
の
東
端
か
ら
、
頼
景
館
の
西
端
ま
で
約
六
五
加
を
隔
て
る
。

西
側
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
区
の
調
査
で
述
べ
た
よ
う
に
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
青
磁
・
土
師
器
・
陶
質
土
器
・
近
世
磁
器
が
出
土
し
た
。
Ｃ
区
は
Ａ
区

よ
り
一
段
と
低
く
、
遺
構
に
つ
い
て
は
削
平
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
強
い
と

思
わ
れ
る
。
遺
構
が
な
く
、
具
体
的
に
境
界
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
遺
物

白
蓮
花
寺
の
寺
域
に
つ
い
て

②

近
年
、
熊
本
県
下
に
お
い
て
も
、
中
世
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
の
例
が
増
加
し

（
註
１
）
（
註
２
）

つ
つ
あ
る
。
下
益
城
郡
小
川
町
・
年
の
神
遺
跡
、
下
益
城
郡
松
橋
町
・
竹
崎
城
跡
、

（
註
３
）
（
註
４
）
（
註
５
）

宇
土
市
・
西
岡
台
遺
跡
、
上
益
城
郡
矢
部
町
・
浜
の
館
、
熊
本
市
・
高
橋
貝
塚
、

（
註
６
）

鹿
本
郡
菊
鹿
町
・
隈
部
館
な
ど
、
考
古
学
的
な
方
法
に
よ
る
解
明
が
進
め
ら
れ
て

の
出
土
か
ら
、
Ｃ
区
が
寺
域
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
強
い
。
た
だ
Ｃ
区
は
東

西
約
一
○
○
加
を
測
る
の
で
、
こ
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
検
討
を
要

す
る
。北

側
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
区
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｂ
区
の
東
側
で
検
出
し

た
溝
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｂ
区
の
北
西
隅
に
検
出
し
た
石
敷
溝

は
、
全
体
を
検
出
し
て
い
な
い
が
、
建
築
に
付
属
す
る
遺
構
と
も
考
え
ら
れ
、
蓮

花
寺
の
寺
域
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ま
た
、
Ｂ
区
の
ほ
ぼ

全
域
に
わ
た
っ
て
青
磁
・
白
磁
・
土
師
器
・
鉄
器
等
の
遺
物
を
出
土
し
、
そ
の
量

も
Ａ
区
よ
り
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
区
は
す
べ
て
寺
域
に
含
ま
れ
る
が
、
そ

の
北
限
に
つ
い
て
は
調
査
区
が
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
不
明
で
あ
る
。

南
側
は
、
Ａ
区
の
南
に
幅
約
三
加
の
農
道
が
あ
り
、
そ
の
南
は
球
磨
川
が
西
流

す
る
。
こ
の
球
磨
川
の
流
路
の
変
遷
は
、
蓮
花
寺
の
南
限
を
考
え
る
重
要
な
資
料

と
な
ろ
う
。
こ
の
南
限
に
つ
い
て
は
筆
者
の
能
力
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
詳
述

は
さ
け
る
。

こ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、
ガ
ラ
ン
サ
ン
（
Ａ
区
）
か
ら
Ｂ
区
。
Ｃ
区
の
全
域
又

は
一
部
を
含
む
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
具
体
的
な
数
値

と
し
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
側
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
に
、
南
側
に
つ

い
て
は
球
磨
川
の
流
路
の
変
遷
の
解
明
に
ま
ち
た
い
。

（
松
本
）

四
中
世
遺
跡
に
お
け
る
製
鉄
関
係
遺
物
（
覚
え
書
）

－55－



い
る
。
隈
部
館
の
、
史
跡
整
備
事
業
に
伴
う
調
査
を
除
い
て
、
開
発
行
為
に
先

（
註
７
）

だ
つ
調
査
で
、
遺
跡
は
調
査
後
破
壊
さ
れ
る
が
、
大
規
模
な
、
そ
し
て
組
織
的
な

調
査
に
よ
っ
て
、
資
料
の
増
加
が
ふ
ら
れ
る
と
い
う
、
二
つ
の
矛
盾
す
る
現
象
を

引
起
し
て
い
る
の
は
本
県
の
み
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
中
世
遺
跡
の
う
ち
、
ふ
い
ど
の
羽
口
、
ス
ラ
ッ
グ
な
ど
の
、
広
義
の

製
鉄
関
係
遺
物
を
出
土
し
た
例
も
少
な
く
な
い
。

本
書
で
報
告
す
る
蓮
花
寺
跡
・
頼
景
館
跡
の
二
遺
跡
を
含
め
て
、
五
遺
跡
か
ら

出
土
し
て
お
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

浜
の
館
は
、
戦
国
末
期
の
阿
蘇
大
宮
司
家
の
居
館
跡
で
あ
る
が
、
県
立
矢
部
高

等
学
校
の
校
舎
改
築
に
伴
っ
て
二
次
に
わ
た
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
掘
立
柱
・

礎
石
の
建
物
跡
と
庭
園
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
庭
園
跡
の
一
角
の

士
域
内
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
杯
・
金
の
延
板
・
青
磁
・
白
磁
、
三
彩
類
は
、
阿

蘇
大
宮
司
家
の
権
盛
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
庭
園

の
付
近
か
ら
、
ス
ラ
ッ
グ
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
ふ
い
ど
の
羽
口
等
、
他
の
関

連
遺
物
や
遺
構
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
土
器
の
内
底
面
に
青
銅
の
付
着

し
た
も
の
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
遺
物
で
あ
る
。
遺
跡
の
年
代
は
、
文
献
や
出
土

遺
物
か
ら
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

高
橋
貝
塚
は
、
熊
本
市
街
の
西
郊
、
坪
井
川
の
河
川
敷
に
あ
っ
た
中
世
の
貝
塚

で
、
河
川
改
修
事
業
に
伴
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
中
世
の
貝
塚
と
し
て
は
規
模
が
大

き
く
、
貝
層
の
範
囲
は
二
○
畑
×
二
五
ｍ
の
広
さ
に
お
よ
ぶ
。
ハ
イ
ガ
イ
・
カ
キ

・
ハ
マ
グ
リ
等
が
主
体
で
、
約
四
○
種
類
の
海
水
産
貝
類
の
他
、
獣
骨
・
魚
骨
、
植

（
註
８
）

物
の
種
子
、
木
製
品
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
ス
ラ
ッ
グ
一
点
と
ふ
い
ど
の
羽
口
の

細
片
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
貝
塚
と
い
う
性
格
か
ら
、
製
鉄
関
係

の
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
土
器
類
は
青
磁
・
白
磁
・
瓦
器
・
須
恵
器
系
土

器
・
陶
器
が
あ
り
、
一
部
の
混
入
を
除
く
と
一
三
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
。

●

り

隈
部
館
は
戦
国
期
の
隈
部
氏
の
居
城
で
あ
る
。
山
の
中
腹
に
、
石
垣
・
空
濠
を

設
け
、
礎
石
・
庭
園
な
ど
の
遺
構
の
遣
存
状
態
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
史
跡
整
備
事
業
が
年
次
計
画
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
五
○
年
度

・
五
一
年
度
に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
ま
だ
全
体
の
一
部
を
発
掘
し
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
製
鉄
関
係
の
遺
構
・
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、

こ
の
背
後
の
谷
を
「
か
な
く
そ
谷
」
と
呼
び
、
ス
ラ
ッ
グ
が
出
土
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

蓮
花
寺
で
は
、
Ｂ
区
の
一
部
に
強
く
焼
け
た
跡
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
周
辺
か
ら

ス
ラ
ッ
グ
が
出
土
し
た
。
ス
ラ
ッ
グ
は
五
翌
別
後
の
小
さ
な
も
の
が
多
く
、
三
○

点
程
出
土
し
た
。
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
地
点
に
鍛
治
遺
構
が
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
Ａ
区
の
溝
の
上
層
か
ら
、
ふ
い
ど
の
羽
口
数

点
、
ス
ラ
ッ
グ
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
遺
物
が
出
土
し
た
だ
け
で
、
遺
構

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
上
あ
げ
た
五
遺
跡
を
年
代
的
に
承
る
と
、
鎌
倉
時
代
三
（
高
橋
貝
塚
・
蓮
花

寺
・
頼
景
館
跡
）
、
戦
国
時
代
二
（
浜
の
館
・
隈
部
館
）
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物
の
う
ち
、
浜
の
館
・
高
橋
貝
塚
・
蓮
花
寺
跡
・
頼
景
館
跡
の
ス

ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
の
分
析
を
、
新
日
本
製
鉄
技
術
研
究
室
・
大
津
正
己
氏
に
依
頼

し
た
。
浜
の
館
・
蓮
花
寺
・
頼
景
館
跡
に
つ
い
て
は
そ
の
分
析
結
果
が
示
さ
れ
、

本
書
に
も
収
録
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
鍛
治
津
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結

果
は
、
遺
跡
の
立
地
、
性
格
か
ら
ゑ
て
も
首
肯
で
き
よ
う
。

現
時
点
で
は
例
証
も
少
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
収
約
さ
れ
る
こ
と
は
、

中
世
に
お
い
て
有
力
な
館
城
・
寺
院
等
で
鍛
治
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
用
途
は
自
給
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
資
料

の
増
加
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
の
予
察
と
し
て
紹

介
し
て
お
く
。
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ら
の
遺
跡
は
山
腹
、
丘
陵
斜
面
に
立
地
す
る
も
の
が
多
ノ

能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
｝

料
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
機
を
改
め
て
詳
述
し
た
い
。

熊
本
県
下
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
製
鉄
遺
跡
は
五
○
カ
所
以
上
を
数
え
る
。
荒

尾
・
玉
名
・
南
関
に
ま
た
が
る
小
岱
山
の
南
・
西
麓
、
宇
土
半
島
に
集
中
的
に
分

布
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
少
な
く
、
調
査
さ
れ
て

も
報
告
書
未
刊
行
で
実
態
は
不
明
確
な
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
遺
物
に
つ
い
て
科

学
的
な
分
析
が
実
施
さ
れ
た
も
の
は
一
・
二
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
従

来
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
年
代
を
、
古
墳
時
代
ｌ
古
代
に
中
心
を
置
く
傾
向
が
強
か

（
証
９
）
（
註
叩
）

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
最
近
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
る
と
、
と
く
に
小
岱

山
麓
の
遺
跡
群
に
つ
い
て
は
古
代
末
ｌ
中
世
に
中
心
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
遺
跡
は
山
腹
、
丘
陵
斜
面
に
立
地
す
る
も
の
が
多
く
、
製
錬
又
は
精
錬
の
可

能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
現
在
基
礎
的
な
資

註
１
松
本
健
郎
「
小
野
荘
中
世
館
の
調
奔
ｌ
熊
本
県
下
益
城
郡
小
川
町

遺
跡
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
』
第
四
三
号
、
昭
和
四
九
年

２
桑
原
憲
彰
・
工
藤
敬
一
・
大
田
幸
博
・
森
下
功
・
坂
口
雅
柳
・
中

森
山
恒
雄
・
阿
蘇
品
保
夫
・
田
辺
折
夫
『
竹
崎
城
』
熊
本
県
文
化

98 ６
桑
原
憲
彰
「
戦
国
期
の
有
力
国
衆
の
館
跡
」
『
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史

４
桑
原
憲
彰
・
阿
蘇
品
保
夫
他
『
浜
の
館
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二

３
平
山
修
一
・
高
木
恭
二
・
阿
蘇
品
保
夫
他
『
宇
土
城
跡
（
西
岡
台
）
』
宇
土

第
六
六
号
』
昭
和
五
一
年

７
西
岡
台
遺
跡
は
、
中
学
校

っ
て
保
存
が
決
定
し
た
。

５
昭
和
五
○
年
・
五
十
一
年
度
に
わ
た
っ
て
熊
本
県
教
育
委
員
会
調
査
。
報
告

ガ
ラ
ス
質
の
ス
ラ
ッ
グ
が
付
着
し
て
い
る
。

坂
本
経
尭
「
肥
後
に
お
け
る
製
鉄
遺
跡
の
研
究
」
プ
リ
ン
ト
版
昭
和
二
八

年 市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
二
年

書
準
備
中
。

告
第
一
七
集
昭
和
五
○
年

一
集
昭
和
五
二
年

「
小
野
荘
中
世
館
の
調
査
Ｉ
熊
本
県
下
益
城
郡
小
川
町
・
年
の
神

中
学
校
建
設
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

・
大
田
幸
博
・
森
下
功
・
坂
口
雅
柳
・
中
村
一
紀
・

大
・
田
辺
折
夫
『
竹
崎
城
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報

宇
土
市
の
配
慮
に
ょ

（
松
本
）

色

10

坂
本
経
尭
「
肥
後
上
代
の
鉄
」
『
熊
本
史
学
』
第
四
号
、
昭
和
二
八
年

荒
尾
市
・
薬
師
の
上
製
鉄
跡
、
同
た
た
ら
の
も
と
製
鉄
跡
が
発
掘
さ
れ
、
と

も
に
瓦
器
、
糸
切
り
底
の
土
師
器
、
滑
石
製
石
鍋
等
も
出
土
し
て
い
る
。
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Ｂ
区
の
調
査
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
に
も
と
づ

き
具
体
的
な
移
転
計
画
を
作
成
し
た
。
移
転
の
内
容
は
、

－
、
五
輪
塔
・
板
碑
・
笠
塔
婆
等
の
古
塔
群
の
移
転
、

２
，
Ａ
区
西
側
に
あ
っ
た
蓮
花
寺
地
区
の
個
人
墓
地
の
移
転
、

３
、
ガ
ラ
ン
サ
ン
（
Ａ
区
）
に
あ
っ
た
御
堂
の
移
転
新
築
、

で
あ
る
。
後
二
者
に
つ
い
て
は
、
直
接
調
査
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

同
一
地
に
移
転
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
総
合
的
に
計
画
を
立
て
た
。

移
転
に
際
し
て
留
意
点
を
次
に
記
す
。
個
人
墓
地
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
調
査
等
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
遺
物
も
少
な
く
、
遺

構
の
な
い
地
点
を
選
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
日
常
の
出
入
の
便
を
考
え
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
御
堂
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
五
輪
塔
。
板
碑
等
の
古
塔
群
に
つ
い

て
は
、
Ａ
区
北
側
の
石
積
基
壇
上
の
も
の
は
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
も
の
が
多
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
現
状
の
配
列
を
変
え
ぬ
こ
と
。
そ
の
他
の
塔
群
に
つ
い
て

は
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
一
括
し
て
配
置
す
る
。

蓮
花
寺
地
区
に
組
織
さ
れ
た
委
員
会
（
委
員
六
名
）
・
多
良
木
町
教
育
委
員
会

と
協
議
を
重
ね
、
最
終
的
に
決
定
し
た
移
転
図
は
第
汐
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｂ
区
の
最
も
西
側
は
遺
物
も
き
わ
め
て
少
な
く
、
遺
構
も
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
Ｂ
区
の
西
端
を
農
道
が
通
り
、
こ
れ
が
移
転
地
（
Ｂ
区
）
へ
の
進
入
路
と

な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
個
人
墓
地
の
移
転
地
は
Ｂ
区
の
西
端
に
決
め
た
。
約
一
○
戸

分
の
墓
地
の
用
地
を
要
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
東
西
幅
一
○
抑
、
南
北
は
西
側
で
三

一
畑
、
東
側
で
二
七
．
五
加
を
あ
て
た
。
細
分
や
分
配
に
つ
い
て
は
地
区
委
員
会

で
行
わ
れ
た
。
こ
の
個
人
墓
地
用
地
の
北
と
南
の
両
端
か
ら
、
墓
地
及
び
塔
群
。

六
、
塔
碑
群
の
移
転

8

Ａ
区
石
積
基
壇
上
の
塔
群
は
、
東
西
の
ほ
ぼ
中
央
、
北
寄
り
に
配
置
し
た
。
当

初
の
姿
を
示
す
た
め
、
自
然
石
に
よ
る
基
壇
（
東
西
こ
れ
、
南
北
五
・
八
沈
、

高
さ
一
巴
を
築
き
、
こ
の
上
に
原
位
置
の
と
お
り
配
置
し
た
。
た
だ
し
、
笠
塔

婆
に
つ
い
て
は
、
調
査
時
は
ガ
ラ
ン
サ
ン
（
Ａ
区
）
の
御
堂
の
内
に
保
管
さ
れ
て

（
註
１
）

い
た
が
、
そ
の
出
土
位
置
と
伝
え
る
近
く
の
基
壇
の
北
西
隅
に
配
置
し
た
。
Ｂ
区

の
東
側
に
は
、
そ
の
他
の
塔
群
を
配
置
す
る
低
い
石
積
象
の
基
壇
を
設
け
た
。

東
西
四
。
五
加
、
南
北
二
三
・
五
加
、
高
さ
○
．
五
加
。
こ
の
位
置
は
お
お
む
ね

溝
の
検
出
さ
れ
た
地
点
で
あ
る
。

御
堂
は
、
従
来
は
二
間
×
一
間
の
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
地
区
の
意
向
で

三
間
×
二
間
半
の
も
の
が
新
築
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
種
々
の
条
件
や
意
見
を
参
照
し
て
策
定
し
た
が
、
大
前
提
と
し

て
、
ガ
ラ
ン
サ
ン
（
Ａ
区
）
の
原
状
を
大
き
く
改
変
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
と
く

に
留
意
し
た
。
そ
の
結
果
、
ガ
ラ
ン
サ
ン
（
Ａ
区
）
の
西
側
に
あ
っ
た
塔
群
の
一

部
を
東
側
へ
配
置
し
た
以
外
は
、
ほ
ぼ
旧
状
に
近
い
配
列
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

新
旧
の
配
列
対
照
は
第
〃
図
と
第
諏
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
一
番
号
で
示
し

て
い
る
。

な
お
、
五
輪
塔
の
う
ち
、
石
積
基
壇
の
上
に
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
八
基
に
つ
い

て
、
部
分
的
に
補
修
が
行
わ
れ
た
。
費
用
は
蓮
花
寺
地
区
が
負
担
し
、
修
復
は
美

術
工
芸
修
理
・
原
田
清
一
郎
氏
（
熊
本
市
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

（
松
本
）

御
堂
へ
の
進
入
路
を
設
け
た
。
こ
の
場
合
、
Ｂ
区
北
端
に
検
出
さ
れ
た
遺
構
（
石

敷
溝
）
は
、
・
北
側
の
進
入
路
の
真
下
に
位
置
し
て
い
る
。

註
１
乙
益
重
隆
「
球
磨
地
方
の
石
造
美
術
と
史
跡
」
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第

四
集
（
球
磨
地
方
）
昭
和
三
十
八
年
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相
良
頼
景
館
跡
の
発
掘
調
査
開
始
は
、
堤
防
建
設
地
の
用
地
買
収
問
題
で
、
大

幅
に
遅
れ
た
。
用
地
買
収
済
の
水
田
に
旧
地
権
者
が
田
植
を
し
て
い
た
し
、
未
買

収
用
地
も
あ
っ
て
、
困
難
を
き
わ
め
た
。
未
買
収
用
地
が
解
決
し
て
も
、
そ
こ
は

稲
作
地
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
用
地
も
収
穫
期
を
待
た
な
け
れ
ば
本
格
的
発
掘
調
査

は
実
施
不
能
で
あ
っ
た
。

現
地
調
査
は
、
昭
和
五
○
年
八
月
一
日
か
ら
開
始
し
、
終
了
は
昭
和
五
一
年
三

月
二
十
七
日
で
約
八
ヶ
月
間
に
及
ん
だ
。

調
査
は
、
堤
防
建
設
地
の
全
面
発
掘
と
建
設
地
外
で
、
頼
景
館
跡
の
現
存
士
塁

の
地
形
測
量
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
○
年
八
月
一
日
、
杉
村
彰
一
技
師
、
松
村
道
博
調
査
員
は
、
地
元
多
良

木
町
黒
肥
地
蓮
花
寺
の
区
民
代
表
及
び
地
権
者
に
、
現
地
調
査
協
力
の
要
請
に
出

向
い
た
。
そ
こ
で
数
筆
の
未
買
収
地
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
買
収
済
の
用
地

に
、
田
植
が
し
て
あ
る
こ
と
も
判
っ
た
。

八
月
二
日
、
多
良
木
町
役
場
建
設
課
へ
用
地
買
収
進
捗
状
況
を
尋
ね
に
行
く
。

九
州
地
方
建
設
局
八
代
工
事
事
務
所
用
地
課
か
ら
は
、
買
収
促
進
の
約
束
が
あ
っ

た
。
買
収
済
の
用
地
に
、
旧
地
権
者
が
稲
作
し
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
文
化
課
と
旧
地
権
者
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

多
良
木
町
教
育
委
員
会
に
調
査
開
始
の
挨
拶
に
行
く
。

一
調
査
の
経
過

第
二
章
相
良
頼
景
館
跡

9

八
月
四
日
、
本
日
か
ら
作
業
員
を
入
れ
、
調
査
現
場
小
屋
内
外
の
清
掃
。
午
後

四
時
か
ら
、
鍬
入
式
を
蓮
花
寺
跡
小
洞
堂
横
に
て
行
う
。
田
辺
文
化
課
長
、
杉
村

調
査
主
任
、
松
村
調
査
員
。
地
元
代
表
と
し
て
宮
元
尚
氏
、
そ
れ
に
作
業
員
。

八
月
五
日
’
六
日
、
相
良
頼
景
館
跡
を
中
心
と
し
た
地
形
測
量
開
始
。
熊
本
県

立
多
良
木
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
員
が
、
顧
問
橋
本
康
夫
教
諭
の
指
導
の
も
と
に

応
援
に
象
え
る
。

八
月
八
日
’
二
日
、
蓮
花
寺
跡
古
塔
碑
群
の
移
転
修
築
作
業
。

八
月
一
三
日
’
二
一
日
、
作
業
員
・
調
査
員
盆
の
た
め
作
業
中
断
。
八
月
一
五

日
、
松
村
調
査
員
、
交
通
事
故
の
た
め
入
院
。

八
月
一
三
日
、
発
掘
調
査
工
程
を
考
慮
し
て
、
用
地
買
収
済
の
水
田
の
数
筆
に

青
田
刈
を
し
て
も
ら
っ
た
。

八
月
二
三
日
’
九
月
六
日
、
発
掘
対
象
範
囲
を
便
宜
上
三
地
区
に
分
け
た
。
西

側
現
存
士
塁
の
南
方
西
側
を
Ａ
地
区
と
し
、
西
側
土
塁
と
東
側
土
塁
間
の
南
側
を

Ｂ
地
区
と
し
た
。
そ
れ
に
東
側
士
塁
の
南
方
東
側
を
Ｃ
地
区
と
し
た
。

土
塁
は
西
側
、
北
側
、
東
側
の
三
方
に
遺
存
し
て
い
る
が
、
南
側
に
は
遺
存
し

て
い
な
い
の
で
、
東
側
士
塁
確
認
の
た
め
と
、
そ
れ
に
東
側
士
塁
は
一
部
遣
存
で

全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
Ｂ
地
区
に
六
条
の
試
掘
坑
を
設
定
し
た
。
（
第

珊
図
）Ｂ
‐
ｌ
Ｂ
３
試
掘
坑
は
、
南
側
士
塁
確
認
試
掘
坑
で
あ
り
、
Ｂ
４
１
Ｂ
６
試
掘

坑
は
、
東
側
士
塁
確
認
試
掘
坑
で
あ
る
。

Ｂ
‐
ｌ
Ｂ
３
試
掘
坑
調
査
に
お
い
て
、
土
塁
遺
構
の
検
出
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
第
１
層
（
地
表
下
約
二
五
’
三
○
咽
鉄
分
集
積
層
）
の
下
面
か
ら
土
師
器
の

検
出
が
あ
り
、
今
後
の
目
安
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｂ
５
１
Ｂ
６
試
掘
坑
調
査
に
お
い
て
、
土
塁
の
基
礎
部
の
検
出
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
試
掘
坑
の
東
端
に
濠
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
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そ
れ
か
ら
、
南
側
士
塁
推
定
線
上
に
、
館
の
正
門
を
推
定
し
、
Ｂ
７
試
掘
坑
を

設
定
し
調
査
し
た
が
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
ず
、
土
師
器
の
検
出
が
あ
り
、
そ
の

出
土
状
況
は
、
Ｂ
‐
Ｉ
Ｂ
３
試
掘
坑
に
お
け
る
土
師
器
出
土
状
況
と
同
じ
で
あ

っ
た
。

九
月
八
日
、
松
村
調
査
員
、
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
も
ほ
ぼ
全
治
し
、
調
査
に

励
む
。本

日
よ
り
九
月
一
六
日
ま
で
、
地
形
測
量
及
び
土
塁
の
断
面
実
測
を
行
う
。

九
月
一
七
日
’
二
○
日
、
Ｂ
５
１
Ｂ
６
試
掘
坑
に
濠
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
Ｂ
４
１
Ｂ
６
試
掘
坑
間
を
南
北
に
拡
張
し
、
濠
状
遺
構
の
上
面
切
り
込

承
の
深
さ
ま
で
掘
開
す
る
。

九
月
二
二
日
’
二
六
日
濠
状
遺
構
の
精
査
。
南
北
に
伸
び
る
濠
状
遺
構
は
、
東

側
土
塁
の
南
北
線
上
外
側
（
東
方
）
に
位
置
す
る
こ
と
、
用
地
未
買
収
で
全
掘
で

き
な
い
が
、
濠
状
遺
構
の
上
面
幅
二
・
五
誕
深
さ
一
雨
を
計
り
、
こ
の
遺
構

は
、
調
査
対
象
外
の
北
方
に
延
び
る
こ
と
、
ま
た
遺
構
は
、
東
方
に
広
が
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
館
の
東
側
外
濠
の
可
能
性
が
増
し
て
き
た
。
南
北
に
延
び
る
東
側
外

濠
の
南
端
近
く
は
、
東
西
に
延
び
る
溝
状
遺
構
（
後
で
判
明
し
た
切
落
し
の
東

端
）
と
交
わ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
東
側
外
濠
と
東
西
溝
状
遺
構
と
が
交
わ

る
地
点
近
く
の
東
側
外
濠
の
南
端
西
側
に
、
東
側
外
濠
と
並
行
し
て
四
段
の
石
組

の
検
出
が
あ
っ
た
。

九
月
二
九
日
’
一
○
月
二
日
、
Ｂ
‐
Ｉ
Ｂ
２
試
掘
坑
間
の
精
査
。
今
迄
の
試
掘

坑
調
査
の
所
見
で
、
遺
物
は
第
Ⅱ
層
の
鉄
分
集
積
層
下
面
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
目
安
と
し
て
調
査
を
進
め
た
。
調
査
は
Ｂ
‐
試
掘
坑
の
西
側
、
つ

ま
り
Ａ
地
区
と
Ｂ
地
区
の
境
で
黒
川
氏
宅
に
通
じ
る
道
路
下
よ
り
Ｂ
２
試
掘
坑
間

の
調
査
で
あ
る
。
精
査
は
Ｂ
‐
試
掘
坑
の
西
側
か
ら
始
め
た
。
不
規
則
に
並
ぶ
柱

穴
群
と
、
三
条
の
溝
と
、
土
器
溜
が
検
出
さ
れ
た
。
各
々
の
柱
穴
は
、
第
Ⅲ
層
の

0

褐
色
土
層
か
ら
掘
り
込
ま
れ
、
第
Ⅳ
層
の
砂
牒
層
に
達
し
て
い
た
。
柱
穴
の
形
態

は
、
上
面
が
円
形
で
、
径
二
○
’
三
○
蝿
深
さ
一
○
’
四
○
”
を
計
る
。
柱
穴

底
に
は
石
を
数
個
詰
め
根
固
め
を
し
た
も
の
や
、
二
段
掘
り
を
行
っ
た
も
の
も
検

出
さ
れ
た
。
柱
穴
底
の
地
層
が
砂
牒
層
で
あ
る
の
で
、
意
図
的
な
根
固
め
石
と
、

そ
う
で
な
い
石
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
。

一
○
月
二
日
’
四
日
、
東
側
外
濠
南
端
確
認
の
た
め
に
Ｂ
６
試
掘
坑
と
並
行
に

東
西
に
二
条
の
試
掘
坑
、
Ｂ
８
・
Ｂ
９
試
掘
坑
を
設
定
す
る
。
Ｂ
９
試
掘
坑
に
お

い
て
川
原
石
を
用
い
た
石
積
が
検
出
さ
れ
た
。
石
積
の
基
礎
部
は
、
第
Ⅳ
層
の
黄

灰
色
砂
層
上
に
構
築
さ
れ
て
い
た
。
石
積
構
築
時
期
は
、
第
Ⅲ
層
の
黄
灰
色
砂
層

よ
り
新
し
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
Ｂ
９
試
掘
坑
第
Ⅳ
層
の
上
面
よ
り
鉄
津
が
検
出

さ
れ
る
。

一
○
月
六
日
’
一
七
日
、
Ｂ
９
試
掘
坑
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
石
積
追
跡
と
切

落
し
の
南
側
の
遺
構
、
遺
物
確
認
調
査
の
た
め
に
、
Ｂ
地
区
に
グ
リ
ッ
ド
を
組
む

こ
と
に
し
た
。
Ｂ
地
区
の
東
側
よ
り
三
条
の
試
掘
坑
で
、
南
北
に
Ｇ
８
。
Ｋ
８
．

０
Ⅲ
試
掘
坑
が
そ
れ
で
あ
る
。
石
積
は
、
東
西
に
延
び
て
い
て
、
東
側
は
Ｃ
地
区

に
延
び
、
西
側
は
Ｏ
Ⅲ
試
掘
坑
の
南
端
に
検
出
さ
れ
た
。
石
積
は
、
現
在
の
球
磨

川
の
流
路
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
。
石
積
の
上
面
幅
約
一
雨
、
高
さ
約
一
加
、
構

築
に
あ
た
っ
て
外
側
（
球
磨
川
寄
り
）
は
川
原
石
を
数
段
に
し
て
の
野
面
積
象
で

内
側
も
一
部
に
野
面
積
み
が
承
ら
れ
る
が
、
外
側
と
比
較
し
て
、
や
や
雑
で
あ
る
。

Ｂ
８
１
Ｂ
９
試
掘
坑
間
を
連
続
さ
せ
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
東
側
外
濠
南
端
が
検

出
さ
れ
た
。

一
○
月
一
八
日
’
二
四
日
、
一
○
月
も
中
旬
に
な
る
と
、
買
収
済
用
地
の
稲
刈

も
終
っ
た
。
西
側
土
塁
は
ほ
ぼ
遣
存
し
、
堤
防
建
設
用
地
境
界
線
か
ら
北
約
２
畑

の
と
こ
ろ
ま
で
在
る
。
西
側
外
濠
確
認
の
た
め
、
Ａ
地
区
に
東
西
に
Ａ
１
試
掘
坑

を
設
定
し
た
。
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Ａ
‐
試
掘
坑
の
東
端
に
濠
の
切
り
込
承
を
検
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
濠
の
南
端

を
追
跡
す
る
た
め
、
南
北
に
Ａ
‐
試
掘
坑
を
拡
張
し
た
。
西
外
濠
の
東
側
（
濠
の

内
側
）
は
、
黒
川
氏
宅
に
通
じ
る
道
路
下
に
広
が
る
こ
と
が
判
明
。

一
○
月
二
五
日
’
一
一
月
五
日
、
道
路
下
の
西
外
濠
を
残
し
て
、
西
外
濠
を
完

掘
し
た
。
濠
の
切
り
込
象
は
、
第
Ⅳ
層
の
砂
牒
層
か
ら
で
あ
っ
た
。
東
外
濠
の
切

り
込
承
も
第
Ⅳ
層
の
砂
喋
層
で
あ
り
、
東
外
濠
東
端
と
、
こ
の
西
外
濠
西
端
間
の

距
離
は
八
三
畑
あ
る
が
、
同
地
層
、
同
層
序
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

西
外
濠
の
上
面
幅
推
定
五
加
、
深
さ
一
・
四
ｍ
を
計
る
。
濠
底
近
く
に
比
較
的

不
透
水
の
粘
質
士
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
は
、
水
を
た
た
え
た
時
期
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
水
濠
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

出
土
遺
物
は
、
濠
の
上
部
よ
り
近
代
陶
器
、
下
部
か
ら
土
師
器
、
青
磁
片
、
そ

れ
に
鉄
津
で
あ
っ
た
。

濠
の
南
端
と
直
交
し
て
、
東
西
に
切
落
し
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
遺
構

は
、
東
外
濠
南
端
部
と
直
交
す
る
東
西
の
切
落
し
と
構
築
状
態
が
類
似
す
る
も
の

で
あ
り
、
東
西
に
長
く
連
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一
月
七
日
’
一
○
日
、
Ｂ
地
区
Ｂ
２
１
Ｂ
４
試
掘
坑
間
の
第
一
層
耕
作
士
を

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
っ
て
剥
ぐ
。

二
月
二
日
’
二
○
日
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
っ
て
削
平
し
た
後
、
Ｂ
１
Ｉ
Ｂ

２
試
掘
坑
間
に
検
出
さ
れ
た
柱
穴
遺
構
検
出
状
況
を
考
慮
し
て
、
Ｂ
‐
１
２
試
掘

坑
間
の
遺
構
、
遺
物
検
出
の
た
め
精
査
す
る
。

Ｂ
２
１
Ｂ
４
試
掘
坑
間
の
遺
構
、
遺
物
検
出
の
た
め
精
査
す
る
。
多
数
の
柱
穴

が
検
出
さ
れ
た
が
、
柱
穴
群
に
配
列
の
規
則
性
を
見
い
出
せ
な
い
。

Ｂ
‐
試
掘
坑
の
西
側
に
柱
穴
が
検
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
柱
穴
は
、
西
側
士
塁
推

定
線
内
に
在
り
、
土
塁
内
に
構
築
さ
れ
た
掘
立
柱
穴
構
築
物
以
前
の
掘
立
柱
穴
遺

構
で
あ
ろ
う
か
。

白

Ｂ
‐
ｌ
Ｂ
２
試
掘
坑
間
に
、
三
条
の
溝
が
検
出
さ
れ
た
が
、
南
北
に
走
る
溝
Ⅲ

は
、
数
個
の
柱
穴
を
切
断
し
て
い
る
。
溝
Ⅲ
と
切
断
さ
れ
た
柱
穴
の
新
旧
関
係
が

判
明
。ま

た
、
東
側
土
塁
推
定
線
内
に
数
個
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、
西
側
外
濠
に
よ
っ

て
切
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
柱
穴
と
外
濠
の
新
旧
関
係
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

Ｃ
地
区
の
用
地
買
収
も
終
り
、
東
外
濠
東
側
の
第
一
層
の
耕
作
土
を
ブ
ル
ド
ー

ザ
に
よ
っ
て
剥
ぐ
。

一
一
月
二
一
日
’
二
九
日
、
南
側
士
塁
の
基
礎
部
と
南
側
外
濠
確
認
の
た
め
、

Ｂ
‐
試
掘
坑
の
南
側
に
南
北
に
Ｂ
川
試
掘
坑
を
設
定
す
る
。
Ｂ
‐
試
掘
坑
南
端
か

ら
Ｂ
２
試
掘
坑
南
端
間
に
川
原
石
を
用
い
て
、
一
石
一
列
に
東
西
八
ｍ
並
べ
た
遺

構
の
性
格
が
ま
だ
つ
か
め
て
な
か
っ
た
が
、
こ
の
石
列
は
、
近
代
の
畦
畔
用
石
列

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
石
列
は
近
代
の
盛
土
上
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
判
っ

た
。
Ｂ
‐
ｌ
Ｂ
２
試
掘
坑
間
に
検
出
さ
れ
た
東
西
に
延
び
る
溝
Ｉ
遺
構
は
、
西
外

濠
ｌ
東
外
濠
西
端
間
に
東
西
に
延
び
る
と
推
定
さ
れ
る
切
落
し
の
傾
斜
面
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
切
落
し
の
延
長
追
跡
の
た
め
、
Ｂ
旧
試
掘
坑
を
Ｂ
２
試
掘
坑

南
端
近
く
ま
で
東
側
に
拡
張
し
た
。
切
落
し
面
は
、
柱
穴
構
築
面
よ
り
南
側
に
傾

斜
し
、
深
さ
一
雨
前
後
を
計
る
。
Ｂ
１
ｌ
Ｂ
２
試
掘
坑
間
南
側
切
落
し
部
の
士
層

の
層
序
を
示
す
と
、
第
１
層
・
・
耕
作
工
、
第
Ⅱ
層
：
鉄
分
集
積
層
、
第
Ⅲ
層
：
近

代
の
盛
土
、
第
Ⅳ
層
：
自
然
堆
積
黄
灰
色
砂
層
で
あ
る
。

第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
上
面
に
数
個
の
柱
穴
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
柱
穴

群
は
、
切
落
し
構
築
後
の
掘
立
柱
穴
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

南
側
土
塁
と
南
側
外
濠
は
検
出
さ
れ
ず
、
南
側
は
、
砂
磯
層
を
人
工
的
に
切
落

し
た
構
築
（
切
落
し
）
に
よ
っ
て
、
球
磨
川
に
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
二
月
一
日
’
二
日
、
西
外
濠
南
端
に
切
落
し
が
承
ら
れ
、
西
側
に
延
び
る
よ
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う
で
あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
切
落
し
を
追
跡
す
る
た
め
西
外
濠
の
西
側
に
Ａ
２
試

掘
坑
、
Ａ
３
試
掘
坑
を
設
定
す
る
。
Ａ
２
試
掘
坑
に
お
い
て
切
落
し
遺
構
が
検
出

さ
れ
た
が
、
Ａ
３
試
掘
坑
か
ら
は
切
落
し
の
検
出
は
な
か
っ
た
。

一
二
月
三
日
’
一
二
日
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
っ
て
Ｃ
地
区
の
耕
作
士
は
剥
ぎ
終

っ
て
い
る
の
で
、
東
外
濠
の
残
り
東
半
分
程
度
の
調
査
に
着
手
し
た
。
東
外
濠
は

建
設
用
地
外
の
北
側
に
延
び
て
い
る
。
南
端
は
す
で
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。
東
外

濠
の
東
側
上
面
は
二
段
掘
り
込
承
に
な
っ
て
い
る
。

外
濠
の
上
面
幅
は
、
南
側
に
行
く
に
従
っ
て
広
く
、
北
側
か
ら
南
側
に
行
く
に

従
っ
て
深
く
な
る
。
外
濠
上
面
幅
五
’
七
ｍ
、
深
さ
一
・
八
’
一
万
を
計
る
。

東
外
濠
の
方
向
は
、
現
在
の
排
水
路
と
同
一
で
、
外
濠
か
ら
の
出
士
遺
物
を
み

る
と
、
上
部
か
ら
近
代
陶
器
、
下
部
か
ら
土
師
器
、
瓦
質
土
器
、
青
磁
、
白
磁
、

そ
れ
に
鉄
津
が
あ
っ
た
。
濠
の
底
部
近
く
は
粘
質
士
で
あ
り
、
水
濠
の
可
能
性
も

あ
る
。
濠
の
最
上
部
は
粘
質
士
で
あ
る
が
、
現
在
の
用
水
路
に
起
因
す
る
堆
積
土

で
あ
る
。

東
外
濠
南
端
と
直
交
す
る
切
落
し
部
と
、
東
外
濠
南
端
西
側
に
検
出
さ
れ
て
い

る
外
濠
の
内
側
に
傾
斜
し
て
い
る
四
段
の
石
組
と
の
関
係
に
つ
い
て
推
察
す
る

と
、
石
組
の
基
礎
部
は
切
落
し
の
傾
斜
面
に
堆
積
し
た
黄
灰
色
砂
層
士
に
構
築
さ

れ
て
い
た
の
で
、
切
落
し
面
を
構
築
し
た
後
東
外
濠
南
端
西
側
を
四
段
の
石
組
を

も
っ
て
、
外
濠
を
延
長
し
再
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
二
月
一
三
日
’
二
六
日
、
切
落
し
面
よ
り
約
二
○
汎
南
方
に
検
出
さ
れ
て
い

る
石
列
（
堤
防
）
の
東
端
を
確
認
す
る
た
め
、
Ｂ
９
試
掘
坑
を
東
側
の
Ｃ
地
区
へ

二
○
加
延
長
し
た
。
や
は
り
、
堤
防
は
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
東
方
へ
延
び
る
よ
う

で
あ
る
。
堤
防
構
築
状
態
は
、
Ｂ
９
試
掘
坑
に
承
ら
れ
た
野
面
積
象
は
承
ら
れ
ず

少
々
雑
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
堤
防
の
西
端
は
、
Ｏ
Ⅲ
試
掘
坑
に
お
い
て
検

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｂ
９
１
０
Ⅱ
試
掘
坑
間
の
約
五
○
ｍ
の
堤
防
遺
構
の
精
査

@

の
結
果
、
堤
防
は
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

松
村
調
査
員
は
、
一
二
月
で
こ
の
館
跡
発
掘
調
査
現
場
を
離
れ
て
次
の
現
場
に

は
い
っ
た
。

昭
和
五
一
年
一
月
一
○
日
’
一
九
日
、
Ｂ
９
１
Ｇ
８
試
掘
坑
間
、
つ
ま
り
切
落

し
面
ｌ
堤
防
間
の
精
査
。

こ
の
調
査
区
の
標
準
地
層
を
示
し
て
お
こ
う
。
第
１
層
は
耕
作
土
、
第
Ⅱ
層
鉄

分
集
積
層
、
第
Ⅲ
層
褐
色
士
層
、
第
Ⅳ
層
黄
灰
色
砂
層
、
第
Ｖ
層
砂
牒
層
で
あ

Ｚ
句
○

堤
防
上
面
の
高
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
集
石
群
が
検
出
さ
れ
た
。
川
原
石
の
径

一
○
’
二
○
”
を
用
材
と
し
て
水
平
に
敷
き
並
べ
、
石
敷
状
を
呈
す
る
。
集
石
は
、

こ
の
調
査
区
全
面
に
検
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
く
ら
か
の
間
隔
を
置
い
て
不

規
則
に
並
ぶ
。
集
石
の
基
礎
部
は
、
第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
上
面
に
み
ら
れ
る
。

球
磨
川
の
洪
水
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
し
た
後
、
堤
防

構
築
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
集
石
群
は
構
築
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
月
二
○
日
’
二
七
日
、
Ｇ
８
１
Ｋ
８
試
掘
坑
間
の
集
石
群
検
出
。

二
四
日
は
文
化
課
文
化
財
調
査
係
全
員
で
現
地
検
討
会
を
開
い
た
。
夜
は
人
吉

市
の
国
民
宿
舎
で
現
在
ま
で
の
調
査
成
果
を
も
と
に
し
て
、
問
題
点
を
整
理
し
、

今
後
の
調
査
に
臨
む
。

一
月
二
八
日
’
三
一
日
、
Ｂ
旧
試
掘
坑
拡
張
部
の
東
側
に
Ｂ
川
試
掘
坑
を
設
定

し
て
、
切
落
し
線
の
確
認
を
行
っ
た
。
東
西
に
延
び
る
切
落
し
は
、
試
掘
坑
の
北

端
に
検
出
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
の
上
面
に
柱
穴
が
検
出
さ
れ
た
。
二
月

一
二
日
’
二
九
日
の
調
査
経
過
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
柱
穴
は
切
落
し
構
築
後

の
も
の
で
あ
る
。
三
一
日
は
旧
正
月
の
た
め
作
業
員
全
員
休
承
で
、
作
業
中
止
と

し
た
。
杉
村
は
、
頼
景
館
跡
調
査
概
要
報
告
を
熊
本
放
送
ス
タ
ジ
オ
か
ら
ラ
ジ
オ
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に
て
紹
介
し
た
。

二
月
二
日
１
六
日
、
一
月
は
杉
村
一
人
で
あ
っ
た
が
、
二
日
か
ら
安
達
武
敏
調

査
員
が
現
場
に
来
て
く
れ
た
の
で
大
助
か
り
す
る
。
安
達
調
査
員
に
調
査
現
況
説

明
後
、
た
だ
ち
に
発
掘
区
全
域
の
平
面
図
作
成
に
と
り
か
か
る
。
縮
尺
一
○
○
分

の
一
と
す
る
。

二
月
七
日
’
一
二
日
、
堤
防
東
西
端
確
認
の
た
め
Ｃ
地
区
に
Ｃ
‐
・
Ｃ
２
・
Ｃ

３
試
掘
坑
を
、
堤
防
西
端
確
認
の
た
め
Ａ
４
．
Ａ
５
試
掘
坑
を
設
定
し
た
。
Ｃ
‐

ｌ
Ｃ
２
試
掘
坑
に
お
い
て
、
堤
防
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
堤
防
は
、
東
方

に
延
び
る
よ
う
で
あ
る
が
Ｃ
３
試
掘
坑
に
お
い
て
は
検
出
さ
れ
ず
、
構
築
は
雑
で

あ
る
。
Ａ
４
試
掘
坑
に
お
い
て
、
堤
防
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
Ｃ
‐
・
Ｃ
２
試
掘

坑
に
検
出
さ
れ
た
堤
防
遺
構
と
同
様
雑
で
あ
る
。
Ａ
５
試
掘
坑
に
お
い
て
は
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
Ａ
４
試
掘
坑
と
Ａ
５
試
掘
坑
の
間
あ
た
り
で
道
路
下

に
に
げ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
月
一
三
日
’
一
七
日
、
Ｋ
８
１
０
Ⅲ
試
掘
坑
間
の
精
査
、
堤
防
の
高
さ
は
石

敷
状
遺
構
の
上
面
の
高
さ
と
同
じ
。
館
跡
南
側
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
。
通
路
の

可
能
性
も
あ
る
。

一
三
日
に
は
、
熊
本
大
学
法
文
学
部
講
師
松
本
寿
三
郎
氏
が
、
上
相
良
氏
の
球

磨
入
国
事
情
に
つ
い
て
現
地
踏
査
。

二
月
一
八
日
’
一
九
日
、
Ｇ
８
１
Ｋ
８
試
掘
坑
間
の
堤
防
構
築
状
態
を
確
認
す

る
た
め
、
堤
防
の
北
側
（
内
側
）
二
カ
所
に
つ
い
て
堤
防
基
礎
部
ま
で
掘
り
下
げ

た
。
堤
防
北
側
は
南
側
（
外
側
）
と
比
較
し
て
構
築
が
雑
で
あ
っ
た
。

二
月
二
○
日
’
三
月
二
日
、
Ａ
５
試
掘
坑
に
お
い
て
は
、
堤
防
遺
構
は
検
出
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
再
度
確
認
の
た
め
Ａ
５
試
掘
坑
の
西
側
に
Ａ
６
試
掘
坑
を
設
定

し
た
。
Ａ
６
試
掘
坑
か
ら
は
堤
防
遺
構
及
び
、
他
の
遺
構
も
検
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
地
層
の
確
認
の
た
め
に
Ａ
３
試
掘
坑
と
Ａ
６
試
掘
坑
を
連
続
さ
せ
た
。

-⑲

二
三
日
、
熊
本
大
学
工
学
部
講
師
北
野
隆
氏
に
、
堀
立
柱
穴
群
か
ら
建
造
物
の

復
元
に
つ
い
て
教
示
願
っ
た
が
、
館
跡
全
域
の
発
掘
調
査
で
は
な
い
こ
と
、
検
出

さ
れ
た
柱
穴
は
重
複
し
て
お
り
、
建
造
物
の
復
元
は
無
理
で
あ
っ
た
。

二
月
二
二
日
で
発
掘
区
の
測
量
（
縮
尺
一
○
○
分
の
一
）
が
終
了
し
た
の
で
、

柱
穴
群
の
実
測
（
二
○
分
の
一
）
、
及
び
各
々
の
試
掘
坑
の
断
面
図
（
縮
尺
三
○

分
の
一
）
作
成
に
と
り
か
か
る
。

三
月
三
日
’
九
日
、
実
測
図
作
成
と
並
行
し
て
、
Ｂ
‐
ｌ
Ｂ
２
試
掘
坑
間
に
検

出
さ
れ
て
い
る
士
器
溜
の
精
査
を
行
う
。
土
器
溜
の
形
状
は
楕
円
形
で
、
深
さ
二

○
’
二
五
”
・
士
器
溜
底
面
よ
り
柱
穴
二
個
が
検
出
さ
れ
た
。
士
器
溜
は
第
Ⅲ
層

の
褐
色
士
層
を
掘
り
こ
ゑ
、
凹
地
状
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
士
器
溜
の
西
側
に
検

出
さ
れ
て
い
る
排
水
溝
は
、
い
く
つ
か
の
柱
穴
を
切
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
土

器
溜
内
の
柱
穴
と
、
排
水
溝
に
よ
っ
て
切
ら
れ
た
柱
穴
は
時
期
的
に
ど
う
な
る
の

か
問
題
が
の
こ
る
。
安
達
調
査
員
は
、
他
の
発
掘
調
査
の
た
め
本
日
を
も
っ
て
多

良
木
を
あ
と
に
し
た
。

三
月
一
○
日
、
熊
本
県
文
化
財
専
門
委
員
の
斉
藤
林
次
氏
に
館
跡
立
地
お
よ
び

発
掘
全
域
の
地
質
に
つ
い
て
教
示
を
あ
お
ぐ
。
こ
の
日
は
雨
天
で
、
細
部
に
つ
き

検
討
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
後
日
来
訪
を
お
願
い
し
た
。

三
月
二
日
’
一
五
日
、
斉
藤
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た
点
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
て
い
く
。
切
落
し
の
西
端
確
認
で
あ
っ
た
。
Ａ
２
試
掘
坑
に
お
い
て
は
切
落
し

が
み
ら
れ
た
が
、
Ａ
３
試
掘
坑
で
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
間
に
Ａ
７
試
掘
坑

を
設
定
し
て
切
落
し
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
切
落
し
は
検
出
さ
れ
た
。
堤
防

東
端
を
確
認
す
る
た
め
に
Ｃ
３
試
掘
坑
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
顕
著
な
堤
防
遺
構

は
検
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
斉
藤
氏
の
指
示
を
う
け
て
Ｃ
３
試
掘
坑
の
東
側

に
Ｃ
４
試
掘
坑
を
設
定
し
た
。
Ｃ
４
試
掘
坑
の
所
見
で
は
、
Ｃ
３
試
掘
坑
と
同
様

堤
防
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
二
日
か
ら
明
治
大
学
考
古
学
専
攻
一
年
生
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冬
の
球
磨
は
寒
く
、
霜
柱
は
一
○
”
以
上
に
も
な
り
、
柱
穴
は
時
に
は
数
噸
大
き

く
な
っ
て
い
た
ろ
う
。
私
達
調
査
員
の
指
示
通
り
、
そ
れ
以
上
に
献
身
的
に
作
業

を
進
め
て
い
た
だ
い
た
地
元
作
業
員
の
方
左
の
協
力
が
あ
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
無
事

調
査
を
終
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
三
月
二
七
日
の
午
後
、
手
弁
当
と

球
磨
焼
酎
持
参
で
慰
労
会
を
や
っ
た
時
、
私
の
感
謝
の
挨
拶
は
、
言
葉
も
と
ぎ
れ

三
月
二
七
日
、
昨
日
の
雨
も
今
朝
方
か
ら
や
み
、
上
天
気
に
坐

ぎ
に
は
熊
本
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
現
場
着
。
出
土
遺
物
、
器
材
を
圭

現
場
小
屋
の
清
掃
が
終
了
し
た
の
は
二
時
を
少
々
ま
わ
っ
た
庵

元
協
力
者
の
方
々
に
お
礼
の
挨
拶
を
し
て
現
場
を
引
き
揚
げ
た
。

影
0

一
八
日
、
再
度
斉
藤
氏
に
来
訪
い
た
だ
き
、
地
壷

三
月
一
九
日
’
一
三
日
、
堤
防
切
断
部
の
実
測
。

出
さ
れ
た
集
石
群
、
石
敷
状
遺
構
の
実
測
図
作
成
。

の
木
崎
康
弘
君
が
調
査
手
伝
い
に
来
る
。

三
月
一
三
日
’
一
八
日
、
堤
防
構
築
状
態
を
承
る
た
め
に
三
カ
所
堤
防
を
南
北

に
切
断
し
て
構
築
状
態
を
ぷ
た
。
基
礎
部
は
丁
寧
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
。
そ
し
て
基
礎
部
、
堤
防
の
石
積
内
か
ら
土
師
器
、
瓦
質
土
器
そ
れ
に
青
磁

片
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
は
Ｂ
‐
Ｉ
Ｂ
６
試
掘
坑
間
の
柱
穴
群
構

築
面
か
ら
出
土
す
る
土
師
器
、
青
磁
片
と
器
形
、
成
形
が
類
似
し
て
お
り
、
土

師
器
、
青
磁
が
使
用
さ
れ
た
後
に
堤
防
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

三
月
二
六
日
、
図
面
整
理
、
写
真
整
理
、
明
、

で
器
材
点
検
、
出
土
遺
物
の
整
理
を
済
ま
せ
る
。

か
0

八
カ
月
に
及
ん
だ
発
掘
調
査
は
決
し
て
楽
し
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

三
月
二
三
日
’
二
五
日
、
地
形
測
量
図
、
各
実
測
図
に
レ
ベ
ル
記
入
。
写
真
撮

か
ら
や
み
、
上
天
気
に
な
っ
た
。
九
時
過

出
土
遺
物
、
器
材
を
車
に
積
承
終
え
、

一
時
を
少
々
ま
わ
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。
地

明
日
調
査
現
場
小
屋
を
引
き
払
う
の

地
質
関
係
の
教
示
を
あ
お
い
だ
。

Ｇ
８
１
Ｋ
８
試
掘
坑
間
に
検

@･

が
ち
で
あ
っ
た
。

（
杉
村
）
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註
１

『
御
当
家
聞
書
』
に
「
頼
景
公
関
東
よ
り
御
下
向
の
時
、
当
地
に
初
め
て
御
落

着
の
所
、
黒
肥
地
蓮
花
寺
の
上
の
東
之
前
と
言
う
屋
敷
是
也
。
四
方
高
土
手
に
築

き
た
る
御
屋
敷
に
し
て
。
此
の
屋
敷
に
は
今
に
人
二
代
と
居
る
こ
と
此
れ
な
し
、

註
２

其
後
同
所
内
城
に
御
住
居
之
由
云
々
」
と
記
し
て
い
る
。

東
之
前
屋
敷
が
、
頼
景
館
跡
で
あ
り
、
館
は
四
方
高
士
手
に
よ
っ
て
築
か
れ
て

い
る
と
、
そ
し
て
、
館
は
一
代
か
ぎ
り
で
、
そ
の
後
内
城
に
移
っ
た
と
言
う
の
で

あ
る
。

註
３

『
球
磨
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
五
年
頃
に
は
「
所
謂
居
館
の
跡
は
方
四
十

米
許
の
平
地
で
、
南
方
は
少
し
離
れ
て
、
球
磨
川
に
臨
承
、
東
北
西
の
三
方
（
但

西
方
の
一
部
は
欲
け
て
い
る
）
は
高
さ
約
二
米
、
幅
約
三
米
の
士
塁
と
も
思
は
れ

る
も
の
で
包
ま
れ
、
一
区
画
を
為
し
て
、
今
尚
邸
宅
の
跡
ら
し
き
観
を
呈
し
て
い

る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

『
御
当
家
聞
書
』
が
記
さ
れ
た
江
戸
時
代
に
は
、
館
の
土
塁
は
四
方
に
め
ぐ
っ

て
い
た
と
い
う
が
、
昭
和
一
五
年
頃
に
は
南
方
に
は
な
く
、
三
方
の
み
で
あ
っ
た

と
い
う
。
館
の
あ
る
蓮
花
寺
に
代
代
在
住
の
宮
元
尚
氏
に
よ
る
と
、
「
明
治
四
○

年
頃
に
は
南
方
に
は
士
塁
は
存
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

調
査
前
の
遺
跡
の
概
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
（
図
版
別
’
万
・
第
珊
図
）

土
塁
は
西
・
北
・
東
の
三
方
に
遣
存
し
て
い
る
。
比
較
的
遣
存
状
態
が
良
好
な

土
塁
は
、
北
側
士
塁
で
あ
る
。
西
側
・
東
側
土
塁
は
破
壊
さ
れ
遺
存
状
態
は
よ
く

な
い
。西

側
士
塁
の
北
西
端
外
側
は
、
黒
川
寿
三
太
氏
宅
の
前
庭
と
し
て
利
用
さ
れ
、

基
礎
部
は
削
ら
れ
、
石
垣
で
土
留
め
を
し
て
あ
る
。
北
西
端
内
側
は
土
塁
に
囲
ま

二
調
査
前
の
遺
跡
の
概
況

台

れ
た
水
田
の
用
水
路
構
築
と
、
橋
本
昭
人
氏
宅
造
築
の
た
め
削
ら
れ
て
い
る
。
北

側
端
上
面
は
い
く
ら
か
削
平
が
承
ら
れ
る
が
、
原
形
を
保
っ
て
い
る
。
橋
本
氏
宅

の
出
入
口
構
築
の
た
め
か
西
側
土
塁
は
約
三
。
五
加
切
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
切

断
面
を
観
察
す
る
と
、
士
塁
は
砂
喋
層
の
上
に
約
二
○
’
三
○
“
の
川
原
石
と
粘

質
土
を
用
材
と
し
て
、
士
塁
の
内
・
外
側
に
は
川
原
石
を
野
面
積
承
に
し
、
土
塁

内
部
に
は
、
川
原
石
と
粘
質
士
を
無
規
則
に
乱
積
象
し
て
い
る
。
こ
の
出
入
口
構

築
切
断
面
よ
り
南
側
へ
延
び
る
土
塁
は
、
黒
川
氏
宅
へ
通
じ
る
道
路
に
よ
っ
て
土

塁
上
面
は
削
平
さ
れ
、
ま
た
、
内
。
外
側
の
土
塁
は
、
水
田
に
よ
っ
て
著
し
く
変

容
し
て
い
る
。
西
側
土
塁
の
遺
存
部
南
端
は
、
堤
防
建
設
地
境
界
線
の
北
方
一
雨

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
存
土
塁
の
幅
・
高
さ
は
第
珊
図
に
示
す
。

北
側
士
塁
は
、
比
較
的
遺
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
橋
本
氏
宅
の
北
側
、
つ
ま

り
、
北
側
士
塁
北
西
部
は
、
用
水
路
構
築
に
よ
っ
て
南
北
に
貫
通
し
て
い
る
。
ま

た
、
用
水
路
の
東
側
は
約
七
郷
に
わ
た
っ
て
土
塁
の
基
礎
部
ま
で
破
壊
さ
れ
て
い

る
。
士
塁
上
面
に
は
、
防
風
林
用
と
し
て
五
年
生
の
杉
が
植
林
さ
れ
て
い
る
が
、

か
な
り
削
平
さ
れ
て
い
る
。
北
東
端
外
側
は
、
か
な
り
切
断
さ
れ
て
い
る
。
北
西

端
部
の
士
塁
遺
存
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
約
二
’
三
ｍ
切
断
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
北
側
士
塁
の
北
側
、
つ
ま
り
外
側
士
塁
基
礎
部
は
、
用
水
路
構
築
の

た
め
い
く
ら
か
切
断
さ
れ
て
は
い
る
が
、
原
形
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
内

側
は
、
畑
作
の
た
め
い
く
ら
か
切
断
し
、
土
留
め
の
た
め
に
、
石
垣
を
築
い
て
あ

ｚ
勺
Ｏ

東
側
土
塁
の
南
端
は
、
尾
方
毅
氏
の
牛
舎
近
く
ま
で
し
か
遺
存
し
て
な
い
が
、

昭
和
二
六
年
一
○
月
の
ル
ー
ズ
台
風
で
球
磨
川
が
氾
濫
し
、
球
磨
川
右
岸
の
堤
防

が
決
壊
し
た
。
そ
の
決
壊
部
の
補
強
の
た
め
に
士
塁
を
壊
し
、
土
塁
構
築
の
川
原

石
を
蛇
篭
に
し
て
用
い
た
。
士
塁
は
、
台
風
前
ま
で
は
、
尾
方
氏
宅
と
橋
本
氏
宅

へ
通
じ
る
東
西
の
小
道
付
近
ま
で
あ
り
、
現
在
の
遺
存
土
塁
の
南
方
約
一
五
、
ま
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三
方
の
土
塁
に
囲
ま
れ
た
館
内
は
、
尾
方
氏
宅
と
橋
本
氏
宅
へ
通
じ
る
小
道
よ

り
北
側
の
橋
本
氏
宅
の
屋
敷
及
び
菜
園
、
尾
方
氏
の
牛
舎
と
放
牧
場
で
あ
る
。
橋

で
在
っ
た
と
い
う
。
北
東
端
か
ら
北
東
に
か
け
て
切
断
、
あ
る
い
は
削
平
さ
れ
た

土
塁
外
側
の
状
況
か
ら
士
塁
構
築
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
橋
本
氏
宅
の
出

入
口
付
近
に
承
ら
れ
る
西
側
士
塁
の
切
断
面
で
の
観
察
と
同
様
、
砂
牒
層
の
上
面

に
士
塁
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

イエ戸 ク

イ

L＝1ロ

ロ’

L＝1 －－－ニハ’
／、

】【

二 L＝1 〃

二

L＝1ホ ホ'
】【

へ!L＝1 グ

ーーーーヘ

、
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し

本
氏
宅
の
南
側
に
便
所
小
屋
が
あ
る
。
小
屋
よ
り
南
側
は
水
田
で
あ
る
が
、
昭
和

二
五
年
、
畑
地
を
水
田
化
す
る
際
、
椎
葉
今
朝
雄
氏
に
よ
っ
て
白
磁
の
完
形
碗
と

同
じ
く
完
形
の
青
磁
皿
各
一
個
が
採
集
さ
れ
、
現
在
宮
元
尚
氏
が
保
管
し
て
お
ら

れ
る
。小

道
よ
り
約
三
○
酬
低
い
南
側
は
水
田
で
あ
り
、
Ⅷ
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）
（
標

高
一
六
○
・
六
六
巴
よ
り
約
七
○
”
低
い
南
面
は
、
球
磨
川
と
並
行
に
走
る
東

西
の
道
路
ま
で
連
な
り
水
田
で
あ
る
。

黒
川
氏
宅
へ
通
じ
る
私
道
の
東
側
に
、
亨
保
八
年
二
月
廿
五
日
の
紀
年
銘
を
も

つ
庚
申
塔
一
基
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
、
宮
元
氏
に
よ
る
と
Ｂ
４
試
掘
坑
の
北
側
に
大
正
の
頃
ま
で
、
五
輪

塔
約
三
○
基
が
在
り
、
周
辺
は
雑
木
林
で
あ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
の
初
期
に
蓮
花
寺
跡
に
移
転
さ
れ
、
昭
和
五
一
年
八
月
に
再
び
移
転
さ
れ

た
。

（
杉
村
）

註
132

『
御
当
家
聞
書
』
球
磨
郡
多
良
木
町
黒
肥
地
・
宮
元
尚
氏
蔵
・
相
良
家
関
係

史
料
内
城
、
頼
景
館
の
北
方
約
一
伽
。
近
く
に
小
名
「
掘
馬
屋
」
が
あ
る
。

『
球
磨
郡
誌
』
昭
和
一
六
年
。
球
磨
郡
教
育
支
会
編
纂
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発
掘
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
東
外
濠
、
西
外
濠
、
切
落
し
、
柱
穴

群
、
排
水
溝
と
士
器
溜
、
広
場
そ
れ
に
堤
防
で
あ
っ
た
。
順
次
説
明
し
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
㈲
外
濠

東
外
濠

蓮
花
寺
橋
上
流
の
鮎
ノ
瀬
堰
か
ら
取
入
れ
ら
れ
た
潅
概
用
水
は
、
球
磨
川
右
岸

の
沖
積
平
野
を
潤
し
て
い
る
。
こ
の
用
水
の
一
路
は
北
側
士
塁
の
北
西
部
を
通
っ

て
西
側
か
ら
東
側
に
向
い
、
再
に
南
下
し
て
尾
方
毅
氏
の
牛
舎
床
面
下
を
流
れ
て

水
田
潅
概
用
水
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
る
。
（
第
珊
図
）

東
外
嫁
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
南
下
し
て
い
る
用
水
路
下
に
位
置
し
て
い
る
。

館
跡
の
士
層
標
準
層
序
を
み
る
と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
切
落
し
面
よ

り
上
段
面
の
柱
穴
群
構
築
面
と
、
も
う
一
つ
は
切
落
し
面
よ
り
下
段
面
の
広
場
面

で
あ
る
。
（
第
〃
図
）

切
落
し
面
よ
り
上
段
面
の
層
序
を
み
る
と
、
第
１
層
は
水
田
の
耕
作
士
で
約
二

○
蝿
第
Ⅱ
層
は
酸
化
鉄
の
集
積
し
た
鉄
分
集
積
層
で
約
一
○
’
二
○
蝿
第
Ⅲ

層
は
褐
色
士
層
で
約
三
○
哩
第
Ⅳ
層
は
砂
か
牒
層
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
切
落

し
上
段
面
で
も
前
述
し
た
層
序
は
、
剛
か
ら
西
側
に
承
ら
れ
る
層
序
で
、
剛
か
ら

東
側
は
第
Ⅲ
層
の
褐
色
士
層
は
み
ら
れ
な
い
。

切
落
し
面
よ
り
下
段
面
の
層
序
を
み
る
と
、
第
１
層
は
耕
作
士
、
第
１
層
は
鉄

分
集
積
層
、
第
Ⅲ
層
は
褐
色
士
層
で
、
第
Ⅳ
層
は
黄
灰
色
砂
層
で
あ
る
や
↓
そ
し
て

、

第
Ⅵ
層
下
に
砂
牒
層
が
認
め
ら
れ
る
。

三
遣
構

巳

東
外
濠
は
切
落
し
面
よ
り
上
段
面
に
検
出
さ
れ
た
。
（
図
版
羽
・
釦
）
外
濠
の

北
壁
断
面
を
示
す
と
、
濠
は
第
Ⅳ
層
の
砂
牒
層
を
切
り
込
ん
で
い
る
。
（
第
躯
図

⑪
）
東
側
は
切
り
込
ん
で
か
ら
や
や
平
坦
を
な
し
、
二
段
掘
り
の
形
状
で
あ
る
。

底
面
は
ゆ
る
や
か
な
皿
状
を
呈
す
る
。
濠
上
面
の
幅
は
六
・
三
れ
、
濠
底
幅
は
約

一
両
を
計
る
。
濠
の
深
さ
は
、
切
り
込
象
面
か
ら
最
下
面
ま
で
一
雨
で
あ
る
。

濠
内
の
堆
積
士
を
承
る
と
、
二
段
掘
り
が
承
ら
れ
る
東
側
は
、
濠
底
半
分
程
度

ま
で
小
磯
を
含
む
暗
褐
色
士
が
濠
底
に
向
っ
て
傾
斜
し
て
堆
積
し
て
い
る
。
こ
の

ロ
『
一

暗
褐
色
士
の
堆
積
後
黄
灰
色
粘
質
士
が
堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

濠
底
が
水
を
た
た
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
濠
西
側
つ
ま
り

館
内
側
で
は
、
黄
灰
色
粘
質
土
の
上
部
に
暗
褐
色
砂
層
が
濠
底
に
向
っ
て
傾
斜
し
母

な
が
ら
濠
底
近
く
ま
で
堆
積
し
て
い
る
。
黄
灰
色
粘
質
士
の
上
面
に
灰
色
砂
層
そ
一

れ
に
黄
灰
色
砂
層
が
ほ
ぼ
嫁
底
に
水
平
に
堆
積
し
て
い
る
。
こ
の
上
部
に
は
、
切

落
し
面
よ
り
上
段
面
に
ゑ
ら
れ
る
耕
作
土
、
鉄
分
集
積
層
、
そ
れ
に
褐
色
士
層
が

堆
積
し
て
い
る
。

潅
概
用
水
路
の
溝
底
が
、
第
Ⅲ
層
の
褐
色
土
層
の
上
面
に
あ
る
。

濠
内
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
濠
底
近
く
の
小
篠
を
含
む
暗
褐
色
士
及
び
黄
灰
色
Ｘ

粘
質
士
か
ら
、
土
師
器
、
瓦
質
土
器
、
青
磁
、
ふ
い
ど
の
羽
口
、
そ
れ
に
鉄
津
で

あ
っ
た
。
一

束
外
濠
の
幅
は
上
面
、
底
面
と
も
北
側
か
ら
南
側
に
行
く
に
し
た
が
い
広
く
な

り
へ
ま
た
濠
底
の
深
さ
に
つ
い
て
み
る
と
、
断
面
図
（
第
躯
図
・
Ｉ
．
ｒ
）
作
成

の
と
こ
ろ
の
濠
底
は
こ
れ
よ
り
南
方
五
加
の
切
落
端
あ
た
り
の
濠
底
の
深
さ
ま
り

約
三
○
“
高
い
。

一
一

ヶ
一
一

さ
て
、
こ
の
東
外
濠
は
二
次
に
わ
た
り
構
築
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
次
は
柱
穴
群
構
築
面
下
に
東
西
に
検
出
さ
れ
た
切
落
し
東
端
あ
た
り
が
、

外
濠
南
端
部
と
考
え
ら
れ
る
。
一
次
の
外
濠
南
端
部
は
お
そ
ら
く
、
何
の
施
設
も
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な
く
切
落
し
部
へ
そ
の
ま
ま
通
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
次
は
、
切
落

し
東
端
よ
り
南
西
に
検
出
さ
れ
た
石
組
（
図
版
訂
③
・
胡
④
）
を
用
い
て
外
濠
を

延
長
さ
せ
濠
を
再
利
用
し
た
時
期
で
あ
る
。
石
組
は
、
第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
上

に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
石
組
は
切
落
し
南
端
西
側
に
構
築
さ
れ
（
第
鳴
図
）
、
石

組
の
長
さ
は
南
北
に
三
．
五
加
、
幅
一
’
一
・
五
ｍ
を
計
る
。
石
組
は
約
二
○
’

五
○
”
の
川
原
石
を
用
い
て
、
濠
の
内
側
に
、
い
く
ら
か
傾
斜
し
て
い
る
が
、
四

’
五
段
に
野
面
積
み
し
て
い
る
（
第
姐
図
②
）
・
濠
底
は
砂
牒
層
で
、
石
組
は
約

二
○
’
五
○
“
の
黄
灰
色
砂
層
上
に
構
築
さ
れ
、
石
組
の
高
さ
は
約
八
○
“
で
あ

る
。
石
組
は
東
側
に
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
西
側
石
組
と
対
称
に
二

石
の
川
原
石
が
認
め
ら
れ
た
。
濠
の
南
端
は
、
川
原
石
な
ど
を
用
い
た
特
別
の
施

設
は
な
く
、
黄
灰
色
砂
層
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
下
面
の
砂
牒
層
ま
で
掘
り
く
ぼ
め

て
あ
っ
た
。
西
側
石
組
は
、
一
次
構
築
の
外
濠
を
延
長
さ
せ
、
橡
と
し
て
再
利
用

す
る
た
め
に
構
築
し
た
遺
構
と
考
え
る
な
ら
ば
、
二
次
構
築
時
期
の
濠
の
深
さ
は

最
大
で
一
ｍ
に
な
る
。
幅
は
上
面
で
四
沈
、
嫁
底
で
一
雨
を
計
る
。
一
次
の
外
濠

の
南
端
部
濠
底
は
、
人
工
に
よ
る
切
落
し
下
面
部
よ
り
一
ｍ
低
い
。

球
磨
川
の
流
路
は
切
落
し
下
面
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
翌
別
後
の
水

濠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
濠
は
南
が
高
く
北
へ
行
く
に
し
た
が
い
低

く
な
っ
て
い
る
の
で
球
磨
川
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
水
は
北
流
し
、
調
査
地
外
で

あ
っ
た
北
側
土
塁
北
側
の
濠
を
流
れ
て
西
外
濠
を
巡
っ
て
、
再
び
球
磨
川
に
流
れ

出
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
外
濠
の
濠
底
は
黒
川
氏
宅
へ
通
じ
る
道
路
下
に
あ

る
た
め
、
調
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
外
濠
の
濠
底
よ
り
、
や
や
低
い
よ
う
で

あ
る
。
西
外
濠

外
濠
の
東
半
分
は
道
路
下
に
あ
る
た
め
、
全
掘
で
き
な
か
っ
た
。

濠
は
第
Ⅳ
層
の
砂
傑
層
を
切
り
込
ん
で
い
る
。
（
図
版
汐
・
第
岨
図
㈲
）
濠
内

色

の
堆
積
士
を
承
る
と
、
上
面
よ
り
、
篠
を
含
む
褐
色
士
層
で
、
そ
の
下
層
は
暗
褐

色
粘
質
土
で
あ
り
、
濠
底
は
磯
を
含
む
褐
色
粘
質
土
で
あ
っ
た
。
操
は
全
面
に
混

入
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
東
側
よ
り
西
側
へ
斜
め
に
傾
斜
し
て
混
入
し
て
い
る
。

西
側
土
塁
構
築
用
材
が
入
り
込
ん
だ
形
跡
か
も
知
れ
な
い
。
調
査
中
の
雨
天
の
日

な
ど
に
は
、
暗
褐
色
粘
質
士
及
び
褐
色
粘
質
士
に
雨
水
が
溜
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。
水
濠
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

濠
底
は
、
東
外
濠
と
同
様
に
皿
状
を
呈
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
濠
底
ま
で
の
深

さ
は
、
濠
の
切
り
込
象
面
よ
り
推
定
一
・
八
ｌ
一
読
程
度
で
あ
る
。
濠
の
上
面
・

下
面
幅
は
、
東
外
濠
と
同
規
模
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

出
土
遺
物
は
、
第
Ⅲ
層
よ
り
近
代
陶
器
、
暗
褐
色
粘
質
士
及
び
褐
色
粘
質
土
中

よ
り
士
師
器
、
青
磁
が
検
出
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
東
外
濠
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
二
次
の
襟
の
構
築
は
ふ
ら
れ
な
か
っ

た
。
西
外
濠
南
端
西
側
に
は
、
切
落
し
が
検
出
さ
れ
た
。

砂
牒
層
を
人
工
に
よ
っ
て
切
割
（
カ
ッ
ト
）
し
た
遺
構
を
切
落
し
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。

こ
の
切
落
し
の
東
端
は
、
東
外
濠
南
端
西
側
で
あ
り
、
西
端
は
Ａ
７
試
掘
坑
と

Ａ
３
試
掘
坑
の
中
間
あ
た
り
ま
で
と
推
定
し
た
。
そ
れ
は
Ａ
７
試
掘
坑
に
は
切
落

し
は
検
出
さ
れ
た
が
、
Ａ
３
試
掘
坑
に
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
両
端
は

中
間
あ
た
り
ま
で
と
推
定
し
、
長
さ
を
求
め
る
と
東
西
約
一
○
三
沈
を
計
る
。

切
落
し
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
（
図
版
弱
の
．
訂
仙
）
・
切
落
し
は

南
側
つ
ま
り
、
球
磨
川
寄
り
に
切
落
さ
れ
て
い
る
。
深
さ
は
切
落
し
上
面
か
ら
、

切
落
し
下
面
の
砂
傑
層
の
上
面
ま
で
を
測
っ
た
。

東
側
か
ら
ゑ
て
い
く
と
、
第
“
図
の
で
は
幅
一
雨
、
深
さ
一
・
四
五
ｍ
で
、
傾

口
切
落
し
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斜
角
度
は
四
○
度
で
あ
る
。
側
は
幅
一
・
一
読
、
深
さ
一
．
二
三
狸
角
度
五
○

度
で
あ
る
。
⑥
は
柱
穴
群
構
築
面
上
に
検
出
さ
れ
た
排
水
溝
遺
構
の
南
側
で
、
幅

三
・
一
硬
深
さ
一
・
九
五
狸
角
度
は
四
五
度
で
あ
る
。
側
は
黒
川
氏
宅
へ
通

じ
る
道
路
の
東
側
に
あ
た
り
、
幅
三
・
一
ｍ
、
深
さ
二
・
一
五
畑
、
角
度
は
四
○

度
で
あ
る
。
⑤
は
西
外
濠
南
端
南
側
で
幅
四
ｍ
、
深
さ
一
．
四
五
加
、
角
度
は
二

○
度
で
あ
る
。
⑥
は
Ａ
７
試
掘
坑
に
検
出
さ
れ
た
切
落
し
断
面
図
で
、
幅
二
．
五

加
、
深
さ
○
・
六
八
ｍ
、
角
度
は
一
五
度
で
あ
る
。
⑦
は
Ｃ
４
試
掘
坑
南
北
断
面

典＝160.66m
一

(1)M一M'断面

L＝160.66m
－

(2)E－E'断面

〃ゾゾ

･ｴー 160.66m
－－

‘必

(3)0－0'断面 〃

ｴF=理Q畠塑型

L＝1§q昌塑皿
シ

図
で
あ
り
、
切
落
し
遺
構
で
あ
る
か
判
断
し
か
ね
る
が
、
幅
三
・
一
五
ｍ
、
深
さ
一

唖
角
度
は
二
○
度
で
あ
る
。

切
落
し
面
が
幅
・
深
さ
と
も
も
っ
と
も
大
き
な
箇
所
は
剛
よ
り
西
側
で
０
川
試

掘
坑
と
Ｂ
‐
ｌ
Ｂ
３
試
掘
坑
間
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
一
番
低
い
切
落
し
面
に

球
磨
川
の
洪
水
・
氾
濫
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
黄
灰
色
砂
層
が
一
番
厚
く
堆

積
し
て
い
た
。
切
落
し
面
か
ら
出
土
遺
物
は
な
く
、
ま
た
、
切
落
し
上
面
に
は
士

塁
構
築
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

(5)西外濠西側南北断面

L＝160..60m
－

噸ｷ冗聖ｲﾛ|｜北断宿

L＝160意66m
－

(7)0－4試掘坑西側南北断面

第44図切落し実測図

－70－



－u一

享
呪
Ⅷ
１
１
叩
（
叩
Ｊ
）
塑
恐
、
才
受
考
柔
副

９
丁
⑦
壬
。
堂
呼
弓
孝
裳
才
平
ｃ
丑
弘
車
哩
可

旬
謹
鴎
刺
黙
単
⑦
器
、
ｐ
亜
訓
卿
図
⑦
詞
将
軍

幻
ｒ
鄭
里
、
刺
雷
千
里
、
才
受
上
至
難
弓
哩
雷

干
卿
単
ｐ
ｒ
鄭
卿
里
受
半
＃
髄
。
受
呼
弓
老
柔

才
蟹
呼
弓
捌
各
訓
崩
剰
三
、
刺
難
導
碑
平
呼
鳶

用
斡
ｏ
町
立
娠
剰
珊
壷
刺
訓
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￥
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号
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内
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Ｇ
号
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閲
、
判
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鰯
重
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平
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、
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。
平
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１
坪
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平
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、
刺
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卿
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、
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受
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１
坪
王
剰
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泌
型
稗
訓

型
可
⑦
圏
淑
紐
⑦
劉
刈
窮
刺
弘
卿
頭
、
４
車
Ｃ

Ｏ
受
吋
１
句
謹
製
母
型
罫
＆
認
⑦
壬
、
可
動
票

豊
⑦
一
回
才
冊
単
、
１
句
干
珊
琴
干
可
灘
刺
訓

卿
里
、
ユ
コ
妾
。
受
則
１
ｃ
勲
，
訓
牽
堂
刺
Ⅲ

ｇ

里
、
：
卿
一
泌
卿
単
吻
ｒ
伽
判
型
可
邑
淑
級
、
才

受
評
硬
１
吋
。
副
三
豊
⑦
哩
講
謝
螺
￥
理

。
平
・
螺
立
坪
三
用
騨
刺
￥
響
悠
刺
訓
中
曽
紐
弓

狐
募
⑦
叫
。
平
畔
三
用
斡
刺
難
￥
稗
訓
哩
可
冨
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弓
刑
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嘱
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酬
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）
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で
は
西
側
士
塁
下
に
在
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
伽
川
ｌ
川
ま
で
の
四
穴
は
、

東
側
土
塁
下
に
在
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
推
定
土
塁
下
に
検
出
さ
れ
た
柱
穴
群

を
含
め
た
時
期
を
第
一
期
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
第
一
期
の
柱
穴
群
は
、
土
塁
、

外
濠
お
よ
び
、
切
落
し
が
構
築
さ
れ
る
以
前
の
掘
立
柱
穴
群
で
あ
る
。

第
二
期
は
外
濠
と
土
塁
、
そ
れ
に
切
落
し
が
構
築
さ
れ
た
時
期
の
柱
穴
群
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
Ｍ
釦
ｌ
卯
ま
で
の
い
く
つ
か
で
あ
ろ
う
。
一
七
○
の
柱
穴
は
第
一

期
と
第
二
期
の
も
の
が
、
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
Ⅲ
層
の
盛
土
の
褐

色
土
中
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
柱
穴
群
は
第
一
期
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は

排
水
溝
が
褐
色
土
中
に
検
出
さ
れ
た
柱
を
切
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
褐
色

土
中
に
構
築
さ
れ
て
い
た
柱
穴
の
上
面
に
士
器
溜
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
褐

色
土
の
盛
土
は
、
第
一
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
排
水
溝
と
、
士
器
溜
は
少

な
く
と
も
第
二
期
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

黄
灰
色
砂
層
は
、
切
落
し
上
面
ま
で
堆
積
し
て
い
た
が
、
切
落
し
よ
り
上
段
に

は
堆
積
し
て
い
な
か
っ
た
。
黄
灰
色
砂
層
中
に
検
出
さ
れ
た
柱
穴
群
Ｍ
胡
ｌ
酬
・

岨
Ｉ
弱
・
的
ｌ
乃
・
印
は
第
三
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

柱
穴
構
築
状
態
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
盛
土
の
褐
色
土
中
に
検
出
さ
れ
た
柱
穴

底
に
は
、
石
を
数
個
固
め
、
根
固
め
を
し
た
も
の
も
認
め
ら
れ
た
。
（
図
版
調
①
）

（
伽
旧
・
川
・
旧
・
砲
等
）
ま
た
、
二
段
掘
り
の
も
の
も
あ
る
。

東
側
の
柱
穴
底
に
根
固
め
石
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
砂
牒
層
に
構
築
さ
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
柱
穴
は
、
ほ
ぼ
円
形
も
し
く
は
、
楕
円
形
を
呈
し
、
上
面
幅

の
平
均
は
五
○
蝿
深
さ
の
平
均
三
○
”
で
底
面
は
播
鉢
状
を
呈
し
て
い
た
。

（
図
版
魂
）

調
査
は
土
塁
内
の
ほ
ぼ
六
分
の
一
程
度
で
あ
っ
た
し
、
検
出
さ
れ
た
柱
穴
は
重

複
あ
る
い
は
切
り
合
っ
て
い
た
の
で
各
期
の
建
築
物
の
配
置
お
よ
び
規
模
は
明
ら

か
に
で
き
な
い
。
た
だ
東
外
濠
寄
の
柱
穴
群
恥
九
１
Ｗ
は
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
建

1

溝
１
１
Ⅲ
及
び
排
水
溝
は
、
柱
穴
構
築
面
の
西
側
に
検
出
さ
れ
た
（
図
版
別
・

弘
９
第
妬
図
）
・
溝
１
１
Ⅲ
は
第
Ⅲ
層
の
盛
土
の
褐
色
士
か
ら
切
り
込
ま
れ
、
溝

内
か
ら
近
代
陶
磁
器
片
が
出
土
し
た
。
溝
Ｉ
は
西
側
土
塁
が
消
滅
し
た
後
掘
ら
れ

た
も
の
で
、
黒
川
氏
宅
へ
通
じ
る
道
路
東
側
に
並
行
し
て
い
て
南
方
に
延
長
す
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
溝
Ｉ
の
機
能
は
水
路
と
思
わ
れ
る
。

溝
Ｉ
は
第
一
期
の
柱
穴
と
考
え
ら
れ
る
恥
７
、
川
を
切
っ
て
お
り
、
東
西
七
加
、

幅
一
・
一
加
で
あ
る
。
溝
底
は
盛
土
の
褐
色
士
上
面
で
あ
り
、
西
端
の
深
さ
は
四

○
“
を
計
り
、
排
水
溝
南
端
部
へ
傾
斜
し
、
排
水
溝
南
端
溝
底
上
面
に
溝
Ⅱ
の
東

端
が
位
置
し
て
い
る
。
機
能
は
不
明
で
あ
る
。

東
西
二
・
五
ｍ
、
幅
一
’
一
・
三
机
、
深
さ
一
五
’
二
○
”
の
溝
Ⅲ
も
、
第
一

期
の
柱
穴
と
考
え
ら
れ
る
肌
泌
、
別
を
切
っ
て
お
り
、
溝
東
端
は
排
水
溝
の
上
面

に
位
置
し
て
い
る
。
溝
の
機
能
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
排
水
溝
に
つ
い
て
述
べ
る
。
排
水
溝
は
、
盛
土
の
褐
色
土
下
の
第
Ⅳ
層
の

砂
篠
層
を
切
り
込
承
、
Ｍ
〃
、
刀
、
羽
、
釦
ｌ
師
の
第
一
期
と
推
定
さ
れ
る
柱
穴

を
切
っ
て
い
る
。
溝
底
に
は
第
Ⅳ
層
の
操
が
ほ
ぼ
一
面
に
自
然
堆
積
状
態
で
検
出

さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
操
を
人
工
的
に
水
平
に
し
た
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

北
端
溝
底
と
南
端
溝
底
（
切
落
し
上
面
）
と
の
比
高
差
は
三
九
“
で
、
排
水
溝

築
城
の
分
布
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
図
版
訓
⑨
・
第
妬
図
に
示
す
よ
う

に
、
柱
穴
間
、
あ
る
い
は
柱
列
間
に
統
一
性
を
欠
き
建
築
物
の
規
模
は
不
明
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

柱
穴
内
か
ら
土
師
器
、
青
磁
片
の
検
出
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
三
期
の
柱
穴
と

考
え
ら
れ
る
肌
的
の
柱
穴
内
上
面
か
ら
土
師
器
が
検
出
さ
れ
た
。
（
図
版
弱
②
）

四
排
水
溝
と
土
器
溜
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排水溝と土器溜実測図第46図

は
北
側
か
ら
切
落
し
面
に
流
れ
る
よ
う
に
構
築

さ
れ
て
い
た
。

排
水
溝
の
西
端
か
ら
西
側
の
柱
穴
群
は
、
西

側
士
塁
下
の
第
一
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
こ
の
排
水
溝
は
士
塁
構
築
時
の
西
側
土
塁

の
北
端
か
ら
西
側
士
塁
の
内
側
に
沿
っ
て
南
流

し
、
切
落
し
面
に
流
れ
出
る
排
水
溝
と
考
え
ら

れ
る
。さ

て
次
に
、
土
器
溜
に
つ
い
て
述
べ
る
。
士

器
溜
は
切
落
し
の
北
側
、
排
水
溝
の
東
側
に
検

出
さ
れ
た
。
士
器
溜
の
大
き
さ
は
、
東
西
Ｂ
Ｉ

Ｂ
断
面
図
で
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
断
面
Ｄ

Ｉ
Ｄ
で
一
・
九
畑
を
計
る
。
盛
土
の
褐
色
土
を

掘
り
込
み
、
士
器
溜
底
面
は
褐
色
土
中
に
あ

り
、
深
さ
は
士
器
溜
上
面
よ
り
最
大
で
二
五
”

で
あ
っ
た
。

土
器
溜
内
の
堆
積
土
煙
黒
褐
色
士
で
、
底

面
か
ら
上
面
ま
で
土
師
器
細
片
が
ぎ
っ
し
り
つ

ま
っ
て
い
た
。
士
器
溜
上
面
か
ら
は
、
青
磁
片

そ
れ
に
復
元
不
可
能
な
土
師
器
が
出
土
す
る
傾

向
で
あ
っ
た
。

士
器
溜
底
面
に
二
個
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、

柱
穴
の
底
面
は
褐
色
土
の
下
面
に
あ
り
、
西
側

士
塁
下
の
柱
穴
底
面
と
同
一
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

こ
の
二
個
の
柱
穴
も
第
一
期
に
属
す
る
も
の
と
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広
場
と
呼
ぶ
の
は
、
川
原
石
を
人
工
的
に
配
石
し
た
集
石
状
も
し
く
は
石
敷
状

遺
構
を
さ
す
。
（
図
版
銘
②
）

広
場
が
検
出
さ
れ
た
の
は
、
切
落
し
と
堤
防
間
で
あ
る
。
広
場
の
東
側
は
、
東

外
濠
南
端
か
ら
西
方
へ
約
一
○
沈
の
と
こ
ろ
、
西
側
は
、
Ｍ
の
南
方
延
長
線
あ
た

Ｂ

り
で
あ
る
。
こ
の
範
囲
の
全
面
に
集
石
が
承
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
哨
図
に
示

す
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
検
出
さ
れ
た
。
切
落
し
面
よ
り
下
段
の
士
層
層
序
は
前

述
し
た
が
、
若
干
説
明
を
加
え
る
と
（
第
〃
図
）
、
切
落
し
面
よ
り
上
段
に
第
二

期
の
建
築
物
が
構
築
さ
れ
る
際
、
砂
牒
層
を
切
断
し
て
南
側
に
傾
斜
し
た
切
落
し

を
構
築
し
た
。
こ
の
切
落
し
面
よ
り
南
側
は
球
磨
川
で
、
第
二
期
頃
は
、
川
原
が

川
床
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
球
磨
川
の
洪
水
・
氾
濫
に
よ
っ
て
、
砂
牒
層
上
に
黄

灰
色
砂
層
が
切
落
し
上
面
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
堆
積
し
た
。
こ
の
黄
灰
色
砂

層
の
堆
積
後
、
球
磨
川
は
流
路
を
南
側
寄
り
に
変
え
、
流
水
は
南
へ
迂
回
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
切
落
し
南
面
は
、
土
地
の
増
加
が
は
か
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

黄
灰
色
砂
層
の
堆
積
に
つ
い
て
は
、
口
切
落
し
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
よ
う
に
○

・
六
八
’
二
・
一
五
畑
堆
積
し
て
い
る
。
黄
灰
色
砂
層
中
か
ら
の
出
土
遺
物
は
な

い
。
こ
の
黄
灰
色
砂
層
が
乾
燥
し
固
ま
っ
て
く
る
と
、
こ
の
面
に
第
三
期
の
建
築

物
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

集
石
状
遺
構
の
川
原
石
の
上
面
は
、
第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
上
面
、
あ
る
い
は

第
Ⅲ
層
の
褐
色
土
層
の
下
面
に
検
出
さ
れ
る
。
径
一
○
’
二
○
“
の
川
原
石
一
石

並
べ
た
集
石
状
遺
構
は
、
北
側
か
ら
南
側
の
堤
防
寄
り
の
方
向
に
や
や
傾
斜
し
、

堤
防
の
上
面
よ
り
約
三
○
”
下
に
あ
る
。
（
第
岨
図
②
）

考
え
ら
れ
る
。
田
広
場

鼠

堤
防
は
切
落
し
と
広
場
の
南
側
お
よ
び
東
外
濠
南
端
か
ら
東
側
、
西
外
濠
南
端

か
ら
西
側
に
東
西
に
検
出
さ
れ
、
現
球
磨
川
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
た
。
（
図
版
別

・
胡
・
刺
・
第
妬
図
）

断
面
Ｐ
ｌ
１
Ｐ
と
Ｃ
‐
試
掘
坑
、
Ｃ
‐
ｌ
Ｃ
２
試
掘
坑
、
Ｃ
２
１
Ｃ
３
試
掘
坑

間
は
作
業
行
程
の
関
係
で
未
調
査
で
あ
る
が
、
Ｃ
３
試
掘
坑
に
お
い
て
人
工
に
よ

る
堤
防
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
未
調
査
の
部
分
も
堤
防
は
連
続
し
て
存
在
す
る
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。

断
面
Ｊ
１
‐
ｒ
か
ら
西
側
一
七
・
五
ｍ
以
西
の
Ａ
４
試
掘
坑
間
は
、
黒
川
氏
宅

へ
の
道
路
及
び
排
土
の
関
係
で
調
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
Ａ
４
試
掘
坑
に
お
い
て
、

堤
防
は
検
出
さ
れ
た
（
第
卵
図
①
）
・
こ
の
間
の
未
調
査
部
分
も
堤
防
は
連
続
し

第
鮒
図
仙
の
Ｊ
‐
Ｊ
の
西
側
約
八
加
の
と
こ
ろ
に
あ
る
石
敷
状
遺
構
は
、
堤
防

と
同
レ
ベ
ル
で
、
西
端
及
び
北
端
は
、
径
三
○
’
五
○
”
の
比
較
的
大
き
な
川
原

石
を
用
い
て
面
と
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
‐
Ｊ
の
東
側
は
、
西
側
ほ
ど
顕
著
で

は
な
い
が
、
堤
防
と
同
レ
ベ
ル
で
北
側
に
石
敷
状
遺
構
は
広
が
り
を
示
し
て
い

る
。
堤
防
と
石
敷
の
境
が
つ
か
承
に
く
い
状
態
は
、
石
敷
状
遺
構
と
堤
防
が
同
一

時
期
の
構
築
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
西
約
一
五
加
、
南
北
約
一
○
加
を
計

る
。
ま
た
こ
の
部
分
は
、
館
の
南
側
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
し
、
館
全
体
の
中

で
、
こ
の
遺
構
の
機
能
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

集
石
状
遺
構
、
も
し
く
は
石
敷
状
遺
構
の
検
出
さ
れ
た
切
落
し
面
よ
り
下
段
と

堤
防
間
か
ら
は
柱
穴
の
検
出
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
集
石
状
遺
構
は
、
広

場
と
い
う
抽
象
的
な
機
能
と
し
か
言
え
な
い
。

出
土
遺
物
と
し
て
は
、
集
石
状
遺
構
の
上
面
、
あ
る
い
は
第
Ⅲ
層
か
ら
、
土
師

器
、
少
量
の
青
磁
片
及
び
士
錘
が
検
出
さ
れ
た
。

㈱
堤
防
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て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
５
試
掘
坑
に
お
い
て
堤
防
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
（
第
卵
図
③
）
・
し
た
が

っ
て
、
堤
防
西
端
は
Ａ
４
試
掘
坑
と
Ａ
５
試
掘
坑
の
中
間
あ
た
り
で
道
路
を
横
切

り
、
現
在
の
球
磨
川
堤
防
に
抜
け
る
よ
う
で
あ
る
。

東
西
に
連
続
し
て
検
出
さ
れ
た
堤
防
の
全
長
は
、
約
一
六
五
れ
で
あ
る
。

堤
防
構
築
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

柱
穴
群
構
築
面
の
砂
牒
層
は
、
切
落
し
、
広
場
構
築
部
の
ベ
ー
ス
を
形
成
し
、

球
磨
川
堤
防
に
そ
の
露
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
堤
防
の
基
礎
部
は
、
砂
牒
層
の

上
面
に
堆
積
し
た
黄
灰
色
砂
層
中
に
あ
る
。
地
形
は
、
当
然
な
が
ら
上
流
の
東
側

が
高
く
、
西
側
が
低
く
、
堤
防
の
上
面
も
東
側
が
高
く
西
側
へ
傾
斜
し
て
い
る
。

一
六
五
畑
に
わ
た
る
提
防
は
、
一
様
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
東
端
か

ら
館
中
央
の
剛
の
南
方
あ
た
り
ま
で
比
較
的
丁
寧
な
積
承
方
を
し
て
い
る
。
こ
の

範
囲
内
で
、
堤
防
の
内
側
及
び
外
側
（
球
磨
川
寄
）
に
野
面
積
承
が
み
ら
れ
る
の

は
東
外
濠
南
端
か
ら
西
側
へ
約
八
加
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
側
の
み
野
面
積
承
が

認
め
ら
れ
る
の
は
、
東
外
濠
南
端
か
ら
東
側
へ
約
一
○
畑
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

内
外
に
野
面
積
承
が
検
出
さ
れ
た
堤
防
部
分
の
立
面
図
（
第
的
図
②
．
③
）
で

も
判
る
よ
う
に
、
外
側
の
球
磨
川
側
は
、
基
礎
面
に
約
三
○
’
五
○
”
の
川
原
石

を
横
位
に
用
い
て
い
る
。
そ
の
上
段
を
三
’
五
段
積
ふ
し
て
い
る
。
石
間
に
は
篠

及
び
粘
質
土
を
混
入
さ
せ
て
頑
強
に
し
て
い
る
。
堤
防
の
高
さ
は
一
加
前
後
で
あ

ｚ
》
○

外
側
に
対
し
て
、
内
側
の
野
面
積
承
は
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
径
一
五
’
三

○
翌
別
後
の
川
原
石
を
や
は
り
横
位
に
用
い
て
構
築
し
て
い
る
。

次
に
堤
防
構
築
内
部
に
つ
い
て
承
る
と
（
第
岨
図
①
）
、
前
述
し
た
よ
う
に
内

・
外
側
の
基
礎
石
と
基
礎
面
は
、
黄
灰
色
砂
層
に
比
較
的
大
き
な
径
三
○
’
五
○

”
の
川
原
石
を
上
面
が
水
平
に
な
る
よ
う
に
置
き
、
基
礎
部
を
か
た
め
て
い
る
。

寺
一

堤
防
の
幅
は
、
二
翌
別
後
で
あ
る
。
基
礎
面
及
び
堤
防
石
組
内
か
ら
土
師
器
・
瓦

質
土
器
、
そ
れ
に
青
磁
片
が
検
出
さ
れ
た
（
図
版
川
・
岨
②
）
・
内
・
外
側
と
も

野
面
積
み
の
部
分
か
ら
西
側
へ
約
一
七
畑
寄
っ
た
部
分
は
、
堤
防
か
集
石
か
区
別

が
つ
か
な
い
。
つ
ま
り
、
川
原
石
間
の
高
底
と
距
離
に
統
一
性
が
な
く
、
乱
れ
を

生
じ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
堤
防
は
、
急
激
な
水
力
に
よ
っ
て
破
壊
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

東
外
濠
南
端
か
ら
東
側
の
Ｐ
‐
Ｐ
付
近
の
堤
防
構
築
を
承
る
と
（
第
岨
図
側
）
、

黄
灰
色
砂
層
中
に
構
築
さ
れ
、
上
面
及
び
内
部
は
径
二
○
’
三
○
師
の
川
原
石
を

三
’
四
段
乱
積
み
し
て
い
る
。
外
側
の
球
磨
川
側
は
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
も
ち
、

上
面
か
ら
傾
斜
面
基
礎
部
ま
で
の
高
さ
は
約
一
加
前
後
で
あ
る
。
内
側
は
二
’
三

段
乱
積
み
し
て
い
る
。

東
外
濠
南
端
の
東
側
は
、
こ
の
よ
う
な
堤
防
構
築
方
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

球
磨
川
の
水
力
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
か
ら
西
側
は
、
Ｋ
‐

Ｋ
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
黄
灰
色
砂
層
中
に
径
二
○
’
三
○
“
の
川
原
石
一
石
を
横

位
に
置
き
、
外
側
は
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
も
つ
構
築
方
法
で
あ
る
。
（
第
岨
図
②
）

堤
防
東
端
か
ら
東
外
濠
南
端
の
南
側
堤
防
ま
で
の
長
さ
は
、
六
五
加
で
あ
る
。

こ
の
間
の
堤
防
の
北
側
と
東
外
濠
東
側
間
に
は
、
建
築
物
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

堤
防
構
築
の
特
徴
は
、
東
外
濠
南
端
南
側
あ
た
り
の
内
・
外
側
に
野
面
積
承
が

承
ら
れ
、
東
側
は
野
面
積
承
こ
そ
み
ら
れ
な
い
が
比
較
的
丁
寧
な
積
承
方
で
あ

る
。
堤
防
の
上
面
幅
三
畑
を
計
る
。
繍
こ
の
よ
う
に
上
流
の
東
方
が
丁
寧
な
積
承
方

で
、
外
濠
南
端
部
あ
た
り
で
一
番
頑
強
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

東
外
濠
を
水
力
に
よ
る
破
壊
か
ら
保
護
す
る
為
に
上
流
の
六
五
ｍ
先
か
ら
堤
防

を
構
築
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
外
濠
南
端
に
水
の
取
り
入
れ
口
な
ど
の
施
設
は

な
か
っ
た
。
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第
一
期

西
側
土
塁
推
定
線
内
と
、
そ
れ
よ
り
東
側
に
検
出
さ
れ
た
掘
立
柱
穴
群
の
建
築

物
で
あ
る
。
こ
の
第
一
期
の
構
築
範
囲
に
つ
い
て
承
る
と
、
東
側
は
東
外
濠
西
端

あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
東
西
土
塁
推
定
線
に
柱
穴
が
検
出
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
Ａ
‐
試
掘
坑
、
西
外
濠
の
砂
磯
層
上
面
に
は
柱
穴
は
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
Ａ
‐
試
掘
坑
か
ら
南
側
の
砂
操
層
上
面
に
褐
色
土
層
が
承
ら
れ
る

が
、
Ｂ
地
区
の
切
落
し
上
面
に
承
ら
れ
る
褐
色
土
の
盛
土
は
承
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
Ａ
地
区
の
褐
色
土
層
面
に
も
柱
穴
の
検
出
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
西
側

は
西
側
土
塁
推
定
線
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。
西
側
は
切
落
し
部
あ
た
り
と
考
え
ら
れ

ス
句
○

球
磨
川
に
よ
っ
て
土
地
の
増
加
は
南
側
か
ら
北
側
へ
は
か
ら
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
第
一
期
の
構
築
の
南
側
は
切
落
し
部
よ
り
南
側
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
切
落
し
部
よ
り
南
側
に
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
第
二
期
に
構
築
さ
れ
た
切
り

落
し
部
は
北
側
に
後
退
し
て
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
や
は
り
南
側
は
切

落
し
部
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

第
一
期
の
構
築
面
の
範
囲
は
、
東
西
約
七
一
雨
、
南
北
六
○
沈
程
度
に
な
る
。

一
間
を
六
尺
四
寸
と
し
た
場
合
、
東
西
三
○
間
、
南
北
三
○
間
に
な
ろ
う
か
。
こ

外
濠
・
士
塁
・
そ
れ
に
切
落
し
を
構
築
し
、
士
塁
と
切
落
し
に
囲
ま
れ
た
中
に

構
築
し
た
時
期
を
第
二
期
と
呼
び
、
こ
れ
よ
り
前
に
特
別
の
施
設
も
な
く
建
築
物

を
構
築
し
た
時
期
を
第
一
期
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
第
三
期
は
切
落
し
の
南
面
に
黄

灰
色
砂
層
が
堆
積
し
、
こ
の
黄
灰
色
砂
層
上
面
に
構
築
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

㈲
館
構
築
に
つ
い
て

9

の
範
囲
の
中
に
掘
立
柱
穴
の
建
物
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

建
物
の
配
置
・
規
模
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
の
建
物
と
重
複
し
て
い
る
の
で
つ

か
め
な
か
っ
た
。

第
二
期

第
一
期
の
柱
穴
群
の
上
部
に
西
側
土
塁
と
東
側
土
塁
を
構
築
し
、
ま
た
北
側
土

塁
を
も
構
築
し
て
、
そ
の
外
側
に
は
外
濠
を
掘
り
、
南
側
に
は
士
塁
は
築
か
ず
、

切
落
し
に
よ
っ
て
球
磨
川
と
接
し
た
館
を
構
築
し
た
。
こ
の
時
期
を
第
二
期
と
呼

ぶ
。

士
塁
は
三
方
に
遣
存
し
、
北
側
士
塁
は
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
、
西
側
土
塁
は
、

黒
川
氏
宅
へ
通
じ
る
道
路
に
よ
っ
て
一
部
消
滅
し
て
い
る
が
比
較
的
遣
存
し
て

い
る
。
東
側
土
塁
は
約
六
分
の
一
程
遣
存
し
て
い
る
が
、
地
元
の
話
を
総
合
す

る
と
、

昭
和
二
六
年
頃
ま
で
は
、
ほ
ぼ
三
分
の
一
程
度
在
っ
た
と
い
う
。
土
塁
の
規
模
に

つ
い
て
ゑ
る
と
、
ま
ず
北
側
土
塁
で
は
中
央
部
で
幅
九
疋
高
さ
は
水
田
面
よ
り

一
雨
を
計
る
。
水
田
の
高
さ
は
、
柱
穴
構
築
面
の
高
さ
と
ほ
ぼ
同
一
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
士
塁
上
面
は
い
く
ら
か
削
平
さ
れ
、
杉
が
植
林
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し

て
推
定
士
塁
の
高
さ
は
、
柱
穴
構
築
面
よ
り
約
二
・
五
’
三
沈
程
度
で
あ
ろ
う
。

北
西
端
土
塁
は
、
道
路
と
用
水
路
に
よ
っ
て
基
礎
部
は
削
ら
れ
て
お
り
、
現
況

で
は
幅
八
加
で
あ
る
が
推
定
九
沈
前
後
で
あ
ろ
う
。
高
さ
は
柱
穴
構
築
面
か
ら
三

加
で
あ
る
が
、
士
塁
上
面
は
削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
推
定
三
・
五
汎
前
後
と
考
え

ら
れ
る
。

西
側
士
塁
中
央
部
は
、
現
存
幅
約
八
硬
高
さ
約
一
・
五
ｍ
で
あ
る
。
道
路
に

よ
っ
て
削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
お
そ
ら
く
一
雨
前
後
に
な
ろ
う
。

西
側
土
塁
の
南
端
に
は
土
塁
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
士
塁
の
幅
お
よ
び
高

さ
の
推
定
は
現
在
の
西
側
土
塁
お
よ
び
西
外
濠
の
上
面
推
定
幅
か
ら
考
え
ざ
る
を
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得
な
い
。
お
そ
ら
く
士
塁
南
端
で
幅
九
硬
高
さ
一
雨
前
後
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
北
東
端
土
塁
に
つ
い
て
承
る
と
、
現
況
で
幅
八
畑
・
高
さ
柱
穴
構
築
面
よ

り
三
加
を
計
る
。
や
は
り
上
面
は
杉
の
植
林
に
よ
り
削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
推
定

高
さ
は
北
側
端
と
同
様
に
三
・
五
加
前
後
と
な
ろ
う
。

東
側
士
塁
は
、
六
分
の
五
程
度
消
滅
し
て
い
る
の
で
確
実
な
土
塁
の
規
模
を
明

示
で
き
な
い
が
、
西
側
土
塁
の
規
模
と
同
様
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
東
外
濠
南

端
は
、
切
落
し
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
球
磨
川
の
洪
水
時
に
は
外
濠
は

水
浸
し
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
溝
Ⅲ
南
側
の
切
落
し
部
、
西
外
濠
切
落
し
下
面
Ａ
２

。
Ａ
７
試
掘
坑
切
落
し
下
面
に
は
、
砂
牒
層
上
面
に
粘
質
土
が
堆
積
し
て
お
り
、

第
二
期
か
ら
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
す
る
間
は
、
水
濠
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
４
試
掘
坑
に
検
出
さ
れ
た
北
側
の
砂
牒
層
と
、
西
外
濠
切
落
し
部
南
端
に
検
出

さ
れ
た
砂
牒
層
の
高
さ
は
同
一
レ
ベ
ル
で
あ
る
の
で
、
水
濠
の
南
北
幅
一
一
加
と

考
え
ら
れ
る
。
Ａ
３
１
Ａ
６
試
掘
坑
に
は
、
切
落
し
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

水
濠
の
西
端
は
お
そ
ら
く
Ａ
７
試
掘
坑
と
Ａ
３
試
掘
坑
・
Ａ
５
試
掘
坑
と
Ａ
６
試

掘
坑
の
中
間
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
水
濠
は
南
北
二
加
、
東

西
約
四
○
畑
、
深
さ
一
読
前
後
の
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
士
塁
の
規
模
に
つ
い
て
整
理
し
て
承
る
と
、
北
西
端
及
び
北
東
端
の
土

塁
の
高
さ
は
三
・
五
加
で
、
北
側
士
塁
の
高
さ
は
二
。
五
’
三
畑
、
西
側
及
び
東

側
土
塁
の
高
さ
は
一
雨
前
後
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
土
塁
の
幅
は
三
方
と
も
九
沈
程

度
と
考
え
ら
れ
る
。

館
の
規
模
は
、
土
塁
内
側
で
東
西
約
五
四
堀
南
北
六
○
沈
を
計
る
。
一
間
を

六
尺
四
寸
と
し
て
計
算
し
た
場
合
、
東
西
一
八
間
弱
で
、
南
北
二
○
間
弱
で
あ

註
１

る
。
館
の
形
状
は
長
方
形
を
呈
し
、
館
と
し
て
は
中
規
模
で
あ
ろ
う
か
。
士
塁
の

外
側
に
は
、
幅
五
加
、
深
さ
一
読
の
外
濠
が
三
方
に
め
ぐ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
三
方
の
士
塁
と
切
落
し
に
囲
ま
れ
た
館
内
の
調
査
は
、
四
分
の
一
程
度
が
調

8

査
対
象
で
あ
り
、
館
内
に
は
柱
穴
群
が
検
出
さ
れ
た
が
、
第
一
期
と
第
二
期
そ
れ

に
第
三
期
の
柱
穴
群
が
重
複
し
共
に
建
築
物
の
配
列
、
規
模
は
不
明
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
館
の
門
、
出
入
口
等
の
構
築
物
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
北
側
土
塁
上

面
に
は
、
門
並
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
は
発
見
で
き
ず
、
西
側
、
東
側
に
か
り
に
門

を
推
定
し
て
も
外
濠
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
球
磨
川
寄
り
の
南
側
の

切
落
し
部
あ
た
り
に
門
が
位
置
し
て
い
た
方
が
便
利
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

球
磨
川
の
舟
運
を
利
用
す
る
と
想
定
し
た
場
合
、
門
の
下
段
は
球
磨
川
に
面
す

る
。
主
殿
を
南
面
に
し
た
場
合
、
前
面
に
は
球
磨
川
、
は
る
か
南
方
に
は
白
髪
岳

を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
期

切
落
し
下
面
の
砂
篠
層
に
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
し
、
そ
の
黄
灰
色
砂
層
に
広
場

と
提
防
、
そ
れ
に
西
側
士
塁
南
端
に
建
物
が
構
築
さ
れ
、
ま
た
第
二
期
の
東
外
濠

が
補
強
さ
れ
再
利
用
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

第
二
期
の
終
末
と
第
三
期
の
期
間
は
、
黄
灰
色
砂
層
堆
積
期
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
間
の
年
代
を
確
実
な
資
料
に
よ
っ
て
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

切
落
し
上
面
か
ら
堤
防
間
の
距
離
を
示
す
と
、
東
外
濠
と
堤
防
間
は
ご
示
、

館
の
中
央
部
に
あ
た
る
剛
は
切
落
し
上
面
に
位
置
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
の
距

離
は
二
三
加
、
西
外
濠
と
堤
防
間
は
四
○
加
を
計
る
。

堤
防
構
築
の
目
的
は
、
切
落
し
南
側
に
黄
灰
色
砂
層
の
堆
積
に
よ
っ
て
土
地
の

増
加
が
は
か
ら
れ
た
が
、
こ
の
土
地
と
館
（
第
二
期
）
と
を
洪
水
か
ら
保
護
す
る

た
め
に
堤
防
が
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
外
濠
南
端
西
側
の
石
積
承

は
、
堤
防
構
築
時
に
第
二
期
（
館
構
築
期
）
の
外
濠
を
南
側
に
延
長
さ
せ
、
濠
と

し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
土
器
溜
南

側
の
黄
灰
色
砂
層
中
に
構
築
さ
れ
て
い
る
第
三
期
の
柱
穴
群
が
、
館
内
の
第
二
期

柱
穴
構
築
面
ま
で
広
が
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
一
層
理
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
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東
外
濠
、
西
外
濠
そ
れ
に
切
落
し
部
に
囲
ま
れ
た
範
囲
に
柱
穴
群
が
検
出
さ
れ

た
が
、
こ
の
面
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
土
師
器
・
磁
器
・
瓦
質
土
器
・
陶
器
そ
れ
に
士
錘
、
お
よ
び
石
製

品
で
あ
っ
た
。
（
図
版
喝
・
“
）

こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
第
Ⅱ
’
第
Ⅲ
層
の
鉄
分
集
積
層
ｌ
褐
色
土
層
の
盛
土
中
か

ら
出
土
し
た
。

ま
い
か
。

第
三
期
は
、
堤
防
構
築
に
よ
っ
て
第
二
期
の
館
と
、
新
し
く
増
加
し
た
土
地
と

を
加
え
た
範
囲
を
敷
地
と
し
た
館
で
あ
る
。
切
落
し
上
面
に
は
、
建
物
を
構
築
し

下
段
に
は
広
場
を
有
し
た
配
置
で
あ
る
。

（
杉
村
）

註
１
一
九
七
○
年
・
小
室
栄
一
「
中
世
の
城
・
館
跡
」
新
版
考
古
学
講
座
固
雄

山
閣

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
、
土
製
品
（
土
師
器
・
磁
器
・
陶
器
・
須
恵
器

・
瓦
質
土
器
・
士
錘
）
、
石
製
品
（
石
鍋
・
砥
石
、
ふ
い
ど
の
羽
口
等
）
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
出
土
量
が
多
く
、
各
遺
構
か
ら
普
遍
的
に
出
土
し
た
の

は
土
器
で
、
な
か
で
も
土
師
器
と
磁
器
、
そ
れ
に
瓦
質
土
器
で
あ
っ
た
。
土
師
器

の
小
皿
類
、
杯
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
の
九
○
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。

出
土
遺
物
を
各
遺
構
別
・
層
位
別
に
述
べ
る
。

四
遣
物

伶
柱
穴
構
築
面
よ
り
出
土
し
た
遺
物

0

土
師
器
（
第
馴
図
－
１
吃
）

土
師
器
に
は
皿
と
杯
の
二
種
が
あ
る
。
皿
（
－
１
５
）
は
、
口
径
が
一
○
卵
以

下
、
器
高
が
一
読
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
皿
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
体
部
外
面
は

ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
お
よ
び
内
底
部
は
ナ
デ
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
底
面
は
糸
切
り

離
し
方
で
や
や
上
げ
底
状
で
あ
る
。

口
縁
部
は
、
や
や
外
反
気
味
で
、
口
縁
端
は
丸
味
を
も
つ
。
体
部
の
つ
く
り
に

若
干
の
差
が
承
ら
れ
、
３
，
４
は
他
の
皿
と
比
較
し
て
厚
味
を
も
ち
、
内
底
部
は

凹
凸
し
て
い
る
。
口
径
七
・
六
”
’
九
”
で
あ
る
。
器
高
は
、
一
・
五
翌
別
後
で

あ
る
。６
１
吃
は
杯
で
、
口
径
ご
扉
’
一
四
”
で
あ
る
が
、
二
扉
前
後
の
も
の

と
、
一
三
翌
別
後
の
も
の
が
主
で
あ
る
。
器
高
は
三
翌
別
後
の
も
の
が
多
い
。
器

面
調
整
は
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
お
よ
び
内
底
部
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
底

面
は
糸
切
り
離
し
方
で
あ
る
が
、
や
や
上
げ
底
状
を
呈
す
る
も
の
と
（
９
１
吃
）
、

平
底
を
呈
す
る
も
の
（
６
１
８
）
が
あ
る
。

体
部
が
ほ
ぼ
直
線
的
（
６
，
８
，
９
、
Ⅲ
、
Ⅱ
）
な
も
の
と
、
や
や
内
蜜
気
味

の
も
の
（
７
、
Ⅲ
）
が
あ
る
。
川
は
口
縁
部
が
肥
厚
す
る
。

皿
、
杯
は
、
胎
土
に
微
砂
を
含
承
粗
く
、
ま
た
器
壁
の
内
外
は
ロ
ー
リ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。
色
調
は
、
ほ
と
ん
ど
淡
茶
灰
色
を
呈
し
て
い
る
。

磁
器
（
第
馴
図
、
旧
ｌ
訓
）

磁
器
の
器
種
は
、
青
磁
碗
、
青
白
磁
合
子
そ
れ
に
白
磁
皿
で
あ
る
。
喝
。
Ｍ

は
、
碗
で
、
体
部
外
面
に
沈
線
と
削
り
出
し
に
よ
る
鏑
様
文
を
有
し
、
複
弁
を
呈

し
て
い
る
。
完
形
品
で
な
い
の
で
、
推
定
も
含
め
て
述
べ
る
と
、
や
や
内
響
す
る

体
部
か
ら
口
縁
部
は
そ
の
ま
ま
丸
く
お
さ
め
た
も
の
（
Ｍ
）
、
口
縁
部
は
や
や
外

反
す
る
も
の
（
旧
）
で
あ
る
。
口
径
一
五
’
一
六
”
で
あ
る
。
鏑
は
明
瞭
の
も
の

（
Ｍ
）
と
、
や
や
不
明
瞭
の
も
の
（
旧
）
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
葉
先
は
尖
っ
て
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い
る
。
紺
色
は
や
や
暗
い
緑
色
で
、
全
面
に
施
粕
さ
れ
、
施
薬
の
厚
さ
は
一
睡
別

後
で
あ
る
。
胎
土
は
濁
白
色
で
あ
る
。

帽
は
無
文
碗
で
、
口
縁
内
面
に
紬
沈
線
が
あ
る
。
粕
色
は
灰
色
が
か
っ
た
緑
色

で
、
全
面
に
施
粕
さ
れ
て
い
る
。
施
薬
の
厚
さ
は
一
”
を
測
る
。
胎
土
は
灰
色
を

呈
す
る
。

肥
の
高
台
は
、
底
部
で
箆
切
り
で
あ
る
。
底
径
五
・
四
“
を
測
る
。
高
台
基
部

の
厚
さ
は
八
郷
で
畳
付
は
水
平
で
あ
る
。
紬
色
は
や
や
暗
い
緑
色
を
呈
し
て
い
る
。

施
紬
は
高
台
内
と
畳
付
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
施
薬
の
厚
さ
は
○
・
八
”
で

あ
る
。
胎
土
は
濁
白
色
を
呈
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
碗
の
底
部
と
思
わ
れ
る
。

Ⅳ
ｌ
旧
は
合
子
で
あ
る
。
〃
は
平
形
合
子
の
蓋
で
、
四
分
の
一
が
現
存
す
る
。

復
元
口
径
四
哩
底
径
六
。
四
蝿
器
高
一
・
六
蝿
側
面
に
菊
座
形
の
型
抜
き

文
様
が
あ
る
。
蓋
の
天
井
部
に
草
花
文
状
の
文
様
が
あ
る
。

粕
色
は
水
色
を
お
び
た
透
明
性
の
青
白
粘
が
施
さ
れ
て
い
る
。
肥
は
無
文
の
合

子
の
身
の
部
分
で
あ
る
。
復
元
口
径
五
・
八
蝿
底
径
六
。
四
蝿
器
高
一
雨
を

測
り
、
低
く
扇
平
な
い
わ
ゆ
る
平
形
の
合
子
で
あ
る
。
蓋
受
け
の
立
上
が
り
は
五

細
で
あ
る
。
紺
色
と
胎
土
は
、
〃
と
同
様
で
あ
り
胎
士
は
白
色
を
呈
す
る
。

Ｐ
ｌ
別
は
白
磁
の
皿
の
口
縁
部
と
底
部
片
で
あ
る
。
紺
色
は
灰
白
色
ｌ
青
白
色

を
呈
し
、
胎
士
は
白
色
ｌ
灰
白
色
で
あ
る
。
器
厚
は
全
体
的
に
薄
く
、
底
部
か
ら

約
五
○
度
前
後
の
傾
斜
で
立
ち
あ
が
り
、
底
部
か
ら
ほ
ぼ
直
線
的
に
口
縁
部
に
延

び
て
い
る
。
内
面
口
端
部
に
は
紬
の
か
か
ら
な
い
ロ
ハ
ゲ
状
を
呈
し
て
い
る
。
内

底
部
に
は
圏
線
状
の
沈
線
が
あ
る
。
外
底
面
の
紬
薬
は
不
均
等
で
刷
毛
目
痕
が
残

っ
て
い
る
。瓦

質
土
器
（
第
馳
図
－
１
２
）

－
．
２
は
瓦
質
の
握
鉢
と
思
わ
れ
る
。
口
縁
部
と
底
部
の
一
部
で
あ
る
が
、
内

面
に
櫛
状
工
具
に
よ
る
横
位
の
粗
い
擦
痕
が
承
ら
れ
る
。
口
縁
部
外
面
に
は
、
刷

⑯

毛
目
に
よ
る
横
位
の
丁
寧
な
整
形
が
承
ら
れ
、
口
縁
部
下
半
に
は
、
櫛
状
工
具
に

よ
っ
て
縦
に
粗
い
擦
痕
が
施
さ
れ
て
い
る
。
色
調
は
全
体
的
に
灰
色
を
呈
し
て
い

る
が
、
口
縁
部
内
外
は
灰
黒
色
で
あ
る
。
２
の
復
元
底
径
は
一
八
翌
別
後
と
思
わ

れ
る
。

陶
器
（
第
塊
図
３
１
４
）

外
面
全
体
の
色
調
は
黒
灰
色
を
呈
し
、
そ
の
上
に
黒
茶
色
の
施
粕
が
縦
に
承
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
状
で
太
く
あ
る
い
は
細
く
不
規
則
に
施
さ
れ
て
い
る
。
内

面
に
は
箆
状
工
具
に
よ
っ
て
三
’
五
重
の
同
心
円
文
が
陰
文
さ
れ
て
い
る
。
胎
土

は
灰
黒
色
で
微
砂
を
含
象
、
粗
く
、
器
壁
内
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
。
恐
ら
く
鉢

か
蕊
で
あ
ろ
う
か
。

土
錘
（
第
塊
図
５
１
８
）

漁
網
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
管
状
土
錘
で
あ
る
。
現
代
使
用
の
土
錘
と

大
差
は
な
い
。
棒
状
を
呈
す
る
も
の
（
５
１
７
）
と
、
紡
錘
形
状
を
呈
す
る
も
の

（
８
）
が
あ
る
。
５
は
最
大
長
七
・
一
蝿
最
大
径
一
・
七
蝿
孔
径
五
”
で
あ

る
。
６
は
最
大
長
五
・
七
蝿
最
大
径
一
・
七
哩
孔
径
四
”
を
計
る
。
７
は
最

大
長
七
・
一
唖
最
大
径
一
・
七
、
孔
径
は
三
“
で
あ
る
。
８
は
前
述
し
た
士
錘

と
違
っ
て
い
る
。
最
大
長
は
七
・
八
蝿
最
大
径
一
・
九
蝿
孔
径
三
郷
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
士
錘
の
製
作
方
法
は
、
棒
に
粘
土
を
ま
き
つ
け
、
整
形
を
行
い
、
焼

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
の
調
整
は
指
で
な
で
る
程
度
で
雑
で
あ
る
。

滑
石
製
品
（
第
塊
図
９
）

五
”
×
五
蝿
最
大
厚
さ
一
”
の
正
方
形
の
板
状
を
呈
す
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
一

孔
を
有
し
、
側
面
に
も
一
孔
が
承
ら
れ
る
が
、
こ
の
側
面
も
他
の
三
側
面
と
同
様

に
ノ
ミ
状
工
具
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
、
擦
切
ら
れ
、
滑
ら
か
に
調
整
さ
れ
て
い

る
。
表
面
は
滑
ら
か
に
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
面
は
ノ
ミ
状
工
具
痕
が
承
ら
れ

る
。
二
孔
を
有
し
た
板
状
石
製
品
が
廃
棄
さ
れ
て
、
そ
の
後
再
加
工
、
再
利
用
さ
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柱
穴
は
前
述
し
た
東
外
濠
、
西
外
濠
、
切
落
し
に
囲
ま
れ
た
範
囲
に
検
出
さ
れ

た
が
、
そ
の
切
落
し
部
に
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
し
、
こ
の
砂
層
面
に
第
Ⅲ
期
の
柱

穴
が
認
め
ら
れ
る
。
三
期
に
わ
た
っ
て
建
築
物
は
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
か

ら
述
べ
る
柱
穴
内
の
出
土
遺
物
は
、
ど
の
期
の
遺
物
か
判
断
し
か
ね
る
。
ま
た
、

第
１
期
の
柱
穴
は
、
大
部
分
第
Ⅲ
層
の
盛
土
の
褐
色
土
に
構
築
さ
れ
て
い
た
。
第

Ⅱ
期
の
柱
穴
は
、
盛
土
お
よ
び
第
Ⅳ
層
の
砂
喋
層
に
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
述
べ
る
柱
穴
内
の
出
土
遺
物
は
、
前
述
の
柱
穴
構
築
面
の
出
土
遺
物
と
同

一
に
取
り
扱
っ
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
応
分
離
し
て
扱
つ
か
っ
た
。

出
土
遺
物
は
土
師
器
・
磁
器
・
土
師
質
土
器
・
土
錘
、
そ
れ
に
石
製
品
で
あ
っ

た
。
（
図
版
妬
）

土
師
器
（
第
邪
図
－
１
旧
）

土
師
器
に
は
皿
（
－
１
５
）
と
杯
（
６
１
旧
）
の
二
種
が
あ
る
。
皿
は
口
径
八

“
’
八
・
八
”
の
も
の
で
大
差
は
な
い
が
、
八
・
三
”
前
後
の
も
の
が
多
い
。

底
径
六
”
’
六
・
六
“
器
高
一
・
一
雨
ｌ
八
郎
で
あ
る
。
体
部
外
面
は
ヨ
コ
ナ

デ
、
内
部
お
よ
び
内
底
部
は
ナ
デ
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
底
面
は
糸
切
り
離
し
方

で
、
や
や
上
げ
底
状
で
あ
る
。
－
１
３
の
口
縁
部
は
内
脅
し
、
口
縁
端
は
丸
味
を

も
つ
。
４
１
５
は
や
や
外
反
気
味
で
あ
り
、
５
の
口
縁
端
が
丸
味
を
呈
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
４
の
口
縁
端
は
尖
り
気
味
で
あ
る
。
内
底
部
は
厚
味
を
も
ち
凹
凸

し
て
い
る
。
胎
土
に
微
砂
を
含
む
。

－
は
柱
穴
恥
％
、
２
は
肌
釘
、
３
は
恥
％
、
４
．
５
は
溝
Ｉ
内
か
ら
の
出
土
で

あ
る
。杯
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
口
径
二
・
四
“
’
一
四
・
六
蝿
底
径
八
恥
’
一

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
孔
径
七
”
を
計
る
。

ロ
柱
穴
内
よ
り
出
土
し
た
遺
物

｡

○
・
四
哩
器
高
は
二
・
六
”
’
四
・
五
”
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
に
差
が

認
め
ら
れ
る
。
Ｍ
と
崎
は
口
径
が
小
さ
く
、
器
高
が
大
き
く
、
他
に
比
べ
特
殊
で

あ
る
。
口
縁
部
の
特
徴
を
承
る
と
、
ほ
ぼ
直
線
的
（
旧
）
な
も
の
、
内
電
気
味
（

８
１
Ⅱ
、
Ｍ
１
旧
）
な
も
の
と
、
そ
れ
に
口
縁
部
が
わ
ず
か
に
外
反
（
６
１
７
、

吃
）
す
る
も
の
が
あ
る
。
体
部
の
つ
く
り
に
若
干
の
差
が
承
ら
れ
、
薄
手
と
器
厚

の
も
の
が
あ
る
。
器
面
調
整
は
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
お
よ
び
内
底
部
は
ナ

デ
調
整
で
あ
る
。
底
面
は
糸
切
り
離
し
方
で
あ
る
が
、
や
や
上
げ
底
状
を
呈
す
る

（
６
．
９
・
川
）
も
の
と
、
平
底
を
呈
す
る
（
７
１
８
、
皿
Ｉ
旧
）
も
の
が
あ

る
。
胎
士
、
色
調
は
Ⅲ
と
同
様
で
あ
る
。

７
．
川
・
巧
は
溝
Ｉ
か
ら
出
土
し
、
６
は
柱
穴
Ｍ
８
か
ら
、
８
．
９
は
Ｍ
９
、

吃
・
喝
は
肌
旧
、
Ｍ
は
肌
％
か
ら
出
土
し
た
。

磁
器
（
第
品
図
Ｍ
１
〃
）

磁
器
の
器
種
は
、
青
磁
碗
と
白
磁
皿
で
あ
る
。
肥
Ｉ
〃
は
青
磁
碗
で
、
体
部
外

面
に
鏑
様
文
を
有
し
複
弁
を
呈
し
て
い
る
。

肥
は
、
推
定
口
径
一
六
“
Ｉ
一
七
翌
別
後
と
思
わ
れ
る
。
体
部
下
半
か
ら
や
や

内
脅
し
な
が
ら
、
口
縁
部
が
や
や
外
反
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鏑
様
文
は
明
瞭

で
葉
先
は
尖
っ
て
い
る
。
〃
は
肥
と
同
様
の
小
形
の
碗
で
あ
る
。
両
者
と
も
紬
色

は
や
や
暗
い
緑
色
で
、
全
面
に
施
紬
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
濁
白
色
を
呈
す
る
。

肥
は
柱
穴
州
開
か
ら
、
〃
は
肌
酬
か
ら
出
土
し
た
。

旧
は
高
台
付
底
部
で
箆
削
り
で
あ
る
。
底
径
三
恥
を
測
る
。
高
台
基
部
の
厚
さ

は
一
“
で
、
畳
付
は
水
平
で
あ
る
。
紬
色
は
や
や
暗
い
緑
色
を
呈
し
て
い
る
。
施

紬
は
高
台
内
と
畳
付
に
は
施
さ
れ
な
い
。
施
薬
の
厚
さ
は
約
○
・
八
”
で
あ
る
。

胎
土
は
濁
白
色
を
呈
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
Ｍ
・
〃
の
鏑
様
文
を
有
す
る
碗
の
底

部
と
考
え
ら
れ
る
。
柱
穴
恥
剛
か
ら
出
土
し
た
。

Ｐ
は
高
台
付
青
磁
碗
の
底
部
破
片
で
、
箆
削
り
で
あ
る
。
底
径
は
五
蝿
高
台

－82－



二三グ6

産ノ

ごゾイ識 8幸
一一

一

一

一
一

。

●

一
一
一
一

ノ
董詞《／rI声

4一一一ーー

一一一一＝q

Z

・0

I

ノ到一一一一一一■■一一一一・■■b,

／
17

〃
20

二三戸
も

18

=事了ア
経 ダダ

蓮』セ一

申
。

,圭寄毛
15cm0 105

第53図柱穴内出土遺物

－83－



の
高
さ
一
蝿
高
台
器
部
の
厚
さ
一
”
を
測
る
。
高
台
端
部
の
一
端
を
斜
め
に
削

り
落
し
て
い
る
が
、
畳
付
部
は
安
定
し
た
感
じ
で
あ
る
。
身
込
永
に
は
草
花
文
を

描
い
て
い
る
。
紬
色
は
暗
青
色
を
呈
し
、
施
紬
は
高
台
内
に
は
施
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
畳
付
部
の
施
薬
は
不
均
等
で
あ
る
。
胎
士
は
灰
色
を
呈
す
る
。
柱
穴
恥

珊
か
ら
出
土
し
た
。

加
は
無
文
の
青
磁
碗
の
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
内
簿
す
る
体
部
下
半
か
ら
立

ち
上
が
り
、
口
縁
部
は
や
や
外
反
す
る
。
紬
色
は
、
灰
色
が
か
っ
た
緑
色
で
全
面

に
施
粕
さ
れ
て
い
る
。
胎
士
は
灰
色
を
呈
す
る
。
溝
Ｉ
か
ら
出
土
し
た
。

訓
。
〃
は
白
磁
の
皿
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
Ｉ
か
ら
出
土
し
た
が
同
器
で
は
な
い

が
、
お
そ
ら
く
、
同
一
器
種
の
碗
形
品
の
口
縁
部
と
底
部
で
あ
ろ
う
。
推
定
口
径

一
○
翌
別
後
、
高
さ
四
翌
別
後
、
瑚
色
は
灰
白
色
を
呈
し
、
胎
士
は
白
色
で
あ

る
。
器
厚
は
全
体
的
に
薄
く
、
底
部
か
ら
体
部
下
半
ま
で
、
ほ
ぼ
直
線
的
に
延

び
、
口
端
部
は
軽
く
外
反
す
る
。
内
面
口
端
部
は
ロ
ハ
ゲ
で
あ
り
、
外
底
面
に
は

施
紬
さ
れ
て
い
な
い
。

土
師
質
火
鉢
（
第
馴
図
１
１
２
）

－
．
２
は
土
師
質
様
の
火
鉢
と
考
え
ら
れ
る
。
－
は
柱
穴
恥
酬
か
ら
出
土
し
、

２
は
柱
穴
肌
加
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
口
縁
部
と
体
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け

て
の
破
片
で
あ
る
。
－
．
２
と
も
色
調
は
浅
黄
樟
色
を
呈
し
て
い
る
。
胎
土
綴
密

で
あ
る
。

－
は
口
端
部
の
厚
さ
二
・
五
唖
貼
り
付
け
突
帯
で
あ
る
。
整
形
は
、
外
面
は

ヨ
コ
ナ
デ
、
口
唇
部
お
よ
び
内
面
は
細
い
刷
毛
目
が
承
ら
れ
る
。

２
は
体
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
破
片
で
あ
る
が
、
－
と
２
は
同
器
で
は

な
い
が
同
一
器
種
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
推
定
器
形
は
、
口
径
二
七
唖
底
径
二

○
翌
別
後
の
胴
ふ
く
ら
ゑ
の
火
鉢
で
は
な
か
ろ
う
か
。

土
錘
（
第
馴
図
３
１
４
）

、

３
は
棒
状
を
呈
し
、
最
大
長
五
・
六
蝿
最
大
径
一
・
九
蝿
孔
径
三
”
を
測

ｚ
句
○

４
は
紡
錘
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
最
大
長
六
・
七
蝿
最
大
径
二
・
一
扉
、
孔

径
三
郷
で
あ
る
。
表
面
の
調
整
は
指
で
な
で
る
程
度
で
あ
る
。

砥
石
（
第
馴
図
５
）

肌
面
の
粒
子
は
小
さ
く
、
細
砥
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
粘
板
岩
製
の
扇
平

》
な
二
面
を
砥
石
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
片
面
が
平
均
し
て
擦
り
へ
り
、

少
し
湾
曲
し
て
い
る
。
長
さ
八
・
九
唖
幅
三
・
三
蝿
厚
さ
五
”
で
、
持
ち
運

び
も
簡
単
で
あ
る
。
柱
穴
恥
酬
か
ら
出
土
し
た
。

士
器
溜
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
土
師
器
と
青
磁
で
あ
る
。
（
第
馴
図
６
１
銘
・

図
版
妬
）
と
く
に
土
師
器
は
細
片
が
多
く
、
完
形
は
ほ
と
ん
ど
な
く
復
元
で
き
た

の
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
土
師
器
に
は
Ⅱ
（
６
１
旧
）
と
坪
（
肥
ｌ
訓
）
が
あ
る
。

皿
は
口
径
七
・
四
“
’
八
”
の
も
の
で
大
差
な
い
。
底
径
は
五
”
’
七
”
で
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
。
器
高
は
一
・
三
”
’
二
・
一
”
を
測
る
。
体
部
と
口
縁
部
の
つ
く

り
に
差
が
承
ら
れ
る
。
６
１
９
は
薄
手
で
外
反
気
味
で
あ
る
の
に
対
し
て
旧
ｌ
旧

は
、
内
脅
し
体
部
が
い
く
ら
か
厚
い
。
Ｍ
１
劃
は
杯
で
二
師
’
一
六
”
の
範
囲

の
も
の
で
あ
る
。
体
部
に
対
し
て
口
縁
部
が
直
線
的
な
も
の
（
肥
）
、
わ
ず
か
に

外
反
気
味
な
も
の
（
〃
ｌ
旧
）
、
内
簿
す
る
も
の
（
Ｗ
ｌ
ｍ
）
が
あ
る
。

一
以
上
の
皿
・
杯
の
調
整
は
体
部
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
お
よ
び
内
底
部
は
ナ

デ
で
あ
る
。
底
部
の
切
り
離
し
は
全
て
糸
切
り
で
、
ほ
と
ん
ど
淡
茶
灰
色
を
呈
し

て
い
る
。
や
や
上
げ
底
状
を
呈
す
る
も
の
と
平
底
を
呈
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

磁
器
（
第
馴
図
〃
）

白
土
器
溜
よ
り
出
土
し
た
遺
物

－84－
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青
磁
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
外
面
に
は
蓮
弁
が
あ
り
弁
の
先
端
は
丸
く
、

弁
の
幅
は
広
く
、
弁
中
央
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
鏑
手
の
も
の
で
あ

る
。
軸
色
は
灰
緑
色
で
く
す
ん
で
い
て
光
沢
は
な
い
。
・
胎
士
は
濁
灰
色
を
呈
す

る
。
施
薬
は
薄
く
施
融
さ
れ
て
い
る
。

東
外
濠
か
ら
の
出
士
遺
物
は
土
師
器
・
磁
器
・
陶
器
・
瓦
質
土
器
・
土
錘
、
お

よ
び
ふ
い
ど
の
羽
口
で
あ
っ
た
。
（
図
版
〃
）

土
師
器
（
第
弱
図
－
１
５
）

皿
（
１
１
２
）
と
杯
（
３
１
５
）
の
二
種
で
あ
る
。
－
は
口
径
八
哩
底
径
六

・
一
雨
、
器
高
一
・
五
“
を
測
る
。
口
縁
は
や
や
内
湾
気
味
で
、
５
は
わ
ず
か
に

外
反
す
る
。
５
の
口
径
は
二
一
読
、
器
高
四
・
一
”
を
測
り
、
口
径
に
比
し
て
器

高
が
大
き
い
。

Ⅱ
、
杯
は
胎
土
に
微
砂
を
含
有
し
、
体
部
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
お
よ
び
内

底
部
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
共
に
底
面
は
糸
切
り
離
し
方
で
あ
る
。
溝
底
に
近
い

灰
色
砂
層
中
か
ら
出
土
し
た
。

磁
器
（
第
砧
図
６
１
旧
）

磁
器
は
青
磁
（
６
１
Ⅲ
）
と
白
磁
（
Ⅲ
’
昭
）
の
二
種
で
あ
る
。

６
は
青
磁
皿
で
あ
る
。
身
込
み
に
沈
線
を
施
し
て
い
る
。
胎
士
は
灰
白
色
で
、

青
灰
色
の
紬
が
底
面
を
除
い
た
全
面
に
薄
く
か
け
ら
れ
て
い
る
。
底
面
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
上
げ
底
を
呈
す
る
。
底
部
か
ら
の
立
ち
上
が
り
の
体
部
下
位
に
稜
を
も
ち
、

口
縁
は
や
や
外
反
気
味
で
あ
る
。

７
は
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
内
面
に
蓮
弁
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
弁

四
外
濠
よ
り
出
土
し
た
遺
物

東
外
濠

､

先
端
は
尖
っ
た
感
じ
の
も
の
で
、
ま
た
弁
は
幅
広
の
も
の
で
あ
る
。
復
元
口
径
一

一
ハ
●
一
一
”
０

８
は
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
底
部
か
ら
広
が
り
な
が
ら
立
ち
上
が
る
碗
形
の
も

の
で
口
縁
部
が
わ
ず
か
に
外
反
す
る
。
胎
士
は
白
色
で
粘
薬
は
薄
く
か
け
ら
れ
淡

い
青
灰
色
を
呈
す
る
。

９
は
高
台
付
底
部
破
片
で
箆
切
り
で
あ
る
。
底
径
六
蝿
高
台
基
部
の
高
さ
一

哩
畳
付
は
一
蝿
畳
付
は
水
平
で
あ
る
。
軸
色
は
や
や
暗
い
緑
色
を
呈
し
て
い

る
。
施
紺
は
高
台
付
内
と
畳
付
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

川
は
口
縁
部
破
片
で
胎
士
は
白
色
で
紬
色
は
青
白
色
を
呈
す
る
。
Ⅲ
ｌ
喝
は
白

磁
Ⅱ
の
口
縁
部
と
底
部
破
片
で
あ
る
。

紺
色
は
灰
白
色
を
呈
し
、
胎
士
は
白
色
で
あ
る
。
器
厚
は
薄
い
。
内
面
口
端
部

に
は
紬
の
か
か
ら
な
い
ロ
ハ
ゲ
が
み
ら
れ
る
。
内
底
部
に
は
圏
線
状
の
沈
線
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
青
磁
、
白
磁
は
川
を
除
い
て
灰
色
砂
層
中
か
ら
出
土
し
た
。
川
は

地
表
に
近
い
第
Ⅲ
層
の
褐
色
士
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

陶
器
（
第
弱
図
Ｍ
１
旧
）

Ｍ
は
、
口
径
三
・
九
哩
底
径
二
・
六
蝿
器
高
三
・
三
”
を
測
る
。
粕
色
は

灰
白
色
を
呈
し
、
全
面
に
施
薬
さ
れ
て
い
る
。
酒
器
と
思
わ
れ
る
。

脂
は
、
口
径
一
一
・
六
蝿
底
径
五
蝿
器
高
六
”
を
測
る
。
染
付
碗
で
あ

る
。
器
形
は
、
高
台
部
か
ら
ゆ
る
や
か
に
内
脅
し
、
そ
の
ま
ま
口
縁
部
へ
続
く
器

形
で
あ
る
。
図
柄
の
素
地
と
な
る
紺
は
灰
白
色
で
、
外
面
に
藍
色
で
図
柄
が
描
か

れ
て
い
る
。
口
縁
直
下
に
二
条
の
線
が
回
わ
り
、
さ
ら
に
体
部
下
半
に
一
条
、
高

台
に
二
条
の
線
が
施
さ
れ
、
体
部
に
草
花
状
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
台
畳
付

部
に
は
施
紬
は
ふ
ら
れ
な
い
。
第
Ⅲ
層
の
褐
色
士
層
か
ら
出
土
し
た
。

瓦
質
土
器
（
第
弱
図
旧
Ｉ
Ⅳ
）

肥
は
瓦
質
土
器
の
火
鉢
の
底
部
片
で
あ
る
。
灰
白
色
を
呈
し
、
内
外
面
は
ナ
デ

－86－
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が
ゑ
ら
れ
る
。
底
部
の
厚
さ
は
一
“
を
測
る
。

〃
は
橘
鉢
の
底
部
片
で
あ
る
。
底
径
九
恥
を
測
り
、
溜
斗
状
に
開
く
器
形
と
考

え
ら
れ
る
。
外
部
に
は
施
軸
は
見
ら
れ
な
い
。
体
部
下
半
内
面
と
内
底
部
に
は
縦

に
四
本
の
沈
線
を
単
位
と
し
た
刻
目
を
有
し
て
い
る
。

Ｍ
１
〃
は
、
灰
色
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。

土
錘
（
第
弱
図
旧
）

棒
状
を
呈
す
る
土
錘
で
最
大
長
五
蝿
最
大
径
一
蝿
“
孔
径
一
示
を
測
る
。
色

調
は
淡
黄
色
を
呈
し
、
焼
成
は
よ
く
な
い
。
第
Ⅲ
層
の
褐
色
士
層
か
ら
出
土
。

ふ
い
ど
の
羽
口
（
第
弱
図
Ｐ
）

五
点
出
土
し
た
が
、
図
示
で
き
る
の
は
一
点
で
暗
褐
色
士
か
ら
出
土
し
た
。
形

態
は
円
筒
状
を
呈
す
る
も
の
で
、
最
大
径
一
五
蝿
内
径
二
・
五
”
で
あ
り
、
完

結
す
る
部
分
は
高
熱
を
う
け
て
ガ
ラ
ス
化
し
て
い
る
。
凝
灰
岩
製
で
あ
る
。

ふ
い
ど
の
羽
口
出
士
層
か
ら
、
ス
ラ
ッ
グ
（
鉄
津
）
の
出
土
も
あ
っ
た
。

西
外
濠

西
外
濠
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
土
師
器
・
磁
器
・
陶
器
・
須
恵
器
系
土
器
・
土

師
質
土
器
・
土
錘
・
石
製
品
で
あ
っ
た
。
（
図
版
岨
・
的
）

土
師
器
の
Ⅱ
、
杯
破
片
が
溝
内
か
ら
出
土
し
た
が
、
細
片
で
復
元
困
難
で
あ
っ

た
の
で
図
示
で
き
な
か
っ
た
。
土
師
器
は
第
Ⅲ
層
の
褐
色
士
層
、
そ
の
下
層
の
暗

褐
色
粘
質
土
か
ら
出
土
し
た
。

磁
器
（
第
品
図
１
１
帖
）

１
１
Ｍ
は
青
磁
で
、
そ
の
う
ち
の
１
１
３
は
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
体
部

に
は
蓮
弁
が
あ
り
、
弁
幅
は
や
や
広
め
で
弁
中
央
が
盛
り
上
っ
た
鏑
手
の
も
の
（

２
）
、
錆
手
で
は
あ
る
が
、
弁
幅
の
広
い
も
の
（
－
）
、
葉
先
が
不
明
瞭
で
は
あ

る
が
尖
っ
て
い
る
も
の
（
３
）
が
あ
る
。
口
縁
部
が
直
線
的
（
－
．
３
）
な
も
の
、

内
費
す
る
（
２
）
も
の
が
あ
る
。
三
点
と
も
口
径
一
四
”
’
一
八
”
の
範
囲
に
お

、

さ
ま
る
。
剛
色
は
、
暗
緑
色
、
胎
士
は
濁
白
色
で
あ
る
。
暗
褐
色
粘
質
士
か
ら
出

土
し
た
。

４
１
９
は
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

４
１
５
は
、
体
部
外
面
に
は
施
文
は
な
く
、
内
面
に
ツ
ル
草
状
草
花
文
状
の
箆

描
文
が
み
ら
れ
る
。
４
．
５
と
も
口
縁
部
は
直
線
的
で
あ
る
。
粕
色
は
、
や
や
茶

色
気
味
の
緑
色
を
呈
し
、
胎
士
は
灰
色
で
あ
る
。

６
１
９
は
無
文
の
碗
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
体
部
下
半
か
ら
広
が
り
な
が
ら
た

ち
あ
が
り
、
口
縁
部
が
外
反
し
、
口
唇
部
が
わ
ず
か
に
外
に
か
え
る
も
の
（
６
）
、

７
１
８
は
平
縁
で
あ
る
。
９
は
、
口
縁
部
は
折
り
か
え
さ
れ
肥
厚
し
、
断
面
三

角
形
を
な
す
。
い
ず
れ
も
軸
色
は
茶
色
気
味
の
緑
色
を
呈
し
、
胎
土
は
灰
色
で
あ

ス
句
○

川
１
Ｍ
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
川
・
吃
は
、
碗
の
底
部
で
高
台
を
有
す
る
。

呪
は
高
台
端
部
の
畳
付
部
が
露
胎
に
な
り
赤
く
し
ぶ
が
吹
く
。
い
わ
ゆ
る
鉄
足

で
あ
る
。
粉
青
色
の
紬
で
胎
士
は
灰
白
色
で
あ
る
。

喝
は
、
俗
に
「
珠
光
青
磁
」
「
猫
が
き
青
磁
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
皿

の
底
部
片
で
あ
る
。
底
部
は
平
底
で
、
お
そ
ら
く
胴
部
は
外
に
広
が
り
、
稜
線
を

も
っ
て
「
く
」
の
字
状
に
折
れ
、
口
縁
部
は
直
線
的
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
施
文

は
見
込
み
に
箆
描
に
よ
る
弧
状
文
で
四
区
に
分
け
、
そ
の
間
に
雷
光
形
の
櫛
掻
文

を
配
す
る
。
胎
土
は
灰
色
で
、
紬
薬
は
底
部
を
除
い
て
全
面
に
薄
く
か
け
ら
れ
、

紬
色
は
茶
色
気
味
の
緑
色
を
呈
す
る
。
口
径
七
・
五
”
を
測
る
。

Ｍ
は
碗
の
破
片
で
あ
る
。
見
込
承
に
箆
に
よ
る
草
花
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
底

径
五
・
一
雨
、
畳
付
部
は
水
平
で
あ
る
。
軸
色
は
茶
色
が
か
っ
た
緑
色
を
呈
し
、

紬
薬
は
高
台
内
及
び
畳
付
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
４
１
肥
は
暗
褐
色
粘
質
士

ｌ
褐
色
粘
質
土
か
ら
出
土
し
た
。

旧
１
Ｍ
は
白
磁
の
口
縁
部
、
底
部
破
片
で
あ
る
。
閲
は
や
や
内
脅
し
な
が
ら
延
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ぴ
る
。
体
部
下
半
を
口
縁
部
で
引
き
上
げ
て
外
反
す
る
碗
で
あ
る
。
調
整
は
口
縁

部
内
、
外
面
は
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
は
箆
削
り
と
思
わ
れ
る
。
紬
色
は
灰
白
色
、

胎
士
は
灰
色
を
呈
す
る
。

Ｍ
は
皿
の
底
部
で
あ
る
。
器
厚
は
薄
く
、
紬
色
は
灰
白
色
を
呈
し
内
灘
気
味
の

胴
部
で
、
口
縁
部
は
軽
く
外
反
す
る
と
思
わ
れ
る
。
底
部
に
は
紬
は
施
さ
れ
て
い

な
く
外
底
部
に
刷
毛
目
痕
を
有
す
る
。
二
点
の
白
磁
は
、
溝
底
の
褐
色
粘
質
士
の

上
層
か
ら
出
土
し
た
。

第
品
図
〃
は
、
第
Ⅱ
層
の
鉄
分
集
積
層
出
土
で
、
紬
色
は
淡
青
白
色
で
、
紬
薬

は
畳
付
部
及
び
高
台
内
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
胎
土
は
灰
白
色
で
器
厚
は
薄
く
、

外
面
に
は
箆
に
よ
る
削
り
沈
線
が
ゑ
ら
れ
る
。
合
子
で
あ
ろ
う
か
。
底
径
二
・
四

”
を
測
る
。

ご
け

第
釘
図
－
は
碁
笥
底
の
皿
で
あ
る
。
口
径
一
○
“
底
径
三
蝿
器
高
二
・
八

剛
を
測
る
。
染
付
で
内
外
面
に
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
柄
の
素
地
と
な
る
紬

は
、
灰
白
色
で
、
藍
一
色
で
、
外
面
口
縁
部
直
下
に
二
条
の
線
が
回
わ
り
、
底
部

に
一
条
が
回
り
、
そ
の
間
に
先
の
尖
っ
た
三
角
文
（
鋸
歯
文
）
が
巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
内
面
口
縁
部
に
二
条
の
線
が
回
わ
っ
て
い
る
。
見
込
ゑ
に
は
二
重
円
の
中
に

草
花
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
草
葉
、
茎
、
花
が
鮮
明
で
美
し
い
。
暗
褐
色
粘
質
士

か
ら
出
土
。

第
釘
図
２
は
、
高
台
付
碗
で
あ
る
。
紬
色
は
、
灰
黄
色
で
、
軸
薬
は
高
台
内
及

び
畳
付
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
畳
付
部
外
面
に
細
い
棒
状
様
の
尖
端
で
刺
突

し
て
、
文
様
効
果
を
あ
げ
て
い
る
感
が
あ
る
。
底
径
五
蝿
高
台
基
部
厚
さ
七
“

高
台
の
高
さ
一
・
四
醜
を
測
る
。
高
台
端
部
に
面
取
り
削
り
が
承
ら
れ
る
。
第
Ⅱ

高
台
の
高
さ
一
・
四
醜
を
測
ブ

層
の
鉄
分
集
積
層
か
ら
出
土
。

須
恵
器
系
土
器
（
第
画

外
面
の
調
整
は
タ
タ
キ
、
由
（
第
〃
図
３
）

可
、
内
面
は
刷
毛
目
調
整
が
承
ら
れ
る
須
恵
器
系
の
壷
の

rj

平
底
部
で
あ
る
。
復
元
底
径
は
一
五
“
前
後
で
あ
ろ
う
。
底
部
の
厚
さ
は
約
一
”

で
、
体
部
は
底
部
よ
り
厚
く
一
・
五
”
で
あ
る
。
器
形
は
体
部
上
半
に
最
大
幅
を

も
ち
口
縁
部
が
内
脅
し
、
口
径
一
○
”
前
後
の
壷
で
あ
ろ
う
。
暗
褐
色
粘
質
士
出

土
。

瓦
質
土
器
（
第
〃
図
４
）

平
縁
の
火
鉢
の
口
縁
部
で
あ
る
。
刷
毛
目
に
よ
る
器
面
調
整
後
、
口
唇
部
に
幅

二
’
三
”
の
二
条
の
沈
線
を
巡
ら
せ
、
そ
の
間
に
三
巴
文
の
ス
タ
ン
プ
を
陰
刻
し

て
い
る
。
内
面
口
縁
直
下
に
は
一
条
の
沈
線
が
回
っ
て
い
る
。
休
部
内
外
面
は
刷

毛
目
に
よ
る
調
整
が
み
ら
れ
る
。
胎
士
は
白
灰
色
を
呈
す
る
。
暗
褐
色
粘
質
士
出

土
。

土
錘
（
第
〃
図
５
）

棒
に
粘
土
を
ま
き
つ
け
整
形
を
行
い
焼
い
た
も
の
で
、
管
状
士
錘
で
あ
る
。

欠
損
し
て
い
る
。
最
大
径
一
・
五
蝿
孔
径
三
岬
を
測
る
。
暗
褐
色
粘
質
士
出

土
。

石
製
品
（
第
〃
図
６
．
７
）

６
は
滑
石
製
石
鍋
の
再
利
用
品
と
思
わ
れ
る
。
上
面
、
下
面
そ
れ
に
両
側
面
は

ノ
ミ
状
工
具
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
。
７
は
硬
質
砂
岩
製
の
砥
石
で
あ
る
。
三

面
を
利
用
し
て
い
る
。
暗
褐
色
粘
質
士
出
土
。

ふ
い
ど
の
羽
口
（
第
〃
図
８
）

凝
灰
岩
製
の
ふ
い
ど
の
羽
口
で
円
筒
状
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
で

最
大
長
二
五
蝿
外
径
一
四
・
五
“
内
径
二
・
五
”
を
測
る
。
完
結
部
は
高
熱

を
う
け
て
ガ
ラ
ス
状
化
し
て
い
る
。
褐
色
粘
質
士
出
土
。
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Ａ
地
区
に
は
七
条
の
試
掘
坑
を
設
定
し
た
。
各
試
掘
坑
の
土
層
層
序
は
、
同
一

層
序
を
示
す
の
で
は
な
い
が
、
大
体
に
お
い
て
次
の
層
序
で
あ
っ
た
。

第
１
層
（
耕
作
士
）
、
第
Ⅱ
層
（
鉄
分
集
積
層
）
、
第
Ⅲ
層
（
褐
色
士
又
は
黒

褐
色
士
層
）
、
第
Ⅳ
層
（
黄
灰
色
砂
層
）
、
第
Ｖ
層
（
砂
喋
層
）
・

試
掘
坑

土
師
器
（
第
肥
図
－
１
５
）

Ⅲ
（
－
１
３
）
と
杯
（
４
．
５
）
で
あ
る
。
Ⅲ
は
口
径
八
・
四
噸
’
九
・
四
“

の
も
の
で
あ
り
、
底
径
六
・
四
“
’
七
蝿
器
高
一
。
五
“
’
二
・
一
面
の
も
の

で
あ
る
。
底
部
は
糸
切
り
離
し
法
で
あ
り
、
や
や
上
げ
底
を
呈
す
る
。
底
部
の
厚

さ
に
対
し
て
体
部
の
厚
さ
は
薄
い
。
口
縁
部
は
や
や
外
反
気
味
（
－
．
３
）
と
わ

ず
か
に
内
簿
気
味
（
２
）
の
二
種
で
あ
る
。

杯
（
４
．
５
）
は
口
径
二
流
前
後
、
底
径
八
哩
器
高
三
・
五
”
程
度
で
あ

る
。
４
の
底
部
は
厚
く
、
口
縁
部
は
直
線
的
で
あ
る
。
５
は
器
厚
は
厚
い
。
底
部

は
糸
切
り
離
し
法
で
あ
る
。

こ
れ
ら
土
師
器
の
器
面
調
整
は
、
体
部
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
お
よ
び
内
底

部
は
ナ
デ
が
あ
る
。
淡
灰
褐
色
を
呈
す
る
。
第
Ⅲ
層
の
黒
褐
色
土
層
か
ら
出
土
。

須
恵
器
系
土
器
（
第
銘
図
６
）

底
部
は
平
底
で
、
や
や
外
反
し
な
が
ら
胴
部
に
延
び
、
体
部
上
部
あ
た
り
か
ら

内
脅
し
、
口
縁
部
に
至
る
。
須
恵
器
系
の
壷
と
考
え
ら
れ
る
。
器
厚
は
厚
い
。
外

面
は
叩
き
が
み
ら
れ
、
色
調
は
灰
白
色
を
呈
す
る
。
復
元
底
径
ご
耐
。

磁
器
（
第
兇
図
７
１
８
）

青
磁
碗
の
無
文
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
７
は
口
縁
を
わ
ず
か
に
外
反
す
る
も
の

で
あ
る
。
粕
色
は
灰
色
が
か
っ
た
緑
色
で
、
胎
土
は
白
濁
色
を
呈
す
る
。
８
は
平

㈲
Ａ
地
区
よ
り
出
土
し
た
遺
物

②

縁
の
口
縁
部
片
で
あ
る
。
粕
色
は
青
色
で
、
施
薬
は
一
”
程
度
施
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
は
白
色
で
あ
る
。
第
Ⅲ
層
の
黒
褐
色
土
層
か
ら
出
土
。

土
錘
（
第
肥
図
９
）

漁
網
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
管
状
士
錘
で
あ
る
。
棒
状
土
錘
の
最
大
長

五
蝿
最
大
径
一
・
三
唖
孔
径
三
”
を
測
る
。

－
１
９
は
第
Ⅲ
層
の
黒
褐
色
士
層
出
土
。
（
図
版
卵
・
－
１
６
）

切
落
し
部

西
外
濠
南
側
切
落
し
部
出
土
遺
物
は
土
師
器
・
磁
器
・
陶
器
。
石
製
品
で
あ
っ

た
。
（
図
版
卵
・
７
１
川
）

遺
構
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
切
落
し
は
砂
牒
層
を
人
工
に
よ
り
切
割
し
て
、

構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
砂
篠
層
の
上
部
に
黄
灰
色
砂
層
（
Ⅳ
層
）
、
褐
色
士
層

（
Ⅲ
層
）
、
鉄
分
集
積
層
（
Ⅱ
層
）
、
耕
作
士
（
Ｉ
層
）
が
堆
積
し
て
い
る
。
遺

物
は
第
Ⅱ
層
ｌ
Ⅳ
層
に
か
け
て
出
土
し
た
。

第
肥
図
旧
Ｉ
Ｅ
は
磁
器
で
あ
る
。
川
は
、
無
文
の
青
磁
碗
で
、
口
径
二
・
二

唖
底
径
四
・
六
哩
器
高
七
“
を
測
る
。
高
台
の
高
さ
一
”
で
低
く
、
高
台
基

部
の
厚
さ
四
”
を
測
り
安
定
し
た
感
じ
で
あ
る
。
底
部
の
器
厚
は
体
部
の
器
厚
と

比
べ
て
肉
厚
で
あ
る
。
調
整
は
内
面
と
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
外
面
胴
下
半
部
は

箆
削
り
で
あ
る
。
軸
色
は
、
淡
青
白
色
で
、
全
体
に
薄
く
施
紬
し
て
い
る
が
、
畳

付
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
刑
は
外
体
部
に
蓮
弁
が
あ
り
、
弁
幅
は
や
や
広
め

で
、
弁
先
は
丸
目
で
弁
中
央
が
盛
り
あ
が
っ
た
鏑
手
の
も
の
で
あ
る
。
軸
色
は
黄

味
が
か
っ
て
い
る
。
吃
は
白
磁
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
口
縁
部
の
形
態
は
や

や
内
簿
し
な
が
ら
延
び
る
体
部
を
口
縁
部
で
引
き
上
げ
て
、
外
反
さ
せ
て
い
る
。

紬
色
は
乳
白
色
を
呈
し
、
胎
土
は
灰
白
色
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
青
磁
・
白
磁
は
第
Ⅳ
層
黄
灰
色
砂
層
上
面
か
ら
出
土
し
た
。

ご
け

喝
は
碁
笥
底
を
呈
す
る
青
磁
大
皿
で
あ
ろ
う
か
。
底
径
六
”
、
軸
色
は
淡
青
白
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色
で
、
紬
薬
は
厚
い
。
胎
土
は
黄
灰
色
を
呈
す
る
。
第
Ⅱ
層
か
ら
出
土
。
Ｍ
は
染

付
陶
器
碗
で
あ
る
。
口
径
一
四
蝿
底
径
四
哩
器
高
四
”
を
測
る
。
波
状
口
縁

を
有
す
る
碗
で
あ
る
。
体
部
上
半
と
口
縁
の
境
に
は
稜
線
を
も
ち
、
全
体
的
に
外

反
す
る
。
図
柄
の
素
地
と
な
る
紬
は
茶
灰
白
色
で
、
内
面
に
黒
褐
色
一
色
で
茎
・

草
葉
状
文
を
描
い
て
い
る
。
施
粕
は
高
台
部
か
ら
胴
部
下
半
に
は
施
さ
れ
て
い
な

い
。
内
面
に
は
全
面
施
紬
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅱ
層
の
鉄
分
集
積
層
か
ら
出
土
。

崎
は
硬
質
砂
岩
製
の
砥
石
で
あ
る
。
四
面
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
八
蝿

幅
六
蝿
厚
三
”
を
測
る
。
第
Ⅱ
層
か
ら
出
土
。

第
三
期
の
建
造
物
構
築
面
の
士
層
層
序
を
示
す
と
、
第
１
層
耕
作
士
、
第
Ⅱ
層

鉄
分
集
積
層
、
第
Ⅲ
層
盛
土
の
褐
色
士
な
い
し
黒
褐
色
土
層
、
第
Ⅳ
層
黄
灰
色
砂

層
、
第
Ｖ
層
砂
牒
層
で
あ
る
。
建
造
物
は
第
Ⅲ
ｌ
Ⅳ
層
上
面
に
構
築
さ
れ
て
い

た
。

出
土
遺
物
は
こ
の
第
Ⅲ
ｌ
Ⅳ
層
中
か
ら
で
あ
っ
た
。
土
師
器
、
磁
器
、
陶
器
、

瓦
質
土
器
そ
れ
に
士
錘
で
あ
る
。
（
図
版
馴
・
塊
）

土
師
器
（
第
駒
図
－
１
旧
）

皿
（
－
１
７
）
と
杯
（
８
１
昭
）
で
第
Ⅳ
層
黄
灰
色
砂
層
上
面
か
ら
出
土
し
た
。

皿
は
口
径
七
・
五
”
’
九
”
の
も
の
で
あ
る
。
体
部
と
口
縁
部
の
つ
く
り
に
若

干
の
差
が
み
ら
れ
る
。
１
．
２
．
４
．
９
は
薄
手
で
外
反
し
口
縁
部
の
つ
く
り
に

若
干
の
差
が
ゑ
ら
れ
る
。
－
．
２
．
４
．
６
は
薄
手
で
外
反
し
口
縁
端
に
丸
味
が

あ
る
。
３
．
５
は
、
薄
手
で
は
あ
る
が
内
脅
気
味
で
あ
る
。
７
は
前
述
の
も
の
と

や
や
異
な
り
、
体
部
が
薄
い
。

㈱
盛
土
よ
り
出
土
し
た
遺
物

、

８
１
個
は
、
帽
を
除
い
て
口
径
一
二
・
一
雨
’
一
三
・
二
蝿
底
径
八
”
’
九

蝿
器
高
二
・
八
”
’
三
・
八
“
の
も
の
で
あ
る
。
全
体
的
に
体
部
の
器
厚
は
薄

い
。
口
縁
部
が
直
線
的
（
８
．
吃
・
旧
）
、
や
や
外
反
気
味
（
９
．
Ⅲ
）
の
も

の
、
や
や
内
簿
気
味
（
Ⅲ
。
Ｍ
）
の
も
の
が
あ
る
。
川
の
底
部
器
厚
は
他
と
比
べ

て
、
と
く
に
薄
い
。

以
上
の
皿
・
杯
は
、
胎
土
に
微
砂
を
含
有
し
、
体
部
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面

お
よ
び
内
底
部
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
底
部
の
切
り
離
し
は
糸
切
り
で
あ
る
。
色

調
は
淡
茶
灰
色
を
呈
す
る
。

磁
器
（
第
印
図
肥
１
羽
）

Ｍ
１
羽
（
恥
を
除
く
）
は
青
磁
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ⅳ
’
五
は
碗
で
あ
る
。

Ｍ
１
羽
は
体
部
外
面
に
蓮
弁
が
あ
り
、
弁
幅
は
広
く
弁
先
は
尖
り
、
弁
中
央
が

盛
り
上
っ
た
錦
手
の
も
の
で
あ
る
。
粕
色
は
黄
味
が
か
っ
た
緑
色
で
、
胎
士
は
灰

白
色
を
呈
す
る
。

仰
’
五
は
無
文
の
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
口
縁
部
が
外
反
す
る
も
の
（
加

）
、
内
湾
す
る
も
の
（
仰
）
、
平
縁
状
を
呈
す
る
も
の
（
訓
・
皿
）
が
あ
る
。
紬

色
は
黄
緑
色
で
、
納
薬
は
別
・
〃
に
厚
く
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
士
は
灰
白
色
で
あ

る
。
Ｐ
の
復
元
口
径
一
三
・
八
蝿
加
は
復
元
口
径
一
四
蝿
訓
は
復
元
口
径
一

三
・
一
雨
前
後
で
あ
ろ
う
。

錫
・
別
は
高
台
付
底
部
片
で
あ
る
。
羽
の
見
込
み
に
は
草
花
文
が
描
か
れ
て
い

る
。
施
紬
は
高
台
内
お
よ
び
畳
付
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

乃
は
、
底
径
七
”
前
後
の
無
高
台
の
皿
で
あ
る
。
や
や
上
げ
底
を
呈
す
る
。
見

込
承
に
紬
線
の
円
圏
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
内
部
に
細
く
櫛
描
き
に
よ
り
雷
光
状
文

と
三
葉
の
草
花
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
口
径
一
○
蝿
底
径
三
蝿
器
高
一
読
を

測
る
。
軸
色
は
や
や
茶
色
気
味
の
緑
色
を
呈
し
、
胎
土
は
灰
白
色
で
あ
る
。

刀
は
平
形
合
子
の
蓋
で
あ
る
。
復
元
口
径
六
・
四
唖
器
高
一
・
六
”
を
測
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る
。
天
井
部
に
八
本
の
沈
線
が
放
射
状
に
走
り
、
中
心
部
に
花
形
文
の
型
抜
文
様

が
あ
る
。
胎
士
は
灰
色
で
、
紬
色
は
黄
色
気
味
の
緑
色
を
呈
し
光
沢
が
あ
る
。
第

Ⅲ
層
黒
褐
色
士
層
よ
り
出
士
。

羽
は
平
形
合
子
の
身
で
あ
る
。
口
縁
部
は
蓋
受
の
立
ち
上
り
が
あ
り
、
底
部
は

上
げ
底
状
で
あ
る
。
側
面
に
は
菊
座
形
の
型
抜
文
様
が
あ
る
。
施
紬
は
内
面
と
口

縁
部
の
一
部
に
行
わ
れ
、
紬
色
は
淡
い
青
白
色
を
呈
す
る
。
胎
士
は
灰
白
色
で
あ

る
。
口
径
四
・
五
哩
器
高
一
・
八
“
を
測
る
。

泌
は
白
磁
の
皿
で
、
口
端
部
は
粕
の
か
か
ら
な
い
ロ
ハ
ゲ
状
を
呈
す
る
。
器
厚

は
全
体
に
薄
く
、
口
縁
は
外
反
す
る
。
内
底
部
に
は
圏
線
状
の
沈
線
が
あ
る
。
外

底
部
に
は
紬
が
か
か
ら
ず
黄
褐
色
の
露
胎
で
刷
毛
目
痕
を
有
す
る
。
紬
色
は
青
白

色
を
呈
す
る
。
口
径
一
五
蝿
器
高
一
・
八
”
を
測
る
。

刀
を
除
く
青
磁
は
第
Ⅳ
層
黄
灰
色
砂
層
上
面
か
ら
出
土
し
た
。

－
（
第
帥
図
）
は
、
碗
胴
部
片
と
思
わ
れ
る
青
磁
で
、
外
面
に
は
唐
草
文
が
描

か
れ
て
い
る
。
紺
色
は
黒
ず
ん
だ
青
白
色
で
あ
る
。

陶
器
（
第
帥
図
２
１
６
，
８
）

２
の
紬
色
は
青
白
色
を
呈
し
、
胎
土
は
白
色
で
施
薬
は
外
底
部
に
は
施
さ
れ
て

い
な
い
。
内
面
に
は
箆
に
よ
る
草
花
が
削
り
出
さ
れ
て
い
る
。
高
台
付
小
皿
か
。

３
は
染
付
塊
で
あ
る
。
底
径
四
”
。
器
形
は
高
台
部
か
ら
体
部
下
半
で
内
脅
し

そ
の
ま
ま
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
な
が
ら
口
縁
部
へ
と
続
く
。
図
柄
の
素
地
と
な
る

紬
は
淡
青
白
色
で
、
外
面
に
薄
藍
一
色
で
草
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
体
部
下
半
に

一
条
の
線
が
巡
り
そ
の
上
部
に
濃
淡
に
よ
っ
て
草
花
が
描
れ
て
い
る
。
高
台
部
に

４
は
獣
面
脚
で
あ
る
。
鼻
の
大
き
い
獅
子
の
よ
う
な
面
を
し
て
い
る
。
胎
士
は

灰
白
色
を
呈
し
、
紬
色
は
淡
灰
白
色
で
、
内
側
に
は
暗
い
緑
色
と
淡
青
色
で
細
い

線
と
草
葉
状
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
Ⅲ
層
の
盛
土
の
黒
褐
色
土
層
よ
り
出

も
こ
条
の
線
が
巡
っ
て
い
る
。
胎
土
は
灰
白
色
を
呈
す
る
。

Ｊ
ｒ
、

⑨

土
。
５
．
６
染
付
塊
で
あ
る
。
両
方
と
も
同
器
形
で
同
文
様
で
あ
る
。
口
径
一
三
・

四
唖
底
径
四
・
六
哩
器
高
四
・
五
”
を
測
る
。
器
形
は
高
台
部
か
ら
内
脅

し
、
口
縁
部
は
外
反
す
る
塊
で
あ
る
。
図
柄
の
素
地
と
な
る
紬
は
暗
い
灰
色
で
、

体
部
内
外
面
に
藍
一
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
内
面
文
様
は
口
縁
部
に
一
条
の
線
が

巡
り
、
胴
部
に
一
’
二
条
の
線
を
描
き
、
そ
の
中
に
階
を
大
き
く
開
き
、
上
方
を

向
い
た
鳥
が
長
い
尾
を
立
て
て
描
か
れ
て
い
る
。
外
面
に
は
口
縁
部
に
一
条
の
線

が
巡
っ
て
い
る
。
第
Ⅲ
層
出
土
。

８
は
湯
呑
茶
塊
で
あ
る
。
紬
は
二
度
か
け
ら
れ
て
い
る
。
黒
褐
色
の
紬
薬
の
上

に
、
口
縁
部
の
内
外
に
青
灰
白
色
の
粕
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
口
径
八
・
四
蝿

器
高
五
・
六
”
を
測
る
。
第
Ⅱ
層
の
鉄
分
集
積
層
出
土
。

瓦
質
土
器
（
第
帥
図
７
）

７
は
瓦
器
の
裡
鉢
の
口
縁
部
片
で
あ
る
。
口
径
三
○
“
前
後
に
な
ろ
う
か
。
内

外
面
は
刷
毛
目
が
承
ら
れ
る
。

土
錘
（
第
釦
図
９
１
Ⅱ
）

９
．
Ⅲ
．
Ｅ
は
棒
状
を
呈
す
る
土
錘
で
、
川
は
紡
錘
形
を
呈
す
る
。
端
部
が
破

損
し
て
い
る
。
９
は
最
大
長
七
蝿
最
大
径
一
・
八
哩
孔
径
三
郷
を
測
る
。
、

の
最
大
長
四
・
三
蝿
最
大
径
一
・
六
哩
孔
径
三
”
を
測
る
。
器
面
は
摩
滅

し
、
色
調
は
淡
灰
白
色
で
あ
る
。
第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
の
上
面
か
ら
出
土
。

切
落
し
下
面
に
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
し
、
こ
の
砂
層
上
に
集
石
群
も
し
く
は
石

敷
状
遺
構
が
在
る
。
こ
の
面
を
広
場
と
解
し
た
が
、
こ
の
広
場
面
か
ら
の
出
土
遺

物
は
土
師
器
、
磁
器
、
須
恵
器
系
土
器
そ
れ
に
石
製
品
で
あ
っ
た
（
図
版
品
）

㈲
広
場
よ
り
出
土
し
た
遺
物
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る
。
勅
色
・
胎
士
と
も
６
１
８
と
同
様
で
あ
る
。

Ⅲ
１
Ｍ
は
青
磁
碗
の
高
台
付
底
部
で
あ
る
。
Ⅱ
は
底
部
で
器
厚
は
厚
く
、
一
・

七
唖
高
台
の
高
さ
一
哩
畳
付
部
は
丸
味
を
帯
び
て
い
る
。
吃
、
旧
の
高
台
は

低
く
、
畳
付
は
水
平
で
あ
る
。
紬
色
は
朽
葉
色
を
呈
し
、
胎
士
は
白
濁
色
で
、
紬

薬
は
高
台
内
お
よ
び
畳
付
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

須
恵
器
系
土
器
（
第
引
図
旧
・
Ⅳ
）

崎
は
口
縁
が
「
く
」
の
字
状
を
呈
し
た
蕊
形
土
器
で
あ
る
。
器
面
調
整
は
、
口

縁
部
内
外
面
は
刷
毛
目
が
承
ら
れ
、
体
部
外
面
は
タ
タ
キ
が
承
ら
れ
る
。
色
調
は

こ
れ
ら
の
遺
物
は
す
べ
て
第
Ⅲ
層
の
褐
色
士
層
’
第
Ⅳ
層
の
黄
灰
色
砂
層
上
面

か
ら
出
土
し
た
。

土
師
器
（
第
創
図
１
１
５
）

皿
の
細
片
も
出
土
し
た
が
復
元
で
き
ず
、
杯
の
承
図
示
し
た
。
５
点
の
杯
の
口

径
は
一
○
”
’
一
四
・
五
蝿
器
高
三
。
一
”
’
四
”
の
も
の
で
あ
る
。

－
は
口
径
に
比
し
て
器
高
が
高
い
。
底
部
の
器
厚
は
厚
い
。
２
．
３
の
口
縁
部

の
器
厚
は
薄
く
、
２
の
底
部
は
凹
凸
し
て
い
る
。
４
は
や
や
内
轡
す
る
口
縁
を
有

し
、
５
は
－
．
２
．
３
と
同
様
に
口
縁
部
は
直
線
的
で
あ
る
。

以
上
の
杯
は
胎
土
に
微
砂
を
含
永
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
底
部
は
ナ
デ
調
整

で
あ
る
。
底
部
の
切
り
離
し
は
糸
切
り
で
あ
る
。
胎
土
は
茶
灰
色
を
呈
す
る
。

磁
器
（
第
飢
図
６
１
Ｍ
）

６
１
８
は
青
磁
碗
の
口
縁
部
片
で
あ
る
。
口
縁
部
は
外
反
し
、
外
面
に
沈
線
と

削
り
出
し
に
よ
る
蓮
弁
を
有
す
る
。
弁
幅
は
や
や
広
め
で
弁
中
央
は
盛
り
上
っ
て

い
る
。
弁
先
端
は
や
や
尖
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
融
色
は
や
や
黄
色
を
帯
び
た
朽
葉

色
を
呈
し
、
胎
士
は
白
濁
色
で
あ
る
。
６
の
復
元
口
径
は
一
六
”
を
測
る
。

９
．
川
は
青
磁
碗
の
口
縁
部
で
無
文
で
あ
る
。
９
は
底
部
か
ら
内
脅
し
な
が
ら

口
縁
部
へ
と
延
び
、
急
に
外
反
す
る
。
旧
の
口
縁
部
は
直
線
的
に
外
反
し
て
い

ユ

東
外
濠
の
東
側
と
堤
防
の
北
側
に
か
け
て
出
土
し
た
遺
物
は
土
師
器
、
磁
器
、

そ
れ
に
石
製
品
で
あ
っ
た
（
第
塊
図
Ⅲ
ｌ
喝
図
版
別
。
－
１
４
）
・
す
べ
て
第

Ⅱ
層
の
鉄
分
集
積
層
と
第
Ⅲ
層
の
褐
色
土
層
か
ら
出
土
し
た
。
土
師
器
は
皿
、
杯

の
細
片
で
図
示
で
き
な
か
っ
た
。

川
は
青
磁
碗
片
で
、
外
反
す
る
口
縁
部
を
も
つ
。
外
体
部
に
は
蓮
弁
が
あ
り
、

弁
幅
は
や
や
広
め
で
、
弁
中
央
が
盛
り
上
っ
た
錦
手
の
も
の
で
あ
る
。
紬
色
は
暗

灰
色
を
呈
し
て
い
る
。
口
径
一
七
“
を
測
る
。

〃
の
内
外
面
の
色
調
は
灰
黒
色
で
、
胎
土
は
暗
褐
色
を
呈
す
る
壷
形
土
器
で
あ

る
。
調
整
は
外
面
は
タ
タ
キ
で
、
そ
の
上
を
ナ
デ
て
い
る
。
内
面
に
は
櫛
状
具
に

よ
っ
て
横
斜
の
粗
い
擦
痕
が
ゑ
ら
れ
る
。

瓦
質
土
器
（
第
引
図
肥
・
旧
）

復
元
口
径
一
九
’
二
○
翌
別
後
の
瓦
質
の
火
鉢
と
考
え
ら
れ
る
。
口
縁
部
は
内

傾
し
て
い
る
。
調
整
は
内
外
面
と
も
ナ
デ
が
承
ら
れ
る
。
器
厚
は
厚
く
二
・
五
”

を
測
る
。
胎
士
は
灰
白
色
を
呈
し
、
色
調
は
灰
色
で
あ
る
。

旧
は
火
鉢
の
口
縁
部
片
で
あ
る
。
色
調
は
明
褐
色
で
、
胎
士
は
灰
色
を
呈
す

る
。
口
縁
部
は
「
く
」
の
字
状
を
呈
し
、
体
部
上
部
に
貼
り
つ
け
突
帯
が
み
ら
れ

る
。
口
縁
部
外
面
直
下
に
梅
花
文
状
の
押
印
文
が
ゑ
ら
れ
る
。

石
製
品
（
第
創
図
Ｗ
）

滑
石
製
石
鍋
の
口
縁
部
片
で
あ
る
。
内
外
面
と
も
ノ
ミ
状
工
具
に
よ
っ
て
調
整

さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
内
面
は
滑
ら
か
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
復
元
口
径
二

○
翌
別
後
と
な
ろ
う
。

㈹
Ｃ
地
区
よ
り
出
土
し
た
遺
物
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堤
防
構
築
状
態
を
知
る
た
め
川
原
石
を
除
去
し
、
堤
防
の
基
礎
部
の
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
際
検
出
さ
れ
た
遺
物
は
土
師
器
、
磁
器
、
瓦
質
土
器
、
そ
れ
に
陶
器

で
あ
っ
た
（
第
塊
図
Ｍ
１
〃
・
図
版
別
・
５
１
７
）
。

Ｍ
は
土
師
器
の
杯
で
、
口
径
一
三
蝿
底
径
八
・
八
“
器
高
三
・
三
恥
を
測

る
。
口
縁
部
は
外
反
す
る
。
閲
は
青
磁
碗
口
縁
部
片
で
体
部
外
面
に
蓮
弁
を
有
す

る
。
弁
幅
は
や
や
広
め
で
弁
中
央
が
盛
り
上
っ
た
錦
手
の
も
の
で
あ
る
。
弁
先
端

は
や
や
尖
っ
て
い
る
。
復
元
口
径
一
五
。
八
恥
を
測
る
。
肥
は
瓦
質
の
火
鉢
の
体

部
下
半
部
片
で
あ
る
。
〃
は
陶
器
の
お
ろ
し
皿
で
あ
る
。
内
面
は
黄
色
味
が
か
っ

た
青
白
色
の
軸
が
か
か
っ
て
い
る
。
内
底
部
に
は
格
子
目
状
の
条
溝
が
刻
ま
れ
て

い
る
。Ｍ

１
肥
は
堤
防
構
築
の
石
積
承
中
か
ら
出
土
し
、
〃
は
堤
防
直
上
か
ら
出
土
し

緑
色
で
胎
士
は
灰
色
を
呈
す
る
。

川
は
須
恵
器
系
の
謹
口
縁
部
で
あ
る
。
口
縁
が
外
に
張
り
出
て
、
「
く
」
の
字

状
を
呈
し
て
い
る
。
口
縁
部
内
外
面
は
刷
毛
目
痕
が
ゑ
ら
れ
、
体
部
外
面
は
タ
タ

キ
に
よ
る
調
整
で
あ
る
。
内
外
面
と
も
灰
色
を
呈
す
る
。

ｕ
は
瓦
質
壷
で
あ
る
。
復
元
底
径
一
四
翌
別
後
と
な
ろ
う
。
底
面
は
箆
切
り
の

あ
と
ナ
デ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
さ
れ
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ

ス
》
ｏ

旧
は
滑
石
製
石
鍋
片
の
加
工
品
で
あ
る
。
方
形
の
こ
ぶ
状
把
手
を
も
つ
石
鍋
片

の
内
面
下
半
を
、
ノ
ミ
状
工
具
に
よ
っ
て
削
り
、
そ
の
上
を
粗
い
研
磨
で
消
し
て

い
る
。
把
手
下
に
外
面
か
ら
あ
け
ら
れ
た
一
孔
を
有
す
る
。

㈹
堤
防
よ
り
出
土
し
た
遺
物

昭
和
五
○
年
暮
、
橋
本
氏
宅
新
築
の
基
礎
工
事
の
際
出
土
し
た
も
の
（
第
〃
図

－
１
．
８
図
版
別
。
８
１
Ⅲ
）
と
、
昭
和
二
六
年
開
田
工
事
の
際
発
見
さ
れ
た
も

の
（
９
．
Ⅲ
）
で
あ
る
。

－
．
２
は
土
師
器
の
皿
で
、
胎
土
に
微
砂
を
含
象
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
内
底
部

の
切
り
離
し
は
糸
切
り
で
、
や
や
上
げ
底
状
を
呈
し
、
ほ
と
ん
ど
淡
茶
灰
色
を
呈

す
る
。
３
は
青
磁
の
高
台
付
碗
の
庇
部
で
あ
る
。
内
底
部
に
草
花
文
を
描
く
。
紬

色
は
黄
色
味
が
か
っ
た
緑
色
を
呈
し
、
胎
士
は
白
濁
色
で
あ
る
。
底
径
五
・
五
師

を
測
る
。
４
１
５
は
陶
器
の
紅
皿
で
あ
る
。
外
面
は
貝
殻
肋
状
を
呈
す
る
。
粕
は

白
色
で
あ
る
。
口
径
四
・
三
蝿
器
高
一
・
五
”
を
測
り
、
上
げ
底
状
で
あ
る
。

６
は
土
師
質
の
火
鉢
口
縁
部
で
あ
る
。
口
唇
に
三
巴
文
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。
７

は
高
台
を
有
す
る
湯
呑
承
で
あ
る
。
外
面
の
口
縁
部
か
ら
体
部
上
半
ま
で
淡
緑
色

の
粕
が
か
か
っ
て
い
て
、
軸
の
流
れ
が
承
ら
れ
る
。
内
面
は
明
黄
褐
色
の
紬
が
全

面
に
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
黄
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
８
は
瓦
質
の
片
口
裡

鉢
で
あ
る
。
外
面
に
粗
い
櫛
状
の
条
痕
が
承
ら
れ
る
。
９
は
白
磁
碗
の
完
形
品
で

あ
る
。
口
径
一
七
・
四
蝿
底
径
六
・
一
両
、
器
高
六
・
八
”
を
測
る
。
や
や
内

脅
し
な
が
ら
延
び
る
胴
部
を
口
縁
部
で
引
き
上
げ
て
口
端
部
を
水
平
に
お
さ
め
て

い
る
。
高
台
の
高
さ
一
・
三
唖
高
台
基
部
の
厚
さ
九
蝿
畳
付
は
水
平
に
近
い
。

高
台
の
削
り
出
し
が
深
く
、
胴
部
へ
の
移
行
点
に
小
さ
な
段
を
有
す
る
。
内
底
面

近
く
に
沈
線
に
よ
る
圏
線
を
有
す
る
。
調
整
は
体
部
上
半
は
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
は

箆
削
り
で
あ
る
。
粕
色
は
乳
白
色
で
、
軸
薬
は
高
台
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

た
。

㈹
土
塁
内
よ
り
出
土
し
た
遺
物
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冊
は
青
磁
皿
の
完
形
品
で
あ
る
。
口
径
一
○
・
一
扉
、
底
径
三
・
五
哩
器
高
二

・
四
”
を
測
る
。
や
や
上
げ
底
で
、
口
縁
部
は
底
部
か
ら
直
接
立
ち
上
が
り
、
中

途
で
稜
を
な
し
て
い
る
。
身
込
承
に
は
箆
に
よ
っ
て
沈
線
に
よ
る
圏
線
と
魚
草
文

が
み
ら
れ
る
。
純
色
は
暗
緑
色
を
呈
し
、
軸
薬
は
外
底
部
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

底
面
は
箆
削
り
で
あ
る
。

出
土
遺
物
に
つ
い
て
、
各
遺
構
別
、
層
位
別
に
概
観
し
て
き
た
。
各
遺
構
の
年

代
を
推
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
種
の
特
徴
を
持
つ
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
の
で

検
討
し
て
み
た
い
。

東
外
濠
、
西
外
濠
そ
れ
に
切
落
し
部
に
囲
ま
れ
た
範
囲
に
、
第
一
期
お
よ
び
第

二
期
の
建
築
物
の
掘
立
柱
穴
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
柱
穴
構
築
面
お
よ
び
柱

穴
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
土
師
器
、
中
国
輸
入
磁
器
、
国
産
陶
器
、
瓦
質
の

裡
鉢
、
土
師
質
火
鉢
、
土
錘
そ
れ
に
滑
石
製
品
と
砥
石
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
遺

物
が
第
一
期
あ
る
い
は
第
二
期
の
建
築
物
に
伴
う
も
の
か
嘆
遺
構
が
重
複
し
て

い
た
の
で
判
然
と
し
な
い
。
土
師
器
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
宰
府
史
跡
第
三
三
次

註
１調
査
の
所
見
に
よ
る
と
、
溝
Ｓ
Ｄ
６
０
５
の
第
Ⅳ
層
か
ら
「
貞
応
三
年
（
一
二
二

四
）
」
銘
木
札
が
出
土
し
、
共
伴
し
た
土
師
器
（
皿
、
杯
）
と
館
跡
出
土
の
土
師

器
は
類
似
し
て
お
り
、
一
三
世
紀
前
半
代
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

輸
入
磁
器
は
青
磁
碗
と
白
磁
Ⅲ
そ
れ
に
合
子
で
あ
る
。
青
磁
碗
の
大
部
分
は
、

外
部
に
蓮
弁
が
あ
り
、
弁
中
央
が
盛
り
あ
が
っ
た
鏑
手
の
も
の
で
あ
る
。
南
宋
期

註
２

の
漸
江
省
竜
泉
窯
系
青
磁
で
一
三
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る
と
い
う
。
少
量
で
は

あ
る
が
、
無
文
で
紬
調
、
器
形
か
ら
み
て
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
と
見
ら
れ
る
青
磁
碗

②
出
土
遺
物
に
つ
い
て

、
八
画

も
出
土
し
た
。
ま
た
身
込
象
に
草
花
文
を
描
出
し
た
福
建
省
同
安
窯
系
の
碗
も
承

ら
れ
る
。
青
磁
で
は
碗
の
承
が
出
土
し
皿
は
皆
無
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
白
磁
で

は
碗
は
皆
無
で
皿
の
み
が
出
土
し
た
。
皿
は
い
わ
ゆ
る
ロ
ハ
ゲ
を
呈
す
る
も
の
で

あ
る
。
合
子
は
江
西
省
の
景
徳
鎮
窯
系
影
青
で
あ
る
。

土
師
器
と
磁
器
に
つ
い
て
承
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
物
の
年
代
差
は
認
め
が

た
く
、
第
一
期
と
第
二
期
の
建
築
物
の
構
築
時
期
は
、
さ
ほ
ど
へ
だ
た
り
の
な
い

時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

土
器
溜
は
第
二
期
建
築
物
期
の
所
産
で
あ
り
、
出
土
遺
物
は
土
師
器
と
青
磁
の

細
片
で
あ
っ
た
。
土
師
器
は
柱
穴
構
築
面
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
一

器
形
の
Ⅱ
と
杯
で
あ
り
、
青
磁
に
つ
い
て
承
る
と
、
高
台
付
無
文
の
碗
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
遺
物
は
柱
穴
構
築
面
出
土
遺
物
と
同
様
に
一
三
世
紀
前
半
代
に
比
定
さ

れ
よ
う
。

東
西
両
外
濠
は
第
二
構
築
期
に
構
築
さ
れ
、
第
三
建
築
物
構
築
期
に
も
再
度
外

濠
と
し
て
機
能
を
果
し
て
い
る
。
第
二
期
の
濠
の
埋
没
は
、
球
磨
川
の
洪
水
・
氾

濫
に
起
因
す
る
黄
灰
色
砂
層
堆
積
期
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
灰
色
砂
層
は
東
西
両
外

濠
に
も
堆
積
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
第
三
建
築
物
構
築
期
に
再
度
外
濠
の
機
能
化
を

は
か
る
た
め
黄
灰
色
砂
層
は
排
土
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
両
外
濠
に
は
黄
灰
色

砂
層
の
厚
層
堆
積
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
他
の
遺
構
で
は
黄
灰
色
砂
層
中
に
は

遺
物
の
出
土
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
短
期
間
に
黄
灰
色
砂
層
は
堆
積
・

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
建
築
物
構
築
存
続
期
間
は
、
柱
穴
構
築
面
出
土
の

土
師
器
、
磁
器
に
つ
い
て
承
る
か
ぎ
り
、
短
期
間
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

東
外
濠
の
濠
内
出
土
遺
物
を
承
る
と
、
濠
底
に
近
い
土
層
か
ら
士
師
器
の
皿
、

杯
、
青
磁
の
皿
、
内
面
に
蓮
弁
の
文
様
が
描
か
れ
た
青
磁
碗
、
ロ
ハ
ゲ
の
白
磁

皿
、
瓦
質
の
火
鉢
、
瓦
質
の
播
鉢
、
ふ
い
ど
の
羽
口
そ
れ
に
鉄
津
で
あ
っ
た
。
青

磁
の
Ⅱ
、
碗
は
南
宋
期
の
竜
泉
窯
系
で
あ
る
。
土
師
器
お
よ
び
青
磁
は
前
述
し
た

－102－



西
外
濠
の
遺
物
出
土
状
況
か
ら
、
第
三
建
築
物
構
築
期
の
外
濠
の
埋
没
は
、
一

七
世
紀
前
半
（
江
戸
時
代
初
期
）
頃
と
考
え
ら
れ
、
濠
の
機
能
は
終
え
た
と
思
わ

れ
る
。切

落
し
部
に
洪
水
・
氾
濫
に
よ
っ
て
、
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
し
そ
の
後
第
三
期

の
建
築
物
が
構
築
さ
れ
た
。
盛
土
お
よ
び
広
場
面
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
第
三
建

築
物
構
築
期
以
後
の
遺
物
で
あ
る
。

盛
土
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
な
か
で
、
土
師
器
の
Ⅲ
、
杯
、
青
磁
の
碗
、
皿
、

白
磁
の
皿
、
景
徳
鎮
窯
の
影
青
の
合
子
、
そ
れ
に
瓦
質
の
握
鉢
は
、
第
一
建
築
物

構
築
面
お
よ
び
第
二
建
築
物
構
築
面
か
ら
、
同
器
種
、
同
器
形
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
第
二
建
築
物
構
築
終
末
期
と
、
第
三
建
築
物
構
築
開
始
期
に
年

代
差
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
黄
灰
色
砂
層
堆
積
直
後
第
三
期
の
開
始
を

註
７

意
味
す
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
の
外
に
、
高
麗
青
磁
（
第
帥
図
－
）
、
有
田
系
染
付

碗
（
第
㈹
図
３
）
、
明
代
の
染
付
碗
（
第
㈹
図
５
．
６
）
が
出
土
し
、
そ
れ
に
地

註
３

大
宰
府
史
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
東
外
濠
構
築
は
一
三
世
紀
前
半
代
に
比
定
し

て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
濠
埋
没
後
の
堆
積
士
で
あ
る
褐
色
士
層
か

註
４
注
５

ら
、
明
代
の
青
磁
壷
口
縁
部
片
、
有
田
系
染
付
碗
が
出
土
し
た
。

西
外
濠
出
土
遺
物
は
、
暗
褐
色
粘
質
土
層
か
ら
青
磁
碗
、
Ⅱ
、
須
恵
器
系
の
壷
、

瓦
質
の
火
鉢
、
砂
岩
製
砥
石
等
が
出
土
し
た
。
青
磁
碗
で
は
、
外
体
部
に
蓮
弁
を

有
す
る
錆
手
の
も
の
、
体
部
内
面
に
草
花
文
を
描
出
し
た
も
の
、
無
文
の
青
磁
が

あ
り
、
錦
手
、
無
文
の
青
磁
碗
は
南
宋
期
の
竜
泉
窯
系
と
考
え
ら
れ
、
体
部
内
面

に
草
花
文
を
有
す
る
碗
は
福
建
省
を
中
心
と
し
た
窯
の
製
品
で
あ
ろ
う
か
。
皿
の

身
込
ゑ
に
弧
状
文
と
櫛
描
き
の
施
文
が
承
ら
れ
る
青
磁
皿
は
、
同
安
窯
系
と
考
え

ら
れ
る
。
濠
埋
没
後
の
堆
積
士
で
あ
る
鉄
分
集
積
層
か
ら
、
明
代
染
付
Ⅲ
が
出
土

注
６

し
た
。

註
８

窯
の
一
勝
地
窯
系
の
湯
呑
茶
碗
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
遺
物
の
大
部
分
は
、
外
濠

埋
没
後
の
堆
積
土
で
あ
る
鉄
分
集
積
層
出
土
遺
物
と
同
器
種
の
も
の
で
、
褐
色
土

な
い
し
鉄
分
集
積
層
か
ら
出
土
し
た
。

広
場
面
出
土
の
遺
物
で
土
師
器
、
磁
器
は
他
の
遺
構
出
土
遺
物
と
同
器
形
で
あ

る
が
、
須
恵
器
系
の
蕊
、
壷
が
こ
れ
ら
の
土
師
器
、
磁
器
と
共
伴
し
て
出
土
し

た
。
堤
防
構
築
の
石
積
象
の
中
か
ら
第
一
ｌ
第
二
建
築
物
構
築
期
出
土
の
土
師

器
杯
、
南
宋
期
の
竜
泉
窯
系
錦
手
の
碗
が
出
土
し
、
堤
防
直
上
か
ら
古
瀬
戸
の
お

ろ
し
Ⅲ
が
出
土
し
た
。
宮
元
尚
氏
保
管
の
士
塁
出
土
の
白
磁
碗
、
お
よ
び
魚
草
文

の
皿
は
一
二
世
紀
末
’
一
三
世
紀
前
半
代
の
湘
江
省
竜
泉
窯
系
の
所
産
と
考
え
ら

れ
る
。

註
1876 5 43 2

一
九
七
五
年
『
大
宰
府
史
跡
昭
和
四
九
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
九
州
歴
史
資

料
館
陶
磁
器
に
つ
い
て
は
、
九
州
歴
史
資
料
館
の
鏡
山
猛
、
亀
井
明
徳
両
氏
の
御

教
示
を
得
た
。

註
１
に
同
じ

一
九
七
一
年
『
東
洋
陶
磁
の
世
界
』
、
三
彩
社
。

小
山
富
士
夫
『
元
・
明
の
青
磁
』
世
界
陶
磁
全
集
。

一
九
七
○
年
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
一
九
六
九
年
度
発
掘
調
査
概
報
」
広
島
県

教
育
委
員
会
。

註
４
，
５
と
同
じ
。

一
九
七
六
年
『
韓
国
美
術
五
千
年
展
図
録
』

．
勝
地
焼
」
球
磨
郡
球
磨
村
一
勝
地
字
田
代
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

右
田
伝
八
に
よ
っ
て
開
窯
。
以
来
右
田
氏
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
明
治
に
至

る
。
現
在
、
成
田
勝
人
氏
（
窯
元
一
○
代
）
に
よ
っ
て
焼
成
さ
れ
て
い
る
。

（
杉
村
）
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遺
構
。
遺
物
か
ら
み
た
館
構
築
時
期

相
良
頼
景
の
多
良
木
下
向
の
時
期
は
建
久
四
年
（
二
九
三
）
と
す
る
説
は
大

註
１

方
の
支
持
を
得
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
編
著
で
あ
る
相
良
家
伝
の
一
つ
で
あ
る
「

歴
代
私
鑑
」
に
よ
る
と
『
公
の
館
す
る
所
、
今
之
を
東
前
と
い
ふ
と
』
記
し
て
い

る
。
現
在
、
相
良
頼
景
館
跡
と
伝
え
ら
れ
る
処
は
、
通
称
「
東
の
前
」
と
い
う
地

名
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
頼
景
館
と
称
す
る
処
に
は
、
三
方
に
士
塁
が
遣
存
し
て

い
る
。
永
い
風
雪
に
さ
ら
ざ
れ
土
塁
は
い
く
ら
か
変
容
は
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
原
形
を
保
っ
て
い
る
。
士
塁
の
復
元
数
値
を
示
す
と
、
北
側
士
塁
の
幅
九
加
、

高
さ
二
・
五
郷
、
西
側
士
塁
の
幅
九
延
高
さ
一
読
前
後
で
あ
る
。
東
側
土
塁
の

規
模
は
西
側
土
塁
と
同
様
と
思
わ
れ
る
。

調
査
は
球
磨
川
改
修
工
事
堤
防
建
設
地
の
全
面
発
掘
調
査
で
あ
り
、
館
跡
の
全

面
発
掘
調
査
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
館
跡
の
詳
細
は
明
示
で
き
な
い
が
、
以
下
の

こ
と
が
判
明
し
た
。

外
濠
と
士
塁
を
構
築
し
て
、
館
の
機
能
を
は
か
っ
た
時
期
以
前
に
、
同
じ
場
所

に
掘
立
柱
穴
建
築
物
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
館
構
築
以
前
の
建
築
物
を
第
一
期
と

呼
称
す
れ
ば
、
こ
の
第
一
期
で
は
、
西
側
に
傾
斜
し
て
い
る
土
地
を
水
平
に
盛
土

し
て
基
礎
工
事
を
行
い
柱
を
構
築
し
た
。
外
濠
と
土
塁
と
を
構
築
し
館
と
し
て
の

機
能
化
を
は
か
っ
た
時
期
を
第
二
期
と
呼
ぼ
う
。
こ
の
第
二
期
の
館
は
、
東
西
北

側
に
土
塁
を
構
築
し
、
南
側
は
人
工
に
よ
る
切
落
し
を
造
り
、
南
面
の
球
磨
川
面

を
正
面
と
し
て
、
球
磨
川
の
舟
運
を
考
慮
し
た
設
計
の
館
で
あ
る
。
館
の
規
模
は
、

士
塁
内
側
で
東
西
約
五
四
沈
、
南
北
約
六
○
沈
を
計
る
長
方
形
を
呈
し
た
館
で
あ

五
考
古
学
上
よ
り
み
た
成
果
と
展
望

註
２

り
、
中
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
三
方
の
土
塁
の
外
側
に
は
、
幅
五
加
、
深
さ
一
読

の
外
濠
が
め
ぐ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
築
物
は
砂
篠
層
上
に
構
築
さ
れ
て

お
り
、
外
濠
は
排
水
機
能
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
外
濠
の
濠
底
に
検
出
さ

れ
た
粘
質
土
は
球
磨
川
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
水
と
、
排
水
の
沈
殿
物
と
解
さ
れ

し
李
畠
ノ
ｏ

第
一
期
と
第
二
期
建
築
物
構
築
遺
構
は
検
出
さ
れ
た
が
、
第
一
期
と
第
二
期
の

柱
穴
は
重
複
し
、
確
実
に
第
一
期
と
考
え
ら
れ
る
柱
穴
内
か
ら
の
出
土
遺
物
と
、

第
二
期
の
柱
穴
内
と
考
え
ら
れ
る
出
土
遺
物
と
の
器
種
の
違
い
、
器
形
の
差
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
土
師
器
、
中
国
輸
入
の
磁
器
か
ら
こ
れ
ら
の
遺
物
の
年
代

は
、
一
三
世
紀
前
半
代
に
比
定
で
き
よ
う
。

第
二
期
の
建
築
物
の
廃
絶
は
、
球
磨
川
の
洪
水
、
氾
濫
に
よ
っ
て
切
落
し
部
、

外
濠
に
黄
灰
色
砂
層
が
堆
積
し
た
事
に
起
因
し
た
。
こ
の
こ
と
は
切
落
し
部
に
新

し
く
土
地
の
増
加
を
は
か
る
と
い
う
一
面
を
生
み
出
し
、
切
落
し
部
南
側
前
方
に

堤
防
を
構
築
し
、
第
二
期
の
切
落
し
部
と
堤
防
間
は
広
場
と
し
て
利
用
し
、
新
し

く
増
加
し
た
土
地
に
は
、
掘
立
柱
穴
建
築
物
が
構
築
さ
れ
た
。
外
濠
に
堆
積
し
た

黄
灰
色
砂
層
は
取
り
の
ぞ
か
れ
、
東
外
濠
南
端
は
補
強
延
長
さ
れ
、
再
び
外
濠
は

機
能
を
果
し
た
。
こ
の
時
期
を
第
三
期
と
呼
ぼ
う
。
第
三
期
の
建
築
物
構
築
面
出

土
の
土
師
器
、
中
国
輸
入
磁
器
に
つ
い
て
承
る
か
ぎ
り
、
第
一
’
第
二
期
の
建
築

物
構
築
面
出
土
遺
物
と
大
差
は
な
い
。
お
そ
ら
く
第
三
期
の
開
始
は
、
第
二
期
廃

絶
期
と
時
を
同
じ
く
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
期
の
廃
絶
期
は
、
外
濠
埋

没
時
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
一
七
世
紀
前
半
頃
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
編
著
で
は
あ
る
が
、
相
良
頼
景
多
良
木
下
向
の
建
久
四
年
の
文
献

記
録
と
考
古
学
的
遺
構
・
遺
物
か
ら
ふ
た
年
代
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
筆
者
は
第
二
期

の
士
塁
と
外
濠
を
有
し
た
建
築
物
遺
構
を
相
良
頼
景
館
と
解
し
た
い
。
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成
果
と
問
題
点

西
外
濠
の
堆
積
士
か
ら
検
出
さ
れ
た
木
炭
を
社
団
法
人
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協

会
に
Ｃ
Ｉ
Ｍ
測
定
を
依
頼
の
結
果
、
四
二
○
士
七
五
（
四
一
○
士
七
五
）
『
年
代

は
Ｍ
Ｃ
の
半
減
期
五
七
三
○
年
（
カ
ッ
コ
内
は
匡
ず
ご
の
値
五
五
六
八
年
）
に
も

と
づ
い
て
計
算
さ
れ
、
西
暦
一
九
五
○
年
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
年
数
（
語
間
農
・

国
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
』
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
の
中
頃
は
外
濠
は
機
能
を

果
し
て
い
た
こ
と
を
測
定
値
が
示
し
、
発
掘
調
査
結
果
と
一
致
し
た
。註
３

こ
こ
数
年
の
間
に
中
世
遺
跡
の
調
査
例
は
増
加
し
、
熊
本
県
内
で
例
を
と
る
と

一
○
数
箇
所
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
出
士
遺
物
を
み
る
と
、
土
師
器
の
皿
、
杯
が

量
的
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
、
供
膳
用
土
器
と
し
て
は
中
国
輸
入
磁
器
が

必
ず
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
頼
景
館
跡
で
も
同
じ
で
あ
る
。
頼
景
館
跡
か

ら
の
出
土
遺
物
を
承
る
と
、
煮
沸
形
態
の
容
器
は
出
土
し
な
か
っ
た
が
、
滑
石
製

石
鍋
の
加
工
品
が
出
土
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
土
師
質
の
土
鍋
と
と
も
に
石
鍋
も

使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
貯
蔵
容
器
と
し
て
は
須
恵
器
系
の
蕊
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
中
世
遺
構
の
調
査
で
は
必
ず
出
土
す
る
瓦
質
の
裡
鉢
、
擢
鉢
も
出

土
し
た
。

で
、

の
あ
り
方
を
反
映
す
る
考
古
学
的
資
料
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ｆ

ラ
ス
に
お
い
て
は
、
館
内
に
鉄
生
産
場
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

国
産
陶
器
と
し
て
、
有
田
系
、
古
瀬
戸
焼
が
招
来
さ
れ
て
い
る
が
、
須
恵
器
系

の
蕊
、
瓦
質
の
鉢
類
、
そ
れ
に
土
師
系
の
鉢
等
の
中
世
陶
器
製
品
の
窯
跡
は
不
明

註
４

で
、
今
後
の
究
明
な
し
で
は
商
品
流
通
の
動
向
は
理
解
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
外
濠
の
堆
積
士
か
ら
ふ
い
ど
の
羽
口
、
鉄
津
が
検
出
さ
れ
た
が
、
鉄
生
産

あ
り
方
を
反
映
す
る
考
古
学
的
資
料
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
土
豪
、
地
頭
ク

（
杉
村
）

註
１
本
書
の
第
三
章
一
の
松
本
寿
三
郎
氏
報
文
参
照

２
一
九
七
○
年
小
室
栄
一
「
中
世
の
城
・
館
跡
」
新
版
考
古
学
講
座
固

雄
山
閣

一
九
七
五
年
桑
原
憲
彰
「
熊
本
県
下
古
代
・
中
世
城
館
跡
調
査
事
例
」

熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
・
第
一
七
集
熊
本
県
教
育
委
員
会

３
一
九
七
六
年
島
津
義
昭
「
熊
本
県
の
考
古
学
ｌ
最
近
の
発
掘
調
査
と
そ

の
成
果
ｌ
」
九
州
考
古
学
五
二
号

４
一
九
七
三
年
亀
井
明
徳
「
九
州
出
土
の
宋
・
元
代
陶
磁
器
の
分
析
１
大

宰
府
出
土
品
を
中
心
と
し
て
ｌ
Ｌ
考
古
学
雑
誌
第
五
十
八
巻
第
四
号

一
九
六
七
年
小
田
富
士
雄
「
古
代
・
中
世
窯
業
の
地
域
的
特
質
ｌ
九
州

Ｉ
」
日
本
の
考
古
学
Ⅳ
河
出
書
房
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相
良
家
伝
お
よ
び
相
良
系
図
な
ど
相
良
氏
の
伝
承
で
は
、
相
良
氏
の
球
磨
支
配

の
端
緒
を
建
久
四
年
（
二
九
三
）
の
相
良
頼
景
の
多
良
木
村
入
部
に
お
き
、
つ

い
で
建
久
九
年
に
は
嫡
子
長
頼
が
人
吉
荘
地
頭
と
し
て
下
向
し
た
と
す
る
。
而
し

て
頼
景
の
あ
と
は
長
頼
の
第
二
子
頼
氏
が
養
子
と
し
て
継
ぎ
、
頼
氏
の
系
統
が
多

良
木
相
良
氏
（
上
相
良
氏
）
と
し
て
上
球
磨
を
領
し
、
下
球
磨
は
長
頼
の
嫡
子
頼
親

系
が
人
吉
相
良
氏
（
下
相
良
氏
）
と
し
て
支
配
し
、
球
磨
郡
を
二
分
支
配
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
相
良
氏
は
球
磨
郡
以
外
に
も
宗
頼
系
が
内
田
相
良
氏
を
称
し
て
鹿

本
郡
東
部
に
あ
り
、
頼
平
系
が
山
北
相
良
氏
を
称
し
て
玉
名
郡
西
南
部
を
領
し
た

（
１
）

と
い
う
。

鎌
倉
期
に
お
い
て
、
右
の
伝
承
に
み
ら
れ
る
各
地
に
相
良
氏
一
族
が
蕃
桁
し
た

こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
良
頼
景
お
よ
び
長
頼
下
向

に
関
す
る
伝
承
に
は
承
服
し
が
た
い
点
が
多
い
。
鎌
倉
初
期
の
建
久
年
間
と
い
え

ば
、
源
頼
朝
に
よ
る
幕
府
創
業
直
後
で
あ
り
、
地
方
支
配
の
た
め
の
守
護
・
地
頭

設
置
か
ら
い
く
ら
も
隔
た
ら
な
い
時
期
で
あ
る
。
と
く
に
在
地
に
平
家
勢
力
が
強

か
っ
た
九
州
の
地
に
お
い
て
、
か
く
も
早
い
段
階
に
東
国
御
家
人
で
あ
る
相
良
氏

が
下
向
し
、
そ
の
支
配
を
確
立
し
得
た
か
と
い
う
点
か
ら
も
、
相
良
氏
の
出
自
に

つ
い
て
疑
問
が
出
さ
れ
た
の
は
当
然
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
戦
前
太
田
亮
氏
は
相
良
系
図
の
混
乱
を
指
摘
し
、
「
同
氏
は
遠
江
国
相

一
、
相
良
氏
の
球
磨
下
向
と
多
良
木
支
配

は
じ
め
に

第
三
章

１
１

Ｆ
Ｑ

良
荘
を
本
貫
地
と
す
る
が
、
同
系
図
を
考
ふ
る
に
、
為
憲
の
弟
に
為
邑
を
置
き
、

又
為
時
を
「
西
戎
追
罰
の
人
」
と
註
し
、
時
頼
の
弟
時
任
に
「
菅
原
贈
爵
の
時
学

府
勅
使
」
と
註
す
。
こ
れ
等
に
拠
れ
ば
、
鎮
西
伊
佐
氏
と
関
係
あ
り
し
氏
に
し

て
、
橘
氏
等
と
共
に
遠
江
国
に
移
り
し
も
の
か
、
遠
藤
・
井
伊
等
と
関
係
深
き
事

（
２
）

は
勿
論
也
」
と
指
摘
し
、
九
州
に
縁
が
深
か
っ
た
事
１
在
地
領
主
の
可
能
性
を
暗

（
３
）

示
し
て
い
る
。
戦
後
、
永
原
慶
二
氏
が
遠
隔
地
荘
園
の
典
型
的
事
例
と
し
て
蓮
花

（
４
）

王
院
領
人
吉
庄
を
と
り
あ
げ
た
が
、
相
良
氏
に
つ
い
て
は
「
相
良
系
図
」
に
依
拠

し
て
相
良
頼
景
が
鎌
倉
初
期
多
良
木
に
下
向
し
、
元
久
二
年
に
は
相
良
長
頼
が
蓮

花
王
院
領
人
吉
荘
本
補
地
頭
と
し
て
補
任
さ
れ
た
と
す
る
。
（
「
相
良
家
文
書
」
三

号
）
鎌
倉
御
家
人
と
し
て
勲
功
あ
っ
た
相
良
氏
が
、
遠
江
の
本
領
か
ら
下
向
し
補

任
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る
と
す
る
。
一
族
は
肥
後
一
国
に
分
布
し
、
さ
ら

に
恩
賞
地
を
他
国
に
も
保
有
す
る
な
ど
、
九
州
地
方
で
一
般
的
に
承
ら
れ
る
根
本

領
主
に
系
譜
を
ひ
く
小
地
頭
と
は
異
な
っ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
新
入
地
頭
だ
と

（
５
）

し
た
。
つ
い
で
地
頭
領
主
制
の
展
開
を
相
良
氏
の
支
配
に
求
め
た
大
山
喬
平
氏

は
、
相
良
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
永
原
説
を
踏
襲
し
、
相
良
氏
の
族
的
結
合
関
係

（
６
）

を
考
察
し
た
鈴
木
英
雄
氏
も
「
相
良
系
図
」
の
史
料
的
価
値
を
問
い
、
頼
景
の
建

久
四
年
下
向
・
長
頼
の
建
久
九
年
下
向
説
に
は
疑
問
を
な
げ
か
け
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
建
久
年
間
に
は
下
向
・
入
部
し
、
具
体
的
な
鎮
西
所
領
経
営
が
は
じ
ま
っ

た
と
み
て
い
る
。

（
７
）

杉
本
尚
雄
氏
は
相
良
長
頼
は
元
久
二
年
こ
と
に
要
請
し
て
平
家
没
官
領
た
る
人

吉
庄
地
頭
職
を
得
た
が
、
す
で
に
建
久
年
間
に
は
一
族
は
各
地
に
土
着
し
て
お
り

大
規
模
な
地
頭
級
領
主
で
あ
り
、
そ
の
領
地
経
営
は
入
部
後
一
代
の
新
入
地
頭
の

よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
ま
た
相
良
氏
関
係
史
料
に
名
主
層
Ｉ
領
主
的
性
格
の

根
本
開
発
領
主
が
確
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
相
良
氏
は
遠
江
国
相
良
か
ら
肥

後
に
下
向
土
着
し
た
の
で
は
な
く
、
古
い
肥
後
の
豪
族
か
も
知
れ
な
い
と
推
定
し
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（
８
）

た
。
ま
た
奈
須
真
一
氏
は
杉
本
説
を
よ
り
具
体
的
に
継
承
発
展
さ
せ
て
相
良
氏
土

豪
族
を
提
起
し
て
い
る
。

（
９
）

一
方
鎮
西
御
家
人
を
網
羅
的
に
検
討
し
て
い
る
瀬
野
精
一
郎
氏
は
、
相
良
氏
が

文
治
年
間
に
泉
新
庄
山
井
名
・
多
良
木
村
の
内
を
給
与
さ
れ
て
い
る
点
は
認
め
つ

つ
も
、
正
応
六
年
七
月
の
相
良
頼
氏
譲
状
案
に
よ
り
頼
氏
が
遠
江
国
相
良
堀
内
以

下
を
譲
渡
し
て
い
る
点
、
「
山
北
西
安
寺
石
堂
碑
文
」
に
遠
江
国
よ
り
下
向
と
あ

る
点
か
ら
一
応
下
り
衆
と
し
て
い
る
が
、
な
お
他
の
東
国
下
り
衆
と
比
し
て
、
鎌

倉
初
期
に
土
着
し
、
惣
領
と
庶
子
の
支
配
関
係
が
稀
薄
な
こ
と
は
注
目
す
べ
く
、

相
良
氏
の
存
在
形
態
は
鎮
西
在
御
家
人
と
類
似
し
た
性
格
で
あ
る
と
し
、
今
後
さ

ら
に
考
究
の
要
あ
り
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
相
良
氏
の
出
自
に
は
東
国
御
家
人
ｌ
惣
地
頭
的
な
性
格
が
承
ら
れ

る
と
と
も
に
、
現
時
点
に
お
け
る
相
良
氏
の
領
地
経
営
の
分
析
で
は
鎮
西
在
地
御

家
人
的
性
格
も
承
ら
れ
、
に
わ
か
に
は
決
し
難
い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
右
の
諸

説
に
承
ら
れ
る
相
良
氏
出
自
研
究
の
第
一
の
問
題
点
は
、
史
料
的
価
値
が
問
わ
れ

な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
に
立
脚
し
て
い
る
「
相
良
系
図
」
の
解
明
に
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
説
の
根
底
に
は
史
料
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果

を
「
相
良
系
図
」
に
云
う
一
‐
頼
景
建
久
四
年
下
向
、
長
頼
建
久
九
年
下
向
」
と
照

合
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
証
は
他
日
を
期
し
た
い
が
、
「

相
良
系
図
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
史
料
に
よ
っ
て
相
良
氏
の
出
自
を
解
明
す
る
作

業
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
二
の
問
題
点
は
、
鎌
倉
期
に
お

け
る
地
頭
補
任
は
即
現
地
下
向
、
直
接
経
営
を
意
味
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

相
良
長
頼
が
人
吉
荘
地
頭
に
補
任
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
彼
が
何
時
ど
の

段
階
で
下
向
し
た
か
を
史
料
的
に
論
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
第
一
の
問
題

点
と
同
じ
く
、
後
世
に
潤
色
さ
れ
た
部
分
が
多
い
「
家
記
」
の
類
で
は
な
く
、
当

ｎ
面

ま
ず
相
良
氏
の
伝
承
に
よ
っ
て
頼
景
下
向
に
つ
い
て
承
る
と
、
諸
書
は
下
向
の

時
期
を
建
久
四
年
を
中
心
と
す
る
点
で
一
致
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
三
つ
に
大
別

時
の
史
料
に
即
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
主
と
し
て
第
二
の
点
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
多
良
木
相
良
家
の
展
開
を
考

え
、
人
吉
相
良
家
に
関
し
て
は
比
較
す
る
意
味
で
必
要
な
部
分
の
象
を
補
論
と
し

て
提
示
す
る
に
止
め
た
。

日
相
良
頼
景
の
多
良
木
村
下
向
を
め
ぐ
っ
て

註
１
相
良
家
伝
に
は
「
沙
弥
洞
然
長
状
」
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五
『
相
良

家
文
書
匡
所
収
三
一
九
号
）
「
歴
代
私
鑑
」
「
歴
代
参
考
下
書
」
「
南
藤

蔓
綿
録
」
「
嗣
誠
独
集
覧
」
「
探
源
記
」
「
求
麻
外
史
」
が
あ
り
、
う
ち
「

沙
弥
洞
然
長
状
」
は
天
文
五
年
の
編
述
、
あ
と
は
す
べ
て
江
戸
時
代
の
編
著

で
あ
る
。

２
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
第
二
巻
二
五
四
二
頁

３
「
在
家
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
進
化
に
つ
い
て
」
（
竹
内
理
三
編
『
日
本
封

建
制
成
立
の
研
究
』
所
収
）

４
『
続
群
書
類
従
』
第
６
巻
下

５
「
地
頭
領
主
制
と
在
家
支
配
」
（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編
『
中
世

社
会
の
基
礎
構
造
』
所
収
）

６
「
惣
領
制
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
安
田
元
久
編
『
日
本
封
建
制
成
立
の

諸
前
提
』
所
収
）

７
「
北
条
氏
の
九
州
政
策
ｌ
寛
元
２
年
肥
後
人
吉
庄
の
下
地
中
分
に
つ
い
て
ｌ

」
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
八
号
）

８
「
中
世
辺
地
荘
園
の
地
頭
領
主
制
ｌ
肥
後
国
球
磨
郡
人
吉
荘
の
場
合
ｌ
」

（
八
農
高
紀
要
８
号
）

９
「
鎮
西
に
お
け
る
東
国
御
家
人
」
（
日
本
歴
史
一
六
七
・
一
六
八
号
の
ち
『

鎮
西
御
家
人
の
研
究
』
所
収
）
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さ
れ
る
。

一
、
暖
罪
に
よ
り
、
長
頼
御
下
向
三
四
年
の
前
、
勘
食
米
と
し
て
、
多
良
木
村
を

宛
行
は
る
。
（
沙
弥
洞
然
長
状
、
歴
代
私
鑑
の
或
記
）

二
、
－
治
承
五
年
安
田
義
定
の
橋
本
城
普
請
に
合
力
せ
ず
所
領
を
奪
わ
る
、
亦
還

さ
る
、
建
久
四
年
多
良
木
荘
を
増
賜
さ
る
。
（
歴
代
参
考
・
求
麻
外
史
）

２
〃
豊
後
成
恒
名
に
下
向
、
建
久
四
年
多
良
木
村
下
向
。
（
歴
代
私

鑑
の
古
老
説
・
一
説
）

三
、
建
久
の
始
め
、
一
条
次
郎
の
浜
松
城
普
請
場
乗
打
を
答
め
ら
れ
、
建
久
四
年

多
良
木
村
へ
流
さ
る
。
（
歴
代
私
鑑
。
南
藤
藍
綿
録
・
探
源
記
）

（
１
）

右
の
う
ち
沙
弥
洞
然
長
状
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
状
で
あ
り
、
他
は
江
戸

期
の
編
さ
ん
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
頼
景
下
向
の
真
実
と
は
断
じ
難
い
。

た
だ
右
の
う
ち
治
承
五
年
Ｉ
養
和
元
年
（
二
八
一
）
に
相
良
三
郎
（
頼
景
）
が
遠

江
国
相
良
荘
に
い
た
と
す
る
二
の
説
の
前
半
部
分
は
吾
妻
鏡
に
よ
っ
て
一
異
づ
け
ら

（
２
）

れ
、
ま
た
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
七
月
二
十
日
に
、
多
良
木
相
良
家
の
頼
氏
が

子
息
六
郎
頼
宗
に
遠
江
国
相
良
堀
内
重
松
以
下
を
譲
渡
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て

承
る
と
、
少
な
く
と
も
相
良
頼
景
は
遠
江
国
相
良
荘
に
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
而
し
て
こ
の
頼
景
が
建
久
四
年
に
多
良
木
村
に
下
向
し
た
と
す
る
の
で
あ

ス
句
Ｏ

一
方
、
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
建
久
八
年
の
「
肥
後
国
求
麻
郡
田
数
領
主
等
目
録

（
３
）

写
」
（
以
下
「
図
田
帳
」
と
よ
ぶ
）
に
は
、
相
良
頼
景
の
姿
は
見
え
な
い
。
す
な

わ
ち
「
図
田
帳
」
の
記
載
は

球
磨
郡
三
千
町

蓮
花
王
院
領
人
吉
庄
六
百
丁

領
家
八
条
女
院

預
所
対
馬
前
司
清
業 凸

夕
ら

Ｆ
ｂ

下
司
藤
原
友
永
字
人
吉
次
良

政
所
藤
原
高
家
字
須
恵
小
太
良

地
頭
藤
原
季
高
字
合
志
九
良

藤
原
茂
綱

藤
原
真
宗
字
久
米
三
良

尼
西
妙

鎌
倉
殿
御
領
五
百
丁

預
所
因
幡
大
夫
判
官

永
吉
三
百
丁

地
頭
良
峯
師
高
子
息
字
平
紀
平
次
郷
銅

須
恵
小
太
良
家
基
領
百
五
十
丁

公
田
九
百
丁

豊
富
五
百
丁

地
頭
藤
原
真
家
字
久
米
三
良

豊
永
四
百
丁

地
頭
藤
原
家
基
三
百
丁
字
須
恵
小
太
良

多
良
木
村
百
丁
没
官
領
伊
勢
弥
次
良
獅
銅

建
久
八
年
潤
六
月
日

で
あ
る
。
こ
の
写
は
大
日
本
古
文
書
編
さ
ん
当
時
は
「
或
〈
疑
ヲ
挟
ム
ベ
キ
モ
ノ

（
４
）

ナ
キ
ニ
ァ
ラ
ズ
」
と
さ
れ
た
が
、
平
河
文
書
と
照
合
し
た
結
果
若
干
の
誤
写
が
あ

る
け
れ
ど
も
一
応
信
頼
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
建
久
八
年
な
ら
ば
当

然
伝
承
に
云
う
相
良
頼
景
は
多
良
木
村
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
の
に
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こ
こ
に
は
片
鱗
す
ら
見
え
な
い
。
こ
こ
で
東
国
御
家
人
相
良
頼
景
と
多
良
木
村
と

が
結
び
つ
く
要
因
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
良
木
村
百
丁
が
没
官
領
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
公
田
の
他
の
部
分
は
豊
富
郷
久
米
三
良
・
豊
永
郷
須
恵
小
太
良

と
球
磨
郡
の
地
名
を
冠
し
、
人
吉
荘
地
頭
を
も
兼
ね
る
有
力
在
地
土
豪
層
が
地
頭

職
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
中
で
、
多
良
木
村
の
承
が
没
官
領
に
さ
れ
た
に
は
特
別
な

（
５
）

事
情
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
こ
こ
に
球
磨
郡
の
地
名
と
対
応
し
な
い
地
頭
伊

勢
弥
次
良
が
い
る
所
を
承
る
と
、
伊
勢
弥
次
良
は
在
地
領
主
が
安
堵
さ
れ
た
形
の

地
頭
で
は
な
く
て
幕
府
か
ら
新
恩
と
し
て
補
任
さ
れ
た
地
頭
だ
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
も
し
伊
勢
弥
次
良
が
東
国
御
家
人
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
東
国

御
家
人
で
あ
る
頼
景
が
「
曝
罪
に
よ
り
」
預
け
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
伊
勢
氏
を

頼
っ
て
下
向
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

建
久
の
「
図
田
帳
」
に
お
い
て
相
良
頼
景
が
在
地
土
豪
で
あ
り
、
没
官
領
と
な

っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
彼
が
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
て
な
い
こ
と
が
問
題
と
な

る
。
即
ち
、
文
治
の
争
乱
に
際
し
て
九
州
の
土
豪
は
多
く
平
氏
に
属
し
て
お
り
、

た
め
に
源
頼
朝
の
政
権
掌
握
に
際
し
て
そ
の
地
位
を
危
ぐ
し
た
が
、
殆
ん
ど
が
頼

（
６
）

朝
に
帰
伏
す
る
こ
と
で
所
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
多
良
木
村
に
隣
接
す
る
永
吉

荘
地
頭
平
河
氏
も
文
治
の
争
乱
に
は
平
氏
に
属
し
て
頼
朝
の
勘
気
を
蒙
っ
た
が
、

（
７
）

文
治
三
年
地
頭
・
名
主
職
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
久
米
三
良
、
須
恵

（
８
）

小
太
良
、
あ
る
い
は
人
吉
次
良
、
合
志
九
良
ら
の
土
豪
勢
力
も
地
頭
職
・
荘
官
職

を
安
堵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
頼
景
の
承
が
没
官
領
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
頼
朝
は
九
州
に
つ
い
て
は
在
地
領
主
の
所
職
を
安
堵
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
治
安
の
維
持
を
は
か
っ
た
こ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

相
良
氏
が
鎌
倉
以
前
に
お
け
る
多
良
木
村
の
在
地
土
豪
で
は
な
い
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
傍
証
と
し
て
、
球
磨
郡
に
お
け
る
平
安
期
の
寺
院
分
布
と
鎌
倉
期
の
寺
院

建
立
を
対
比
し
て
承
る
と
、
第
３
表
・
第
４
表
の
通
り
で
あ
る
。

〕

す
な
わ
ち
多
良
木
村
に
は
平
安
末
と
目
さ
れ
る
寺
院
が
少
く
と
も
長
運
寺
・
弥
勅

（
９
）

寺
・
東
光
寺
の
三
つ
が
あ
っ
た
。
長
運
寺
・
弥
勤
寺
は
大
治
五
年
（
二
三
○
）

（
叩
）

銘
の
釈
迦
如
来
、
薬
師
如
来
を
も
っ
て
い
た
し
、
東
光
寺
は
鎌
倉
初
期
に
は
村
名

と
し
て
出
て
く
る
か
ら
古
く
か
ら
の
寺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
相
良
氏

（
ｕ
）

に
よ
っ
て
蓮
花
寺
・
青
蓮
寺
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
相
良
氏
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
た
東
光
寺
を
除
い
て
こ
れ
ら
寺
院
は
衰
微
・
廃
絶
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
か

ら
、
恐
ら
く
は
前
代
の
在
地
土
豪
に
よ
り
建
立
・
維
持
さ
れ
た
も
の
と
云
え
よ

う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
多
良
木
村
に
限
ら
ず
球
磨
郡
全
域
に
つ
い
て
云
え
る
こ
と

で
、
第
３
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
図
田
帳
」
に
見
え
る
在
地
土
豪
層
の
根
拠
地

に
は
必
ら
ず
古
い
伝
承
を
も
ち
、
古
式
の
仏
像
を
持
つ
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
お

り
、
な
か
に
は
相
良
氏
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
衰
微
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
寺
院
の
盛
衰
に
よ
る
勢
力
交
代
か
ら
見
て
、
多
良
木
相
良

氏
に
よ
る
青
蓮
寺
の
隆
盛
を
考
え
る
時
、
長
運
寺
・
弥
勤
寺
・
東
光
寺
の
存
在
は

前
代
在
地
土
豪
の
存
在
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

杉
本
氏
の
相
良
氏
在
地
領
主
説
を
継
承
補
強
し
て
相
良
氏
土
豪
説
を
と
る
奈
須

（
皿
）

真
一
氏
は
、
す
べ
て
状
況
証
拠
に
よ
る
と
し
な
が
ら
も
、
相
良
氏
下
向
説
に
対
し

て
つ
ぎ
の
七
つ
の
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。

①
「
球
磨
郡
田
数
領
主
等
目
録
写
」
に
よ
る
と
、
球
磨
地
方
の
開
発
層
と
目

さ
れ
る
人
吉
次
良
・
須
恵
小
太
良
・
合
志
九
良
。
久
米
三
良
等
の
土
豪
層
は

す
べ
て
藤
原
姓
を
名
の
っ
て
お
り
、
当
地
の
開
発
は
藤
原
系
の
土
豪
た
ち
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
相
良
氏
は
鎌
倉
初
期
の
建
久
年
間
に
遠
江
国
榛
原
郡
の
本
領
よ
り
鎮
西
に

下
向
し
、
肥
後
国
球
磨
地
方
に
土
着
し
た
一
族
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
る

が
、
同
氏
が
当
地
の
開
発
土
豪
層
と
同
じ
く
藤
原
の
系
譜
を
ひ
く
地
頭
豪
族

で
あ
る
こ
と
。
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第3表相良氏入国以前の伝承痕跡ある寺院

一

所 ｜〃場 庄

町
口
山
田
町
茂
市
寺
寺
地
寺
蘇
田
方
地
山
沢
原

成
願
靴
職
湘
密
順
岬
洲
榊
棚

田
井
村
山
寺
荒

村
市
村
吉
棚
誓
町

市

吉
村
跡
〃
恵
村
前
跡
田
良
原

吉
〃
〃
江
吉
田

人
山
人
深
人
人
上
多
須
錦
湯
多
深
相
岡

士
ロ
″

矢瀬氏 人 荘寺
寺
寺
院
寺
寺
寺
堂
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺

動

楽
口
琳
寺
慶
福
福
不
願
運
光
等
田
陀
勤
福
泉
泉

山

常
井
観
高
宗
勝
真
新
誓
長
東
平
福
宝
弥
万
本
竜

長和2

治承 矢瀬氏

〃

平朝臣

重盛菩提

″
吉
吉
恵

永
人
須

荘
荘
荘

養和年

治承

平和初期

大同5，仏像

藤原時代

仁平元

〃元

人吉荘

〃

多良木村

〃

須恵荘

永吉荘

豊富郷

多良木村

永吉荘

〃

？

矢瀬氏

平川依高

久米氏

像仏
元

大同5、

仁平 平川師高

平川氏

第4表鎌倉期建立の寺院

伝 '二所｜”Ⅸ’建立者

上村重次「九州相良の寺院資料」による。
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～

～ 伝創建年次

寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺
寺

崎

成
蓮
心
蓮
持
山
音
法
花

木

願
青
浄
浄
久
正
栖
増
如
蓮

天福

永仁

元

元

寛喜2

鎌倉中期

正応年中

文永2

永仁5

鎌倉中期

仁治 元

嘉禎2

下相良氏

上〃

須恵氏

上相良氏

上〃

人吉市願成寺町

多良木町黒肥地

湯前町東方

須恵村陣

免田町築地

人吉市原田

多良木町黒肥地

人吉市田町

多良木町土井口

〃 蓮花寺

荘
村
郷
荘
荘
荘
村
荘
村

木
木
木

七
．

米
恵
吉
吉

士
口

三
Ｉ

良
良
良

人
多
久
須
永
人
多
人
多

〃



⑥
相
良
氏
系
図
が
時
代
人
名
と
も
に
混
乱
し
て
い
て
信
頼
性
に
欠
け
る
こ
と
。

側
相
良
頼
景
が
平
家
の
勢
力
の
強
か
っ
た
九
州
地
方
と
は
早
く
か
ら
関
係
を

も
っ
て
い
た
こ
と
。
こ
れ
は
前
記
①
。
②
。
⑧
の
記
事
と
も
相
侯
っ
て
、
相

良
氏
が
球
磨
地
方
の
開
発
土
豪
層
と
同
傾
向
の
豪
族
で
あ
る
と
い
う
確
証
は

得
ら
れ
な
い
が
、
同
氏
が
球
磨
の
土
豪
層
と
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
九
州
御
家
人
の
有
力
成
員
で
あ
っ
た
筈
の
相
良
長
頼
の
地
頭
職
が
、
補
任

後
わ
ず
か
一
世
代
足
ら
ず
の
間
に
強
行
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ

っ
て
北
条
氏
は
長
頼
の
保
持
し
た
人
吉
本
荘
北
方
分
の
支
配
権
を
没
収
し
て

い
る
こ
と
。

側
相
良
頼
景
（
蓮
寂
）
の
一
族
は
、
球
磨
地
方
以
外
に
肥
後
北
辺
の
山
鹿

郡
、
玉
名
郡
に
も
勢
力
を
伸
ば
し
て
お
り
、
頼
景
下
向
の
時
期
を
考
え
る
と

入
部
説
へ
の
疑
問
が
多
分
に
存
在
す
る
こ
と
。

⑦
山
鹿
郡
泉
新
荘
内
山
井
名
の
所
領
を
め
ぐ
る
相
良
長
頼
（
惣
）
と
同
頼
重

（
庶
）
と
の
相
論
か
ら
推
察
さ
れ
る
相
良
氏
入
部
説
へ
の
疑
問
。

相
良
氏
の
下
向
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
右
の
疑
問
で
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
一
々
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
て
承
る
。

①
「
図
田
帳
」
に
お
け
る
荘
官
。
地
頭
層
を
開
発
土
豪
層
と
し
て
捉
え
る
こ

と
は
承
認
で
き
る
が
、
彼
ら
の
中
で
球
磨
郡
の
地
名
を
冠
し
な
い
平
河
平
次

・
合
志
九
良
・
伊
勢
弥
次
良
の
存
在
を
ど
う
考
え
る
か
。
伊
勢
弥
次
良
に
つ

い
て
は
先
述
し
た
新
恩
地
頭
と
思
わ
れ
る
が
、
平
河
平
次
・
合
志
九
良
を
含

め
て
、
荘
官
。
地
頭
層
と
郡
筒
と
の
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
辺
地
に
お
け
る

土
豪
の
土
地
支
配
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
郡
司
・
郷
司
の
地
頭
化
も
考
え
ら

（
昭
）

れ
よ
う
。
と
く
に
良
峯
氏
は
菊
池
氏
と
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
合
志
氏
も

（
皿
）

菊
池
系
図
に
よ
れ
ば
経
明
合
志
五
郎
の
孫
秀
高
瀬
馳
鋤
榔
両
地
領
主
ナ
リ
後
喬
基
季

）

永
里
領
主
・
季
隆
岡
木
六
郎
左
衛
門
と
あ
り
、
人
吉
荘
地
頭
藤
原
季
高
字
合
志
九
良
と

の
関
連
は
見
逃
せ
な
い
。
さ
ら
に
文
和
ご
ろ
（
一
三
五
二
’
二
一
五
五
）
相
良

へ
鴫
）

定
頼
弁
一
族
等
所
領
注
文
に
は
、
岡
本
又
次
郎
分
と
し
て
．
所
肥
後
国
合

志
郡
内
高
永
田
地
拾
五
町
城
濯
諺
次
郎
跡
、
一
所
同
国
球
磨
郡
永
里
村
同
跡
」
と
あ

る
に
よ
っ
て
こ
の
時
期
ま
で
所
領
を
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
菊
池
氏
の
一
族

で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
し
か
も
開
発
土
豪
層
が
そ
れ
ぞ
れ
球
磨
郡
内
の

地
名
を
字
名
と
す
る
藤
原
氏
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
相
良
氏
は
球
磨
郡
の
地

名
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
藤
原
氏
で
あ
る
か
ら
同
傾
向
だ
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
相
良
を
字
名
と
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
別

系
統
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。

（
脇
）

③
相
良
氏
は
前
述
の
よ
う
に
遠
江
国
相
良
堀
内
の
ほ
か
京
・
鎌
倉
に
屋
敷
地

を
有
し
て
い
た
。
京
・
鎌
倉
の
屋
敷
は
大
番
役
・
番
役
の
必
要
性
か
ら
買
い

求
め
た
と
説
明
で
き
な
い
で
も
な
い
が
、
遠
江
国
相
良
は
そ
う
し
た
必
要
が

な
い
所
で
あ
り
、
し
か
も
堀
内
と
い
う
の
は
中
心
地
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の

地
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
根
拠
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は

な
い
か
。

⑧
相
良
系
図
の
混
乱
は
否
定
で
き
な
い
し
、
「
肥
後
国
山
北
西
安
寺
石
堂
碑

（
〃
）
（
肥
）

文
」
も
い
さ
さ
か
不
審
で
信
用
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
下
向
の
時
期
と
拝
領

地
に
つ
い
て
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
下
向
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
と
は

な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
九
州
全
域
の
在
地
土
豪
と
平
氏
の
関
係
で

考
え
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
隣
接
す
る
平
河
氏
や
他
の
土
豪
・

吾
妻
鏡
に
見
え
る
菊
池
隆
直
以
下
の
九
州
勢
が
ほ
ぼ
本
領
安
堵
さ
れ
て
い
る

事
実
か
ら
す
れ
ば
、
頼
景
が
在
地
土
豪
で
あ
る
と
す
れ
ば
本
領
安
堵
さ
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
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⑥
相
良
長
頼
の
人
吉
荘
地
頭
職
を
中
分
し
得
宗
領
と
し
た
こ
と
は
、
た
し
か

に
幕
府
の
東
国
御
家
人
処
遇
と
し
て
苛
酷
な
感
じ
は
あ
る
が
、
長
頼
側
か
ら

ゑ
て
一
代
で
は
あ
っ
て
も
、
幕
府
に
お
い
て
は
北
条
氏
に
よ
る
執
権
政
治
の

段
階
に
入
っ
て
お
り
、
守
護
・
地
頭
に
対
す
る
北
条
氏
の
政
策
か
ら
承
れ

ば
、
相
良
長
頼
・
頼
重
の
行
為
は
武
家
法
に
対
す
る
違
反
事
項
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
長
頼
は
失
点
を
目
覚
し
た
に
違
い
な
い
。

当
の
蓮
仏
（
長
頼
）
が
こ
の
中
分
を
「
於
中
分
北
方
者
、
本
領
之
習
、
上
訴

申
所
、
返
給
に
例
有
り
、
い
は
ん
や
寛
元
二
年
之
魅
、
一
旦
ノ
傍
輩
之
コ
ラ

シ
メ
ニ
、
中
分
被
召
候
て
、
尼
御
前
之
御
領
二
罷
成
候
ひ
ぬ
、
適
い
ら
若
之

時
よ
り
、
左
近
大
夫
殿
之
御
心
志
ヲ
な
し
ま
い
ら
せ
て
、
宮
仕
之
忠
ヲ
致
者

（
岨
）

二
候
へ
〈
、
蓮
仏
ヵ
御
さ
候
ハ
ン
時
も
、
こ
の
譲
状
を
捧
上
訴
可
申
」
と
理

解
し
、
い
ず
れ
は
返
さ
れ
る
も
の
と
楽
観
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
条
氏
と
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
来
る
自
信
と
も
と
れ
る
し
、
ま
た
式
目
に
照
ら
し

て
納
得
で
き
る
処
分
だ
っ
た
し
、
ま
た
「
北
方
の
本
訴
と
い
い
、
五
分
一
と

（
別
）

い
ひ
、
為
勲
功
地
之
上
者
、
そ
せ
う
を
申
て
可
返
給
也
」
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う

に
、
幕
府
新
恩
地
頭
職
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
シ
ョ
ッ
ク
も
少
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
少
く
と
も
処
分
を
う
け
た
相
良
氏
の
態
度
か
ら
ふ
る
と
、
そ
れ

ほ
ど
無
体
な
仕
打
と
は
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

㈲
相
良
一
族
が
球
磨
郡
だ
け
で
な
く
九
州
各
地
に
散
在
所
領
を
も
っ
て
い
る

こ
と
は
、
鎮
西
土
着
御
家
人
の
あ
り
方
と
し
て
よ
り
は
、
東
国
御
家
人
の
あ

り
方
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
確
実
な
所
領
は
山
井
・

山
北
・
高
橋
（
宗
頼
↓
頼
重
・
頼
元
）
・
多
良
木
（
頼
景
↓
長
頼
↓
頼
氏
）

・
人
吉
（
長
頼
↓
頼
俊
・
頼
員
ら
）
で
あ
り
、
時
期
的
に
早
い
下
向
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
東
国
御
家
人
の
建
久
年
間
の
下
向
と
し
て
薩
摩
の

鮫
島
氏
の
例
も
あ
る
の
で
必
ら
ず
し
も
希
有
の
例
で
は
な
い
。
相
良
氏
の
場

β
利
一
一

国
の
』
■

合
後
述
の
よ
う
に
建
久
年
間
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
の

で
、
も
う
す
こ
し
お
そ
く
下
向
土
着
し
た
と
す
れ
ば
矛
盾
な
く
理
解
で
き

る
。

奈
須
氏
が
あ
げ
た
①
ｌ
㈲
の
疑
問
点
は
、
右
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
相
良
氏
の
下

向
説
を
補
強
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
在
地
土
豪
説
を
支
え
る
充
分
な
論
点
と
は
な

り
得
な
い
。
問
題
は
⑦
で
あ
る
。
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
相
良
頼
重
は
伯
父
（
相

（
別
）

良
）
永
頼
法
師
と
の
間
に
五
ケ
条
の
相
論
を
展
開
し
た
が
、
山
井
名
に
つ
い
て
「

件
名
者
、
祖
父
頼
景
法
師
之
所
領
也
、
親
父
宗
頼
譲
得
之
、
四
十
余
季
知
行
之

虚
、
去
嘉
禄
三
季
三
月
、
宗
頼
書
置
譲
状
井
契
状
、
死
去
之
間
、
任
彼
状
頼
重
可

伝
領
之
虚
、
舎
兄
頼
元
濫
訴
之
刻
、
安
貞
二
季
十
二
月
本
主
頼
景
譲
給
頼
重
之

時
、
嫡
子
蓮
仏
加
判
畢
、
」
と
の
べ
て
お
り
、
蓮
仏
も
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
異

議
を
唱
え
て
い
な
い
。
奈
須
氏
が
頼
景
土
豪
説
の
根
拠
と
す
る
の
は
、
親
父
宗
頼

は
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
死
去
ま
で
に
四
十
余
年
知
行
し
た
か
ら
、
頼
景
が
宗
頼

に
譲
っ
た
の
は
文
治
三
年
（
二
八
七
）
年
以
前
で
あ
り
、
相
良
氏
は
文
治
三
年

に
は
す
で
に
肥
後
に
入
国
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
平
家
滅
亡
と
の
時
期

と
も
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
相
良
氏
の
肥
後
入
国
そ
の
も
の
が
怪
し
く
な

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
条
の
問
題
の
部
分
は
非
常
に
微
妙
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
。
ま
ず
頼
景
法
師
か
ら
宗
頼
が
譲
得
し
た
時
が
明
記
さ
れ
ず
、
従
っ
て
ま
た
そ

の
知
行
期
間
が
四
十
余
年
と
あ
い
ま
い
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通

常
相
論
の
際
に
は
関
係
文
書
と
し
て
譲
状
・
安
堵
下
文
が
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
本
件
に
つ
い
て
も
、
嘉
禎
三
季
三
月
に
は
宗
頼
書
置
譲
状
な
ら
び
に
契
状
が

あ
り
、
ま
た
安
貞
二
季
頼
景
か
ら
の
譲
渡
に
も
譲
状
が
あ
る
の
に
、
何
故
こ
の
場

合
に
限
っ
て
譲
状
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
疑
問
が
の
こ
る
。
只
一
つ

云
え
る
こ
と
は
、
頼
景
か
ら
宗
頼
へ
の
譲
渡
は
他
の
事
例
と
異
っ
て
、
譲
状
を
伴
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な
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
四
十
余
年
と
い
う
の
は
頼
重
の
表
現
で
あ
る

可
能
性
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
「
相
論
条
々
」
で
は
多
良
木
内
古
多
良
・
竹
脇
・
伊
久
佐
上
・
東
光

寺
の
四
村
が
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
に
頼
景
か
ら
宗
頼
に
譲
与
さ
れ
た
が
、

宗
頼
が
父
頼
景
に
先
立
っ
て
死
去
し
た
の
で
頼
景
の
手
に
帰
し
、
頼
景
一
期
の
う

ち
頼
重
に
伝
領
さ
れ
る
筈
の
虚
、
蓮
仏
に
押
領
さ
れ
た
と
も
あ
る
。
多
良
木
の
場

合
は
頼
景
が
い
つ
か
ら
領
し
た
か
明
記
さ
れ
な
い
が
、
頼
景
は
山
井
・
山
北
と
多

良
木
に
所
領
を
有
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
「
相
論
条
々
」
に
お
け
る
表
現
は
年
期
に
つ
い
て
四
十
余
年
と
い
う
極
め

て
あ
い
ま
い
な
表
現
で
あ
る
こ
と
、
「
祖
父
頼
景
法
師
所
領
」
と
し
か
云
っ
て
な

い
。
こ
の
ほ
か
相
良
氏
の
所
領
表
現
で
は
人
吉
荘
Ｉ
軍
功
之
故
、
勲
功
地
、
高
橋

郷
Ｉ
宗
頼
勲
功
所
領
、
豊
前
国
成
恒
名
Ｉ
宝
治
勲
功
の
地
、
の
表
現
で
あ
っ
て
「

先
祖
次
第
相
承
」
の
語
が
承
ら
れ
る
の
は
遠
江
国
相
良
堀
内
以
下
を
譲
っ
た
正
応

（
理
）

六
年
の
相
良
上
蓮
譲
状
写
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
肥
後
国
山
鹿
庄
に
つ
い
て

（
鯛
）

の
「
件
庄
蓮
妙
私
領
」
、
山
本
南
庄
に
つ
い
て
の
「
右
件
田
畠
等
者
、
是
氏
綱
、

（
別
）

元
祖
相
伝
所
領
」
、
永
吉
荘
に
つ
い
て
の
「
重
代
所
領
」
・
「
希
代
相
伝
之
私

（
妬
）

領
」
「
八
代
相
伝
開
発
之
地
」
の
表
現
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
相
良
氏
に
お

い
て
は
頼
景
以
前
の
影
を
象
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
在
地

開
発
領
主
で
あ
る
平
川
氏
の
場
合
問
題
の
た
び
に
文
治
三
年
の
右
大
将
家
御
下
文

を
提
出
し
て
正
当
性
の
裏
付
け
と
し
て
い
る
が
、
相
良
氏
に
お
い
て
は
元
文
二
年

の
下
文
が
根
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
も
長
頼
が
人
吉
荘

地
頭
職
に
補
任
さ
れ
た
段
階
以
前
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
相
論
に
際
し
て
も
四
十
余
年
と
い
う
表
現
し
か
出
来
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
し
て
相
良
氏
の
進
出
に
は
鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
を
強
く
感

じ
る
の
で
あ
る
。

Ｒ
り
ｐ

そ
れ
で
は
相
良
頼
景
は
ど
の
よ
う
な
経
過
で
多
良
木
村
に
下
向
し
て
く
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
頼
景
の
事
蹟
は
建
保
二
年
に
多
良
木
の
内
古
多
良
、
東
光
寺
な
ど
四

ヶ
村
を
宗
頼
に
譲
与
し
た
が
、
宗
頼
の
死
後
悔
返
し
て
長
頼
に
領
有
権
を
認
め
た

こ
と
し
か
判
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
宗
頼
が
東
光
寺
村
を
領
有
し
た
ろ
う
こ
と

は
、
宗
頼
勲
功
の
地
と
さ
れ
る
高
橋
郷
と
の
関
連
か
ら
東
光
寺
村
も
八
幡
宮
と
の

密
接
な
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
。
即
ち
宗
頼
は
承
久
の
変
の
勲

功
地
と
し
て
高
橋
郷
を
得
て
い
る
が
、
こ
こ
は
隣
接
す
る
泉
新
庄
山
井
名
を
も
含

め
て
八
幡
宮
弥
勤
寺
領
で
あ
っ
た
。
多
良
木
村
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
、
東

光
寺
に
は
伝
承
で
は
頼
氏
が
八
幡
宮
を
勧
請
し
、
東
光
寺
々
域
か
ら
発
掘
さ
れ
た

（
”
）

文
永
一
○
年
の
経
筒
に
八
幡
宮
社
家
と
推
定
さ
れ
る
大
神
宗
氏
銘
の
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
八
幡
宮
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
多
良
木
村
と
宇

佐
宮
・
弥
勤
寺
と
の
関
係
を
示
す
史
料
は
全
く
な
い
け
れ
ど
も
、
宗
頼
ｌ
高
橋
郷

・
山
井
名
ｌ
東
光
寺
村
と
連
ね
て
ふ
る
と
こ
の
関
係
は
動
か
せ
な
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
宗
頼
は
八
幡
宮
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
そ
の
線
で
八
幡
宮
領

で
あ
る
高
橋
郷
地
頭
・
名
主
職
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。

同
様
に
、
相
良
長
頼
の
人
吉
荘
下
向
に
つ
い
て
も
、
相
良
氏
の
本
貫
地
遠
江
国

（
”
）

相
良
荘
は
蓮
花
王
院
領
で
あ
り
、
そ
こ
で
相
良
氏
が
領
家
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
一

切
明
ら
か
で
な
い
が
、
荘
官
職
な
い
し
地
頭
・
名
主
職
を
有
し
た
こ
と
は
充
分
考

（
肥
）

え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
東
国
御
家
人
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
九
州
の
広
大

な
荘
園
に
新
天
地
を
求
め
た
と
す
る
な
ら
ば
、
長
頼
の
蓮
花
王
院
領
人
吉
荘
地
頭

職
補
任
は
領
家
側
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
幕
府
は
こ
う
し
た
両
者

の
希
望
を
入
れ
て
長
頼
を
補
任
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
相
良
氏
の
伝
承
に
説

く
、
勲
功
地
を
父
頼
景
の
住
む
球
磨
郡
に
望
ん
だ
わ
り
に
、
以
後
の
頼
景
系
（
上

相
良
氏
）
と
長
頼
系
（
下
相
良
氏
）
の
郡
内
に
お
け
る
族
的
展
開
は
充
分
で
な

い
、
む
し
ろ
両
氏
が
別
家
と
し
て
の
道
を
進
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
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は
荘
園
領
主
と
の
関
わ
り
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
相
良
氏
が
東
国
御
家
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
証
跡
の
一
つ
に
、
相

良
氏
の
所
領
内
に
お
い
て
鎌
倉
紀
年
銘
の
巨
大
な
石
造
建
造
物
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
肥
後
国
内
で
石
造
五
輪
塔
が
一
般
化
す
る
の
は
室
町
期
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
鎌
倉
期
の
石
造
五
輪
塔
は
と
く
に
東
国
御
家
人
所
領
と
関
連
が
深
く

阿
蘇
郡
南
小
国
満
願
寺
の
北
条
氏
三
代
塔
の
ほ
か
、
相
良
氏
関
係
で
は
鹿
本
郡

菊
鹿
町
（
内
田
相
良
氏
）
、
玉
名
郡
玉
東
町
（
山
北
相
良
氏
）
、
球
磨
郡
（
下
相

へ
”
）

良
・
上
相
良
氏
）
、
小
代
氏
関
係
の
荒
尾
市
浄
業
寺
な
ど
に
あ
り
、
在
地
領
主
で

あ
る
菊
池
氏
・
阿
蘇
氏
の
所
領
に
は
ゑ
ら
れ
な
い
。
葬
制
の
よ
う
な
極
め
て
旧
慣

尊
重
の
風
が
強
い
慣
習
は
容
易
に
在
地
領
主
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

（
釦
）

を
示
す
と
と
も
に
、
と
く
に
巨
大
な
石
造
五
輪
塔
が
権
威
の
象
徴
と
し
て
機
能
し

て
い
る
こ
と
に
、
幕
府
を
背
景
と
し
て
進
出
す
る
東
国
御
家
人
の
地
方
へ
の
対
応

ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
も
相
良
氏
が
東
国
御
家
人
で
あ
る
こ

と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
べ
た
よ
う
に
、
相
良
氏
は
東
国
御
家
人
の
徴
証
が
多
く
、
し
か
も
始
祖

頼
景
の
事
蹟
が
全
く
現
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
一
応
長
頼
・
宗
頼
の
補
任
の
段

階
か
ら
を
確
実
な
も
の
と
考
え
る
。
最
も
問
題
を
含
ん
で
い
る
「
相
諭
条
々
」
を

採
用
し
た
場
合
で
も
、
必
ら
ず
し
も
肥
後
に
下
向
す
る
必
要
は
な
く
、
泉
新
庄
山

井
名
の
所
職
を
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、
文
治
三
年
の
段
階
で
の
問
題
と
し
て
処

理
で
き
な
い
で
も
な
い
。
而
し
て
頼
景
は
伊
勢
弥
次
良
と
の
関
係
で
多
良
木
に
進

出
し
て
こ
こ
を
領
す
る
に
至
り
、
長
頼
は
蓮
花
王
院
領
の
関
係
で
、
元
文
二
年
に

人
吉
荘
に
補
任
さ
れ
て
そ
の
経
営
に
あ
た
り
、
宗
頼
は
八
幡
宮
弥
勅
寺
と
の
関
係

で
泉
新
庄
山
井
名
・
山
北
名
を
領
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
頼
景
と
長
頼
・
宗

頼
が
父
子
で
あ
り
な
が
ら
、
初
期
以
来
別
々
の
展
開
を
と
げ
る
の
は
か
か
る
領
有

関
係
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

！

１
型
■
『

註
5432129282726252423222120191817161514 13121110 9876

大
日
本
古
文
書
『
相
良
家
文
書
』
三
一
九
号

「
全
右
」
三
三
号

「
全
右
」
二
号

「
平
川
文
書
」
（
『
熊
本
県
史
料
・
中
世
篇
』
第
三
巻
所
収
）

球
磨
郡
岡
原
村
に
「
伊
勢
本
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
多
良
木
町
古
多
良
木

と
近
い
距
離
に
あ
る
が
、
乙
益
重
隆
氏
は
こ
こ
を
伊
勢
氏
の
居
所
と
す
る
に

は
余
り
に
も
小
さ
い
地
名
だ
と
さ
れ
る
。
（
『
報
告
書
』
第
四
集
）

安
田
元
久
「
西
国
の
惣
地
頭
に
つ
い
て
」
（
史
学
雑
誌
五
九
’
二
）

「
平
川
文
書
」

「
相
良
家
文
書
」
二
号

上
村
重
次
『
九
州
相
良
の
寺
院
資
料
』
、
乙
益
重
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
両

仏
は
同
じ
檀
越
僧
快
逼
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
点
か
ら
荘
園
領

主
層
の
存
在
を
推
定
し
て
い
る
。
（
「
球
磨
地
方
の
美
術
工
芸
②
」
ｌ
『
熊

本
県
文
化
財
報
告
』
第
四
集
以
下
『
報
告
書
』
と
い
う
）

「
相
良
家
文
書
」
五
号

上
村
重
次
「
前
掲
書
」

奈
須
真
一
「
前
掲
論
文
」

「
平
川
文
書
」
平
河
家
由
緒
書
（
未
刊
）
、
宮
元
尚
「
球
磨
の
中
世
文
書
」

（
『
報
告
書
』
第
四
集
）

「
菊
池
系
図
」
（
続
群
書
類
従
６
巻
下
）

「
相
良
家
文
書
」
一
六
一
号

「
全
右
」
一
五
号

「
全
右
」
一
三
号

田
辺
哲
夫
「
西
安
寺
の
調
査
」
（
『
報
告
書
』
第
八
集
）

「
相
良
家
文
書
」
七
号

「
全
右
」
二
四
号

「
全
右
」
五
号

「
全
右
」
三
三
号

「
白
河
院
庁
牒
」
（
『
醍
醐
雑
事
記
』
）

「
山
本
南
荘
下
司
宗
形
氏
綱
田
地
売
渡
状
」
（
『
託
麻
文
書
』
）

「
平
川
文
書
」

乙
益
重
隆
「
東
光
寺
出
土
の
経
筒
」
（
『
報
告
書
』
第
四
集
）

「
東
寺
文
書
」
永
和
二
年
月
日
官
符
（
『
荘
園
志
料
』
）

五
味
克
夫
「
大
隅
の
御
家
人
に
つ
い
て
」
（
日
本
歴
史
一
三
○
・
二
二
）

多
田
隈
豊
秋
『
九
州
の
石
塔
』
、
田
辺
哲
夫
「
西
安
寺
の
調
査
」
、
荒
尾
市

文
化
財
調
査
報
告
第
一
集
『
浄
業
寺
と
小
代
氏
』
に
よ
る
。
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相
良
氏
は
鎌
倉
期
に
お
い
て
、
上
球
磨
（
多
良
木
を
中
心
と
し
て
上
相
良
氏
）

お
よ
び
人
吉
荘
（
下
相
識
良
氏
）
を
領
し
た
。
上
球
磨
は
頼
景
の
あ
と
長
頼
を
経
て

頼
氏
に
相
続
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
頼
景
の
段
階
で
在
地
領
主
須
恵
氏
と
の
婚
姻
関

係
が
承
ら
れ
、
須
恵
氏
の
女
青
蓮
尼
に
因
ん
で
青
蓮
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
す
る
、

東
ノ
前
は
当
時
の
中
心
地
と
考
え
ら
れ
る
茂
原
で
は
な
く
、
球
磨
川
沿
岸
の
よ

り
不
安
定
な
地
形
に
置
か
れ
て
い
る
な
ど
、
頼
景
よ
り
須
恵
氏
の
伝
承
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
而
し
て
頼
景
の
事
蹟
は
殆
ん
ど
み
ら

れ
ず
、
所
領
相
続
に
具
体
性
が
ふ
え
る
の
は
、
頼
氏
か
ら
で
あ
る
。
正
応
六
年

（
一
二
九
三
）
七
月
頼
氏
は
地
頭
職
を
六
郎
頼
宗
に
譲
り
、
田
畠
在
家
を
頼
包
．

（
１
）
（
２
）

頼
高
・
頼
秀
・
頼
実
の
四
人
兄
弟
に
分
与
し
た
。
う
ち
頼
秀
の
分
は
次
の
如
く
で

あ
る
。
譲
与
多
良
木
田
畠
在
家
事

五
宇
田
六
丁
一
反
四
、
ひ
こ
三
郎
い
そ
の

三
宇
田
二
丁
二
、
う
し
し
ま

一
宇
万
さ
い
丸

一
守
田
七
反
四
、
ま
か
と

一
宇
や
ま
こ
と
う
し

巨
上
相
良
民
の
多
良
木
支
配

30

田
辺
哲
夫
氏
は
五
輪
石
塔
な
ど
が
土
着
勢
力
の
周
辺
地
域
に
、
新
た
に
支
配

権
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
東
国
御
家
人
の
所
領
に
多
い
傾
向
を
、
新
し

く
入
込
ん
で
い
く
御
家
人
の
権
威
を
示
す
た
め
の
も
の
と
見
、
そ
れ
に
は
幕

府
の
援
助
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
推
定
し
て
い
る
。
（
『
報
告
書
』
第

八
集
）

I

右
件
田
地
在
家
畠
、
所
譲
与
彦
三
郎
頼
秀
実
也
、
但
、
至
公
家
関
東
御
公

事
、
異
国
警
固
番
役
者
、
随
惣
頓
所
勘
可
致
沙
汰
、
価
譲
状
如
件
、

（
頼
氏
）

正
応
六
年
七
月
廿
日

沙
弥
上
蓮
（
花
押
）

こ
う
し
て
多
良
木
村
百
丁
は
、
惣
領
頼
宗
以
下
に
分
与
さ
れ
た
が
、
そ
の
分
与

は
地
頭
職
の
分
割
で
は
な
く
、
下
地
進
止
権
を
分
与
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（
３
）

す
な
わ
ち
正
安
四
年
（
一
三
○
一
）
六
月
日
の
「
肥
後
国
多
良
木
村
地
頭
代
申
状
案
」

で
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
肥
）
口
後
国
多
良
木
村
地
頭
相
良
牛
房
丸
代
左
衛
門
尉
資
氏
謹
言
上

早
任
相
良
弥
五
郎
頼
氏
法
師
壁
鯉
遣
状
等
欲
被
下
地
於
惣
領
上
蓮
孫
子
頼
口

頼
高
識
頼
秀
堰
一
頼
実
噛
等
異
賊
警
固
以
下
面
々
所
役
井
当
村
検
口
及
譲

外
押
領
地
等
且
企
押
領
濫
妨
且
不
相
従
惣
領
牛
房
丸
催
促
怪
々
張
行
子
細
事

副
進一

通
熊
蓮
譲
子
息
頼
宗
酔
雫
丸
状
正
応
六
年
七
月
廿
日

右
、
以
多
良
木
村
内
、
譲
与
子
孫
等
之
時
、
去
正
応
六
年
七
月
廿
日
譲
惣
領
於

（
郎
）

子
息
六
口
頼
宗
畔
畑
丸
之
次
、
為
孫
子
頼
包
、
頼
高
、
頼
秀
、
頼
実
等
、
以
同
日

宛
給
面
々
譲
状
畢
、
而
惣
領
所
持
之
上
蓮
譲
備
進
之
上
、
不
及
巨
細
、
髪
彼
庶

一
宇
田
七
反
二
、
を
れ
丸

宇
田
七
反
二
、
を
れ
丸

田
二
丁
ふ
ツ
ハ
ら

田
五
反
か
い
も
と
万
さ
い
丸

田
一
丁
ひ
さ
い
た

田
五
反
一
、
大
な
か
た
に
わ
う

田
六
反
う
ち
水
を
そ
の

田
七
反
を
の
や
ま
の
た
う
し
ん

以
上
在
家
拾
弐
宇
田
地
拾
伍
町
者
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子
等
背
上
蓮
遣
状
、
或
濫
妨
検
断
、
或
押
領
譲
之
外
之
地
、
或
国
方
済
物
等
惣

領
不
弁
之
、
或
拝
対
異
国
警
固
番
役
以
下
用
途
、
就
中
、
於
警
固
用
途
者
、
恐

千
当
時
僻
怠
、
為
全
所
役
、
悉
惣
領
所
経
入
之
也
、
先
年
頼
包
等
企
濫
訴
之

間
、
肌
雌
番
訴
陳
、
入
人
於
中
可
和
与
之
依
令
望
申
、
相
互
存
知
和
談
儀
之

処
、
就
和
与
状
、
号
不
給
御
下
知
状
、
弥
云
押
領
、
云
濫
妨
、
云
対
拝
、
並
之

令
張
行
之
条
、
且
背
上
蓮
之
譲
、
且
軽
其
素
意
、
既
以
告
言
也
、
早
被
止
押
領

濫
妨
、
至
対
拝
分
者
、
乳
給
惣
領
所
経
入
之
用
途
、
任
上
蓮
遺
状
等
、
為
被
付

面
々
下
地
於
惣
領
、
粗
恐
々
言
上
如
件
、

（
４
）

右
の
訴
状
と
延
慶
二
年
十
一
月
日
の
「
肥
後
国
多
良
木
村
地
頭
代
陳
状
案
」

肥
後
国
多
良
木
村
地
頭
相
良
孫
三
郎
経
頼
代
左
衛
門
尉
助
氏
弁
申

彦
三
郎
頼
秀
難
遁
謀
喜
井
告
言
以
下
答
間
為
延
引
御
沙
汰
捧
本
陳
同
篇
追
進

（
頼
氏
）

状
候
好
謀
也
早
任
祖
父
上
蓮
誠
譲
状
欲
被
付
頼
秀
分
領
於
惣
領
経
頼
子
細
事

右
、
如
追
進
状
者
、
経
頼
備
進
譲
状
、
併
頼
宗
進
退
執
筆
之
間
、
任
雅
意
所
書

出
之
謀
書
口
此
牒
執
筆
等
事
、
頼
秀
等
不
可
難
申
之
子
細
、
載
頼
兼
之
番
畢
、

次
己
与
理
非
事
、
尽
本
訴
間
、
不
及
重
説
、
次
北
尼
譲
内
田
薗
事
、
頼
兼
分
載

之
、
次
頼
範
後
家
分
事
、
如
頼
平
分
之
陳
状
、
次
頼
秀
等
分
領
子
孫
相
承
由
事
、

具
子
本
訴
、
次
山
野
河
事
、
惣
領
進
止
之
篠
、
如
譲
状
、
頼
秀
向
背
惣
領
之
上

者
、
不
能
怖
望
之
篠
勿
論
、
次
国
方
済
物
井
関
東
御
公
事
者
、
属
惣
領
可
弁
勤

之
由
、
上
蓮
譲
状
明
白
之
間
、
頼
秀
弁
惣
領
之
時
者
、
出
請
取
畢
、
彼
請
取
頼

秀
出
帯
之
間
、
相
済
之
証
跡
也
、
向
背
之
時
取
納
所
返
抄
之
由
申
之
、
遠
背
上

（
諸
）

蓮
誠
遣
状
、
敵
対
惣
領
之
篠
、
自
称
畢
、
勿
緒
本
主
上
蓮
之
誠
、
自
由
用
捨
之

牒
、
罪
科
至
極
畢
、
次
異
国
警
固
事
、
背
上
蓮
遺
状
、
望
別
勤
之
由
令
申
之

間
、
惣
領
対
無
所
遁
哉
、
次
検
断
事
、
載
本
訴
之
間
、
不
及
巨
細
、
次
経
頼
扶

持
悪
党
由
事
、
不
実
也
、
助
氏
殺
害
虚
誕
事
、
頼
兼
之
番
載
之
、
次
毛
佐
宇
窪

『

ｄ
も

堺
以
下
事
、
不
入
頼
秀
譲
之
上
者
、
押
領
之
段
承
伏
也
、
具
子
本
訴
陳
之
間
、

暑
之
、
次
八
岡
名
由
事
、
頼
秀
帯
正
応
六
年
一
烈
譲
状
、
兄
弟
一
同
番
之
畢
、

閣
彼
状
、
差
四
至
肝
信
於
追
進
状
之
牒
、
自
由
所
行
也
、
出
帯
状
又
無
位
所
之

間
、
不
足
証
文
。
以
背
仁
頼
顕
立
証
之
篠
、
背
法
之
上
、
望
証
文
之
間
、
破
頼

秀
所
帯
正
応
六
年
上
蓮
譲
状
欺
、
是
則
為
遮
押
領
之
各
也
、
早
任
上
蓮
誠
状
、

被
付
頼
秀
分
於
惣
領
経
頼
之
後
、
至
頼
秀
者
、
為
被
行
所
当
罪
科
、
披
陳
言
上

如
件

の
二
つ
の
文
書
と
正
応
六
年
七
月
廿
日
の
頼
宗
へ
の
「
相
良
上
蓮
譲
状
」
に
よ
っ

て
、
惣
領
頼
宗
（
牛
房
丸
Ｉ
経
頼
の
亡
父
）
が
父
上
蓮
か
ら
譲
与
さ
れ
、
経
頼
に

受
け
つ
い
だ
惣
領
の
権
限
は
①
庶
子
分
を
含
め
た
多
良
木
村
所
領
の
検
断
権
、

⑨
国
方
済
物
・
関
東
御
公
事
、
異
国
警
固
用
途
の
配
分
徴
収
権
、
⑥
異
国
警
固
番

役
で
別
勤
を
許
さ
ず
統
率
す
る
権
限
、
例
山
野
河
へ
の
進
上
権
で
あ
り
、
惣
領
と

庶
子
と
い
う
身
分
関
係
が
保
持
さ
れ
、
庶
子
は
所
領
の
配
分
を
受
け
な
が
ら
も
、

所
領
を
挺
子
と
し
て
惣
領
の
集
権
的
支
配
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
主
従
的
関
係

に
お
か
れ
て
、
自
由
に
領
主
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
庶
子
が
独
立

し
て
領
主
化
へ
の
途
を
歩
み
は
じ
め
る
と
き
、
惣
領
は
こ
れ
を
惣
領
へ
の
敵
対
と

し
て
捉
え
、
こ
れ
を
罪
科
と
し
て
本
主
上
蓮
の
遺
誠
状
に
従
っ
て
庶
子
の
所
領
を

惣
領
の
手
に
奪
い
返
す
と
い
う
強
行
手
段
に
出
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
庶
子
の
反

（
５
）

抗
・
領
主
化
を
お
さ
え
惣
領
の
集
権
的
支
配
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
多
良
木
相
良
氏
の
惣
領
・
庶
子
の
居
館
が
何
処
に
設
け
ら
れ
た

か
を
想
定
す
る
場
合
、
ま
ず
惣
領
頼
宗
の
館
は
平
安
末
期
に
お
い
て
す
で
に
弥
勅

（
６
）

寺
・
長
運
寺
な
ど
に
大
治
五
年
（
二
三
○
）
仏
像
を
造
立
す
る
だ
け
の
有
力
者

が
い
た
茂
原
で
あ
ろ
う
。
頼
宗
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
青
蓮
寺
を
建
立
し
て

お
り
、
今
に
伝
わ
る
。
上
相
良
家
歴
代
の
五
輪
石
塔
も
あ
り
、
現
在
で
も
大
字
黒

肥
地
の
中
心
地
で
あ
る
。
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彦
三
郎
頼
秀
は
在
家
十
二
字
田
地
十
五
町
を
譲
与
さ
れ
た
が
、
そ
の
在
家
は
「

う
し
し
ま
」
「
ま
か
と
」
に
あ
り
、
ま
た
、
ま
た
前
出
延
慶
二
年
の
「
多
良
木
地

頭
代
陳
状
案
」
で
は
頼
秀
は
所
領
を
八
岡
名
と
い
っ
た
と
い
う
。
「
相
良
頼
資
申

（
７
）

状
案
」
に
よ
れ
ば
八
岡
名
は
ま
た
鍋
倉
名
と
も
よ
ば
れ
た
。
す
な
わ
ち

（
遺
）

一
、
心
蓮
遣
領
者
号
八
岡
名
処
為
鍋
倉
名
由
書
載
譲
状
条
遠
目
由
事

（
頼
氏
）

如
正
応
六
年
七
月
廿
日
祖
父
上
蓮
譲
状
者
、
多
良
木
村
内
田
畠
在
家
由
載

之
詑
、
全
不
付
交
名
、
而
或
号
八
岡
名
、
或
為
鍋
倉
名
之
由
、
名
付
詑
、

乗
心
則
被
呼
鍋
倉
名
字
上
者
、
一
切
不
足
謀
難
者
哉
突
、

と
あ
る
。
鍋
倉
は
大
字
里
城
に
あ
り
、
八
岡
は
大
字
八
日
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
、
こ
れ
か
ら
承
る
と
、
彦
三
郎
頼
秀
の
所
領
は
里
之
城
・
八
日
・
馬
門
・
牛
島

の
一
帯
に
あ
り
、
従
っ
て
居
館
（
い
や
し
き
）
は
里
之
城
附
近
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

（
８
）

残
り
の
庶
子
頼
包
・
頼
高
・
頼
実
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
領
を
比
定
す
る
材
料

に
乏
し
い
が
、
字
図
そ
の
他
か
ら
推
定
し
て
承
る
と
、
一
ヶ
所
は
「
相
論
条
々
」

に
も
出
て
来
る
古
多
良
（
木
）
村
周
辺
で
字
名
で
古
多
良
木
・
横
馬
場
・
地
蔵

堂
・
宮
床
・
馬
場
田
・
門
田
の
あ
た
り
は
、
名
主
館
を
と
り
ま
く
寺
こ
そ
残
っ
て

い
な
い
が
寺
社
・
馬
場
・
門
田
が
一
セ
ッ
ト
で
出
て
お
り
、
中
心
地
茂
原
か
ら
西

へ
三
キ
ロ
隔
っ
て
お
り
、
独
立
し
た
村
を
形
成
し
て
い
る
の
で
有
力
な
候
補
地
で

あ
る
。も
う
一
つ
は
や
は
り
「
相
論
条
を
」
に
独
立
し
た
村
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る

東
光
寺
村
で
、
東
光
寺
は
文
応
元
年
（
一
二
六
○
）
に
相
良
頼
氏
に
よ
っ
て
再
興

（
一
説
に
は
造
立
）
さ
れ
た
。
こ
の
寺
の
寺
城
の
経
塚
か
ら
文
永
十
年
（
一
二
七

（
９
）

三
）
の
銘
文
を
も
つ
六
個
の
経
筒
が
発
掘
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
藤
原
（
相
良
）

頼
氏
を
は
じ
め
頼
口
・
藤
原
氏
女
な
ど
相
良
氏
一
門
が
、
往
生
極
楽
証
大
菩
提
・

現
世
安
穏
・
法
界
平
等
の
願
い
を
こ
め
て
肥
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

上
相
良
氏
の
有
力
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、
茂
原
か
ら
柿
川
を
棚
る
こ
と
東
北
約
三

キ
ロ
に
位
置
す
る
か
ら
、
惣
領
頼
宗
に
与
え
ら
れ
た
と
す
る
よ
り
も
庶
子
の
一
人

に
分
与
さ
れ
た
と
承
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
相
良
頼
景
が
下
向
直
後
に
東
ノ
前
の
館
を
備
え
、
ま
た
頼
氏
が
嘉
禎
元

（
叩
）

年
（
一
二
三
五
）
に
蓮
花
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
字
蓮
花
寺
の
一
帯
で
あ
る
。
こ

こ
に
残
っ
て
い
る
小
洞
に
は
文
永
六
年
に
妙
阿
と
相
良
頼
宗
が
上
蓮
（
頼
氏
）
の

往
生
極
楽
を
生
前
に
願
っ
た
石
塔
婆
が
あ
り
、
又
近
所
に
は
「
永
仁
三
年
五
月

（
Ⅲ
）

鮎
之
瀬
井
手
碑
領
主
相
良
頼
宗
建
」
の
鮎
ノ
瀬
井
手
碑
が
あ
り
、
茂
原
か
ら
さ

ほ
ど
隔
っ
て
も
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
一
帯
は
惣
領
頼
宗
の
所
領
に
属
し
た
可

能
性
が
つ
よ
い
。
こ
の
場
合
、
頼
宗
は
父
頼
氏
が
建
立
し
た
蓮
花
寺
が
あ
り
な
が

ら
、
さ
ら
に
自
ら
の
館
の
近
隣
に
青
蓮
寺
を
建
立
し
、
歴
代
の
菩
提
寺
と
し
た
と

い
う
説
明
が
必
要
と
な
ろ
う
。

（
昭
）

た
だ
問
題
は
平
河
氏
と
の
関
係
で
、
永
吉
荘
横
瀬
村
が
蓮
花
寺
・
東
ノ
前
の
数

百
メ
ー
ト
ル
上
流
の
横
瀬
大
王
で
あ
り
、
伝
承
の
よ
う
に
横
瀬
大
王
が
横
瀬
四
郎

高
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
建
久
年
間
に
は
す
で
に
こ
の
地
に
威
を
張
っ
て
お
り
、

そ
の
こ
ろ
東
ノ
前
に
館
を
構
え
た
頼
景
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
平
川
文
書

で
ゑ
る
と
永
吉
荘
は
球
磨
川
沿
岸
の
散
在
荘
園
で
あ
り
、
平
川
氏
は
球
磨
川
の
水

路
を
お
さ
え
て
発
展
し
た
在
地
土
豪
層
で
あ
ろ
う
。
平
川
氏
の
性
格
は
数
少
い
文

書
で
は
充
分
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
田
地
が
全
く
な
い
尾
瀬
村
以
下
五
ヶ
村
か
ら

（
雑
紙
）
（
葛
）
（
厚
紙
）
（
板
）
（
漆
）
（
皮
）

さ
っ
し
・
く
す
・
あ
つ
か
ミ
．
い
た
・
う
る
し
・
鹿
か
〈
。
茶
な
ど
山
野
の
産
物

を
収
納
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
交
易
す
る
こ
と
の
可
能
な
、
水
上
交
通
に
巧
承
な

勢
力
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
横
瀬
村
の
役
割
が
上
球
磨
に
お
け
る
山
野
物
産
の
集

結
地
だ
と
す
れ
ば
、
平
川
氏
に
と
っ
て
横
瀬
村
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
に

違
い
な
い
し
、
そ
の
意
味
で
横
瀬
四
郎
高
実
の
存
在
も
理
解
で
き
る
。
そ
こ
に
も

し
相
良
頼
景
と
の
競
合
が
生
じ
る
な
ら
ば
平
川
氏
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
と
な
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る
筈
で
あ
る
。
平
川
氏
は
永
吉
荘
地
頭
井
名
主
職
を
建
長
三
年
に
大
江
広
元
の
あ

（
昭
）

と
を
つ
い
だ
預
所
職
実
春
朝
臣
に
奪
わ
れ
以
来
弘
安
四
年
か
ら
元
享
頃
ま
で
争

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
相
良
氏
と
の
対
抗
関
係
は
全
く
出
て
来
な
い
。
そ
の
間
中

（
横
力
）
（
Ｍ
）

神
・
播
瀬
両
村
地
頭
・
名
主
職
を
め
ぐ
っ
て
一
族
間
に
相
論
が
起
っ
て
い
る
が
、

こ
の
時
横
瀬
村
地
頭
・
名
主
職
は
良
峯
（
平
河
）
良
高
の
手
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

（
鴫
）

る
。
平
河
氏
が
下
相
良
氏
に
吸
収
さ
れ
る
の
は
南
北
朝
期
永
和
元
年
こ
ろ
で
そ
れ

ま
で
は
横
瀬
村
を
領
有
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
し
平
河
氏
が
横
瀬
村
を
領
有
し
、
横
瀬
四
郎
高
実
が
館
を
構
え
た
と
す
る
な

ら
ば
、
依
高
ｌ
木
上
福
田
寺
、
師
高
ｌ
深
田
万
福
寺
、
東
高
（
藤
高
）
ｌ
山
田
高

（
肥
）

寺
院
と
い
う
平
河
氏
の
一
族
の
例
か
ら
ゑ
て
高
実
に
も
対
応
す
る
寺
院
を
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
相
良
氏
が
頼
宗
の
本
拠
茂
原
に
青
蓮

寺
を
建
立
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
近
接
す
る
蓮
花
寺
を
も
上
相
良
氏
の
菩
提

寺
と
す
る
の
は
適
当
で
な
い
し
、
こ
れ
を
高
実
Ｉ
蓮
花
寺
と
し
て
も
大
き
な
矛
盾

は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
い
。
こ
の
仮
説
が
承
認
さ

れ
る
な
ら
ば
東
ノ
前
館
跡
は
最
初
平
川
氏
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
上
球
磨
の
拠
点

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

註
21543

鈴
木
英
雄
「
〃
惣
領
制
″
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
安
田
元
久
編
『
封
建

制
成
立
の
研
究
』
所
収
）

「
相
良
家
文
書
」
三
六
号

「
全
右
」
三
二
号
、
こ
の
う
ち
「
ひ
こ
三
郎
い
そ
の
」
は
後
述
の
ご
と
く
字

八
日
・
字
里
城
鍋
倉
、
「
う
し
し
ま
」
は
字
牛
島
、
「
ま
か
と
」
は
字
馬
門

で
あ
ろ
う
。
「
万
さ
い
丸
」
は
平
川
文
書
二
号
（
『
熊
本
県
史
料
中
世
篇

三
』
）
に
見
え
る
平
川
三
郎
長
貞
の
女
子
号
万
歳
の
在
家
に
あ
て
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

「
相
良
家
文
書
」
三
六
号

「
相
良
家
文
書
」

「
全
右
」
三
八
号

（

1514131211109 87616

乙
益
重
隆
「
球
磨
の
仏
像
表
術
」
（
『
報
告
書
』
第
四
集
）

「
相
良
家
文
書
」
四
六
号

「
全
右
」
一
九
号
．
二
○
号
．
三
七
号
に
よ
れ
ば
、
正
元
元
年
（
一
二
六

○
）
か
ら
徳
治
二
年
一
二
七
六
に
か
け
て
、
人
吉
荘
南
方
松
延
に
政
所
を
勤

め
る
庄
官
頼
高
法
師
の
存
在
が
承
ら
れ
る
。
徳
治
二
年
に
は
預
所
良
峯
師
種

・
惣
政
所
右
衛
門
尉
藤
原
盛
員
な
ど
球
磨
郡
の
平
河
・
相
良
一
門
ら
し
い
人

物
が
登
場
し
て
お
り
、
頼
高
法
師
は
あ
る
い
は
上
相
良
一
門
の
頼
高
か
と
も

思
わ
れ
る
。

乙
益
重
隆
「
東
光
寺
出
土
の
経
筒
」
（
『
報
告
書
』
）

宮
元
尚
「
鎌
倉
ｌ
室
町
時
代
に
お
け
る
球
磨
の
地
頭
一
覧
」

『
肥
後
国
誌
補
遺
・
索
引
篇
』

「
平
川
文
書
」
一
号

「
全
右
」
四
号

「
全
右
」
五
号

平
河
小
三
郎
師
頼
は
人
吉
荘
一
分
地
頭
（
「
相
良
家
文
書
」
一
二
五
号
）
、

平
川
又
三
郎
は
相
良
定
頼
一
族
（
「
全
右
」
六
一
号
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
平
河
貞
世
・
貞
家
（
平
川
文
書
」
六
・
七
号
）
ら
球
磨
郡
の
平
河

氏
は
下
相
良
氏
に
同
心
し
、
そ
の
後
相
良
前
頼
に
よ
っ
て
下
相
良
家
惣
領
制

が
確
立
さ
れ
、
戦
国
大
名
に
発
展
し
て
行
く
と
、
平
河
氏
は
そ
の
家
臣
団
へ

編
入
さ
れ
て
い
く
。
（
「
平
川
文
書
」
八
・
九
・
一
○
・
三
号
、
「
永
池

文
書
三
・
四
・
五
・
六
・
七
号
）

「
平
川
文
書
」
一
二
号
の
所
伝
は
文
書
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
ほ
か
、
「

門
中
堂
社
井
代
々
先
祖
書
」
、
仏
像
銘
文
に
よ
り
確
実
で
あ
る
。
山
田
高
寺

院
に
つ
い
て
は
寺
記
に
も
ふ
れ
ず
、
相
良
家
伝
で
は
永
留
家
領
と
す
る
が
、

そ
の
時
期
は
明
示
さ
れ
ず
、
「
平
河
文
書
」
に
よ
り
建
久
以
来
平
河
氏
が
地

頭
・
名
主
職
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
里
・
小
山
田
大
王
神
社
か
ら
ゑ
て
平
河

氏
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
高
寺
院
も
平
河
氏
と
の
関
係
が
あ
っ

た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
地
は
南
北
朝
争
乱
期
に
お
け
る
両
相
良
氏
の
激

戦
地
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
平
河
氏
支
配
の
痕
跡
が
な
い
が
、
下
相
良
系
の

永
留
荘
司
頼
明
に
つ
い
て
「
相
良
家
文
書
」
に
は
全
く
承
ら
れ
ず
、
前
述
の

よ
う
に
平
河
氏
は
南
北
朝
期
ま
で
永
吉
荘
を
有
し
た
の
で
下
相
良
氏
が
山
田

を
領
有
す
る
の
は
南
北
朝
期
以
後
で
あ
る
。
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相
良
長
頼
は
元
久
二
年
（
一
二
○
五
）
の
北
条
氏
の
畠
山
重
忠
追
討
に
お
け
る

戦
功
に
よ
っ
て
平
家
没
官
領
人
吉
荘
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
た
。
つ
い
で
弟
宗
頼

が
、
承
久
の
乱
の
戦
功
に
よ
っ
て
高
橋
郷
を
得
た
。
相
良
氏
の
肥
後
所
領
の
獲
得

は
北
条
氏
の
執
権
政
治
進
展
と
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
し
か
も
北
条
氏
の
側
近
に
あ
っ
て
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
彼
ら

が
補
任
後
直
ち
に
現
地
に
下
向
し
て
来
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
自
ら
は

鎌
倉
に
あ
っ
て
北
条
氏
に
近
侍
し
、
代
官
を
派
遣
し
て
所
領
経
営
に
当
ら
せ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
良
木
家
で
所
領
支
配
に
具
体
性
が
見
え
る
の
は
正
応
六

年
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
人
吉
荘
に
お
い
て
も
正
元
二
年
（
一
二
六
○
）

（
２
）

の
「
正
元
元
年
実
検
目
録
事
」
に
お
い
て
は
じ
め
て
惣
公
文
・
政
所
代
・
地
頭
・

預
所
の
連
署
が
承
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
文
書
に
は
人
吉
荘
に
下
向

し
て
支
配
し
た
と
思
わ
れ
る
点
が
少
な
い
。

（
３
）

ま
ず
人
吉
荘
下
地
中
分
の
原
因
と
も
な
っ
た
頼
重
と
長
頼
の
「
相
論
条
々
」
で

は
、
㈲
山
井
名
に
つ
い
て
頼
重
は
父
宗
頼
の
譲
状
と
契
状
に
よ
っ
て
伝
領
し
、
兄

頼
元
濫
訴
に
際
し
本
主
頼
景
の
譲
状
に
蓮
仏
が
加
判
し
た
。
而
し
て
頼
重
が
頼
元

妻
女
を
密
懐
し
た
の
で
、
「
蓮
仏
所
入
代
官
也
」
そ
し
て
押
領
し
た
。
目
高
橋
内

作
田
等
は
宗
頼
の
死
後
所
領
を
長
頼
娘
に
割
き
分
譲
し
、
娘
を
取
返
し
た
上
で
、

所
領
は
返
さ
ず
管
領
し
、
所
領
年
貢
が
私
用
し
女
子
に
宛
給
し
な
か
っ
た
と
し
て

「
去
々
季
所
入
別
代
官
」
れ
た
も
の
。
白
多
良
木
内
四
ヶ
村
は
宗
頼
が
父
頼
景
の

譲
状
に
よ
り
領
掌
し
て
い
た
が
、
宗
頼
の
死
後
頼
重
に
伝
領
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

Ｊ
一
下
相
良
氏
の
展
開

く

補
論

１
口

長
頼
が
譲
を
得
、
安
堵
御
下
文
も
あ
り
正
当
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
完
全
な

書
類
審
査
で
、
「
頼
重
所
進
頼
景
建
保
二
季
譲
状
者
、
為
先
判
之
上
、
不
帯
御
下

文
歎
、
蓮
仏
所
進
安
貞
二
季
頼
景
譲
子
蓮
仏
井
宗
頼
之
状
者
、
為
後
判
之
上
、
同

季
十
二
月
安
堵
御
下
文
明
鏡
也
」
と
あ
る
。
田
去
季
正
月
蓮
仏
代
官
の
山
井
名
に

お
け
る
頼
重
下
人
へ
の
濫
妨
に
つ
い
て
蓮
仏
は
「
不
知
子
細
、
代
官
清
元
可
申
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
推
測
す
る
に
、
長
頼
も
頼
重
も
現
地
に
代
官
・
下
人
を

お
い
て
い
る
だ
け
で
、
本
人
は
在
地
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
４
）

寛
元
二
年
の
「
人
吉
庄
起
請
田
以
下
注
進
状
」
は
人
吉
庄
を
中
分
し
た
際
の
地

頭
分
南
方
に
属
す
る
も
の
を
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
が
、
中
分
線
を
は
っ
き
り
示

し
、
田
畠
・
苧
・
桑
・
在
家
か
ら
山
野
江
河
狩
倉
ま
で
中
分
し
た
徹
底
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
中
分
状
は
如
何
な
る
理
由
で
こ
れ
ほ
ど
詳
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
は
北
方
・
南
方
の
所
領
を
明
確
に
し
た
た
め
詳
密
に
行
な
っ
た
と
理
解
さ

れ
て
い
る
が
、
も
し
本
当
に
所
領
に
過
不
足
が
な
い
よ
う
に
折
半
し
た
と
い
う
こ

と
を
表
示
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
双
方
の
所
領
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
然
る
べ
き

（
５
）

で
あ
る
。
例
え
ば
領
家
と
地
頭
の
下
地
中
分
に
し
ば
し
ば
承
ら
れ
る
中
分
図
は
ま

さ
に
そ
う
し
た
要
求
に
応
じ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
荘
園

領
主
側
か
ら
惣
公
文
・
田
所
・
納
所
代
・
政
所
と
地
頭
蓮
仏
の
証
判
が
ゑ
ら
れ
る

が
、
原
本
に
よ
ら
な
け
れ
ば
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
地
頭
沙
弥
蓮
仏
の
証
判
は
一

字
上
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
結
論
だ
け
を
云
え
ば
、
こ
の
中
分
状
は
専
ら
領
家
側
が
南
方
地
頭
沙
弥

蓮
仏
に
領
家
方
へ
の
運
上
を
確
認
す
る
た
め
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
勿
論
そ
の
こ
と
は
自
ら
地
頭
取
得
分
を
規
制
す
る
こ
と
に
も
な
る
わ
け

で
あ
る
が
。
而
し
て
そ
の
中
分
が
正
当
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
「

当
給
人
之
御
代
官
調
所
七
郎
忠
康
」
を
立
会
わ
せ
相
共
に
見
知
し
め
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
当
給
人
を
奈
須
氏
は
北
方
を
獲
得
し
た
得
宗
家
尼
御
前
と
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解
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
な
ら
ば
何
故
得
宗
家
代
官
は
証
判
を
し
て
そ
の
客

観
性
を
主
張
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
徳
治
二
年
の
「
人
吉
荘
南
方
松
延

（
６
）

名
田
数
得
田
米
田
付
雑
物
等
実
検
注
進
状
」
は
預
所
交
代
に
と
も
な
う
実
検
注
進

で
あ
る
が
、
惣
公
文
・
惣
政
所
・
地
頭
・
雑
掌
。
（
新
預
所
）
・
領
家
御
代
官
と

責
任
あ
る
す
べ
て
の
当
事
者
が
証
判
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
重
大
な
所

領
の
中
分
に
お
い
て
、
中
分
の
相
手
方
代
官
が
証
判
を
加
え
な
い
こ
と
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
私
は
当
給
人
を
現
地
頭
沙
弥
蓮
仏
だ
と
考
え
る
。

何
故
に
か
か
る
代
官
立
会
で
中
分
が
な
さ
れ
た
か
と
云
う
と
、
沙
弥
蓮
仏
は
現
地

に
は
居
ず
、
従
っ
て
地
頭
沙
弥
蓮
仏
の
証
判
は
、
後
日
追
認
の
上
で
な
さ
れ
た
と

考
え
る
。

つ
ぎ
に
寛
元
四
年
二
一
月
五
日
の
「
相
良
蓮
仏
搬
譲
状
兎
は
六
郎
頼
俊
・
九
郎
頼

員
・
藤
二
永
綱
へ
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
彼
ら
の
居
屋
敷
を
伴
な
わ

ず
、
得
分
と
領
家
へ
の
公
役
勤
仕
を
問
題
と
し
、
頼
利
に
対
し
て
は
「
宮
仕
之
忠

ヲ
致
者
二
候
へ
〈
、
蓮
仏
か
御
さ
候
〈
ん
時
も
、
此
譲
状
を
棒
上
訴
」
申
せ
ば
北

方
を
返
給
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

相
良
一
族
の
下
向
が
確
認
で
き
る
の
は
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
六
月
十
七
日

（
８
）

の
相
良
西
信
賊
譲
状
」
に
長
者
女
の
夫
願
心
房
が
西
信
の
代
官
と
し
て
異
国
警
固

番
役
を
勤
仕
し
た
の
に
対
し
て
恐
ら
く
住
居
地
と
し
て
「
う
と
の
く
ち
の
田
地
壱

町
、
北
の
た
け
の
内
の
薗
壱
ヶ
所
」
を
長
者
女
に
譲
っ
て
い
る
の
が
初
見
で
あ

（
ｎ
コ
一
）

る
。
そ
れ
よ
り
さ
ぎ
正
元
二
年
（
一
二
六
○
）
に
松
延
名
で
庄
官
頼
高
法
師
給
分

と
い
う
の
が
あ
り
、
頼
高
を
一
族
だ
と
す
れ
ば
こ
の
時
点
ま
で
遡
れ
る
。

弘
安
一
○
年
（
三
八
七
）
の
「
相
良
迎
蕊
譲
勘
で
は
、
前
の
「
惣
公
文
在

（
ｕ
）

家
」
が
闘
所
と
な
り
、
「
ほ
り
の
内
」
と
呼
ば
れ
て
地
頭
館
を
示
唆
し
て
い
る
。
頼

俊
は
二
男
な
が
ら
長
氏
を
嫡
子
と
し
て
相
伝
所
領
で
あ
る
経
徳
・
常
楽
名
を
「
永

代
無
妨
可
令
領
知
」
兄
弟
中
の
譲
り
も
れ
の
知
行
を
命
じ
、
北
方
及
び
五
分
一
は

（

訴
訟
に
よ
り
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
な
ど
、
に
わ
か
に
所
領
へ
の
意
欲
を
示
し

て
い
る
。
一
方
成
恒
名
で
も
「
又
次
郎
頼
季
か
と
こ
ろ
に
、
は
は
の
名
屋
敷
一

（
吃
）

所
、
水
田
壱
諏
中
、
四
郎
頼
里
か
所
二
、
末
光
の
名
や
し
き
一
所
誠
趣
弐
丁
」
を
譲
渡

し
て
所
領
経
営
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
頼
俊
の
晩
年
に
在
地
へ
の
意

欲
が
増
し
て
き
た
理
由
と
し
て
は
、
元
遥
に
伴
な
う
所
領
へ
の
下
向
に
求
め
ら
れ

よ
う
。
今
ま
で
幕
府
勤
仕
の
御
家
人
と
し
て
所
領
か
ら
の
得
分
に
依
存
し
て
い
た

相
良
氏
の
所
領
経
営
・
族
的
結
合
の
あ
り
方
が
大
き
く
転
換
す
る
の
で
あ
る
。
折

し
も
人
吉
荘
で
は
徳
治
二
年
に
預
所
が
代
り
、
中
原
遠
盛
か
ら
在
地
土
豪
平
河
氏

一
門
の
良
峯
師
種
が
そ
の
任
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

人
吉
相
良
氏
の
族
的
結
合
が
こ
の
時
期
に
ど
う
転
換
す
る
か
、
先
学
の
業
績
を

（
昭
）

た
ど
り
な
が
ら
追
求
し
て
承
よ
う
。
鈴
木
英
雄
氏
は
「
相
論
条
々
」
な
ど
初
期
相

良
家
に
承
ら
れ
る
惣
庶
の
対
立
を
「
無
指
惣
領
輩
」
と
い
わ
れ
る
完
全
な
各
別
分

割
知
行
と
承
る
、
そ
こ
で
は
惣
領
の
庶
子
所
領
の
統
制
ま
た
庶
子
に
対
す
る
人
的

支
配
は
ふ
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
所
領
の
確
保
と
そ
の
経
営
に
専
念
し
て

い
る
と
す
る
。
問
題
は
所
領
に
対
す
る
地
頭
相
良
氏
の
関
わ
り
方
に
あ
る
。
綴
を

述
べ
た
如
く
相
良
氏
は
代
官
を
派
遣
す
る
の
承
で
専
ら
地
頭
得
分
に
依
存
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
所
領
（
得
分
権
）
の
確
保
・
拡
大
は
あ
っ
て
も
経
営
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
「
相
論
」
の
結
果
人
吉
荘
を
中
分
さ

れ
た
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
前
述
の
北
条
氏
と
の
関
係
か
ら
か
余

り
深
刻
に
考
え
て
な
い
。
領
家
召
物
へ
の
対
揮
を
訴
え
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
む

し
ろ
領
家
に
勤
仕
を
は
げ
む
べ
し
と
す
る
。
幕
府
ｌ
北
条
氏
へ
は
「
於
中
分
北
方

者
、
本
領
之
習
、
上
訴
申
所
、
返
給
ル
例
有
り
、
」
．
旦
ノ
傍
輩
之
コ
ラ
シ
メ

（
Ｍ
）

二
、
中
分
被
召
」
た
と
理
解
し
て
い
る
。
北
条
氏
と
の
関
係
は
彼
の
認
識
の
通
り

で
、
七
年
後
に
は
長
頼
は
宝
治
合
戦
の
賞
と
し
て
豊
前
国
成
恒
名
地
頭
職
に
補
任

さ
れ
る
が
、
人
吉
荘
北
方
は
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
傾
向
の
中
で
人
吉
相
良
家
で
は
頼
俊
の
あ
と
長
氏
が
所
領
へ
意
欲
を

も
や
す
と
共
に
、
一
家
の
惣
領
と
し
て
の
動
き
を
ふ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
延
慶

領
家
へ
の
所
当
公
事
は
各
別
で
あ
り
、
ま
た
南
北
朝
期
に
も
そ
れ
ぞ
れ
が
一
分
地

頭
と
し
て
催
促
に
応
じ
る
な
ど
、
経
済
的
に
優
位
に
立
つ
嫡
子
の
も
と
に
庶
子
が

従
属
す
る
と
い
う
惣
領
制
的
規
制
は
ふ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
無
指
惣
領
輩
」

の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
多
良
木
相
良
家
の
族
的
結
合
と

第5表相良長頼・人吉庄配分表（単位.町）の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
｝

は
違
っ
た
展
開
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。

’
全庄田に対
する百分率 |’ ’ 司’’ ’ ’37％ 17％ 6％ 36％4％ 100

長
頼
以
後
の
人
吉
荘
相
伝

は
頼
俊
・
頼
員
・
藤
二
永
綱
、

（
脇
）

頼
貞
へ
の
名
地
頭
各
別
相
続

で
な
さ
れ
た
。
そ
の
田
地
配

分
は
第
５
表
の
通
り
で
あ

る
。
こ
の
表
に
承
る
如
く
嫡

子
頼
俊
に
は
全
所
領
の
三
七

％
が
集
中
し
、
最
大
の
経
徳

・
常
楽
名
を
も
っ
て
質
量
と

も
に
庶
子
を
圧
倒
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
頼
員
と
二

人
で
人
吉
荘
の
半
ば
を
越
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
頼
俊
・

頼
員
の
所
領
か
ら
ふ
て
、
他

の
庶
子
に
対
す
る
経
済
的
優

位
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ

の
政
治
的
支
配
と
い
う
面
で

は
独
立
性
を
保
っ
て
お
り
、

（
略
）

四
年
（
二
一
二
）
の
「
相
良
蓮
道
霊
置
文
」
に
よ
る
と
、
①
嫡
子
頼
広
に
経
徳
・

常
楽
名
地
頭
職
を
田
畠
・
在
家
・
山
野
・
薬
に
い
た
る
ま
で
譲
与
す
る
。
②
三
人

の
庶
子
三
郎
二
郎
・
九
郎
・
十
郎
に
は
そ
の
内
か
ら
田
三
町
三
ヶ
所
ず
つ
与
え

る
。
⑥
女
子
に
は
所
領
を
譲
渡
せ
ず
扶
持
米
を
与
え
る
。
④
惣
領
が
領
家
年
貢
を

収
め
る
が
、
庶
子
は
毎
年
米
五
斗
を
頼
広
に
弁
ず
る
こ
と
。
⑥
異
国
警
固
番
役
は

庶
子
が
交
る
交
る
供
す
る
こ
と
、
世
間
が
騒
を
し
い
時
は
全
員
が
供
を
す
る
こ

と
。
を
命
じ
、
庶
子
各
別
知
行
か
ら
惣
領
相
続
へ
切
り
か
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
相
続
形
態
の
変
化
は
、
異
国
警
固
役
な
ど
の
負
担
の
増
大
と
分
割
相
続
に
よ
る

所
領
の
倭
少
化
の
矛
盾
が
著
る
し
く
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

が
、
今
ま
で
の
得
分
依
存
か
ら
所
領
経
営
へ
の
生
活
の
転
換
に
刺
激
さ
れ
る
と
こ

ろ
も
無
視
で
き
な
い
。
惣
領
に
と
っ
て
所
領
は
単
な
る
経
済
的
な
基
盤
で
な
く
、

政
治
的
な
関
係
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
自
覚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
頼
広

は
頼
俊
の
弟
に
譲
ら
れ
て
い
た
「
松
延
名
」
を
手
中
に
し
、
所
領
拡
大
を
は
か
っ

て
い
る
。

こ
う
し
て
惣
領
制
を
志
向
す
る
相
良
頼
広
に
と
っ
て
痛
根
事
は
回
復
さ
れ
ざ
る

本
領
北
方
で
あ
り
、
五
分
一
で
あ
っ
た
。
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
北
条
高
時
に
対

す
る
全
国
的
反
乱
が
起
る
と
、
北
条
氏
に
北
方
回
復
の
期
待
を
も
て
な
く
な
っ
た

相
良
頼
広
は
、
の
ぞ
み
を
天
皇
に
托
し
て
天
皇
方
に
つ
い
た
。
「
沌
倒
ん
な
ん
と

し
た
ら
ん
時
〈
、
く
ん
こ
う
を
〈
な
し
て
申
さ
す
へ
し
、
身
せ
ま
き
物
〈
、
さ
や

う
の
時
こ
そ
ひ
ろ
く
も
な
る
事
な
れ
」
と
聞
か
さ
れ
た
頼
広
ら
は
南
北
朝
争
乱
期

を
迎
え
て
、
領
土
拡
大
を
希
っ
て
争
乱
に
参
加
し
た
。

註
21

「
相
良
家
文
書
」
三
号

「
全
右
」
一
七
・
一
八
・
一
九
・
二
○
号
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頼俊 頼員 永綱
頼貞
(妙阿）

その他の
庶子等

計

経徳名

常楽名

松延名

刀岡名

竜万名

豊永名

神田

その他

計

27.04

25.44

2．50

2．30

43．30

61．61

26.00

1．70

27．70

7．00

2．03

0．40

0．53

9．96

7．22

7．22

0．98

1，51

0．42

1．50

52．72

57．13

35.20

25.44

29.54

7．22

2．92

0．40

3．80

59．28
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南
北
朝
内
乱
期
に
入
る
と
相
良
氏
は
南
・
北
両
朝
に
分
属
し
て
抗
争
す
る
。
多

（
１
）

良
木
相
良
家
一
族
は
「
家
督
相
良
因
幡
権
守
経
頼
」
に
ひ
き
い
ら
れ
「
肥
後
国
凶

徒
相
良
経
頼
己
下
」
「
相
良
経
頼
巳
下
凶
徒
」
と
よ
ば
れ
て
、
一
族
。
庶
子
の
名

前
が
全
く
出
て
来
な
い
と
い
う
惣
領
制
構
造
で
行
動
し
、
須
恵
・
永
里
・
岡
本
・

奥
野
橘
佐
渡
八
郎
な
ど
上
球
磨
の
勢
力
に
長
氏
の
子
縫
殿
允
祐
長
も
含
ま
れ
て
い

ｚ
句
○

一
方
人
吉
相
良
家
は
惣
領
の
統
率
力
が
弱
く
、
頼
広
と
そ
の
子
定
頼
以
下
、
人

吉
庄
一
分
地
頭
税
所
新
兵
衛
入
道
宗
円
。
同
相
良
孫
次
郎
定
長
・
同
六
郎
三
郎
頼

（
２
）

氏
・
同
孫
三
郎
惟
頼
・
同
三
郎
兵
衛
頼
房
・
同
平
河
小
三
郎
師
頼
な
ど
一
族
が
そ

口
下
相
良
氏
惣
領
制
の
確
立

161514131211109876 543

「
全
右
」
五
号

「
全
右
」
六
号

例
え
ば
「
島
津
家
文
書
」
㈲
所
収
の
「
伊
作
庄
内
日
置
北
郷
堺
絵
図
」
な
ど

両
者
に
中
分
前
と
中
分
後
の
状
態
が
把
握
で
き
る
よ
う
作
成
さ
れ
て
い
る
。

「
相
良
家
文
書
」
三
七
号

「
全
右
」
七
・
八
・
九
号

「
全
右
」
二
三
号

「
全
右
」
二
○
号

「
全
右
」
二
四
号

「
全
右
」
七
号

「
全
右
」
二
五
号

鈴
木
英
雄
「
前
掲
論
文
」

「
相
良
家
文
書
」
七
号

「
全
右
」
七
・
八
・
九
・
四
八
号

「
全
右
」
三
九
号

Ｆ
１

れ
ぞ
れ
別
個
に
着
到
状
、
軍
忠
状
を
出
し
、
独
立
し
て
恩
賞
に
与
ろ
う
と
し
て
い

（
３
）

る
。
球
磨
郡
内
の
主
な
戦
場
は
は
じ
め
永
吉
荘
山
田
・
木
枝
で
あ
っ
た
。
永
吉
荘

は
当
時
少
弐
頼
尚
の
所
領
だ
っ
た
ら
し
く
上
相
良
勢
は
領
土
拡
大
を
こ
こ
に
向
け

た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
興
国
三
年
（
一
三
四
二
）
久
米
郷
木
原
々
合
戦
で
多
良

木
経
頼
は
打
撃
を
う
け
、
翌
年
少
弐
頼
尚
の
誘
い
に
応
じ
、
本
領
安
塔
を
条
件
に

北
朝
方
に
転
じ
た
の
で
、
球
磨
の
争
乱
は
一
ま
づ
落
着
し
た
。

正
平
二
年
（
二
一
四
七
）
征
西
府
の
中
院
定
平
の
努
力
に
よ
っ
て
八
代
和
談
が

成
立
し
、
征
西
将
軍
懐
良
親
王
が
菊
池
の
本
拠
に
あ
っ
て
肥
後
の
南
朝
方
が
勢
力

を
奮
う
よ
う
に
な
り
、
正
平
五
年
（
一
三
五
○
）
足
利
直
冬
が
大
宰
府
に
入
る
と

九
州
の
情
勢
は
混
乱
の
極
に
達
し
た
。
北
朝
側
で
足
利
直
冬
と
一
色
範
氏
が
紛
争

を
続
け
、
時
と
し
て
直
冬
が
南
朝
方
に
通
じ
、
或
は
一
色
氏
が
南
朝
に
通
じ
る
な

ど
混
乱
を
極
め
た
。
こ
の
間
相
良
定
頼
は
少
弐
頼
尚
、
一
色
範
親
と
通
じ
て
北
朝

方
に
立
ち
、
多
良
木
経
頼
は
須
恵
彦
三
郎
、
橘
遠
江
入
道
道
公
ら
と
南
朝
方
に
属

し
た
。
両
者
は
正
平
六
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
球
磨
郡
内
所
々
に
合
戦
し

た
。
こ
の
戦
い
を
通
し
て
定
頼
と
そ
の
一
族
は
人
吉
荘
北
方
の
ほ
か
、
永
吉
荘
半

分
・
久
米
郷
・
永
里
村
の
ほ
か
日
向
な
ど
多
大
な
所
領
を
得
た
。
そ
の
後
一
四
世

紀
前
半
の
前
頼
の
代
に
は
こ
う
し
た
所
領
を
背
景
に
一
族
へ
の
統
制
を
つ
よ
め
、

「
し
ょ
せ
ん
一
そ
く
の
わ
つ
ら
い
に
な
り
候
ハ
ん
す
る
と
も
か
ら
に
お
い
て
は
、

（
４
）

親
子
兄
弟
を
い
〈
す
、
な
か
を
た
か
ふ
へ
く
候
」
と
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
ｏこ

う
し
て
前
頼
が
人
吉
相
良
氏
の
惣
領
に
な
る
と
、
正
平
二
三
年
（
一
三
六
八
）

南
朝
方
に
帰
順
し
球
磨
郡
に
は
久
し
ぶ
り
に
平
和
が
到
来
し
た
。
戦
乱
中
に
人
吉

相
良
氏
に
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
多
良
木
経
頼
の
所
領
は
再
び
多
良
木
家
に
返

さ
れ
、
両
相
良
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
私
領
経
営
に
専
念
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
人
吉
相

良
氏
は
永
吉
庄
半
分
一
七
五
丁
（
平
河
左
近
允
跡
）
、
久
米
郷
西
方
（
三
池
兵
庫

－123－



助
跡
）
、
久
米
郷
東
方
（
橘
遠
江
入
道
跡
）
、
須
恵
庄
（
一
族
須
彦
四
郎
へ
）
、

（
５
）

永
里
村
（
永
里
彦
次
郎
跡
）
を
加
え
て
球
磨
郡
の
大
半
を
入
手
し
、
元
中
八
年
（

一
三
九
一
）
に
は
相
良
孫
五
郎
頼
仲
と
の
間
に
多
良
木
を
競
望
せ
ざ
る
こ
と
を
契

約
す
る
ほ
ど
の
余
裕
を
見
せ
て
い
る
し
、
こ
の
頃
に
は
天
皇
の
縮
旨
も
征
西
将
軍

宮
の
令
旨
も
す
べ
て
相
良
近
江
守
（
館
、
一
族
等
中
）
あ
て
に
な
っ
て
く
る
。
人

宮
の
令
旨
も
す
べ
て
相
良
近
江
守
（
館
、
一
族
等
中
）
あ
て
に
坐

吉
相
良
一
氏
惣
領
と
し
て
の
前
続
の
地
位
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

祐
長
が
経
頼
を
「
祐
長
一
族
家
督
相
良
因
幡
権
｛

ら
承
る
と
、
最
初
は
多
良
木
相
良
家
を
相
伝
し
一

両
相
良
家
の
家
督
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

元
弘
三
年
相
良
頼
広
は
人
吉
庄
北
方
半
分
の
訴
訟
に
際
し
て
、
相
良
長
頼
の
人

吉
庄
地
頭
補
任
御
下
文
の
正
文
を
多
良
木
経
頼
か
ら
借
用
し
、
訴
訟
成
就
の
時
に

は
四
分
一
を
多
良
木
経
頼
に
す
る
と
の
契
状
を
出
し
て
い
る
こ
と
、
前
述
の
相
良

（
７
）

祐
長
が
経
頼
を
「
祐
長
一
族
家
督
相
良
因
幡
権
守
経
頼
」
と
云
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
ふ
る
と
、
最
初
は
多
良
木
相
良
家
を
相
伝
し
た
頼
氏
ｌ
頼
宗
ｌ
経
頼
の
系
統
が

名
化
の
道
を
た
ど
る
。
こ
の
系
統
が
の
ち
に
姓

大
名
と
し
て
球
磨
郡
を
支
配
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
南
北
朝
争
乱
期
を
経
て
人
吉
相
良
家
が
中
・
下
球
磨
を
領
有
し
、

人
吉
庄
地
頭
職
を
相
伝
し
た
相
良
頼
俊
Ｉ
長
氏
ｌ
頼
広
ｌ
定
頼
ｌ
前
頼
の
系
統
が

所
領
の
過
半
を
嫡
流
に
集
め
て
、
経
済
的
優
性
を
背
景
に
庶
子
に
対
す
る
統
制
を

強
化
し
惣
領
制
的
結
合
を
強
め
、
南
北
朝
期
に
衰
退
期
に
入
っ
た
多
良
木
家
を
抑

え
て
、
惣
領
と
し
て
の
地
位
を
内
外
に
確
立
し
、
「
相
良
庄
司
」
を
称
し
て
、
大

名
化
の
道
を
た
ど
る
。
こ
の
系
統
が
の
ち
に
戦
国
大
名
に
成
長
し
、
さ
ら
に
近
世

註
7654321

「
全
右
」
一
六
○
号

「
全
右
」
六
二
・
六
三
号

「
全
右
」
一
○
八
号

「
相
良
家
文
書
」
一
○
八
号

「
全
右
」
九
九
’
一
六
八
号
に
散
見

「
全
右
」
八
二
’
一
六
二
号
に
散
見

「
全
右
」
一
七
○
号

（
松
本
寿
三
郎
）
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第
一
頼
景
公
鰯
鑑
鴫

大
織
冠
十
七
代
上
総
介
周
頼
右
京
大
夫
長
久
二
年
関
東
下
向
被
居
住
遠
州
相
良

荘
、
価
称
相
良
周
頼
四
代
大
膳
大
夫
頼
繁
ノ
嫡
頼
景
也
、
御
系
図
二
詳
之

ヲ

一
治
承
四
辛
丑
源
頼
朝
卿
於
豆
州
北
条
被
奉
義
兵
東
国
を
平
而
鎌
倉
御
居
住
、
同
五
年

一
一
一
一
一
一

毒
二
月
十
三
日
己
丑
遠
江
国
ノ
守
護
安
田
三
郎
義
定
雛
鳩
守
訴
子
頼
朝
卿
云
雌
鐸
五
、
為

一
一
一
一

御
代
官
令
守
護
当
国
相
待
平
氏
襲
来
、
就
中
請
命
向
橋
本
欲
構
要
害
之
間
召
人
夫

一
レ
ー
ー
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

之
処
、
浅
羽
荘
宗
信
・
相
良
三
郎
等
於
事
成
蔑
如
不
致
合
力
、
剰
義
定
居
地
下
之

一
一
一
一
一
一
一
一
一

時
件
ノ
両
人
乍
乗
馬
打
通
其
前
詑
、
是
己
存
野
心
者
也
、
随
而
彼
等
一
族
当
時
多
ク

ー
ー
一
一
一
一

属
平
家
速
二
可
被
加
刑
罰
欺
云
々
、
同
十
四
日
庚
寅
浅
羽
荘
司
・
相
良
三
郎
等
事
就
一

一
一
一

方
鯵
陶
難
被
処
罪
科
之
由
被
仰
含
子
武
藤
五
之
処
、
武
藤
申
云
為
訴
彼
等
奇
佐
被

一
一
一
一
一
一
一

進
使
者
之
由
披
露
国
中
畢
而
不
蒙
裁
許
而
空
令
帰
国
者
其
威
勢
如
無
歎
、
後
日
若

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

聞
召
虚
訴
之
旨
者
可
被
行
使
於
斬
罪
者
、
依
之
於
彼
等
領
者
義
定
主
可
領
掌
之
旨

一
一
一
一
一
一
一
一
一

有
御
消
息
、
但
宗
信
等
後
日
陳
謝
若
有
其
謂
者
還
可
被
処
訴
人
於
罪
科
之
趣
被
載

一
一
一
一
一
一
一

之
一
房

一
後
鳥
羽
院
御
宇
建
久
四
年
美
丑
賜
肥
後
国
球
磨
郡
多
良
木
庄
御
下
向
也
、
御
嫡
子

一
一

長
頼
公
為
成
長
譲
三
郎
号
改
号
四
郎
、

一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
頼
景
公
多
良
木
ヲ
御
領
知
被
成
長
頼
公
之
御
二
男
弥
五
郎
頼
氏
を
御
養
子
二
被
成

候
、
是
ヲ
上
相
良
与
申
也
、
頼
景
公
台
頼
観
迄
八
代
御
相
続
左
之
通

㈲
歴
代
参
考
下
書
一

相
良
頼
景
関
係
未
刊
史
料

一
手
一
相
良
庄
司
四
郎
藤
原
頼
景
大
膳
大
夫
頼
繁
御
嫡
子

一
伊
藤
大
夫
頼
尭
頼
龍
噸
睦
畷
称

人
皇
八
十
三
土
御
門
ノ
院
御
宇
正
治
元
年
己
未
御
即
位
ノ
時
奔
燈
ノ
御

役
依
為
伊
東
統
領
ノ
宣
旨
ヲ
蒙
伊
東
大
夫
二
任
ス
、
西
国
下
向
ナ
シ
、

一
相
良
伊
井
介
同
御
舎
弟
初
亀
丸

御
弱
年
故
本
国
居
住
、
関
東
相
良
是
也
、

一
相
良
三
郎
長
頼
頼
景
御
嫡
子

一
山
井
四
郎
宗
頼
同
御
二
男
当
国
山
鹿
郡
二
御
居
住

是
ヲ
内
田
相
良
ト
号
、

一
山
北
五
郎
左
衛
門
頼
平
同
御
一
重
当
国
玉
名
郡
ヲ
領

頼
景
四
郎

御
法
名
蓮
寂

又
浄

二
頼
氏
弥
五
郎

御
法
名
上
蓮
実
〈
長
頼
公
御
次
男

三
頼
宗
六
郎

御
法
名
蓮
空

四
経
頼
孫
三
郎
因
幡
守
御
法
名
蓮
観

五
頼
仲
十
郎
御
法
名
蓮
仲

六
頼
忠
遠
江
守
御
法
名
大
蓮

七
頼
久
遠
江
守
御
法
名
源
蓮

八
頼
観
左
衛
門
尉
御
法
名
蓮
弥

右
頼
観
井
弟
ノ
頼
仙
摂
津
守
事
御
本
家
十
一
代
尭
頼
公
御
代
叛
逆
、
多
良
木

八
代
二
而
断
絶
、
多
良
木
家
領
知

久
米
・
多
良
木
・
湯
前
・
江
代
・
湯
山
合
五
ヶ
村

口
歴
代
私
鑑
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一
、
頼
景
公
鎮
西
御
下
向
之
事

或
記
日
、
右
大
将
源
頼
朝
卿
関
東
御
支
配
之
剛
、
遠
州
掛
川
或
ハ
浜
松
ノ
城
御

普
請
ノ
場
ヲ
乗
打
ノ
御
科
目
ニ
テ
、
建
久
四
年
突
丑
当
郡
多
良
木
へ
御
下
向
ト
云
々
、

又
洞
然
宗
郭
御
文
書
ニ
モ
建
久
四
年
壕
罪
二
価
テ
当
郡
多
良
木
村
ヲ
被
宛
行
〈
御

下
向
卜
云
を
、
ホ
ニ
古
老
ノ
伝
日
、
頼
景
公
鎮
西
御
下
向
〈
人
皇
八
十
代
高
倉
院

ノ
御
宇
治
承
五
年
辛
丑
鶏
、
建
久
四
年
雪
，
十
三
年
以
前
也
、
ホ
ニ
治
承
五
年
ノ

テ

春
遠
州
ノ
守
護
安
田
遠
江
守
義
定
同
国
於
橋
本
構
要
害
処
二
浅
羽
宗
信
・
相
良

一
一
一

ル

頼
景
等
馬
上
ニ
テ
慮
外
ノ
働
有
之
由
鎌
倉
へ
言
上
有
シ
ヵ
ハ
無
程
可
虚
遠
流
旨

被
仰
出
、
九
州
豊
前
国
成
恒
ノ
庄
二
御
下
向
也
、
其
後
文
治
年
中
御
赦
免
有
テ

御
飯
国
ノ
由
、
其
後
建
久
四
年
美
丑
当
郡
ヲ
賜
テ
御
下
向
ノ
処
二
、
人
吉
〈
平

家
ノ
領
ニ
テ
守
護
有
り
、
又
中
求
麻
〈
平
川
太
郎
義
高
木
枝
岩
城
二
有
テ
諸
方

ヲ
下
知
ス
、
因
蕊
先
シ
上
ミ
永
吉
ノ
庄
多
良
木
村
へ
御
下
向
也
、

一
建
久
八
年
丁
巳
頼
景
公
関
東
御
下
向
、
同
五
月
右
大
将
家
信
州
善
光
寺
御
参
詣

ノ
時
随
兵
供
奉

一
同
九
年
戊
午
御
子
長
頼
公
播
州
鱗
磨
郡
ヲ
賜
テ
御
入
国
ノ
処
二
、
御
願
ヒ
ニ
価

当
郡
御
下
向
ノ
由
、
ホ
共
御
敵
対
ノ
族
ヲ
多
ク
有
之
故
、
先
シ
村
山
二
左
陣
ヲ

御
構
へ
、
敵
対
ノ
族
悉
ク
御
退
治
有
テ
人
吉
御
在
城
也
、
其
後
頼
景
公
御
事
〈

長
頼
公
御
二
男
頼
氏
ヲ
御
養
子
卜
〆
鍋
ノ
城
二
御
移
り
、
久
米
・
多
良
木
・
湯

前
・
湯
山
・
江
代
迄
御
支
配
也
、
是
ヲ
上
相
良
ト
号
、
御
子
孫
八
代
迄
御
相
続

也
、
御
小
苗
子
今
二
相
伝
く
り
候
、

一
頼
景
公
御
逝
去
年
号
年
未
考
、
御
忌
日
四
月
八
日
、
御
法
名
蓮
寂
青
蓮
寺
御

堂
御
本
尊
御
影
仏
也
、

一
多
良
木
王
宮
神
北
東
脇
新
八
幅
宮
、
是
則
頼
景
公
御
艮
社
也
、

弘
長
年
中
藤
原
頼
宗
御
草
創

或
記
日
、
四
郎
頼
景
御
事
〈
、
後
鳥
羽
院
ノ
御
宇
右
大
将
家
ノ
命
二
背
キ
蒙
罪

入
部

二
価
、
建
久
四
年
葵
丑
鎮
西
御
下
向
、
但
肥
後
国
求
麻
郡
多
良
木
へ
御
下
向
、
法

名
蓮
寂
、
又
一
説
二
治
承
年
中
九
州
豊
後
ノ
国
へ
御
下
向
、
其
後
当
郡
御
下
向

・
之
、
又
日
其
前
豊
後
成
恒
庄
御
下
向
ノ
所
二
伊
東
殿
日
州
江
御
下
向
ノ
．
由
風
聞
二

価
テ
日
州
ト
当
郡
隣
国
故
求
麻
へ
御
越
ノ
処
二
、
翌
建
久
五
年
甲
寅
二
伊
東
殿
祐
時

日
州
ヘ
ハ
御
下
向
ノ
由

大
友
能
直
〈
建
久
六
乙
卯

忠
久
ハ
建
久
七
丙
辰

一
頼
景
御
舎
弟
有
り
、
五
郎
頼
尭
門
河
殿
卜
号
、
八
十
三
士
御
門
院
ノ
御
宇
伊
藤

統
領
ノ
宣
旨
有
之
由
、
因
葱
伊
藤
大
夫
頼
尭
ト
号
、
土
御
門
院
御
即
位
ノ
ト
キ
正
治
一
琶
未

奔
灯
ノ
役
者
価
為
ル
ー
伊
藤
統
領
ノ
宣
旨
ア
リ

レ

但
西
国
下
向
無
之
、
其
御
舎
弟
相
良
井
伊
介
字
ハ
亀
魚
丸
弱
年
二
価
本
国
居
住
、

其
後
建
久
九
年
戊
午
頼
景
御
嫡
子
相
良
三
郎
長
頼
頼
朝
公
ノ
命
二
価
鎮
西
御
下

向
、
但
シ
当
郡
人
吉
御
入
部
、
時
二
御
年
廿
二
、
蓮
仏
公
是
也
、

凡
蓮
仏
公
以
前
御
先
祖
次
資
御
相
続
之
由
来
粗
如
斯
、
委
細
御
系
図
二
有
、
但

工
藤
・
伊
藤
・
二
階
堂
・
相
良
・
遠
藤
・
曽
我
皆
以
御
連
枝
之
御
分
レ
ナ
リ
、

一
相
良
四
郎
頼
景
公
鎮
西
御
下
向
之
事

御
家
ノ
伝
記
二
云
ク
。
人
皇
八
十
二
後
鳥
羽
院
之
御
宇
建
久
ノ
始
源
頼
朝
公
関

東
御
支
配
ノ
剛
、
遠
州
浜
松
ノ
城
主
一
篠
次
郎
殿
御
普
請
ノ
場
ヲ
相
良
四
郎
頼

景
ヲ
始
彼
是
三
四
人
乗
打
被
致
候
、
依
之
一
条
殿
立
腹
ニ
テ
急
度
鎌
倉
二
言
上
ノ

所
二
、
頼
朝
公
委
細
被
届
聞
召
件
秀
二
鎌
倉
二
被
召
集
被
遂
御
詮
議
候
処
二
、
頼

七

景
御
一
人
重
科
二
御
究
リ
可
被
虚
九
州
遠
流
旨
被
仰
出
、
因
蕊
建
久
四
年
美
丑

レ
レ
ー
ー

肥
後
国
求
麻
郡
永
吉
庄
多
良
木
二
御
配
所
也
、
但
頼
景
御
下
向
六
年
目
建
久
九

年
戊
午
御
子
長
頼
御
下
向
也
、
其
後
頼
景
多
良
木
ヲ
換
ヘ
テ
御
知
行
、
其
后
久

米
郷
御
知
行
被
成
、
長
頼
御
二
男
弥
五
郎
頼
氏
ヲ
御
養
子
ト
〆
多
良
木
家
御
相

続
被
成
候
、
是
ヲ
上
相
良
氏
ト
称
〆
数
代
御
連
続
ノ
処
二
、
人
皇
百
三
代
後
花
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東
鑑
第
二
日
、
治
承
五
年
辛
丑
養
和
改
元
三
月
十
三
日
安
田
三
郎
後
遠
江
守
義
定
使

上
ツ
ノ
ル
ヲ

者
武
藤
五
自
遠
江
参
著
鎌
倉
二
申
日
為
御
代
官
令
守
護
当
国
相
待
平
氏
襲
来
就

一
一
一
レ
ー
ー
レ

・
ワ
ケ
テ

中
請
命
向
橋
本
欲
構
要
害
之
虚
、
浅
羽
庄
司
宗
信
・
相
良
三
郎
等
於
事
成
蔑
如

レ
一
一
一
レ
ニ
一
し
一
一
一

ナ
カ
ラ

不
致
合
力
剰
へ
義
定
居
地
下
時
、
件
人
任
乗
馬
打
通
其
前
詑
、
是
己
二
存
野
心

レ
ー
ー
一
一
一
一
し
レ
ー
ー
一
一
一
一

者
也
、
随
而
彼
等
一
族
多
属
平
家
速
二
可
被
加
刑
罰
歎
云
々
、
同
十
四
日
浅
羽
庄

二
一
し
レ
ニ
一

司
・
相
良
三
郎
等
就
一
方
鯵
陶
難
被
虚
罪
科
之
由
被
仰
含
武
藤
五
卜
云
々
、

一
一
一
し
レ
ー
ー
一
一
一

私
此
後
武
藤
五
重
テ
言
上
、
今
ノ
通
ニ
テ
ハ
使
者
ノ
甲
斐
無
之
故
急
度
可
被
虚

罪
科
哉
否
ヤ
ノ
旨
庶
テ
雌
言
上
申
其
処
ニ
テ
ハ
御
許
容
無
之
様
子
ノ
文
鉢
然
共

後
日
二
遠
流
ノ
沙
汰
二
及
、
終
二
鎮
西
御
下
向
被
成
候
、
亦
私
二
云
、
御
家
ノ

記
録
一
天
長
頼
公
御
親
父
頼
景
公
建
久
四
年
辛
丑
当
郡
御
下
向
ノ
由
シ
明
白
也
、

ホ
ニ
東
鑑
コ
ト
キ
ハ
長
頼
公
ノ
由
分
明
也
、
又
治
承
四
年
安
徳
天
皇
御
即
位
元

年
ニ
テ
尤
養
和
改
元
也
、
長
頼
公
御
年
僅
力
五
歳
ノ
御
時
也
、
但
治
承
五
年
英
丑

ヨ
リ
建
久
四
年
美
丑
二
至
リ
テ
ハ
其
間
十
三
年
也
、
頼
景
・
長
頼
卜
御
相
違
鎮
、

一
本
朝
年
代
記
日
、
建
久
五
年
甲
寅
八
月
遠
州
国
司
安
田
遠
江
守
義
定
謀
反
二
価

被
殺
ｌ
略
Ｉ

一
建
久
四
年
突
丑
相
良
庄
司
四
郎
頼
景
御
当
地
御
下
向
ノ
時
御
一
家
平
原
次
郎
頼

範
・
同
御
舎
弟
新
堀
又
四
郎
頼
兼
御
同
道
ニ
テ
御
下
向
ノ
由
、
ホ
ニ
頼
景
御
当

地
ニ
テ
御
一
人
ノ
御
女
子
有
り
、
右
頼
兼
合
縁
被
成
候
、
今
ノ
新
堀
此
後
胤
也
、

其
後
〈
頼
範
・
頼
兼
御
両
所
共
二
頼
景
御
養
子
ニ
テ
弥
五
郎
頼
氏
御
舎
弟
分
也

ト
云
公

一
頼
景
公
其
前
御
当
地
御
居
住
始
〈
多
良
木
蓮
花
寺
ノ
上
ミ
大
川
端
タ
今
東
ノ
前

園
院
御
宇
文
安
五
年
戊
辰
頼
景
公
八
代
目
相
良
左
衛
門
尉
頼
観
御
代
二
到
テ
多

御
代
記

良
木
家
終
二
滅
却
致
候
、
委
細
御
当
家
十
一
世
相
良
左
近
将
監
ｌ
略
ｌ
詳
也

一
上
相
良
多
良
木
家
八
代
御
連
続
之
次
第

第
一
相
良
庄
司
四
郎
頼
景
法
名
蓮
寂
御
逝
去
蚕
糸
詳
但
四
月
八
日

御
忌
日
、
一
説
建
保
年
中
ノ
御
逝
去

亀
田
山
青
蓮
寺
本
堂
阿
弥
陀
如
来
御
影
仏
也
、

伝
記
日
、
右
御
本
尊
〈
永
仁
三
年
乙
未
頼
景
公
御
廟
ノ
上
二
御
建
立
、
亦
青
蓮
寺

造
創
〈
永
仁
六
年
戊
戊
頼
景
御
後
室
須
恵
殿
御
娘
青
蓮
尼
御
牌
所
卜
〆
御
建
立
、

開
山
亀
田
ノ
入
道
因
芸
大
槽
那
藤
原
牛
房
丸
建
立
ト
ー
穿
是
全
唯
帥
頼
宗
也
、

一
郡
中
神
名
伝
記
二
云
、
当
所
王
宮
神
社
東
脇
新
八
幡
社
壇
〈
頼
景
御
霊
社
也
、

但
弘
長
年
中
ノ
草
創
其
後
天
文
年
中
岩
崎
氏
何
某
再
興
卜
云
食

一
興
祖
相
良
三
郎
長
頼
公
御
父
頼
景
公
其
先
遠
州
相
良
庄
御
住
居
也
、
然
る
に
人

皇
八
十
三
代
御
鳥
羽
院
御
宇
建
久
之
始
、
鎌
倉
将
軍
頼
朝
公
関
東
御
支
配
之
剛
、

遠
江
国
浜
松
之
城
主
一
篠
次
郎
殿
御
城
御
普
請
所
を
頼
景
始
三
四
人
馬
に
て
乗

打
被
成
候
、
依
之
一
係
殿
御
立
腹
に
て
鎌
倉
に
言
上
之
虚
二
、
即
時
二
御
詮
儀

被
遂
、
頼
景
壱
人
重
科
二
御
極
、
九
州
遠
流
可
被
処
旨
被
仰
出
、
建
久
四
突
丑

年
肥
後
国
球
麻
郡
多
良
木
庄
二
御
下
向
也
、
或
雪
二
条
次
郎
殿
或
板
垣
次
郎
卜
モ
有
、
是
則

頼
朝
公
之
御
一
門
ト
云
々

東
鑑
其
二
日

一
治
承
五
年
辛
丑
養
和
元
年
也
、
三
月
三
日
安
田
三
郎
頼
朝
公
ノ
御
一
家
也
、
後
二
遠
江
守
義
定

ト
号
使
者
武
藤
五
自
遠
江
国
鎌
倉
江
参
着
申
而
日
、
為
御
代
官
令
守
護
当
国
二
相

待
平
家
襲
来
候
を
、
就
中
請
命
向
橋
本
欲
構
要
害
之
処
、
浅
羽
ノ
庄
司
宗
信
。

ヘ
ト
云
御
屋
敷
也
、
其
後
御
養
子
ノ
弥
五
郎
頼
氏
御
代
鍋
ノ
城
ヲ
椿
御
居
城
ノ

由
、

白
南
藤
蔓
綿
録
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一
荘
司
四
郎
頼
景
多
良
木
を
御
領
地
被
成
、
御
嫡
長
頼
公
之
御
二
男
弥
五
郎
頼
氏

を
御
養
子
二
被
成
、
上
相
良
ト
申
也
、
八
代
御
続
、
文
安
五
年
戊
辰
左
衛
門
尉

頼
観
叛
逆
故
断
絶
、
但
頼
観
弱
年
之
御
子
有
鬼
太
郎
ト
称
ス
、
右
一
乱
之
節
主

従
僅
人
数
二
而
穎
ニ
多
良
木
を
引
払
ひ
五
木
越
い
た
し
中
国
二
立
退
大
内
多
々

良
家
を
頼
周
防
国
山
口
居
住
、
成
人
之
後
相
良
遠
江
守
武
任
是
也
と
云
々
、
或

一
建
久
八
丁
巳
三
月
廿
三
日
右
大
将
頼
朝
公
信
州
善
光
寺
御
参
詣
之
時
為
後
陳
随

玉
へ
，
且
、
週
二
日
二
二
派
関
犯
坐
り
』
是
、
辛
巽
牟
守
シ
三
Ｋ
廷
ヨ
ナ
ヘ
７
一
目
シ
一
、
東
鑑
建
久
七
八
九
年
之
間
脱
巻
絶
、

一
或
記
日
荘
司
四
郎
頼
景
初
三
郎
、
承
元
元
丁
卯
四
月
八
日
卒
於
多
良
木
、
法
謹

相
良
三
郎
頼
景
等
於
事
成
蔑
心
不
致
合
力
、
剰
義
定
地
下
居
之
時
件
之
両
人
乍

乗
馬
打
通
其
前
畢
、
是
己
野
心
之
存
者
也
、
随
而
彼
等
一
族
当
時
多
属
平
家
速

可
被
刑
罰
欺
と
云
々
、
同
十
四
日
浅
羽
荘
司
・
相
良
三
郎
等
事
就
一
方
諺
陶
難

（
奇
）

被
処
罪
科
之
由
被
仰
合
〆
子
武
藤
五
之
処
、
使
者
申
日
為
訴
彼
等
寄
佐
被
遂
使

者
之
由
披
露
国
中
畢
、
而
不
蒙
裁
許
而
空
令
帰
国
者
其
威
勢
如
無
歎
、
後
日
若

聞
召
宥
許
之
旨
有
御
消
息
、
但
宗
信
等
後
日
陳
謝
若
有
其
謂
者
遂
可
被
処
訴
人

於
罪
科
之
趣
被
裁
之
云
々

一
後
鳥
羽
院
御
宇
建
久
四
年
乙
未
相
良
四
郎
頼
景
肥
後
国
求
麻
郡
多
良
木
之
庄
ニ

関
東
芯
御
下
向
被
成
蓮
花
寺
之
上
ミ
大
川
端
二
東
の
前
と
云
御
屋
敷
也
、
此
屋

敷
に
〈
今
に
人
二
代
と
住
事
無
之
、
四
方
高
士
手
築
た
る
御
屋
敷
也
、
其
後
弥

五
郎
頼
氏
御
代
鍋
城
を
椿
御
居
住
之
由
、

一
頼
景
公
御
逝
去
之
年
月
不
詳
、
或
建
保
或
承
元
、
御
法
名
蓮
寂
号
、
青
蓮
寺
今

之
本
堂
之
弥
陀
則
蓮
寂
御
影
仏
也
、
伝
記
日
右
本
尊
者
永
仁
三
乙
未
頼
景
後
室

青
蓮
尼
御
牌
所
也
、
同
六
年
戊
戊
頼
宗
御
草
創
、
但
右
之
開
山
亀
田
入
道
同
芸

兵
也
、
望
月
三
郎
配
対
突
、
其
時
之
文
書
子
今
有
之
、

此
文
窃
御
当
家
二
有
之
、

蓮
寂
と
有
、

青
蓮
尼
御
牌
所
也
、
同
六

と
云
、
今
二
亀
田
山
と
号
、

一
長
頼
公
御
親
父
相
良
四
郎
頼
景
〈
頼
朝
公
の
御
時
遠
州
浜
松
の
宿
二
頼
朝
公
の

御
一
同
一
条
次
郎
殿
御
普
請
を
被
成
候
而
御
座
候
処
二
頼
景
彼
是
三
四
人
二
而

乗
打
を
被
成
候
間
、
一
条
殿
御
立
腹
二
而
則
鎌
倉
二
言
上
被
成
候
、
依
之
鎌
倉
二

被
召
集
其
旨
被
仰
付
頼
景
壱
人
重
罪
之
由
二
而
建
久
四
年
肥
後
国
求
麻
郡
多
良

木
村
江
流
被
遣
候
、
其
後
六
年
あ
り
て
長
頼
公
御
下
向
被
成
候
得
共
、
頼
景
は

多
良
木
を
御
領
被
成
候
、
是
を
上
相
良
と
申
候
、
頼
親
公
之
御
舎
弟
弥
五
郎
頼

氏
を
御
養
子
二
被
成
多
良
木
の
家
を
御
相
続
也
、

人
云
此
説
不
分
明
と
云
々

一
多
良
木
家
領
地
久
米
多
良
木
湯
前
江
代
湯
山
合
五
ヶ
村

四
探
源

記
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－
１
乙
麻
呂

藤
原
武
智
麻
呂

’
１
雄
友

Ｉ
高
扶

ｌ
為
憲

Ｉ
是
公

ｌ
維
幾

１
時
理
馴
皿
袖
下
伊
東
家
ノ
祖

相
良
氏
に
関
す
る
諸
系
図

新
撰
事
蹟
通
考
巻
十
五
《
相
良
氏
系
図
》

左
大
弁
右
大
臣

陸
奥
守

従
五
位
上

播
磨
守
中
納
言
Ｉ
１
伊
賀
守

従
五
位
上

正
三
位

正
三
位

従
五
位
下
木
工
助
遠
江
権
守

讃
岐
守
始
ノ
名
〈
真
衡

因
し
為
二
木
工
助
一
称
二
工
藤
一

参
議
治
部
卿

従
三
位 鎌

足
之
孫
而
不
比
等
子
也

正
二
位
左
大
臣

1
’

弟
河

清
夏

従
五
位
下

左
少
弁

従
四
位
下

’

一一－ ’

－
１
時
文

＝－－

－
１
光
頼

’
１
周
頼

－
１
頼
景

ｌ
維
頼

Ｉ
維
兼

ｌ
頼
寛

ｌ
長
頼

相
良
三
郎
四
郎

右
京
大
夫
下
野
権
守

従
五
位
下

伊
豆
守

或
〈
作
二
為
時
一

或
〈
云
光
頼
実
〈
伊
東
祐
光
之
二
男

或
〈
時
文
維
兼
之
間
二
有
二
時
頼
一

従
五
位
下
遠
江
守

相
良
藤
太

長
久
二
年
始
テ
住
二
遠
江
ノ
国
相
良
ノ
荘
一
、
自
レ
是
一
流
之
子
孫
悉
ク

以
二
相
良
一
為
二
家
号
一

建
久
四
年
源
頼
朝
賜
二
肥
後
球
磨
郡
多
良
木
ノ
荘
一
、
因
テ
而
来
テ
居
二

食
邑
一
以
二
孫
頼
氏
一
継
二
多
良
木
ノ
家
一
法
名
蓮
寂

相
良
三
郎

工
藤
大
夫

建
久
九
年
補
二
肥
後
球
磨
郡
ノ
地
頭
職
一
来
レ
任
居
二
人
吉
一
正
治
元

年
源
頼
朝
莞
長
頼
剃
髪
号
二
蓮
仏
一
、
承
久
三
年
六
月
ノ
役
二
有
し
功

頼
繁

相
良
大
膳
大
夫

－
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’ ｌ
宗
頼

頼
忠
峨
峨
剛
捌
肪
剛
馴
ノ
地
頭

－
１
頼
重
内
田
三
郎
左
衛
門
法
名
浄
位

住
二
山
鹿
郡
内
田
一
子
孫
移
二
飽
田
郡
大
多
尾
村
一
系
図
在
別

頼
平
仙
訓
荊
一
搬
縦
棚
州
法
名
浄
信

延
応
元
年
三
月
建
一
二
寺
ヲ
於
山
北
一
号
二
大
護
山
真
言
院
西
安
寺
一

（
寺
記
○
此
寺
有
二
菊
池
義
治
之
書
四
通
大
友
義
鑑
義
鎮
内
古
閑

鎮
房
等
之
書
状
一
又
有
二
頼
平
ヵ
正
嘉
元
年
四
至
界
勝
示
之
書
一
又

亨
禄
三
年
与
二
那
智
一
有
二
境
論
ノ
時
ノ
留
書
一
）
西
安
寺
二
有
二
塔

石
一
、
銘
日
奉
二
造
立
一
五
輪
卒
都
婆
一
基
、
正
嘉
元
年
丁
巳
八
月

日
当
寺
大
槽
那
遠
江
ノ
国
住
人
相
良
五
郎
左
衛
門
入
道
浄
信
、

（
又
有
二
古
墓
一
銘
二
日
洛
陽
六
波
羅
住
人
諸
岡
三
郎
左
衛
門
入
道

沙
弥
定
智
嘉
元
二
年
甲
辰
七
月
九
日
酉
刻
入
滅
）

ｌ
頼
元
鵬
淵
貼
噺
獅
離
勝
一

住
二
山
鹿
郡
山
井
一
（
今
属
二
下
内
田
村
一
）
内
田
高
橋

玉
名
郡
山
北
郷
西
安
寺
二
有
二
塔
石
一
、
銘
二
日
奉
二
造
立
一
五
輪

卒
都
婆
一
基
、
延
応
元
年
七
月
当
寺
大
槽
那
遠
江
ノ
国
ノ
住
人

相
良
四
郎
左
衛
門
入
道

因
し
蕊
賜
二
播
磨
国
飾
摩
郡
豊
前
国
上
毛
下
毛
之
地
一
、
建
長
元
年

補
二
豊
前
上
毛
郡
奈
利
恒
荘
ノ
地
頭
二
、
同
三
年
辛
亥
三
月
十
日
死

年
七
十
五
、
法
名
蓮
仏
葬
二
願
成
寺
一

山
井
四
郎
左
衛
門

ｌ
頼
員
九
郎
称
二
犬
童
一
（
異
本
系
図
二
西
豊
永
原
ノ
三
家
出
し
自
二
頼
員
一
）

ｌ
女
家
臣
愛
甲
九
郎
景
元
妻

ｌ
為
頼
八
郎
後
遁
世
号
二
道
忍
一

Ｉ
頼
村

ｌ
頼
俊
嗣
二
兄
頼
親
之
家
一

ｌ
頼
貞

ｌ
頼
氏
多
良
木
弥
五
郎
法
名
上
蓮

続
二
祖
父
頼
景
之
家
一
（
洞
然
長
状
）
、
寛
元
三
年
乙
巳
八
月
源
頼

嗣
之
時
為
二
競
馬
二
番
之
右
一
（
東
鑑
）
頼
氏
後
孫
遠
江
守
武
任
仕
二

大
内
家
一
（
異
本
系
図
○
歴
名
士
代
日
相
良
武
任
始
ハ
中
務
丞
天
文

十
年
七
月
二
十
二
日
為
二
遠
江
守
一
二
十
四
年
五
月
十
二
日
出
家
）

ｌ
頼
親

称
二
稲
富
一

十
郎

領
上
村

上
村
七
郎

始
ノ
名
〈
頼
宗

在
鎌
倉
ノ
時
将
軍
若
宮
八
幡
社
参
従
し
之
有
二
名
誉
一
、
源
実
朝
莞
ス

頼
親
剃
髪
号
二
観
仙
一
、
（
大
成
武
鑑
二
後
勅
テ
而
賜
二
禅
師
号
一
）

建
長
六
年
譲
二
家
ヲ
於
弟
頼
俊
一
後
居
二
神
瀬
山
又
球
磨
山
一
、
文

永
元
年
甲
子
五
月
二
十
二
日
死
法
名
観
仙
大
徳
、
葬
原
田
馬
草
野

正
持
寺

四
郎
兵
衛
尉

列
ｌ
頼
為
弥
十
郎
（
有
子
孫
）

頼
武

頼
綱
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－

一
餅

ｌ
頼
俊

一一

｜
蝉

ｌ
頼
明
永
富
荘
司
次
郎
法
名
観
元

ｌ
頼
積

Ｉ
頼
常

ｌ
長
続
嗣
二
本
家
尭
頼
之
家
一

｜｜｜
長長頼
任家清

Ｉ
長
氏

建
長
六
年
継
レ
家
兼
二
領
肥
後
葦
北
郡
一
、
弘
安
四
年
蒙
古
襲
来
ノ

時
防
し
之
有
し
功
、
延
慶
年
中
正
月
二
十
四
日
死
法
名
迎
蓮
、
葬
二

大
村
佐
牟
田
一

六
郎
実
頼
親
弟

藤
五
郎

於
二
関
東
一
戦
死

永
富
弥
三
郎
領
二
山
田
郷
永
富
一

藤
五
郎

弾
正
忠

十
郎
称
二
薩
摩
瀬
一
為
二
家
臣
一

三
郎
後
名
シ
正
観
坊
幸
慶
一
村
山
家
ノ
祖

弥
六
郎
称
二
桑
原
一
為
二
家
臣
一

正
中
年
中
死
法
名
蓮
道
、
葬
二
大
村
佐
牟
田
一

六
郎
三
郎

凸
グ
ー
■

頼
道

長
滋

実
重

左
近
将
監

左
近
将
監

治
部
少
輔

－ －

－

｜
Ｉ
頼
照
讃
岐
守
称
二
薗
田
一
為
二
家
臣
一

1－1一丁
氏頼祐
泰長長

ｌ
頼
広

－
１
頼
劫

－
１
氏
頼

ｌ
氏
高
称
二
外
越
一
為
二
家
臣
－

１
長
俊
民
部
少
輔
称
二
松
木
一
為
二
家
臣
一

ｌ
定
頼

｜
前
頼

弥
三
郎

死
年
月
未
嘩
詳
法
名
蓮
喜
、
葬
二
大
村
佐
牟
田
一

治
部
少
輔
称
二
蓑
毛
一
為
二
家
臣
一

十
郎
称
二
西
橋
一
為
二
家
臣
一

四
郎
称
二
竹
下
一
為
二
家
臣
一

室
〈
名
和
伯
菩
守
顕
興
女

正
平
十
二
年
賜
日
向
国
荘
内
ノ
地
、
十
三
年
十
月
任
二
兵
庫
允
一
、

文
中
元
年
壬
子
八
月
二
十
五
日
卒
法
名
契
阿
弥
陀
仏

自
二
頼
広
一
三
代
奉
二
仕
南
朝
一
元
中
二
年
賜
二
肥
前
ノ
国
ノ
守
護
職
一
、

又
将
軍
宮
賜
二
本
領
安
堵
之
令
旨
一
、
十
一
月
被
し
許
二
昇
殿
一
、

応
永
元
年
甲
戊
正
月
十
九
日
卒
（
大
成
武
鑑
於
二
薩
摩
国
一
戦
死
）
、

法
名
立
阿
弥
陀
仏
葬
二
観
音
寺
一
、
阿
蘇
文
書
九
月
十
一
日
（
不
し

記
し
年
）
斉
藤
美
濃
守
贈
二
荒
瀬
入
道
一
状
中
ニ

相
良
近
江
守
九
州
奉
行
之
事
吉
野
よ
り
承
仰
候
由
其
聞
候
価
宇

土
河
尻
辺
罷
越
候
て
云
云

近
江
守
従
五
位
下

八
郎
兵
庫
允
従
五
位
下

藤
太
称
二
今
村
一
為
二
家
臣
一

兵
庫
允
称
二
丸
目
一
為
二
家
臣
一
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’
１
長
続

ｌ
頼
金

｜
ｌ
尭
頼

一
‐
ｌ
実
長

ｌ
頼
家
六
郎
三
郎

｜
前
続

llIl
女頼頼頼
氏範豊

相
摸
守

実
〈
永
富
治
部
少
輔
実
重
ノ
長
男
、
永
亨
中
任
二
左
近
将
監
一
文

安
五
年
五
月
続
二
尭
頼
之
遣
領
一
、
長
禄
二
年
領
二
薩
摩
国
牛
尿

院
及
牛
山
一
（
後
返
二
島
津
家
一
）
、
四
年
領
二
肥
後
葦
北
郡
一
応
仁

二
年
戊
子
三
月
二
十
五
日
卒
年
五
十
八
法
名
実
山
道
珍

因
し
病
不
し
為
し
嫡
不
し
為
し
嗣

藤
五
郎
左
近
将
監

従
五
位
下

悦
山
大
喜

文
安
五
年
戊
辰
三
月
二
十
八
日
於
二
大
隅
国
一
死
年
十
六
法
名

室
ハ
島
津
陸
奥
守
久
豊
女
（
忠
国
ノ
妹
也
長
状
）

嘉
吉
三
年
奏
亥
六
月
二
十
六
日
卒
法
名
竺
芳
永
徳

始
ノ
名
〈
頼
茂

近
江
守
従
五
位
下

応
永
元
年
継
二
遺
跡
一
五
年
九
月
任
二
兵
庫
允
一
、
二
十
四
年
丁
酉

四
月
四
日
卒
法
名
実
阿
弥
陀
仏

兵
庫
允
従
五
位
下

四
郎
称
二
丸
野
一
為
二
家
臣
一

九
郎
家
臣
青
井
前
清
為
二
養
子
一

称
二
小
垣
一
為
二
家
臣
一

相
良
因
幡
守
経
頼
妻

郎

－

’
１
頼
泰
権
五
郎
左
近
将
監

－
１
為
続

ｌ
長
毎

－
１
長
定
為
二
長
祇
之
嗣
一

ｌ
頼
幡
藤
五
郎

ｌ
女
上
村
参
河
守
直
頼
妻
（
頼
村
十
一
世
ノ
孫
）

－

従
五
位
下

始
ノ
名
長
輔
後
致
仕
シ
テ
号
二
休
也
斉
一

室
〈
伊
東
大
和
守
祐
国
女

永
正
元
年
二
月
討
二
名
和
顕
忠
一
顕
忠
服
而
遷
二
宇
土
ノ
城
一
長
毎

以
二
麓
城
一
為
二
居
所
一
自
レ
是
又
併
二
領
球
磨
八
代
葦
北
天
草
四

郡
一
、
七
年
任
二
近
江
守
一
、
十
二
年
譲
二
家
於
長
祇
一
隠
二
居
今

出
水
一
、
（
洞
然
長
状
大
成
武
鑑
○
今
出
水
〈
八
代
郡
松
熊
村
属

太
郎
宮
内
少
輔
近
江
守

従
五
位
下

始
ノ
名
ハ
頼
元
、
元
服
之
時
菊
池
為
邦
授
二
名
ノ
ー
字
一
改
二
為
統
一
、

善
二
和
歌
聯
句
一
（
洞
然
長
状
家
臣
日
野
某
覚
書
）
文
明
ノ
始
与
二

八
代
郡
ノ
領
主
名
和
顕
忠
一
接
し
兵
屡
角
し
勢
連
歳
十
六
年
三
月
顕

忠
終
二
不
し
利
出
二
居
城
麓
一
而
遁
、
為
統
取
テ
得
二
其
地
一
尋
テ
略
二

豊
福
一
、
且
領
二
天
草
郡
一
、
後
二
為
続
勢
上
衰
明
応
八
年
退
保
二

球
磨
郡
人
吉
城
一
、
顕
忠
復
還
二
八
代
一
、
九
年
庚
申
六
月
二
十

日
卒
年
五
十
四
法
名
西
華
蓮
船
号
二
玉
井
院
一
、
葬
二
無
量
寿
院
一

（
洞
然
長
状
日
野
覚
書
大
成
武
鑑
○
為
続
事
跡
具
著
二
子
編
年
考

徴
一
故
二
不
下
復
タ
賛
中
子
此
上
）

四
郎
三
郎
左
衛
門
尉
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’
１
某
天
正
十
年
正
月
相
良
家
没
落
時
焚
庁
城
ヲ
退
二
球
磨
一
（
西
家
記
玉

泉
寺
記
）

｜
ｌ
長
時

｜
Ｉ
長
定

｜｜
長頼
尚廉

ｌ
義
滋
為
二
長
定
之
嗣
一

§
・
§
太
郎
始
ノ
名
〈
長
聖

Ｉ
長
絞

２
１
室
〈
伊
東
大
和
守
勢
祐
女

大
永
五
年
丁
酉
正
月
十
一
日
於
二
葦
北
郡
水
俣
一
生
害
年
二
十
五
、

（
日
野
覚
書
大
成
武
鑑
）
、
墓
在
二
七
日
町
薬
師
堂
ノ
脇
一
法
名
大

谷
蓮
世
（
日
野
覚
書
）
号
二
高
雲
寺
一
（
系
図
）

Ｉ
長
隆
為
し
僧
名
二
瑞
堅
一
為
二
観
音
寺
住
職
一

ｌ
長
祇

邑
在
二
古
麓
城
之
東
南
熊
河
ノ
浜
一
）
、
十
五
年
戊
寅
五
月
十
一

日
卒
年
五
十
法
名
大
地
蓮
心
（
系
図
長
状
日
野
覚
書
）
号
二
龍
成

寺
一
異
本
系
図
）
論
二
加
清
一
（
日
野
覚
書
）

駿
河
守
為
二
上
村
直
頼
養
子
一

右
衛
門
尉

伊
勢
守
称
し
西
為
二
家
臣
一
（
大
成
武
鑑
）

実
〈
頼
金
ノ
男

為
二
八
代
郡
関
城
主
鎮
一
、
（
古
城
主
考
○
在
二
古
麓
城
北
二

里
除
興
善
寺
村
ノ
山
）
墓
〈
在
二
岡
小
路
村
蓮
華
寺
跡
一
、
（
在
二

関
城
ノ
北
一
今
薬
師
堂
存
）
墓
標
ノ
銘
華
獄
蓮
栄
居
士
天
文
二

十
二
葵
丑
載
二
月
十
七
日
、
又
有
二
辞
世
歌
一

こ
上
を
さ
り
か
し
こ
に
行
も
身
ひ
と
つ
の

も
と
の
生
れ
は
も
と
に
こ
そ
あ
れ

民
部
大
輔

継
二
為
二
関
城
ノ
主
一
法
名
蓮
室
休
清

西
次
郎
兵
衛
尉

－唾一

－

ｌ
義
滋

｜｜｜
女女某

Ｉ
義
陽

｜
暗
広

寓
次
郎

菱
刈
某
妻

義
陽
室

宮
内
大
輔
従
五
位
下

始
ノ
名
ハ
長
唯
実
長
毎
ノ
長
男

大
永
六
年
長
定
没
落
ノ
後
嗣
レ
家
五
月
入
二
人
吉
ノ
城
一
、
亨
禄
三

年
移
二
居
古
麓
城
一
（
大
成
武
鑑
二
作
二
膳
峰
城
一
）
天
文
十
四
年

足
利
義
晴
賜
三
字
一
改
二
義
滋
一
、
十
二
月
（
歴
名
士
代
作
二
四

（
脱
ヵ
）

月
二
日
一
）
、
叙
二
従
位
下
一
任
二
宮
内
大
輔
一
、
十
五
年
丙
子
八

月
十
二
日
卒
年
四
十
三
法
名
了
徳
永
幸
号
二
蓮
乗
院
一
（
日
野
覚

書
ニ
ハ
廟
所
八
代
蓮
乗
院
未
し
洋
）

始
ノ
名
〈
頼
重
長
為
為
清

実
相
良
上
総
介
頼
興
（
上
村
駿
河
守
頼
兼
男
）
長
男
亨
禄
三
年
為
し

嗣
居
二
人
吉
城
一
、
天
文
十
四
年
与
レ
父
同
賜
一
二
字
一
改
二
晴
広
一
、

十
二
月
叙
二
従
五
位
下
一
任
二
右
兵
衛
佐
一
、
十
五
年
継
二
遣
領
一

徒
ユ
古
麓
城
一
、
弘
治
元
年
乙
卯
八
月
十
一
百
卒
、
法
名
兆
山
蓮

慶
号
二
林
泉
院
一
（
日
野
覚
書
廟
所
八
代
林
泉
院
未
し
詳
）

藤
五
郎
右
兵
衛
佐
従
五
位
下

大
永
四
年
八
月
入
二
人
吉
ノ
城
一
継
二
長
祇
之
家
一
、
同
六
年
没
落
、

亨
禄
四
年
辛
卯
十
一
月
十
一
日
生
害
、
葬
二
大
村
鬼
木
戒
蔵
院
一

法
名
西
池
蓮
秀

修
理
大
夫
従
四
位
下

六
郎
丸
左
衛
門
尉
近
江
守

四
郎
太
郎
遠
江
守

－
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始
ノ
名
〈
頼
房
義
頼

永
禄
七
年
五
月
足
利
義
輝
賜
二
名
ノ
ー
字
一
改
二
義
頼
一
又
改
二
義

陽
一
、
叙
二
従
四
位
下
一
任
二
修
理
大
夫
一
、
兼
二
領
四
郡
一
居
二
古

麓
城
一
、
始
メ
属
二
大
友
義
鎮
一
与
二
阿
蘇
一
相
連
通
、
天
正
九
年
秋

兵
勢
尽
キ
遂
二
降
二
島
津
義
久
之
座
下
一
、
同
年
十
二
月
為
二
島
津

家
之
先
鋒
一
征
二
阿
蘇
一
二
日
与
二
甲
斐
宗
運
一
戦
二
子
響
ノ
原
一
敗

死
年
三
十
八
、
宗
運
函
二
送
義
陽
首
於
八
代
一
家
臣
等
葬
二
之
ヲ
於

古
麓
城
左
芭
蕉
谷
ノ
上
ノ
山
一
、
法
名
越
江
蓮
芳
号
二
柳
江
院
一
（
日

野
覚
書
大
成
武
鑑
系
図
島
津
家
伝
響
原
合
戦
記
○
日
野
覚
書
ニ
ハ

芭
蕉
谷
ヲ
作
三
一
辺
谷
一
未
し
知
二
執
是
一
）

徳
千
代
丸

１
頼
貞

大
膳
亮

為
二
葦
北
郡
津
奈
木
ノ
地
頭
一
、
居
二
津
奈
木
ノ
城
一
密
叛
二
兄
義
陽
一

通
二
薩
摩
一
義
陽
遣
レ
兵
捕
レ
之
幽
二
八
代
小
谷
一
、
（
国
志
略
島
津

世
録
記
○
世
録
記
ニ
ハ
小
谷
ヲ
作
二
谷
山
一
未
し
知
二
執
是
一
谷
山
乃

種
山
也
）
及
二
義
陽
戦
没
一
乗
し
変
潜
逃
テ
赴
二
上
球
磨
一
近
郷
為
し

之
骸
動
ス
島
津
忠
平
在
二
日
向
国
真
幸
一
聞
レ
之
遣
レ
使
招
二
頼
貞
一

止
二
其
逆
乱
一
、
（
島
津
世
録
記
）
、
相
良
ノ
旧
臣
相
議
遂
二
殺
し
之

其
廟
在
二
城
下
今
春
光
禅
寺
ノ
右
一
称
二
相
良
天
神
一
、
乃
前
云
小

谷
ノ
地
也
、
（
国
志
略
八
代
事
跡
考
）

按
二
異
本
系
図
二
於
二
八
代
一
生
害
、
大
成
武
鑑
ニ
ハ
有
し
故
出
二
奔

薩
摩
一
不
し
知
二
執
是
一
、
又
国
志
略
八
代
事
跡
考
二
為
大
膳
大
夫

頼
高
一
今
大
膳
亮
頼
貞
従
二
大
成
武
鑑
島
津
世
録
記
一
、
又
異
本

系
図
及
水
俣
家
伝
国
志
略
等
有
二
頼
貞
之
弟
帯
刀
頼
通
一
為
二
家

臣
深
水
参
河
守
入
道
宗
芳
ヵ
養
子
一
、
然
し
ト
モ
正
本
系
図
大
成
武

鑑
宗
芳
墓
銘
等
二
所
し
不
し
載
故
不
し
取
（
宗
芳
伝
著
二
編
年
考
徴

天
正
十
八
年
ノ
条
一
子
孫
存
二
子
人
吉
一
）
、

又
按
二
国
志
略
頼
高
之
子
辰
王
丸
護
高
父
生
害
ノ
時
遁
テ
匿
二
葦

Ｉ
Ｆ

－

｜
女

ｌ
長
毎

｜｜
女女

－
１
忠
房

｜｜
長女
秀

ｌ
頼
寛

｜｜
長頼
誠房

頼
喬
室

家
臣
寓
江
長
右
衛
門
長
矩
妻

始
ノ
名
〈
頼
尚

元
和
六
年
八
月
叙
二
従
五
位
下
一
任
二
壱
岐
守
一
、
寛
永
十
三
年
襲
レ

封
領
二
球
磨
郡
二
蔦
二
千
百
石
余
一
、
明
暦
二
年
閏
四
月
肥
後
日

向
両
国
界
椎
葉
山
可
二
支
配
一
旨
蒙
二
台
命
一
寛
文
四
年
閏
五
月
致

仕
七
年
庚
午
六
月
二
十
九
日
卒
、
法
名
本
源
雄
性
号
二
天
真
院
一

家
臣
相
良
喜
平
次
頼
章
妻

荘
次
郎
主
殿
助

始
ノ
名
〈
頼
在
為
二
家
臣
一

従
五
位
下
始
ノ
名
ハ
頼
房

室
〈
秋
月
長
門
守
種
長
女

天
正
十
三
年
襲
レ
封
寛
永
十
三
年
丙
子
六
月
十
三
日
卒
年
六
十
三

法
名
大
里
玄
高
号
二
瑞
祥
院
一

天
正
九
年
島
津
義
久
授
二
家
名
旧
用
之
一
宇
一
謂
二
忠
房
一
十
二
月

嗣
二
遣
領
一
年
甫
十
歳
僅
二
保
二
球
磨
一
郡
一
居
二
人
吉
城
一
、
十
三

年
乙
酉
二
月
十
四
日
死
年
十
四
、
法
名
天
麿
了
清

為
二
忠
房
之
嗣
一

佐
三
郎

長
次
郎
壱
岐
守
従
五
位
下

四
郎
次
郎
宮
内
大
輔
左
兵
衛
佐

四
郎
太
郎

北
一
、
同
十
年
正
月
深
水
合
右
衛
門
於
二
水
俣
山
中
一
殺
し
之
年
十

七
其
墓
在
二
南
福
寺
後
ノ
山
一
、

家
臣
上
村
荘
右
衛
門
長
陸
妻

－
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Ｉ
伊
井
介

本
国
居
住

相
良
三
郎

ｌ
長
頼
‐

建
久
九
年
求
麻
郡

舎
庄
へ
下
向

ｌ
頼
尭

四
郎

ｌ
頼
景

蓮
寂
建
久
四
年
下
向

求
摩
郡
多
良
木

’
１
頼
喬
始
ノ
名
ハ
長
武

長
次
郎
遠
江
守
従
五
位
下

室
ハ
鷲
尾
宰
相
隆
尚
女

｜
女

｜
某

ｌ
頼
福
為
二
頼
喬
之
嗣
一

『
続
群
書
類
従
』
収
録
八
相
良
系
図
ｖ

為
二
寓
江
長
矩
養
女
一

荘
次
郎

Il－IＩ
犬
童
女

｜｜

頓志種;； 「
或
云

宗
頼

四
郎
頼
親

多
良
木
一

三
郎
頼
氏貞 貝
弥 長

頼
弟
」

Ｉ
頼
明

太
郎

一
ヨ
ペ
ロ
と

。

頼
氏
男
、
相
良
家
督

ヲ
継
グ
、
法
名
迎
蓮

或
云
頼
氏
弟

太
郎

弥
三
郎
弥
三
郎

頼
俊
Ｉ
長
氏
Ｆ
雛
ｌ
貞
頼
ｌ
前
頼

頼
俊

岡

弥
五
郎
六
郎

頼
景
斗
蕊
引
頼
氏
引
頼
宗
Ｉ

『
相
良
家
文
書
』
に
よ
っ
て
作
成
し
た
八
相
良
系
図
ｖ

ｌ
宗
頼
Ｈ
雛

Ｉ
頼
平

ｌ
頼
貞

六
郎

ｌ
頼
俊

九
郎

ｌ
頼
員

ｌ
妙
夜
ｌ
阿
夜（
良
峯
氏
）

六
郎
三
郎
弥
三
郎

Ｉ
長
氏
ｌ
頼
広

‐
頼
季
－
１
識

‐
躍
一
ｌ
際

次
五
郎

ｌ
頼
実

六
郎
三
郎

ｌ
頼
高

ｌ
頼
包

彦
三
郎
孫
四
郎

Ｉ
頼
秀
ｌ
頼
資

孫
三
郎

経
頼

ｌ
定
頼
ｌ
前
頼
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荘
司
四
郎
頼
景
Ｉ
弥
五
郎
頼
氏
ｌ

雛
織
畷
縄
認
騨
蝿
二

’
十
郎
頼
仲

法
名
蓮
仲

ｌ
井
口
頼
名

Ｉ
女
子 『

南
藤
蔓
綿
録
』
収
録
八
多
良
木
家
御
系
図
ｖ

’ｌ
女
子
蓑
茂
祐
長
室

圭
郎
頼
忠
Ｉ
遠
江
守
頼
久
ｌ

法
名
大
蓮
鉦
霊
癖
唾
申
二
月
廿
四
日
卒

先
是
応
永
年
中
王
宮
社
二
甲

Ｉ
乙
益
四
郎
長
則
鯛
大
刀
壱
振
奉
納
及
楼
門
建

一
ｌ
平
原
次
郎
頼
範

－
１
繍
糊
又
四
郎

１
０

窪
田
民
部

ｌ
少
輔
頼
善

窪
田
ノ
祖

ｌ
岩
崎
頼
重

ｌ
黒
肥
地
頼
秀

六
郎
頼
宗
ｌ

》
》
》
》
識
九
月
一

ｌ
肥
地
岡
次
郎
頼
持

ｌ
鍋
倉
周
防
頼
年

弥
三
郎
経
頼

法
名
観
蓮

法
名
蓮
珍

ｌ
摂
津
守
頼
仙

法
名
蓮
珪

文
安
五
戊
辰
兄
弟
因
反

逆
於
久
米
雀
ヶ
森
殺
害

到
葱
多
良
木
家
絶
突

左
衛
門
尉
頼
観 ’

相
良
三
郎

長
頼 『

平
川
文
書
』

今
、
）
（
寅
）

平
川
文
書
』
所
収
八
肥
後
国
球
摩
群
人
吉
庄
南
方
。
岡

名
地
頭
職
事
ｖ

建
長
四
年
三
月
廿
五
日

法
名
蓮
仏

六
郎

ｌ
□
□

（
頼
戎
）

女室長番

子貞郎 樹||§
（
弥
五
郎
）

銅
州
Ⅱ
川
山
法
名

頼
氏

迎
蓮
法
名

妙
阿
法
名

死
去

上
蓮

阿
夜

ｌ
女
子
光
妙
訴
人

六
郎

ｌ
家
貞

女
子

五
郎安
義

六
郎
三
郎

弥
三
郎

長
氏
雄
卵
１
１
頼
広

六
郎頼
宗

孫
三
郎

弥
二
郎

頼
武
蝿
津
１
１
頼
行

号
万
歳

孫
三
郎
経
頼
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鎮
西
御
下
向
以
来
十
□
口
従
京
都
被
成
拝
領
候
受
領
官
途
之
次
第
、
口
方
書

注
候
、

頼
朝
将
軍
江
御
元
服
、
正
治
元
年
正
月
十
二
日
、
頼
朝
公
依
御
莞
逝
、
廿
二

歳
而
有
落
髪
、
号
三
郎
法
師
蓮
仏
、

四
郎
兵
衛
尉

頼
親
六
歳
之
時
、
頼
朝
将
軍
之
御
時
、
被
成
在
鎌
倉
、
被
任
右
兵
衛
尉
詑
、

雛
然
、
依
為
先
君
之
前
官
、
蓉
以
御
内
訴
、
被
任
四
郎
兵
衛
尉
、
是

偏
、
従
頼
朝
公
被
下
候
四
郎
之
字
、
後
日
為
不
奉
失
、
如
此
言
上
之
由

（
奇
）

候
、
誠
梓
寄
特
之
忠
心
候
歎
、
諸
大
名
御
褒
美
之
通
申
伝
候
、
其
後
下

向
之
刻
、
於
和
泉
之
堺
、
彼
実
朝
公
莞
御
之
由
相
聞
候
条
、
則
時
大
寺

江
参
、
令
落
髪
、
被
号
観
仙
大
徳
、
其
後
勅
宣
之
禅
師
拝
領
之
間
、
観

仙
共
奉
申
也
、

六
郎
頼
俊
家
業
繁
多
之
故
欺
無
官
而
失
給
、
元
服
者
如
前
代
、
於
私
家
被
仕
候
、

良
峯
氏依
高相

良
氏
受
領
官
途
次
第
井
同
氏
由
来
注
進
状
写

『
平
川
文
書
』
に
よ
っ
て
作
成
し
た
八
平
川
系
図
ｖ

ｌ
深
田
太
郎
盛
高

一
馴
剛
》
螺 C

平
河
平
二

Ｉ
師
貞
１
師
良

一
ｌ
雛

三
郎

一
嫉
霊

ｌ
師
時

｛
酷
相
浪
家
故
書
誹
）

目

六
郎
三
郎
長
氏

弥
三
郎頼
広

兵
庫
允定
頼

兵
庫
允実
長

近
江
守前
統

三
郎
尭
頼

左
近
将
監
長
続

左
衛
門
尉
為
続

近
江
守前
頼

太
郎
長
祇

宮
内
太
輔
義
滋

近
江
守長
毎

後
先
厳
院
御
宇

延
文
二
年
十
二
月
十
八
日
論
旨
拝
領
候
而
、
己
被
任
遠
江
守
、
子
今
兵

庫
允
定
頼
与
申
伝
候
之
事
、
誤
迄
候
、

宮
方
年
号

元
中
二
年
十
一
月
三
日
縮
旨
以
拝
領
、
被
任
近
江
守
、
殊
更
被
聴
仙
籍

与
候
御
証
文
、
子
今
被
相
納
可
有
之
候
、
真
二
田
舎
之
栖
与
申
、
国
共

無
格
護
処
、
此
等
之
儀
、
微
妙
之
至
候
、

従
義
満
将
軍
被
任
兵
庫
允
実
長
畢
、

従
義
満
将
軍
、
如
前
代
与
候
而
、
近
江
守
前
続
与
被
成
下
候
、

早
世
之
故
無
官
、

従
義
教
将
軍
令
補
任
左
近
将
監
長
続
畢
、

菊
池
肥
後
守
為
邦
江
御
元
服
、
御
親
父
長
続
之
堅
慮
深
重
之
間
、
如
此

候
、
併
於
他
家
之
元
服
、
是
始
之
由
申
伝
候
、
其
後
求
ｒ
郡
以
平
等
寺

法
印
、
再
三
京
都
江
被
遂
言
上
候
、
不
之
耳
、
大
内
家
之
荷
担
依
無

類
、
自
義
尚
将
軍
被
補
左
衛
門
尉
詑
、
雛
然
、
実
名
共
如
本
被
召
置

候
、
故
法
之
儀
如
此
候
欺
、

従
義
雰
将
軍
被
任
近
江
守
畢
、
求
戸
観
音
寺
前
住
為
使
節
、
細
々
上
洛

之
由
申
候
、

廿
五
歳
二
而
逝
去
候
、
余
二
早
世
之
間
無
官
、

（
小
槻
伊
治
）

天
文
十
四
年
霜
月
廿
七
日
官
務
殿
為
勅
使
且
上
使
、
当
庄
江
御
着
船

候
、
其
後
十
二
月
三
日
口
宜
御
頂
戴
候
而
、
被
号
宮
内
太
輔
義
溝
畢
、

誠
御
面
目
之
至
候
、

他
准
之
、

公
隙
多
端
之
故
欺
、
無
官
而
失
給
、

国
家
弓
箭
無
透
故
無
官
、
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右
兵
衛
佐
晴
広

修
理
大
夫
義
陽

（
姓
）

仲
哀
天
皇
御
宇
賜
卜
部
姓
、
陸
代
属
此
性
、
然
処
、
七
代
苗
喬
常
葉
大
連
公
、
継

（
趣

鉢
天
皇
御
宇
遷
中
臣
氏
、
其
三
代
後
胤
大
職
冠
鎌
足
、
孝
徳
天
皇
御
宇
詠
入
鹿
大

臣
、
天
智
天
皇
御
宇
被
改
藤
原
姓
、
御
子
正
一
位
大
政
大
臣
武
智
丸
号
南
家
、
次

男
大
政
大
臣
房
前
号
北
家
、
武
智
丸
以
来
当
八
代
従
五
位
杢
助
為
憲
、
勲
功
無
双

之
条
、
被
号
工
藤
、
其
孫
従
四
位
上
宰
相
維
兼
号
遠
藤
、
子
息
至
従
四
位
上
遠
江

守
維
頼
迄
、
未
下
民
間
、
従
五
位
下
上
総
介
周
頼
、
鳥
羽
院
御
宇
、
天
永
三
壬

辰
、
賜
遠
江
圃
伊
井
郡
相
良
庄
、
号
相
良
上
総
介
周
頼
、
其
後
過
五
代
、
三
郎
長

頼
、
後
鳥
羽
院
御
宇
、
建
久
九
戊
午
、
源
三
位
頼
朝
将
軍
御
時
、
賜
当
国
求
ｒ
郡
人

吉
下
着
一
濠
、
ホ
来
至
修
理
大
夫
義
陽
十
七
代
、
年
代
者
、
建
久
九
戊
午
永
禄
八

（
丑
）

乙
匁
迄
三
百
六
十
八
年
也
、
根
元
一
筋
如
此
鰍
、
其
外
枝
葉
之
相
分
処
、
累
代
之

家
業
、
不
逼
短
筆
、
価
所
々
閣
御
所
勘
之
地
、
至
人
吉
御
下
向
之
事
、
御
孝
行
之

段
、
被
思
食
故
有
之
之
由
、
被
申
置
候
者
也
、
猶
細
砕
期
面
会
之
時
候
、
恐
僅
不

段
、

一
旦
、

不
及
細
記
候
、

当
家
濫
腸
之
事
、
以
御
一

連
を
令
雑
談
之
処
、
儲
一

再
三
不
及
辞
、
任
筆
端
一

天
神
第
七
伊
弊
諾
尊
第
弐
御
子
権
輿
干
天
児
屋
根
尊
之
十
二
代
神
孫
雷
大
臣
命
、

二
月
二
日

（
長
智
）

東
民
部
左
衛
門
尉
殿
御
館

親
父
義
滋
同
前
、
御
下
字
頂
戴
、
其
上
右
兵
衛
佐
被
補
任
候
、

従
義
輝
将
軍
、
上
野
紀
伊
守
源
輝
秀
為
上
使
以
下
向
、
永
禄
Ｌ

五
月
三
日
ニ
義
之
字
官
名
共
拝
領
候
、
何
茂
銘
々
御
存
知
之
前

任
筆
端
詑
、

以
御
系
図
証
文
之
上
、
故
越
後
入
道
法
名
恵
照
被
申
聞
候
趣
、

、
儲
可
致
註
進
之
由
承
候
、
掛
酌
不
一
、
併
無
御
等
閑
之
間
、

１
，

上
使
以
下
向
、
永
禄
七
年
甲
子

何
茂
銘
々
御
存
知
之
前
候
之
条
、

勢
喬
拝
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昭
和
五
○
年
八
月
か
ら
、
相
良
頼
景
館
跡
の
発
掘
調
査
が
熊
本
県
教
育
庁
文
化

課
の
杉
村
彰
一
技
師
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
は
五
一
年
三
月
、
県
教

育
長
の
依
頼
を
受
け
、
地
質
の
専
門
的
立
場
か
ら
、
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
。
現

地
で
は
、
当
時
す
で
に
調
査
の
た
め
に
ト
レ
ン
チ
及
び
剥
士
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
は
こ
れ
ら
ト
レ
ン
チ
及
び
剥
土
に
よ
る
観
察
を
基
に
し
て
作
成
し
た
。

館
跡
は
蓮
花
寺
跡
の
東
隣
す
る
球
磨
川
右
岸
に
あ
る
。
（
第
３
図
）
こ
の
館

の
位
置
は
現
地
の
地
形
か
ら
み
て
、
最
適
の
立
地
条
件
を
具
え
て
い
た
と
判
断
す

る
。
即
ち

日
付
近
の
地
形
か
ら
、
ひ
と
き
わ
高
い
位
置
に
あ
り
、
見
通
し
が
よ
く
、
日

当
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ロ
球
磨
川
の
沖
積
平
地
が
広
く
、
農
耕
地
で
、
生
産
地
と
し
て
物
質
に
恵
ま

れ
て
い
る
。

白
館
は
球
磨
川
の
河
岸
に
あ
り
、
当
時
の
交
通
の
大
動
脈
た
る
球
磨
川
の
船

画
球
磨
川
屈
曲
部
の
内
側
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
常
に
河
岸
に
は
土
砂
が

堆
積
し
、
士
地
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

㈲
扇
状
地
牒
層
に
被
わ
れ
、
ひ
と
き
わ
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
は

二
、
相
良
頼
景
館
跡
地
質
調
査
報
告

便
を
利
用
で
き
る
。

㈲
立
地
条
件
か
ら
み
た
館
跡

緒

言

。

‘

館
跡
に
承
ら
れ
る
地
層
は
球
磨
川
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
地
層
で
、
そ
の
層
序
は

上
位
の
も
の
か
ら
順
に
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑥
褐
色
砂
質
士
（
Ｃ
層
）
厚
さ
一
・
○
’
二
・
○
ｍ

②
牒
層
（
Ｂ
層
）
厚
さ
三
・
○
’
四
・
○
沈

①
黒
色
士
（
Ａ
層
）
厚
さ
一
・
○
汎

褐
色
土
亜
第
侭
図
の
集
積
場
及
広
場
に
承
ら
れ
る
土
壌
で
、
西
側
濠
の
南
岸
に

沿
っ
て
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
褐
色
士
は
そ
の
直
上
に
あ
る
牒
層
を
被
っ
て
い

る
。
牒
層
恥
喋
層
は
館
跡
の
全
域
に
発
達
し
、
頭
大
の
古
生
層
喋
か
ら
成
り
、
砂

を
混
ず
。
牒
層
の
篠
は
堅
硬
・
丸
味
を
呈
し
た
水
蝕
藤
で
、
工
事
用
材
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
館
の
建
造
物
中
、
北
側
住
居
は
、
こ
の
磯
層
上
に
た
て
ら
れ

て
い
る
。
喋
層
は
こ
こ
で
は
一
一
・
一
両
あ
り
、
牒
層
で
あ
る
た
め
に
透
水
性
が

あ
り
、
降
雨
に
際
し
て
も
よ
く
彦
透
す
る
の
で
こ
の
住
居
跡
に
は
排
水
路
が
な
い

こ
と
も
首
肯
で
き
る
。

黒
色
士
皿
住
居
跡
の
中
、
南
側
に
あ
る
住
居
跡
は
こ
の
黒
色
土
上
に
た
て
ら
れ

て
い
る
。
排
水
溝
は
柱
穴
の
位
置
に
あ
る
。

※
Ｃ
層
の
褐
色
砂
質
士
は
杉
村
報
文
で
は
黄
灰
色
砂
層
、
Ｂ
層
は
傑
層
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
Ａ
層
の
黒
色
士
は
褐
色
士
層
と
な
っ
て
い
る
。

館
跡
の
調
査
の
た
め
、
多
数
の
ト
レ
ン
チ
の
他
、
切
割
に
承
ら
れ
る
断
面
か
ら

天
然
（
自
然
）
の
も
の
と
人
工
に
よ
る
も
の
と
を
正
確
に
区
別
し
て
ゑ
た
。
今
個

け
が
よ
く
適
当
に
乾
燥
し
て
い
る
。

ロ
地
質

白
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
調
査
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々
の
断
面
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

東
側
濠
跡
（
第
削
図
－
）

Ｂ
は
篠
層
（
Ｂ
層
）
で
、
こ
の
Ｂ
層
の
露
頭
を
整
地
し
た
面
上
に
住
居
跡
を
示

す
柱
穴
が
あ
る
。
濠
は
正
面
の
断
面
で
承
る
よ
う
に
濠
は
埋
め
た
て
ら
れ
て
い

て
、
水
に
よ
る
堆
積
物
で
な
く
上
か
ら
濠
に
落
し
た
様
子
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

を
示
す
篠
の
配
列
断
面
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
（
矢
印
は
篠
を
落
し
た
方
向

を
示
す
。
）

東
側
濠
跡
（
第
“
図
２
）

２
は
第
削
図
－
の
石
積
承
か
ら
西
へ
向
け
て
撮
影
し
た
図
で
あ
る
。
こ
の
２
で

興
味
の
あ
る
の
は
、
Ｂ
層
を
切
っ
て
、
石
積
承
の
工
事
〃
住
居
跡
や
濠
を
構
築
し

た
。
そ
の
後
に
Ｃ
層
（
Ｃ
は
Ｃ
層
）
が
堆
積
し
、
こ
の
Ｃ
層
の
堆
積
面
上
又
は
こ

の
Ｃ
層
を
整
地
し
て
、
集
積
場
と
思
わ
れ
る
整
地
や
写
真
に
ゑ
る
石
積
工
事
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

石
積
み
の
前
面
に
承
ら
れ
る
古
い
整
地
面
は
Ｂ
層
を
削
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
居
工
事
と
同
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
。

西
側
濠
跡
（
第
削
図
３
）

こ
の
図
で
承
る
よ
う
に
、
濠
は
東
側
か
ら
埋
立
て
ら
れ
た
様
子
を
示
す
（
磯
が

東
側
に
厚
く
、
西
側
に
は
操
は
ふ
ら
れ
な
い
）
。
Ｂ
層
を
切
っ
て
濠
を
作
っ
て
い

る
。

切
落
し
（
第
削
図
４
）

西
側
濠
に
つ
づ
く
住
居
南
の
濠
で
は
、
濠
を
埋
め
た
土
砂
は
水
中
で
堆
積
し
た

も
の
で
、
成
層
面
が
認
め
ら
れ
、
砂
層
を
挟
ん
で
い
る
。
牒
層
の
斜
面
が
天
然
の

も
の
に
し
て
は
急
斜
し
て
い
る
の
で
人
工
の
も
の
で
あ
る
。

西
側
濠
の
西
側
ト
レ
ン
チ
（
第
砧
図
５
．
６
）

ト
レ
ン
チ
の
底
に
露
出
す
る
牒
層
Ｂ
が
急
に
傾
斜
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
傾
斜
面

に
喋
層
が
並
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
河
岸
の
保
護
の
た
め
の
石
敷
ま
た
は
捨
石
で

は
な
い
か
。

東
側
堤
防
（
第
閲
図
７
）

こ
の
堤
防
は
Ｃ
層
堆
積
後
に
Ｃ
層
上
に
作
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

桟
橋
敷
石
（
石
積
）
（
第
砧
図
８
）

石
積
承
は
Ｂ
層
を
直
接
被
っ
て
い
る
の
で
、
住
居
構
築
時
に
桟
橋
用
と
し
て
作

り
、
こ
の
地
点
が
球
磨
川
岸
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。
堤
防
よ
り
は
古
い
こ
と
は

こ
の
石
積
象
が
Ｂ
層
上
に
直
接
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

以
上
「
ト
レ
ン
チ
」
の
地
質
調
査
か
ら
左
に
挙
げ
る
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ

る
。

①
工
事
は
第
－
期
、
第
２
期
の
２
回
に
亘
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（
第
－

期
…
住
居
建
設
時
、
第
２
期
…
…
護
岸
堤
防
建
設
時
）

②
こ
の
２
回
の
工
事
が
実
施
さ
れ
た
時
期
を
地
層
の
堆
積
か
ら
承
る
と

第
－
期
．
：
…
Ｂ
層
即
ち
扇
状
牒
層
堆
積
後
の
或
時
期

第
２
期
．
…
：
Ｃ
層
（
Ｂ
層
を
被
う
）
堆
積
後

と
な
り
、
Ｃ
層
は
第
－
期
工
事
後
と
第
２
期
工
事
前
に
堆
積
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

③
し
た
が
っ
て
地
質
図
の
Ｃ
層
の
分
布
区
域
は
第
一
期
工
事
当
時
の
球
磨
川

の
流
路
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

③
敷
濠
と
し
た
と
こ
ろ
の
石
積
承
は
濠
へ
の
水
の
取
入
口
と
護
岸
の
た
め
に

球
磨
川
流
路
に
交
わ
る
よ
う
設
計
し
た
。
し
か
し
、
篠
層
が
厚
く
水
も
れ
が

す
る
こ
と
、
洪
水
時
に
濠
北
側
地
区
が
低
い
の
で
洪
水
の
時
の
氾
濫
を
考
え

あ
る
時
期
に
入
口
と
出
口
付
近
を
埋
め
た
。

⑤
第
１
期
と
第
２
期
工
事
中
に
Ｃ
層
が
堆
積
し
て
球
磨
川
の
屈
曲
部
の
内
側

に
あ
る
た
め
に
土
地
が
新
た
に
造
成
さ
れ
る
に
従
い
球
磨
川
が
取
入
口
付
近
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を
軸
に
南
に
（
移
動
）
し
た
の
で
、
こ
の
造
成
さ
れ
た
土
地
を
利
用
し
て
新
た
に

集
積
場
や
広
場
を
作
り
護
岸
堤
防
等
の
工
事
が
行
わ
れ
た
。
（
第
６
表
参
照
）

第6表表土と地質・河川との関係

扇状地喋層 住居、濠、土塁、護岸 住居の南端又は近

(B層）堆積後
(酉砦濡）

くを流れる。

C層堆積前

(舗慧磯:震の堆積時に入口と出） 品

球磨川は取入口を

軸として、南に移

(1)球磨川護岸堤防B層を被う、C層

の堆積後 (2)新しく造成された土地に集積場、広

動、その間に三角場、道路

(3)旧河床の一部に池又は濠を作る 形（外形）の土地

が新たに形成され

’ た
（
斉
藤
林
次
）

I

卓
■
ロ
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昭
和
四
九
年
六
月
一
九
日
人
吉
市
胸
川
改
修
工
事
中
「
骨
塔
」
の
笠
部
と
塔
身

部
が
別
々
に
発
見
さ
れ
た
。
笠
部
は
蛇
篭
付
近
か
ら
、
塔
身
は
地
蔵
菩
薩
の
立
て

ら
れ
て
い
る
付
近
に
倒
れ
て
い
た
（
株
式
会
社
藤
永
組
、
現
場
主
任
、
横
山
憲
彦

氏
談
）
・
現
場
主
任
が
電
話
で
人
吉
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
東
主
事
に
連

絡
、
人
吉
市
教
委
か
ら
井
上
課
長
、
東
主
事
、
上
川
社
会
教
育
指
導
員
と
県
文
化

課
の
杉
村
技
師
が
現
場
に
お
も
む
き
、
現
場
主
任
よ
り
発
見
時
の
事
情
を
聴
取
し

た
。
別
件
で
文
化
庁
阿
部
義
平
技
官
と
現
場
に
来
た
文
化
課
上
野
参
事
に
課
へ
の

報
告
を
依
頼
す
る
と
同
時
に
、
現
場
主
任
に
骨
塔
出
土
地
付
近
の
工
事
中
止
を
伝

え
た
。六

月
一
九
日
、
人
吉
市
教
委
の
東
氏
を
通
じ
て
市
文
化
財
保
護
委
員
種
元
勝
弘
、

豊
永
塊
両
氏
へ
骨
塔
の
銘
文
の
解
読
、
文
献
調
査
等
を
含
め
た
基
礎
調
査
の
実
施

を
依
頼
し
た
。

六
月
二
○
日
、
人
吉
市
教
委
井
上
、
東
、
上
川
の
各
氏
と
種
元
氏
、
杉
村
で
現

場
を
踏
査
し
、
塔
身
部
の
銘
文
解
説
お
よ
び
拓
本
と
り
等
の
作
業
を
行
っ
た
。

六
月
一
二
日
、
土
木
工
事
に
よ
る
発
掘
調
査
（
五
七
条
の
二
項
）
で
処
理
す
る

こ
と
と
し
、
人
吉
市
教
委
を
通
じ
て
工
事
担
当
土
木
事
務
所
に
書
類
提
出
と
工
事

の
一
時
中
止
等
に
つ
い
て
連
絡
を
取
っ
た
。

六
月
二
四
日
、
文
化
課
か
ら
栗
崎
主
幹
が
出
向
し
、
現
場
に
関
係
者
一
同
が
集

(1)

Ⅱ
人
吉
市
南
町
発
見
の
骨
塔
お
よ
び
納
骨
器
’

㈹
調
査
の
経
過

な
が
つ
れ

五
相
良
長
毎
の
骨
塔

発
見
の
動
機

6

０
‐

合
し
、
調
査
範
囲
を
骨
塔
発
見
周
辺
二
五
㎡
と
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

②
発
掘
調
査

五
○
年
三
月
一
七
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
骨
塔
発
見
地
の
発
掘
調
査
を
実
施

し
た
。
市
教
委
の
東
、
上
川
の
両
氏
と
、
種
元
氏
が
参
加
し
、
県
文
化
課
の
桑
原

憲
彰
、
島
津
義
昭
、
杉
村
彰
一
が
調
査
に
あ
た
っ
た
。

五
○
年
三
月
一
七
日
、
発
掘
調
査
開
始
。
人
吉
市
教
委
へ
栗
崎
主
幹
、
隈
係

長
、
桑
原
の
三
人
で
調
査
の
説
明
に
出
向
き
、
午
後
は
地
元
の
古
老
そ
の
他
を
対

象
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

三
月
一
八
日
、
古
い
石
組
を
残
す
護
岸
の
た
め
の
石
垣
の
上
面
が
、
骨
塔
が
存

在
し
た
場
所
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
旧
宅
地
跡
に
幅
一
ｍ
、
長
さ
五
加
の
ト
レ
ン

チ
を
石
垣
と
直
角
に
設
定
し
発
掘
を
開
始
し
た
。
ト
レ
ン
チ
の
設
定
方
向
は
、
ほ

ぼ
東
西
方
向
で
あ
る
。

三
月
一
二
日
骨
塔
・
納
骨
器
の
実
測
な
ら
び
に
ト
レ
ン
チ
断
面
の
層
序
を
記

録
し
銘
文
の
拓
本
を
と
り
調
査
を
終
了
し
た
。
骨
塔
に
関
連
す
る
遺
物
の
出
土
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

五
○
年
一
二
月
中
旬
、
田
町
橋
架
替
工
事
と
河
川
工
事
に
よ
り
、
西
側
の
川
岸

が
お
よ
そ
八
那
削
り
取
ら
れ
る
た
め
、
一
二
月
中
旬
に
骨
塔
な
ら
び
に
地
蔵
尊
立

像
四
体
と
供
養
塔
の
塔
身
部
（
後
世
、
石
燈
篭
火
袋
に
改
造
）
と
思
わ
れ
る
石
造

物
を
、
市
内
上
原
町
の
長
毎
の
菩
提
寺
で
あ
る
瑞
祥
寺
境
内
に
移
転
し
た
。

ロ
地
理
的
概
況

⑩
骨
塔
の
所
在
地

骨
塔
お
よ
び
容
器
の
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
人
吉
市
南
町
の
胸
川
左
岸
、
田
町
橋

か
ら
約
二
○
畑
上
流
の
地
点
で
、
二
五
、
○
○
○
分
の
一
の
人
吉
図
幅
で
は
西
か

ら
六
・
三
蝿
南
か
ら
一
五
・
八
“
の
所
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
鹿
児
島
県
と
の
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県
境
に
端
を
発
す
る
胸
川
が
、
左
右
に
あ
る
高
塚
山
と
津
が
尾
山
両
山
裾
を
削
り

ほ
ぼ
北
へ
向
か
っ
て
蛇
行
し
、
そ
の
流
路
を
拡
げ
球
磨
川
本
流
へ
合
流
す
る
七
五

○
畑
手
前
の
左
側
に
位
置
す
る
。
球
磨
地
方
の
地
頭
に
封
ぜ
ら
れ
た
相
良
長
頼
が

や
ぜ
し
ゆ
う
め
の
す
け

建
久
九
年
に
、
前
領
主
の
矢
瀬
主
馬
佑
を
誘
殺
し
た
と
伝
え
る
胸
川
の
中
島
も
こ

の
二
○
○
沈
ほ
ど
上
流
に
あ
る
。

骨
塔
の
位
置
す
る
場
所
は
田
町
橋
の
た
も
と
に
あ
り
、
こ
こ
は
古
来
よ
り
多
良

木
・
免
田
に
至
る
旧
道
沿
い
の
場
所
で
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
所
に

江
戸
時
代
の
地
蔵
尊
が
何
体
も
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
要
地
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
地
を
選
ん
で
骨
塔
を
建
立
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
昭
和
二
六
年
の
三
月
に
完
成
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
当
初
の
橋
は
村
上
左
近
が
家
老
の
時
代
に
完
成
し
た
も
の
で
、
囚
人

を
使
っ
て
架
橋
し
た
た
め
博
突
橋
と
俗
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
事

実
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
今
も
残
る
橋
の
た
も
と
の
護
岸
の
た
め
の
石
垣
が
、
戦
国

末
か
ら
江
戸
初
期
の
組
み
方
を
な
す
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
同
様
の
石
垣
は

市
役
所
前
の
川
に
も
残
っ
て
い
る
。

球
磨
絵
図
（
現
在
行
方
不
明
）
や
人
吉
市
繊
月
城
下
の
図
（
小
山
家
所
蔵
）
に

よ
る
と
、
こ
の
一
帯
に
は
鉄
砲
師
弓
師
等
の
家
も
見
ら
れ
、
ま
た
各
種
の
問
屋
街

で
も
あ
っ
た
ら
し
く
寛
永
四
年
前
後
の
町
奉
行
覚
え
が
ぎ
の
な
か
に
も
、
問
屋
の

記
録
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
平
川
等
に
は
ロ
ー
ソ
ク
の
問
屋
を
始
め
多
く
の
問

屋
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
往
時
川
向
い
の
七
日
町
、
九
日
町
に
は
舟
着

場
が
あ
り
、
こ
こ
の
前
ま
で
舟
が
遡
っ
て
き
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
一
帯
は
、
免

田
・
多
良
木
方
面
か
ら
積
承
出
し
た
物
資
を
八
代
方
面
へ
送
り
出
す
一
種
の
集
散

地
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

骨
塔
発
見
個
所
は
下
流
で
流
路
が
拡
が
っ
て
い
る
た
め
と
、
球
磨
川
へ
の
合
流

地
点
に
近
い
た
め
度
々
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
胸
川
改
修
工
事
の
着
工
を
見
る
こ
と

し

骨
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
た
場
所
が
石
垣
で
か
た
め
ら
れ
た
旧
東
氏
宅
地
跡
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
三
月
一
八
日
同
宅
跡
地
に
幅
一
疋
長
さ
五
加
の
ほ

ぼ
南
北
を
指
す
試
掘
溝
を
設
定
し
発
掘
を
開
始
し
た
。
試
掘
溝
北
壁
面
に
現
わ
れ

た
層
序
関
係
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
層
は
灰
白
色
の
シ
ラ
ス
土
で
一
○
翌
別
後
の
厚
さ
で
拡
が
っ
て
い
る
。
第

に
な
っ
た
。
今
回
の
改
修
工
事
は
胸
川
の
両
岸
を
拡
張
し
、
流
路
を
拡
げ
架
橋
す

る
た
め
の
工
事
で
あ
る
。

②
骨
塔
旧
所
在
位
置

今
回
の
胸
川
改
修
工
事
中
に
骨
塔
の
笠
部
と
塔
身
が
別
々
に
発
見
さ
れ
、
笠
部

は
蛇
篭
付
近
か
ら
、
塔
身
は
現
地
蔵
菩
薩
の
付
近
に
倒
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
元

来
こ
の
状
態
で
な
か
っ
た
こ
と
は
次
の
種
元
氏
の
談
話
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
昭
和
二
五
年
頃
、
こ
の
場
所
に
住
ん
で
い
た
東
善
太
郎
、
同
キ
ミ
さ
ん
（
女

祈
祷
師
）
か
ら
家
の
裏
に
異
様
な
石
塔
が
あ
る
の
で
見
て
欲
し
い
と
い
う
話
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
夕
方
そ
こ
へ
行
っ
て
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
骨
塔
は
石
垣
の
付

近
に
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
は
塔
身
の
銘
文
に
は
ま
っ
た
く
気
が
付
か
な
か
っ

た
。
笠
を
と
っ
て
承
た
ら
塔
身
の
く
り
ぬ
き
の
中
に
納
骨
容
器
が
あ
り
、
そ
の
内

に
歯
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
納
骨
容
器
の
蓋
に
は
鉦
も
あ
っ
た
が
、
容
器
の
銘
文

に
は
気
付
か
ず
そ
の
時
は
誰
の
供
養
塔
で
あ
る
か
も
判
ら
な
か
っ
た
。
」

こ
の
事
実
か
ら
、
元
来
こ
の
骨
塔
は
田
町
橋
の
た
も
と
の
護
岸
の
た
め
の
石
垣

上
面
の
平
坦
部
分
に
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
た
だ
こ
の
骨
塔
は
笠
部
と

塔
身
合
わ
せ
て
も
七
九
“
程
度
の
背
丈
し
か
な
い
の
で
、
単
独
で
立
っ
て
い
た
と

は
考
え
難
く
、
基
礎
部
と
な
る
何
ら
か
の
施
設
を
伴
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。

白
発
掘
調
査
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こ
の
骨
塔
は
硬
質
の
容
結
凝
灰
岩
を
素
材
と
し
て
形
造
ら
れ
、
基
礎
・
塔
身
・

笠
・
宝
珠
の
四
部
分
か
ら
成
る
。
し
か
し
基
礎
は
塔
身
部
に
造
り
付
け
ら
れ
て
お

り
、
同
様
に
笠
と
宝
珠
部
も
造
り
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
は
こ
の
骨
塔

は
笠
部
と
塔
身
部
の
二
個
体
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

塔
身
は
、
厚
さ
二
両
、
幅
四
三
”
の
六
角
形
を
な
す
基
礎
部
の
上
に
乗
っ
て

お
り
六
角
柱
状
を
呈
す
る
。
こ
の
下
部
の
幅
が
三
一
・
六
蝿
上
部
が
二
八
・
四

二
層
は
黒
褐
色
士
層
で
あ
る
が
、
こ
の
層
内
に
は
瓦
・
煉
瓦
等
の
破
片
が
含
ま
れ

て
い
る
。
第
三
層
は
黄
褐
色
土
層
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
層
に
第
二
層
か
ら
の

落
ち
込
承
や
樹
根
跡
等
が
見
ら
れ
る
。
続
い
て
厚
さ
四
五
”
の
褐
色
土
か
ら
な
る

第
四
層
が
あ
り
後
は
岩
盤
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
所
は
宅
地
造
成
の
際
、
第
三
層
の
黄
褐
色
士
層
上
面
ま
で
削
平
さ
れ
て

い
る
の
で
、
第
一
層
・
第
二
層
は
現
代
に
形
成
さ
れ
た
層
で
あ
る
。
試
掘
溝
の
西

側
に
は
直
径
一
加
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
か
ら
ラ
ン
プ
の
笠
の
破

片
、
新
し
い
染
付
片
な
ど
出
土
す
る
と
こ
ろ
か
ら
明
治
頃
の
落
込
象
と
思
わ
れ

る
。
第
三
層
の
黄
褐
色
土
層
も
地
山
で
な
く
、
後
で
の
堆
積
で
あ
る
が
、
こ
の
層

か
ら
の
遺
物
の
出
土
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
四
層
の
褐
色
土
層
か
ら
は
若
干
の

遺
物
の
出
土
が
あ
っ
た
。
第
四
層
の
上
部
か
ら
土
師
質
土
器
片
二
片
と
下
部
付
近

か
ら
銅
製
金
具
破
片
二
片
、
鉄
片
等
が
検
出
さ
れ
た
。
銅
製
破
片
の
一
片
は
銅
銭

と
思
わ
れ
る
。
土
師
質
土
器
は
燈
明
皿
の
破
片
で
あ
る
。

以
上
の
試
掘
結
果
か
ら
、
骨
塔
に
関
す
る
遺
構
は
地
上
物
件
の
承
で
、
地
下
の

埋
納
遺
構
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
骨
塔
創
建

の
時
代
と
は
異
な
る
が
、
第
四
層
か
ら
遺
物
の
出
土
が
見
ら
れ
る
の
で
、
中
世
時

に
何
ら
か
の
遺
構
が
こ
の
場
所
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

四
骨
塔

6

q

”
で
上
部
が
や
や
先
細
り
と
な
る
六
角
柱
で
あ
る
。
基
礎
部
と
合
せ
る
と
五
三
・

六
”
の
高
さ
と
な
る
。
こ
の
六
角
柱
の
頂
端
部
の
中
心
に
は
直
径
約
九
唖
深
さ

ご
雨
の
納
骨
用
の
穴
が
く
り
込
ま
れ
て
い
る
。
笠
部
は
、
宝
珠
部
と
合
せ
て
二

八
”
の
高
さ
を
持
つ
、
や
は
り
六
角
形
を
な
す
笠
で
あ
る
。
笠
の
中
心
部
に
あ
る

宝
珠
か
ら
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
線
が
放
射
状
に
各
六
角
部
の
突
端
に
走
り
、
こ
れ

ら
の
線
に
直
交
し
て
四
本
の
線
が
笠
部
を
巡
っ
て
い
る
。
笠
の
外
観
は
こ
う
も
り

傘
を
開
い
た
状
況
と
酷
似
す
る
。
笠
の
下
端
の
塔
身
と
接
す
る
部
分
に
は
、
塔
身

の
上
端
を
か
ま
せ
る
た
め
の
六
角
形
の
浅
い
納
穴
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

塔
身
部
と
笠
部
と
を
合
せ
た
全
身
長
は
七
九
”
と
な
る
。
塔
身
部
正
面
に
は
骨

塔
、
逃
参
玄
俊
蓄
主
生
年
六
十
五
歳
と
陰
刻
さ
れ
、
以
下
左
回
り
に
各
面
を
通
じ

て
骨
塔
建
立
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
全
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

正
面
骨
塔
進
多
玄
俊
蓄
主
生
年
六
十
五
歳

二
面
□
口
氏
蔵
人
者
相
良
代
々
之
家
也
・
年
先
為

三
面
瑞
祥
院
殿
天
蔓
玄
高
大
居
士
御
菩
提
移
歩

四
面
於
六
十
除
州
遊
心
於
十
方
剃
土
荷
措
法
華

力

五
面
妙
典
献
納
者
一
回
一
部
英
。
尽
好
一
国
勲
功
者
専
上
報
君
恩

六
面
下
世
家
門
者
也
子
時
延
宝
二
甲
寅
四
月
廿
九
日

現
在
、
球
磨
人
吉
地
方
で
相
良
長
毎
の
供
養
塔
碑
が
本
墓
を
含
め
て
一
二
か
所

ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
五
輪
塔
か
板
碑
で
あ
り
、
こ
の
骨

塔
の
形
式
を
持
つ
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
県
下
で
も
こ
の
骨
塔
と
同
様
の
形
式
を

持
つ
塔
は
皆
無
で
あ
り
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
（
図
版
弱
参
照
）

銘
文
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
地
元
郷
士
史
家
等
関
係
の
方
々
か
ら
数
々
の
御

助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
銘
文
を
漢
文
と
し
て
見
た
場
合
可
笑
し
い
点
も
あ
り
、

ま
た
読
承
方
に
つ
い
て
も
種
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
原
口
長
之
氏
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対
句
等
も
考
え
、
最
も
漢
文
的
に
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
付
せ
ば
以
上
の
と
お

り
と
な
ろ
う
。
な
お
こ
れ
ら
の
な
か
で
文
字
が
欠
落
し
た
り
、
風
化
し
た
箇
所
が

力

若
干
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
部
分
に
は
□
、
疑
わ
し
い
部
分
は
□
と
記
し
た
。
正
面

の
骨
塔
と
刻
ま
れ
た
下
の
「
送
多
」
は
、
常
識
的
に
は
「
逆
修
」
・
「
造
立
」
等

の
読
ゑ
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
字
が
誤
字
・
宛
字
等
で
な
い
限
り
、
く
ず

し
そ
の
他
か
ら
は
「
造
立
」
お
よ
び
「
逆
修
」
と
読
む
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
「
進
」
は
「
選
」
も
し
く
は
「
迭
」
と
読
ん
だ
方
が
合

理
的
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
「
選
筆
」
と
読
ん
で
お
き
た
い
。
現
在
で
も

碑
文
等
の
終
り
に
○
○
撰
筆
と
記
銘
さ
れ
る
の
は
よ
く
見
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
「
選
」
は
撰
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
面
の
上
の
二
文
字
は
姓
名
の
刻
ま
れ
た
部
分
で
こ
の
骨
塔
を
調
べ
る
上
で

重
要
な
鍵
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
欠
落
し
て
お
り
判
読
不
可
能
で
あ
る
。
こ

の
部
分
は
風
化
で
な
く
、
後
世
あ
る
意
図
を
も
っ
て
潰
さ
れ
た
事
実
は
明
ら
か
で

あ
る
。五

面
の
二
行
目
の
□
は
、
子
も
し
く
は
乎
か
可
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
行
の
上

か
ら
四
文
字
は
右
半
分
に
力
の
字
の
承
し
か
見
え
な
い
が
功
の
字
で
あ
ろ
う
。

（
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
の
解
読
文
を
そ
の
一
例
と
し
て
左
記
に
掲
げ
た
。

骨
塔
透
多
玄
俊
蓄
主
生
年
六
十
五
歳

は
ニ

ロ
ロ
氏
蔵
人
者
相
良
代
々
之
家
也
。
年
先
為一一

ノ
ノ
シ
ヲ

瑞
祥
院
殿
天
更
玄
高
大
居
士
御
菩
提
移
歩

一
一
一

ニ
バ
セ
ヲ
ニ
シ

於
六
十
静
州
遊
心
於
十
方
剰
士
荷
ｌ
措
法
華

一
二
一
二
ｊ
Ｊ

二
ス
ル
ナ
リ
ヲ
ス
ク
⑫
勉
ヲ
は
ハ
ジ
二

妙
典
献
ｌ
納
者
一
回
一
部
笑
。
尽
好
一
同
一
勲
一
例
一
者
専
上
報
君
恩

一
一
一
一
一
一
一
一

ハ
ス
ル
二

下
世
家
門
者
也
子
時
延
宝
二
甲
寅
四
月
廿
九
日

二
一
し

け
』
』

以
上
の
外
に
も
、
風
化
が
激
し
く
判
読
し
た
文
字
に
も
誤
り
も
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
が
、
参
考
の
た
め
左
記
に
書
き
下
し
文
の
一
例
を
掲
げ
て
お
く
。

骨
塔
撰
筆
玄
俊
電
主
（
生
年
六
十
五
歳
）

□
口
氏
蔵
人
は
相
良
代
食
の
家
な
り
。
年
先
、
瑞
祥
院
殿
天
更
玄
高
大
居
士
の

御
菩
提
の
た
め
歩
を
六
○
除
州
に
移
し
、
心
を
十
方
剰
士
に
遊
ば
せ
、
法
華
妙
典

に
荷
措
し
、
一
回
一
部
を
献
納
す
る
者
な
り
。
好
く
勲
功
を
尽
す
は
、
上
は
君
恩

に
報
じ
下
は
家
門
に
世
す
る
も
の
な
り
。

時
に
延
宝
二
甲
寅
天
四
月
廿
九
日

つ
れ

な
お
碑
文
中
の
瑞
祥
院
殿
天
里
玄
高
大
居
士
は
相
良
藩
二
○
代
の
相
良
長
毎
の

法
名
で
、
延
宝
二
年
は
西
暦
一
六
七
四
年
に
あ
た
る
。

さ
て
、
こ
の
骨
塔
に
刻
ま
れ
た
銘
文
は
、
あ
た
か
も
相
良
長
毎
の
菩
提
を
弔
う

た
め
に
建
立
さ
れ
た
供
養
塔
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
銘
文
を
よ
く
熟
読
し
て
ふ
る

と
、
相
良
家
代
々
に
つ
か
え
る
□
口
氏
の
功
績
を
顕
彰
し
、
そ
れ
を
子
孫
に
伝
え

る
意
図
の
元
に
か
か
れ
た
、
あ
る
一
族
の
記
念
碑
と
も
い
え
る
も
の
で
一
般
に
喧

伝
さ
れ
た
長
毎
自
体
を
供
養
す
る
た
め
の
骨
塔
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
全
国
六
○
余
州
の
霊
地
を
回
り
、
主
君
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
法
華
一
回

一
部
を
献
納
し
た
行
為
が
、
□
口
氏
蔵
人
の
君
恩
に
報
じ
る
勲
功
話
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、
球
磨
・
人
吉
一
帯
の
寺
院
・
廃
寺
跡
に
点
在
す
る
長
毎
の
供
養

塔
の
形
式
と
比
較
し
て
ゑ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
人
吉
市
の
願
成
寺
の
本
墓
も
含

め
一
二
か
所
の
供
養
塔
の
う
ち
、
碑
が
四
基
、
宝
箆
印
塔
一
基
、
五
輪
塔
が
七
基

で
あ
り
、
今
回
発
見
さ
れ
た
骨
塔
の
如
き
型
式
を
有
す
る
供
養
塔
は
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
長
毎
の
死
後
さ
か
ん
に
建
立
さ
れ
た
供
養
塔
の
建
立
年
号
は
、
す
べ

て
残
年
の
寛
永
一
三
年
丙
子
六
月
一
三
日
と
な
っ
て
い
る
か
、
刻
ま
れ
て
い
な
い

か
で
、
碑
塔
の
実
際
の
建
立
年
代
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
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こ
の
銅
製
納
骨
器
は
、
先
に
述
べ
た
骨
塔
と
刻
銘
の
あ
る
凝
灰
岩
製
の
塔
身
に

く
り
込
ま
れ
た
直
径
九
蝿
深
さ
三
両
の
円
筒
状
の
納
骨
用
の
孔
の
な
か
に
納

め
ら
れ
て
い
た
容
器
で
あ
る
。
（
図
版
品
参
照
）

納
骨
器
と
は
言
う
も
の
の
、
本
来
は
賓
憧
形
を
な
す
小
型
の
経
筒
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
を
後
で
納
骨
器
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
形
状
は
金
銅
板
製
で
六
角

憧
形
を
な
し
、
台
は
蓮
葉
に
作
り
天
蓋
は
六
花
形
に
し
て
中
高
に
盛
り
上
げ
て
い

る
。
こ
の
盛
上
っ
た
蓋
の
中
央
部
に
は
小
孔
が
あ
り
、
方
型
の
錆
の
形
が
残
る
と

こ
ろ
か
ら
頂
上
に
露
盤
を
置
き
賓
珠
鉛
が
施
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
今
は
失

わ
れ
て
い
る
。
蓋
の
花
弁
の
反
転
し
た
端
に
は
喚
略
を
垂
れ
、
金
銅
の
蔵
小
板
、

瑠
璃
珠
を
飾
る
た
め
の
小
孔
が
二
個
ず
つ
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
筒
の
台
座
の

直
径
は
七
・
一
蝿
六
角
形
の
身
部
の
対
角
線
の
長
さ
が
五
蝿
ま
た
六
花
形
を

な
す
蓋
部
の
長
さ
が
八
・
三
恥
で
あ
る
。
ま
た
、
台
座
か
ら
蓋
部
ま
で
の
高
さ
は

二
“
こ
れ
に
現
在
失
わ
れ
た
寛
珠
形
紐
の
高
さ
を
加
え
る
と
総
高
値
は
一
二

・
五
師
と
な
り
、
小
型
の
部
類
に
属
す
る
経
筒
と
な
る
。

銅
製
の
経
筒
に
は
銅
鋳
製
の
も
の
と
銅
板
製
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
経
筒
は

銅
板
製
で
、
銅
板
を
組
承
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
身
部
は
銅
板
を
六
角
形

に
折
り
曲
げ
て
六
角
柱
を
構
成
し
、
両
端
部
は
約
○
・
五
“
の
重
な
り
を
作
り
こ

二
）
・
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
・
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
の
三
基
だ
け
で
あ

る
。
最
後
に
建
立
さ
れ
た
供
養
塔
の
万
治
三
年
と
骨
塔
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）

と
は
一
四
年
も
時
期
的
な
へ
だ
た
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
骨
塔
は
こ
れ
ら
一
連

の
詣
り
墓
的
性
格
を
持
つ
供
養
塔
と
は
目
的
を
異
に
す
る
も
の
と
思
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

㈲
銅
製
納
骨
器

の
経
筒
の
形
と
そ
の
つ
く
り 瞳

の
部
分
で
一
方
か
ら
三
ヶ
所
の
柚
、
他
方
に
三
ヶ
所
の
柚
穴
を
つ
く
り
、
柚
を
柚

穴
に
差
し
込
承
柚
の
先
端
を
折
り
曲
げ
締
め
つ
け
て
接
着
さ
せ
て
い
る
。
身
部
と

台
座
も
別
々
に
製
作
し
た
も
の
を
同
様
の
手
法
を
持
っ
て
四
か
所
で
接
着
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
、
身
部
と
蓋
部
と
の
合
せ
口
部
に
も
同
様
の
手
法
を
用
い
た
六
角
形

の
銅
板
が
蓋
の
方
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

経
筒
の
飾
り
と
し
て
は
、
各
部
分
に
毛
彫
り
さ
れ
た
文
様
と
蓋
部
の
花
弁
突
出

部
に
つ
る
さ
れ
た
理
路
が
あ
る
。
毛
彫
り
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
台
座
の
蓮
葉

文
、
身
部
下
端
を
巡
る
菊
座
状
の
文
様
、
蓋
部
外
側
全
面
に
施
さ
れ
た
絡
み
合
う

唐
草
文
様
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

瑛
略
は
蓋
部
花
弁
の
突
端
六
ヶ
所
に
吊
る
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在

三
つ
葉
の
裁
小
板
五
個
、
扇
状
の
裁
小
板
一
二
個
、
破
瑠
玉
と
し
て
は
白
玉
二
個
、

青
玉
二
個
、
茶
玉
一
個
が
残
っ
て
お
り
完
全
な
セ
ッ
ト
を
な
し
残
っ
て
い
る
も
の

は
な
い
。

こ
れ
ら
の
裁
小
板
お
よ
び
経
筒
本
体
に
は
渡
金
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
剥
落
と

緑
錆
に
よ
り
失
わ
れ
た
部
分
も
多
い
。
な
お
、
台
座
裏
面
、
身
部
内
面
に
は
文
様

お
よ
び
渡
金
の
痕
は
ゑ
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
小
型
な
が
ら
精
巧
な
つ
く
り

と
、
き
ら
び
や
か
な
渡
金
と
理
路
が
こ
の
経
筒
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

②
経
筒
に
彫
ら
れ
た
銘
文

六
角
柱
を
な
す
塔
身
の
う
ち
三
面
に
磐
刻
に
よ
る
銘
文
が
認
め
ら
れ
る
。
六
角

柱
の
接
着
部
を
右
後
方
に
置
い
た
場
合
、
正
面
上
部
に
舟
型
光
背
を
背
に
蓮
台
に

ぎ
よ
う

座
す
僧
形
の
人
物
像
が
描
か
れ
、
下
端
に
は
「
奉
納
蔵
三
部
」
と
あ
る
。
向
っ
て

し
ゆ
う

右
面
に
は
「
十
羅
剃
女
駿
弱
三
養
上
人
」
と
あ
り
、
左
面
に
は
「
三
十
番
神
営
年

今
月
吉
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
他
の
三
面
に
記
銘
は
承
ら
れ
な
い
。

経
筒
の
記
銘
の
内
容
は
元
来
、
経
名
、
意
趣
、
年
月
日
、
及
び
願
主
を
記
す
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
後
経
名
や
願
意
を
略
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
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て
い
る
。
室
町
時
代
に
は
い
り
永
正
以
降
に
な
っ
て
く
る
と
、
新
し
い
記
載
形
式

が
多
く
な
っ
て
来
る
。
こ
の
時
期
の
も
の
で
他
所
か
ら
出
土
し
た
経
筒
の
銘
文
と

当
経
筒
の
銘
と
を
比
較
し
て
承
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
で
比
較
し
て
承
る
と
、
正
面
に
経
典
名
を
記
し
右
に
十
羅
剃
女
、
左
に

三
十
番
神
と
書
き
分
け
、
こ
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
願
主
あ
る
い
は
年
月
日
を
記
し
て

お
り
、
多
少
の
差
異
は
あ
っ
て
も
全
国
的
に
普
遍
化
さ
れ
た
記
載
形
式
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

十
羅
剰
女
は
十
人
の
悪
鬼
で
あ
る
が
、
法
華
経
を
も
つ
も
の
を
擁
護
し
そ
の
衰

患
を
除
く
鬼
で
あ
る
。
ま
た
、
三
十
番
神
も
法
華
経
を
守
護
す
る
神
食
で
国
内
三

○
か
所
の
神
々
が
日
々
交
代
し
て
法
華
経
の
守
護
神
を
つ
と
め
る
と
こ
ろ
か
ら
こ

の
名
が
出
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
経
筒
は
経
筒
本
来
の
意
図
か
ら
は
ず
れ
、
追
善

供
養
（
逆
修
供
養
）
の
目
的
を
も
つ
六
部
と
称
す
る
人
々
が
全
国
六
六
個
所
の
霊

地
を
巡
り
経
典
一
部
を
納
め
る
際
の
容
器
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
年
号

の
個
所
は
、
こ
の
よ
う
に
諸
国
を
遍
歴
し
て
歩
き
奉
納
す
る
た
め
月
日
が
あ
ら
か

じ
め
定
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
経
筒
の
記
銘
の
よ
う
に
営
年
今
月
吉
日
な

ど
と
年
次
を
記
さ
な
い
例
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
９
表
各
地
出
土
経
筒
と
の
比
較
表

E

シ

雄
山
閣
・
仏
教
考
古
学
講
座
Ｉ
（
一
言
且
一
室
Ｐ
所
載
資
料
よ
り
）

つ
ぎ
に
、
こ
の
経
筒
の
製
作
年
代
で
あ
る
が
、
記
銘
の
形
式
や
年
号
の
部
分
省

略
等
か
ら
考
え
る
と
一
六
世
紀
前
半
頃
の
製
作
と
考
え
た
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ

う
。
天
文
年
間
で
も
後
半
の
作
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
経
筒
の
納
め
ら
れ
る
霊
地
で
あ
る
が
、
寛
永
四
年
の
東
武
九
日
誉
の

刊
行
し
た
も
の
に
よ
る
と
肥
後
で
は
、
阿
蘇
宮
（
十
一
面
）
が
そ
の
霊
地
と
な
っ

て
い
る
。
駿
州
の
三
養
上
人
が
僧
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
い
か
な
る

人
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
肥
後
の
阿
蘇
宮
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

⑥
経
筒
内
容
物

調
査
時
に
銅
製
経
筒
内
に
納
め
ら
れ
た
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
経
筒
に
付
属
し

て
い
た
瑛
路
残
欠
以
外
に
絹
状
か
ら
な
る
布
片
状
の
も
の
と
人
の
歯
が
二
八
本
納

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
理
路
は
、
ち
ぎ
れ
残
欠
と
な
っ
た
も
の
が
紛
失
し
な

い
よ
う
後
で
筒
内
に
納
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
く
と
元
来
経
筒

内
に
収
め
ら
れ
て
い
た
の
は
布
片
状
の
も
の
と
入
歯
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

入
歯
は
全
部
で
二
八
本
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
訳
は
第
川
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
二
八
本
の
歯
は
火
葬
さ
れ
た
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
大
別
さ

（
天
文
四
年
銘
経
筒
と
伴
出
）

○
奉
納
経
王
六
十
六
部

十
羅
剰
女
甲
州
祐
順

三
十
番
営
年
今
月

東
京
都
南
多
磨
郡
南
村
発
見
の
経
筒

れ
る
。
火
葬
が
六
本
で
ほ
か

一
三
本
は
火
に
遇
っ
て
い
な

い
。
火
に
遇
っ
て
い
な
い
二

二
本
は
唆
耗
が
激
し
く
老
年

の
人
の
歯
で
あ
る
こ
と
を
思

わ
せ
る
。
と
く
に
、
犬
歯
、

小
臼
歯
の
唆
耗
は
激
し
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
歯
は
乳
歯

か
ら
永
久
歯
に
代
る
際
に
欠
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備
考
左
面
正
面
右
面

（
延
宝
二
年
・
納
骨
器
に
転
用
）

三
十
番
神
営
年
今
月
吉
日

奉
納
蔵
三
部

十
羅
剰
女
駿
弱
三
養
上
人

人
吉
市
南
町
発
見
の
経
筒

奉
納
大
乗
妙
典

三
十
番
神
口
昌
上
人

十
羅
剰
女
大
永
六
年
八
月

下
野
国
阿
蘇
郡
田
沼
町
発
見
の
経
筒



け
落
ち
た
も
の
で
は
な
く
、
永
久
歯
自
体
で
あ
り
老
年
に
な
り
自
然
に
抜
け
落
ち

た
も
の
、
も
し
く
は
、
遺
骨
よ
り
採
対
し
た
歯
を
納
め
た
も
の
ら
し
く
全
部
に
歯

根
部
が
付
い
て
い
る
。
火
葬
歯
は
第
三
大
臼
歯
が
三
本
で
他
の
三
本
は
歯
冠
部
を

欠
く
た
め
不
明
で
あ
る
。
双
方
共
に
虫
歯
は
承
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
脱
落
し
た
歯

一
三
本
と
火
葬
歯
と
は
、
合
計
す
れ
ば
二
八
本
と
な
り
一
人
分
の
歯
と
な
る
が
両

方
大
き
さ
等
が
異
な
り
、
同
一
人
物
の
歯
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
脱
落
歯
一
三
本

は
同
一
人
の
も
の
で
あ
り
、
火
葬
歯
六
本
が
ま
た
別
の
同
一
人
の
歯
で
あ
る
こ
と

は
ほ
ぼ
確
実
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
糸
に
紡
い
で
い
な
い
繭
を
と
い
た
だ
け
の
状
況
を
示
す
青
色
に
染

っ
た
布
状
の
塊
り
が
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
歯
を
く
る
ん
で
あ
っ
た
布

第
Ⅲ
表
経
筒
内
に
納
め
ら
れ
た
歯

⑱

（
歯
科
技
工
士
・
藤
田
昭
敏
氏
に
よ
る
）

骨
塔
の
銘
文
に
出
る
瑞
祥
院
殿
天
皇
玄
高
大
居
士
は
、
相
良
藩
二
○
代
の
相
良

長
毎
の
法
名
で
あ
る
。
提
毎
は
一
八
代
義
陽
の
第
二
子
で
薩
摩
の
人
質
の
時
代
を

経
て
、
一
二
歳
の
時
人
古
に
帰
り
二
○
代
の
相
良
家
当
主
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

長
毎
の
時
代
は
、
島
津
氏
の
勢
力
の
増
大
、
秀
吉
の
九
州
征
伐
、
領
地
の
安
堵
、

朝
鮮
の
役
を
経
て
関
が
原
と
、
相
良
家
の
浮
沈
か
か
わ
る
重
大
な
事
柄
の
頻
発
し

た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
多
難
の
時
期
に
残
落
し
た
家
も
多
か
っ
た
が
、
長
毎
は

辛
じ
て
こ
の
窮
境
を
切
り
抜
け
、
明
治
ま
で
続
く
相
良
家
の
基
礎
を
築
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
の
当
主
で
あ
り
多
難
な
時
期
を
君
臣
共
に
切
り
開
い
て

来
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
家
中
の
人
気
も
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
秀
れ

た
人
柄
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
寛
永
一
三
年
に
江
戸
桜
田
邸
で
死

去
し
た
長
毎
の
た
め
、
そ
の
後
球
磨
人
吉
の
各
地
に
供
養
塔
が
家
臣
の
手
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
供
養
塔
は
球
磨
人
吉
地
区
内
に
本
墓
も
含
め
て

一
二
か
所
も
存
在
す
る
こ
と
が
、
昭
和
四
九
年
七
月
一
七
日
付
の
人
吉
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
北
村
龍
雄
氏
（
免
田
郷
士
研
究
会
）
の
報
告
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。

骨
塔
の
性
格
を
知
る
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
供
養
塔
の
調
査
は
是
非
共
実
施
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
の
で
、
上
川
香
氏
（
人
吉
市
教
委
社
会
教
育
指
導
員
）
に
本
墓
も

含
め
た
一
二
か
所
に
つ
い
て
悉
皆
調
査
を
お
願
い
し
た
。

な
お
、
こ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
塔
建
立
を
長
毎
残
年
の
寛
永
一
三
年
六
月

一
三
日
と
刻
む
も
の
五
基
、
寛
永
一
九
年
が
一
基
、
慶
安
五
年
が
一
基
、
万
治
三
年

が
一
基
、
年
号
記
銘
の
な
い
も
の
四
基
と
な
っ
て
い
る
。
供
養
塔
の
造
立
は
長
毎

の
死
去
の
年
の
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
年
）
か
ら
万
治
三
年
（
一
六
六
○
年
）

片
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

㈹
関
連
調
査

“
口
巳
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火
葬
歯

〈
口

計

第
三
大
臼
歯

第
二
大
臼
歯

第
一
大
臼
歯

第
二
小
臼
歯

第
一
小
臼
歯

犬
歯

側
切
歯

中
切
歯

中
切
歯

側
切
歯

犬
歯

第
一
小
臼
歯

第
二
小
臼
歯

第
一
大
臼
歯

第
二
大
臼
歯

第
三
大
臼
歯

名
称

6

火
葬
歯

16

6

1

〃

1 1

〃

1 1

〃

1

－

〃

1

〃

1

■■■■■■■■■■■

1

〃

1

1

〃

1

1

〃

1 1 1

1 1

〃〃

ｊ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■
１
４
巳
■

''’
一

’
－

〃

1

火
に
遭
つ

い
な
い
歯
＜

一口

上

顎
一
下
顎

歯
数

状

況

６
本
の
う
ち
三
本
は
第
三
大
臼
歯

他
ば
歯
冠
部
を
欠
く
た
め
不
明
。

自
然
歯
に
つ
い
て
は
全
般
的
に
咳
耗

が
激
し
く
て
歯
自
身
も
大
き
い
の
で
、

帥
才
以
上
の
男
性
の
歯
を
推
定
さ
れ

る
｡

と
く
に
咳
耗
が
激
し
い

I

（
正
中
線
）

と
く
に
咳
耗
が
激
し
い

智
歯
（
俗
称
・
親
知
ら
ず
）

伽

考



今
回
の
調
査
で
、
我
々
が
明
ら
か
に
し
得
た
事
実
が
三
つ
あ
る
。
こ
こ
で
整
理

を
し
て
見
る
と
、

第
一
に
、
骨
塔
と
呼
ば
れ
る
外
容
器
の
建
立
時
期
と
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
納

骨
器
（
実
は
経
筒
）
と
は
、
製
作
年
代
が
約
一
四
○
年
ほ
ど
も
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
骨
塔
銘
と
経
筒
銘
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

第
二
に
、
骨
塔
に
刻
ま
れ
た
銘
は
、
あ
た
か
も
相
良
長
毎
の
菩
提
を
弔
う
た
め

の
供
養
塔
の
ご
と
く
見
ら
れ
る
が
、
実
は
相
良
家
に
代
々
つ
か
え
る
□
口
氏
の
功

績
を
顕
彰
し
、
そ
れ
を
そ
の
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一

般
に
喧
伝
さ
れ
る
長
毎
自
体
を
供
養
す
る
た
め
の
骨
塔
で
は
な
い
こ
と
。

第
三
に
、
経
筒
内
に
火
葬
歯
と
自
然
歯
と
二
種
の
入
歯
が
納
め
ら
れ
て
い
た
の

は
、
後
世
、
こ
の
骨
塔
が
歯
の
神
様
と
し
て
土
俗
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

以
上
の
三
点
で
あ
る
が
、
こ
の
三
点
を
基
礎
と
し
て
、
以
下
若
干
の
考
察
を
加

え
て
ゑ
た
い
。

ま
で
の
二
四
年
間
も
の
長
い
間
に
亘
っ
て
造
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
考

え
る
と
き
長
毎
の
根
強
い
人
気
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
供
養
塔
の
形
式
は
五

輪
の
塔
が
七
基
、
板
碑
型
が
四
基
、
宝
鐘
印
塔
が
一
基
と
な
っ
て
い
る
。
建
立
場
所

近
く
に
住
む
家
臣
達
が
埋
め
墓
に
行
く
こ
と
な
く
供
養
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
詣

り
墓
的
性
格
を
持
た
せ
て
建
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
長
毎
供
養
塔
の

写
真
、
調
査
結
果
等
に
つ
い
て
は
巻
末
の
図
版
〃
ｌ
図
版
印
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
骨
塔
の
造
立
者

骨
塔
碑
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
は
、
延
宝
二
年
甲
寅
四
月
廿

㈲
考
察

、

岬
ｑ
》

九
日
（
一
六
七
四
年
）
で
あ
る
。
相
良
長
毎
が
江
戸
の
桜
田
邸
で
死
去
し
た
の
が
、

寛
永
一
三
年
六
月
一
三
日
（
一
六
三
六
年
）
で
あ
る
の
で
、
こ
の
長
毎
供
養
の
骨
塔

が
建
立
さ
れ
た
の
は
、
死
亡
後
三
八
年
も
経
過
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

銘
文
に
よ
れ
ば
碑
文
の
撰
筆
も
し
く
は
建
立
し
た
人
は
、
自
か
ら
玄
俊
番
主
と

名
乗
る
人
で
、
延
宝
二
年
頃
に
六
五
歳
で
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
年
令
か
ら
推

定
す
る
と
、
長
毎
生
存
の
時
期
に
二
○
歳
代
の
青
年
だ
っ
た
訳
で
あ
る
。

骨
塔
の
第
二
面
の
冒
頭
に
記
銘
さ
れ
る
「
□
口
氏
蔵
人
者
相
良
代
を
之
家
也
」

の
□
口
部
分
が
玄
俊
番
主
の
俗
姓
名
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
欠
落
し
て
わ
か

ら
な
い
。
と
く
に
こ
の
部
分
は
、
他
の
判
読
困
難
な
個
所
に
比
べ
て
破
損
が
激
し

く
二
字
名
の
部
分
は
、
意
図
的
に
打
欠
い
だ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
判

０
Ｏ

読
は
不
可
能
で
あ
り
、
次
の
□
口
氏
蔵
人
な
る
者
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

地
元
人
吉
市
で
上
川
香
氏
を
中
心
に
、
長
毎
の
生
存
時
代
か
ら
こ
の
骨
塔
の
建
立

さ
れ
た
、
延
宝
前
後
頃
ま
で
生
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
蔵
人
名
を
名
乗
る
人
々

の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
結
果
に
よ
る
と
二
人
の
蔵
人
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
共
に
『
求
麻
外
史
』
に
出
て
く
る
も
の
で
、
一
人
は
担
松
蔵
人
と
い
う
人
で
、

慶
長
の
役
で
病
死
し
て
い
る
。
も
う
一
人
は
丸
目
蔵
人
で
、
寛
永
六
年
二
月
卒
と

な
っ
て
お
り
、
双
方
と
も
該
当
し
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
以
後
、
延
宝
頃
ま
で
の
人

で
、
蔵
人
と
い
う
人
名
を
探
し
出
す
べ
く
努
力
中
だ
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で

判
明
し
て
い
な
い
。
法
名
と
思
わ
れ
る
玄
俊
と
い
う
名
の
人
も
調
査
中
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

と
も
あ
れ
、
玄
俊
蓄
主
と
い
う
人
は
、
長
毎
に
恩
顧
を
蒙
っ
た
元
相
良
藩
士
で

あ
り
、
引
退
後
の
晩
年
、
出
家
し
て
名
乗
っ
た
僧
名
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
お

そ
ら
く
付
近
に
小
庵
を
詰
ん
で
、
そ
の
庵
主
と
し
て
住
ん
で
お
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
が
、
文
献
、
そ
の
他
か
ら
現
在
ま
で
に
は
、
こ
の
骨
塔
付
近
に
寺
院
等
の
あ

つ
た
事
実
は
見
い
出
し
得
な
い
。

長
毎
生
存
の
時
期
に
二
○
歳
代
の
青
年
だ
っ
た
訳
で
あ
る
。

二
面
の
冒
頭
に
記
銘
さ
れ
る
「
□
口
氏
蔵
人
者
相
良
代
を
之
家
也
」
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骨
塔
塔
身
部
に
納
め
ら
れ
て
い
た
納
骨
器
は
、
元
来
納
骨
器
と
し
て
製
作
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
一
六
世
紀
前
半
の
天
文
年
間
に
製
作
さ
れ
た
銅
板
製
の
経
筒

を
納
骨
器
と
し
て
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
来
こ
の
経
筒
は
、
当
時
普
通
的
に

行
な
わ
れ
て
い
た
全
国
六
六
ヵ
所
の
霊
地
を
巡
り
、
法
華
妙
典
一
部
を
奉
納
し
て
、

追
善
供
養
等
を
な
す
六
部
と
い
わ
れ
る
人
々
の
納
経
用
の
経
筒
と
し
て
製
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
こ
の
経
筒
に
刻
ま
れ
た
銘
文
は
、
奉
納
蔵
三
部
・

十
羅
剰
女
駿
弱
三
養
上
人
、
三
十
番
神
営
年
今
月
吉
日
と
銘
の
入
っ
た
当
時
一
般

に
見
ら
れ
る
形
式
の
願
文
で
、
外
容
器
と
は
何
ら
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

も
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
見
無
関
係
に
見
え
る
経
筒
に
記
名
さ
れ
る
駿
州

は
、
相
良
氏
の
出
身
地
で
あ
る
遠
江
国
相
良
荘
の
所
在
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
は
偶
然
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
延
宝
二
年
、
こ
の
骨
塔
を
造
立
し
た
を
推
定

こ
の
よ
う
に
姓
名
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、

骨
塔
第
二
面
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
「
□
口
氏
蔵
人
者
相
良
代
々
之
家
也
」
の
欠
落

部
分
は
、
や
は
り
晩
年
長
毎
に
仕
え
、
藩
主
、
そ
の
外
家
中
の
師
範
役
と
も
な
っ

た
丸
目
蔵
人
佐
の
一
族
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
今
密
か
に
考
え
て
い
る
。
丸
目
蔵

人
佐
は
、
長
毎
が
死
去
す
る
七
年
前
の
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
年
）
に
死
去
し
て

い
る
た
め
、
本
人
が
長
毎
を
供
養
す
る
た
め
六
○
余
州
を
回
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
が
、
蔵
人
等
の
名
前
は
、
当
時
子
孫
等
が
引
継
ぐ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
あ
る

い
は
丸
目
蔵
人
の
子
孫
、
も
し
く
は
そ
の
一
族
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

さ
ら
に
推
察
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
こ
の
骨
塔
に
刻
ま
れ
る
銘
文
の
事
項
は
、
こ
の

骨
塔
の
造
立
者
で
あ
る
玄
俊
番
主
自
体
の
実
績
で
あ
り
、
銘
文
に
も
あ
る
よ
う
に

君
主
に
対
す
る
勲
功
と
そ
れ
を
子
孫
の
た
め
に
、
自
分
の
業
績
を
碑
に
記
し
、
後

世
に
残
そ
う
と
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(2)

納
骨
器
（
経
筒
）
と
そ
の
伝
来
者

ロ

さ
れ
る
玄
俊
奄
主
の
手
元
に
ど
の
よ
う
な
経
路
を
も
っ
て
、
こ
の
経
筒
が
招
来
さ

れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
骨
塔
銘
文
に
お
け
る
□
口
氏
蔵
人
の
欠
落
部
分

が
丸
目
氏
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
容
易
に
こ
の
間
の
事
情
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
丸
目
蔵
人
佐
は
、
若
い
時
代
か
ら
全
国
を
駿
渉
し
て
修
行
を
続
け
、

当
時
天
下
無
双
の
剣
客
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
相
良
、
京
都
、
江
戸
を
幾
度
も

往
復
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
藩
主
相
良
氏
の
出
身
地
で
あ
る
遠
江
国
を
も
訪
れ
、

そ
の
際
縁
故
の
者
を
通
じ
て
こ
の
経
筒
が
入
手
さ
れ
、
相
良
へ
招
来
さ
れ
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
丸
目
家
一
族
に
伝
世
し
た
も
の
が
、
そ
の
一
族
も

し
く
は
子
孫
と
思
わ
れ
る
玄
俊
番
主
な
る
人
に
よ
り
、
一
族
の
骨
塔
の
納
骨
器
に

転
用
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
以
上
は
あ
く

ま
で
一
推
測
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
新
資
料
の
発
見
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
納
骨
器
に
転
用
さ
れ
た
経
筒
が
先
に
あ
り
、
後
に
骨
塔
が
作
ら
れ

た
た
め
容
器
に
合
せ
て
外
容
器
で
あ
る
骨
塔
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

骨
塔
自
体
が
経
筒
と
同
様
塔
身
が
六
角
柱
を
な
し
、
同
様
の
台
座
・
天
蓋
を
付
属

せ
し
め
、
ま
た
塔
身
部
上
端
に
く
り
込
ま
れ
た
納
骨
用
の
穴
も
、
き
っ
ち
り
と
経

筒
が
納
ま
る
よ
う
に
ほ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
推
測
で
き
得
る
。
こ
れ
が

原
因
し
て
、
こ
の
骨
塔
が
他
の
球
磨
人
吉
の
一
二
か
所
に
点
在
す
る
長
毎
供
養
塔

と
相
異
な
る
独
自
の
型
式
を
表
し
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
点
ま
た
他
の
供
養

塔
と
区
別
す
べ
き
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
。
た
だ
骨
塔
の
笠
部
は
、
延
宝
年
間
前
後

球
磨
人
吉
地
方
で
、
一
般
に
石
燈
篭
の
笠
部
に
用
い
ら
れ
た
意
匠
ら
し
く
、
同
様

の
型
式
を
有
す
る
石
燈
篭
笠
部
は
、
願
成
寺
相
良
家
墓
地
の
第
二
墓
所
東
側
に
寄

進
さ
れ
て
並
ぶ
延
宝
五
年
や
貞
享
五
年
の
銘
を
持
つ
石
燈
篭
笠
部
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
容
器
と
な
っ
て
い
る
凝
灰
岩
製
の
骨
塔
と
納
骨
器
と
な
っ
て

い
る
経
筒
と
は
、
本
来
意
図
を
異
に
す
る
も
の
で
時
代
的
に
も
差
が
あ
る
が
、
偶

然
に
も
相
似
か
よ
っ
た
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
骨
塔
に
刻
ま
れ
る
銘
文
と
経
筒

■
垂
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に
刻
ま
れ
る
銘
文
の
趣
意
が
同
一
で
あ
る
点
で
あ
る
。
骨
塔
の
六
面
に
亘
っ
て
彫

ら
れ
た
願
文
に
よ
れ
ば
、
「
□
口
氏
は
相
良
代
々
の
家
で
あ
る
が
、
先
頃
相
良
長

毎
公
の
菩
提
を
と
む
ら
う
た
め
全
国
六
○
数
か
所
の
霊
地
を
巡
り
、
十
方
剃
土
に

心
を
遊
ば
せ
て
法
華
妙
典
に
荷
措
し
、
一
回
に
一
部
を
献
納
し
た
。
」
と
あ
り
、

こ
の
点
で
は
内
に
納
め
ら
れ
た
経
筒
も
六
部
が
追
善
供
養
等
の
願
望
成
就
の
た
め
、

全
国
六
○
余
か
所
の
霊
地
を
訪
ね
、
法
華
妙
典
を
納
め
る
際
の
容
器
と
し
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
骨
塔
の
趣
意
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
骨
塔

を
建
立
し
た
玄
俊
蓄
主
も
こ
の
経
筒
を
骨
塔
と
し
て
転
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
納
骨
器
に
転
用
さ
れ
た
経
筒
内
に
は
入
歯
が
二
八
本
納
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
う
ち
六
本
が
火
葬
さ
れ
た
歯
で
、
残
り
の
一
三
本
は
老
年
に
な
っ
て

自
然
に
抜
け
落
ち
た
も
の
か
、
も
し
く
は
改
葬
等
の
際
遺
骨
か
ら
採
取
し
た
と
思

わ
れ
る
歯
で
あ
っ
た
。
精
査
し
て
見
る
と
火
葬
歯
が
一
人
分
、
火
を
受
け
て
い
な

い
も
の
が
一
人
分
で
、
合
計
二
人
分
の
歯
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
歯
が
一
体
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
納
め
ら
れ
た
の
か
、
ま

た
火
葬
歯
の
主
は
誰
だ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
今
と
な
っ
て
は
確
定
的
な
こ
と

は
判
ら
な
い
。
し
か
し
次
の
よ
う
な
推
測
は
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
火
葬
歯
を
納
め
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
骨
塔
と
銘
打
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
分
骨
の
意
味
を
持
た
せ
歯
を
納
め
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実

は
納
骨
器
に
転
用
し
た
経
筒
に
記
銘
さ
れ
る
十
羅
剰
女
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
因
永
に
十
羅
剰
女
の
名
前
を
こ
こ
に
列
記
す
る
と
一
藍
婆
、

二
毘
藍
婆
、
三
曲
歯
、
四
華
歯
、
五
黒
歯
、
六
多
骨
、
七
無
厭
足
、
八
持
瑛
路
、

九
皐
諦
、
十
一
切
衆
生
精
気
等
で
あ
る
。
諸
国
巡
回
し
て
法
華
経
を
納
め
る
場
合
、

六
部
は
こ
の
よ
う
な
守
護
神
の
掩
護
を
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
中
の
三
・

(3)

歯
の
神
様
へ
の
変
貌

」
９
．
’

四
・
五
に
歯
の
字
の
つ
く
羅
剰
女
が
三
人
も
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
造
立
者
は
こ

れ
ら
の
十
羅
剃
女
の
名
前
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
名
前
に
因
ん
で
歯
を
納
め
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
火
葬
骨
以
外
の
歯
、
つ
ま
り
老
年
に
な
り
抜
け
落
ち

た
と
思
わ
れ
る
二
二
本
の
歯
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
骨
塔
周
辺
に
住
む
古
老
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
た
結
果
、
高
沢
キ
ミ
エ
氏
（
七
○
才
）
か
ら
、
祖
母
の
話
と
し
て
こ
の
骨
塔
が

昔
か
ら
歯
の
神
様
と
し
て
土
俗
の
信
仰
を
集
め
て
お
り
、
つ
い
先
頃
ま
で
参
拝
に

来
る
人
々
を
見
か
け
た
と
い
う
報
告
を
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
恐
ら
く
、
納

骨
器
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
火
葬
歯
を
見
た
後
世
の
人
々
の
間
か
ら
、
歯
の
神
様

と
し
て
の
土
俗
信
仰
が
自
然
に
成
立
し
、
現
在
に
到
る
過
程
の
な
か
で
、
二
次
的

に
あ
る
人
の
抜
け
落
ち
た
歯
が
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
あ
る
い
は
逆
に
火
葬

歯
が
後
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
）
歯
の
神
様
は
県
内
数
か
所
に
見

ら
れ
る
が
、
歯
自
体
が
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
類
例
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

次
に
こ
れ
ら
最
初
に
納
め
ら
れ
た
火
葬
歯
は
一
体
誰
の
歯
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
こ
の
骨
塔
が
相
良
長
毎
の
菩
提
を
弔
う
た
め
の
供
養
塔
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
当
然
長
毎
の
歯
が
納
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。
さ
て
寛

永
一
三
年
六
月
一
三
日
江
戸
の
桜
田
邸
で
死
亡
し
た
長
毎
は
赤
坂
邸
に
葬
ら
れ
た
。

こ
の
時
火
葬
で
あ
っ
た
か
土
葬
で
あ
っ
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
当
時
の
藩
主
の
死

亡
の
際
火
葬
の
例
も
多
い
の
で
茶
毘
に
付
さ
れ
た
可
能
性
は
充
分
あ
り
得
る
。
た

だ
火
葬
の
際
の
分
骨
が
こ
の
骨
塔
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
仮
定
し
て
も
、
こ
の

骨
塔
建
立
ま
で
約
三
八
年
の
時
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
長
毎
の
遺
骨
が
入
手
で

き
る
可
能
性
は
ま
こ
と
に
薄
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
後
、
明
治
一
○
年
に
到
っ
て

長
毎
の
墓
は
人
吉
市
内
の
願
成
寺
相
良
家
墓
地
に
移
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
遺
骨
が

ど
の
よ
う
な
方
法
で
運
ば
れ
埋
葬
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
ら
の
歯
は
長
毎
の
遺
骨
の
分
骨
で
は
な
く
、
ま
っ
た
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く
別
の
□
口
氏
蔵
人
の
先
祖
の
火
葬
歯
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
り
妥
当
性
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
自
然
歯
は
、
後
世
□
口
氏
蔵
人
の
子
孫
が
こ
の
骨

塔
に
追
葬
し
た
一
族
の
歯
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
（
桑
原
憲
彰
）
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献
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史
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潮
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付
日
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新
聞
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安土桃山I雑|室町蔀|時代代時江 戸

第
Ⅲ
表
相
良
長
毎
供
養
塔
関
連
年
表

天
正
二
年

天
文
九
年

慶
長
六
年

寛
永
六
年

寛
永
一
三
年

寛
永
一
三
年

年
号
な
し

年
号
な
し

年
号
な
し

寛
永
一
三
年

年
号
な
し

寛
永
一
三
年

雲
寛
、
氷
一
三
年

寛
永
一
三
年

寛
永
一
九
年

慶
安
五
年

万
治
三
年

延
宝
二
年

慶
長
一
四
年

年
号

=‐一宮一一一一■

云云｜西
一
一
ハ

一
一
ハ″

一
一
〈
王
ノ、

一 一一一 一

六六六六〃〃六

一

六

○
一

七
四

○
九

四
○

三二

六九
四
二

五
二

六
○

七
四

一■一

一一

一.ロ

ーI一

ノ、

一
二
一
ハ

暦

丸
目
蔵
人
佐
出
生

相
良
長
征
出
生

栢
松
蔵
人
朝
鮮
の
役
に
て
死
去

玄
俊
蓄
主
出
生
（
骨
塔
建
立
者
）

九
目
蔵
人
佐
一
武
村
切
野
原
に
て
死
去

長
毎
江
戸
桜
田
邸
に
て
死
去

球
磨
村
神
瀬
神
照
寺
境
内
（
碑
）

人
吉
市
願
成
寺
相
良
家
菩
提
寺
（
五
輪
塔
）

人
吉
市
願
成
寺
相
良
家
稗
提
寺
第
五
墓
所

（
宝
蔵
印
塔
）

球
磨
郡
深
田
村
内
山
・
内
山
観
音
万
福
寺
跡

（
五
輪
塔
）

球
磨
郡
須
恵
村
字
上
阿
蘇
・
釈
迦
堂
境
内

（
五
輪
塔
）

球
磨
郡
多
良
木
町
熟
肥
地
・
青
蓮
寺
境
内
墓
地

（
五
輪
塔
）

球
磨
郡
多
良
木
町
・
永
昌
寺
境
内
墓
地
（
碑
）

球
磨
郡
岡
原
村
宮
麓
・
庭
柏
寺
跡
（
碑
）

球
磨
郡
免
田
町
下
乙
・
渡
辺
儀
三
郎
氏
方
庭
先

（
五
輪
塔
）

球
磨
郡
錦
町
大
字
木
上
覚
井
・
長
安
寺
境
内

（
五
輪
塔
）

球
磨
郡
須
恵
村
覚
井
了
玄
院
裏
の
天
満
宮
境
内
（
碑
）

球
磨
郡
相
良
村
四
浦
神
・
慈
法
院
境
内
（
五
輪
塔
）

人
吉
市
南
町
・
長
毎
骨
塔

関
連
事
項

（
上
川
香
氏
の
調
査
に
よ
る
）

一
本
蕊

一
供
蕊
塔

伽
養
継
の
別

供供供
養養養
塔塔琳

供供供供供供供
養養養菱養養養
塔塔塔塔塔塔塔

－157－



y

ー

礎‘'戒‘.'3.凝錐
lfB1

3 M－6A

3M－6B

3M－6C

第70図頼景館跡出土鉄津の顕微鏡組織
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第8表（Table2）鉄津の化学組成（％）

霞歴｜等｡葛|綻蹴|筆一窪|肇二拳|毒酸業|謎|雪ﾙ斐織|雪江＝

a01Fe2081SiO2IAl2031CaOIMpOlMnC

3A｜A区、西外堀、V膳 48．6910．11148．86115．’61Z4．8U’4

|無翻調蕪辰’
（注）分析は新日鉄八幡製鉄所で行なった。

第8表（Table3）鉄津の分光分析結果

雷ﾛ
五一

KplAllASlBlBalB

6A｜A区、西外堀、V眉 J’［

31B区、東外堀、3陰 J’U’4

J’U’UlU

|割:K半u重職湘加|誌ブ|鼠Mx鉄
恥

一
Ｏ
Ｔ
Ｔ

’
１4

－

4 ２
－
２5

JhHr

JlI1 ］’11 JlUlU’［

」’［ ］IU jlUl01［

」I［ ］I［

(注）分析は新日鉄八幡製鉄所で行なった。

O：認められない

1：辛じて認められる

2：明暗

3：強い

4：可成り強い

5：非常に強い
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当鉄津は、3M－6A，3M－6Bに比較して、クロム（Cr）、すず（Sn）、亜鉛（Zn）等が新しく検出さ

れ、また、アルミニウム（Al）、コバルト（CO）、マグネシウム（Mg）、チタン（Ti）、バナジウム（V）等

は強度が上っているが、これはバラツキ程度の変動であり、構成成分は大差ないものと考える。

また、当鉄津は、蓮花寺出土の椀形津（3L－6A）の成分構成に非常に似通っており、両遺跡の素材銀は、

同一成分系と判断して差支えないものと考える。

(三）まとめ

頼景館跡は、蓮花寺跡の東100米の所に隣接した遺跡である。ここから出土した鉄津の鉱物組成・化学組成を

調査した結果、大鍛治で生成された椀形津と考えられた。

すなわち、外観上は70～16C、程度の直径をもち、中央部厚みは、30～4C、ある。鉱物組成はWUstite（恥O）

＋Fayalite（2FeO・SiO2)であり、化学組成は、全鉄分（TotalFe）48.69％、造津成分（SiO2十A1208＋CaO

＋MgO）31，89％、二酸化チタン（TiO2）0.30％、ヴナジウム（V）痕跡程度、銅（Ca）0.004％であった。

また、構成成分が蓮花寺跡の椀形津に類似しており、精錬前（大鍛治前）の素材である鍋は、同一成分系と考

えられる。両遺跡の推定年代は鎌倉時代で、ほぼ、同一年代であり、かなり、大規模な鉄精錬を行なったのであ

ろう。軟質凝灰岩を使った羽口の出土をみると、技術的にも生産効率に対する配慮がうかがわれる。

最後になったが、本稿作成にあたっての各分析Dataは、いつもながら清水峯男氏の御援助の賜物であることを

銘記し、感謝の意を表して筆を掴くことにする。

(新日本製鉄八幡製鉄所技術研究室大沢正己）

－177－



厚承30皿（中央部）。重量2303．椀形津と考えたいが炉壁粘土の付着がないのが気がかりである。

b・顕微鏡組織（第70図最上段の写真参照）

白色粒状のヴスタイト（Wustite：FeO）が、樹枝状に晶出している。また灰色長柱状の結晶であるファイヤ

ライト（Fayalite：2FeO・SiO2）は、大きく発達して多量に存在するところからゑて、徐冷津であろう。黒色

部の地はガラス質（G1ass）である。

c・化学組成（Table2参照）

全鉄分（TotaleFe）が高目の48.69％で、そのうちの酸化第1鉄（FeO）の占める割合が48.86％と大きい。

二酸化チタン（TiO2）は0.30％でヴナジウム（V）はTrace（痕跡程度）、銅（Cu）0.004％と低目であり、鍛

治津タイプの鉄津である。造津成分（SiO2十A1208＋CaO＋MgO）が、31.89％と高目であるので、大鍛治津と

考えられよう。

d、分光分析（Table3参照）

化学分析値に対比させてみると、大体似通った傾向にある。すなはち、鉄（Fe）と造津成分であるけい素(Si)、

アルミニウム（A1）、カルシウム（Ca）、マグネシウム（Mg）等が主構成分であり、これに、ほう素（B）、

コバルト（CO）、銅（Cu）、マンガン（Mn）、モリブデン（Mo）、ナトリウム（Na）、ニッケル（Ni）、チ

タン（Ti）、ヴナジウム（V）等が検出されている。

2）鉄津3M－6B

a・肉眼観察

表皮は、光沢ガラス質であり、裏面は赤褐色の滴下状で、全体に凹凸の多い鉄津である。破面は、上部のガラ

ス質の個所は、比較的気孔が多く、7～8mもある大粒の石灰石？を数個含んでいる。下部の赤褐色個所は若干

の気孔と木炭痕も認められる。重量は1203であるが、比重としては比較的小さいものである。

b、顕微鏡組織（第70図中段写真参照）

検鏡試料は下部赤褐色部であるが、ヴスタイト（Wdstite：FeO）は認められず、写真に示すように、灰色長

柱状のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）と、地のガラス質（Glass）で、大部分は占められている。

当鉄津は、羽口近辺の還元条件の良好な個所での生成物であろう。

c・分光分析（Table3参照）

構成成分としては、3M－6Aと大差なく、鉄（Fe）と造津成分が主体をなしている。肉眼観察でガラス質の

中に大粒の石英がかなり噛承込まれていたのであるが、赤褐色部の鉄津部分には、カルシウム（Ca）の増加は認

められない。十分に溶解していないのであろう。（石灰石の噛込象は、偶発的なことではなかろうか）

3）鉄津3M－6C

a・肉眼観察

表皮は、粘土膜を被っているが赤褐色を呈し、比較的滑らかな肌をしている。椀形津の形態をした随程度の破

片であり、円周から推定して、直径が160m前後になろう。中央部厚承4Cmo破面は黒褐色を示し、気孔は少な

く級密で製錬津を思わせる。大鍛治での椀形津であろう。比重は大きい。重量2953.

b・顕微鏡組織（第70図最下段写真参照）

鉱物組成は、大粒の白色粒状ヴスタイト（W世stite：FeO）と、灰色長柱状ファイヤライト（Fayalite：2

FeO・SiO2）、それに黒色地のガラス質（Glass）等から構成されている。

c・分光分析（Table3参照）

鉄（Fe）と造津成分を構成するけい素（Si）、アルミニウム（A1）、カルシウム（Ca）、マグネシウム（Mg）

等が主成分である。
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四、相良頼景館跡出土鉄津の調査

はじめに

相良頼景館跡は、熊本県球磨郡多良木町黒肥地に所在し、鎌倉期の遺跡として、昭和50年に発掘調査されたと

ころである。此の遺跡から、リンゴ箱一杯（約15.8北9）の鉄津が発掘され、そのうちの大塊3個の調査依頼を受

けたので、鉱物組成・化学組成の検討を行なった。

なお、発掘調査は、館跡全面の調査ではなかったので、鉄生産に関する遺構の検出はなかったが、軟質凝灰岩

製の羽口1個と土製羽口小破片等が採取されている。

(一）調査方法

1）試料

調査試料は、Talbe､1に示す3区から出土した鉄津である。

第8表（Tablel）供試試料の履歴及び調査項目

試料履歴 調査項目

調査区 遺構名 層位 採取月日 外観写真 顕微鏡組織 化学分析

A 西外堀 V層 75.12.20 ○ ○ ○

B 東外堀 第3層 一 ○ ○

分光分析

○黙’S－8．9 ｜溝’ 第4層 ’75.10.28’○’○’’○’
2）調査項目

a）顕微鏡組織

構成鉱物は光学顕微鏡で観察した。試料は、十分に水洗して乾燥後、二分割して検鏡用と分析用にあてた。特

に、検鏡試料は偏析を避けるため、鉄津の中央部（コア一部）から採取している。

b）化学分析

検鏡試料の片方を分析試料にあてた。化学組成は湿式分析を実施して定量値を出している。

c）分光分析

スペクトル線の波長から、構成元素をチェックする発光定性分析を行なっている。

(二）調査結果

鉄津の外観写真と鉱物組成を第70図に示す。また、化学組成をTable､2に、分光分析の結果をTable､3に示

す。

1）鉄津3M－6A

a，肉眼観察

本来、表皮は黒色飴状であったと思われるが、現在は酸化して大部分は赤褐色の皮膜に被われている。裏面

は、やや滴下気味で木炭痕が認められる。破面は気孔少なく黒褐色で木炭の噛承込みもある。比重大。70×80皿、
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金属鉄大の炭化物組織（二段レプリカ）×5,000

金属鉄小の炭化物組織（二段レプリカ）×5,000

第69図鉄津中に残留した金属鉄（3L－6B）の電子顕微鏡組織
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⑮窪田蔵郎「鉄の考古学」雄山閣。1972.194頁

⑯湊秀雄・佐々木稔「タタラ製錬鉱津の鉱物組成と製錬条件」『たたら研究』第14号1968.

⑰大津正巳「福岡県の古代製鉄」『福岡考古懇話会会報』第3号1975.

⑱湊秀雄・佐々木稔前掲書（註⑯）

⑲下前原鉄津と同時期の鉄津と考えられる、玉名郡菊水町諏訪原遺跡出土のものを、熊本県教育委員会松本健

郎氏より、調査依頼を受けているので、弥生時代の鉄津は後日、報告したいと考えている。諏訪原鉄津も、化

学組成・鉱物組成からみて鍛冶津という結論が出ている。

⑳長谷川熊彦「砂鉄」技術書院

⑳島村哲夫・浅井浩美「砂鉄の精錬について」昭和37年4月、鉄鋼協会講演大会。

⑳大津正己「福岡平野を中心に出土した鉱津の分析」『広石古墳群』所収。福岡市教育委員会1977。

⑳坂本経尭「肥後上代の鉄」『熊本史学』第4号1953。

⑳長谷川熊彦前掲書（註⑳）

⑳窪田蔵郎前掲書（註⑮）

⑳鍋（けら）。日本古来の直接製鋼法ともいうべき鍋押し（和鋼製造法）における粗製品て、成分上は、各種

品質の鋼の集合体。たたら炉内から引き出した大塊は単に鍋塊と呼ばれるが、これが破砕選別されて各種の和

鋼（ひはがね。みずはがれ。つくりはがれ等）となる。

⑳庖丁鉄。たたら銑または銀を原料として間接に製造された鉄（錬鉄）を和鉄とよぶが、この製品の形状が庖

丁に類似しているところから、俗に庖丁鉄といわれる。

⑳穴津義功「鉄生産のあり方」『和白遺跡群』所収。福岡市教育委員会1971.

⑳福岡市教育委員会「多々良遺跡調査報告書」1972．遺跡については前述の報告書にあり、椀形津の分析値は

（註⑳）に記載している。

⑳久留米市教育委員会「茶臼山・東光寺遺跡」1974.

⑪加藤晋平・古泉弘「千代田区一ツ橋高校内遺跡の調査」

椀形津の分析については下記の通りである。

大津正己「鉄津・ルツボ・羽口等の科学的分析及び結果の考察」昭和51年5月に原稿提出。近日中に印刷予

定。

⑫芹淫正雄「南伊豆における製鉄跡」『たたら研究』第16号1972･

⑬山本博「古代の製鉄」学生社38頁。

⑭玉名市教育委員会「玉名市の文化財」第4輯18頁。

⑮津島市史編蕊委員会「津島市埋田遺跡発掘調査報告」

⑳堅田直「白峠山古墳」『帝塚山考古学』41968。

⑰杉村彰一「相良頼景館跡の発掘調査」『ふるさとの自然と歴史』第65号1976.

⑱桑原憲彰「伝承のなかに生きていた幻の"浜の館"」『ふるさとの自然と歴史』第32号1974.

⑲桑原憲彰「伝承のなかに生きていた浜の館」『日本談義』289号1974.

⑳桑原憲彰「浜の館第二次調査、巨大柱をもつ神殿」『広報やくまち』233号1976.

⑪元禄二年堺大絵図に南鍛冶屋町と記され、十軒の鍛冶屋が軒を並べていたと伝えられた場所からの出土であ

る。
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註

①レプリカ法とは、物体表面の組織に応じた凹凸模様を電子線が透過できるような薄膜で転写し、その薄膜を

電子顕微鏡用の検鏡試料として間接的に観察する方法である。

二段レプリカ法とは、コロジオンおよびホルムバールをそれぞれ、0.5～1％の酢酸アルミおよび二塩化エ

チレンに溶かした溶液の少量を試料表面に流し広げて乾燥すると、表面には数百A以下の厚みのレプリカ膜が

ができる。これにセロハンテープを貼り付け、静かに、そのテープを引きはがすとレプリカ膜はテープについ

てはがれてくる。次にテープだけが溶けてレプリカ膜は溶けない溶液に入れると、レプリカ膜は、テープから

離れる。このレプリカ膜に、ごく薄い第2のレプリカ膜を作って、それを検鏡する。

②初析フェライト（Proeutectoidferrite）亜共析鋼（0.85％以下）のもので、A8変態によってオーステナイ

トから析出するフェライト（α）のことをいう。この初析フェライトも初析セメンタイトと同様網状にオース

テナイトの結晶粒界にそって析出するが、前者は後者に比較して網状が太くて短いのが特徴である。このため、

顕微鏡組織のうえから、この両者を区別することが出来る。また、ピクリン酸アルコール溶液の腐蝕によって、

パーライト部分は黒色に、初析フェライト部分は白色に現われるので、この存在比によって鋼中における大約

の炭素量（c）％を推定することができる。

③ウイドマンシュテッテン組織（Wi伽a皿stattenStructure）はじめて唄石中に見出された組織。一般に

合金を過熱して結晶粒を粗大化させ、徐々に冷却すると現われやすい。高温度からの冷却にともない、新相が

もとの相の一定の結晶格子面に析出してくるので、特有の規則正しい多角形の模様となる。このような模様の

出たものは、もろくて加工しにくいが、熱処理によって改善しうる。鋼の場合についてみると、亜共析鋼をr

相から長時間にわたってゆっくり冷却してゆくと、α（フェライト）かr（オーステナイト）の粒境界とその

壁開面にそって析出してくるので、上記のような結晶粒界の内に微細な格子状模様を示してくる。

④三島徳七・三島良績「合金学、上巻」共立出版株式会社S31年．65頁

⑤パーライト（Pearlite）鋼または鋳鉄をAC1以上（723.C）の温度から冷却した場合、Ar'変態によって生

ずるフェライト（Ferrite）とセメンタイト（Cementite）の層状組織をいう。冷却速度の大小により、層状

組織には疎密を生ずる。

⑥セメンタイト（Cementite）Fe3Cで示される正斜方晶の炭化鉄につけられた組織の名称。

⑦フェライト（Ferrite）体心立方晶をもつα鉄または、その固溶体につけられた組織上の名称。

⑧粒度番号。JIS（日本工業規格）G､0552に準拠して測定。

顕微鏡100倍における25m
平方中の結晶粒の平均数

0.0625 0.1250．25 0．5 1 2 4 8 16 32 64 128 256 512

粒 度番号 －3 －2 －1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

⑨大津正己・山本信夫「鉄誕の新例に関する検討」『考古学雑誌』62－41977．

⑩堀川一男・梅沢義信「古代鉄釘の冶金学的調査」『鉄と鋼』48－11962。

⑪大津正己「千葉県柏市中馬場遺跡出土の鉄津及び鉄鑑の調査結果」『中馬場遺跡第3次発掘調査報告書』柏

市教育委員会1976.

⑫製錬（Smelting）鉱石や砂鉄その他の原料から含有金属を抽出し精製する冶金学的反応操作をいう。

⑬精錬（Refining）金属の純度を改善するために溶湯や還元鉄から酸化物、ガス、その他不純物を除去する操

作をいう。

⑭和島誠一「鉄の成分」『月の輪古墳』所収1960。

－167－



第7表（Table5）椀形津の出土例

0

■■■■■■■■■■■■■

注）頼景館跡出土羽口のうち1本は軟質凝灰岩製。◎：大津分析Data有り

参考のために、現在まで判っている椀形津の出土例をTable、5に挙げておく、No．1から15までは、明確に

鍛冶津とみとめられる。しかしNo.16の白峠山古墳出土品は、鉄塊にみられているが、私は椀形津ではないかと

考えている。今後の検討が必要であろう。

椀形津は、根気よく調べれば、発掘品の中にもかなり出土例があるものと思われる。この場合、羽口と共存す

るケースが非常に多い。

(四）まとめ

熊本県下の古代製鉄に関した鉄津の鉱物組成・化学組成等の調査は、あまり実施されていない。今回、蓮花寺

跡の椀形津について、幾つかの知見を得たので報告した。まだ、古代製鉄の研究は、緒についたばかりであり、

多くのデーターの集積が大切と考える。

調査に供する鉄津は、小規模な炉から生成された僅かな量であり、偏析の大きなことは云うまでもない。この

問題をかかえての検討であり、今後とも、遺構と出土鉄津・木炭・炉材粘土等総合的な調査が必要であろう。

最後になったが、この原稿作成に当っての分析データーは、清水峯男氏（旧新日鉄生産技術研究所部長、現在

は九州大学工学部冶金学教室教授）の御尽力で完成したことを感謝して筆を欄くことにする。

（新日本製鉄八幡製鉄所技術研究室大沢正己）
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浜の館遺跡

六段製鉄跡

熊本県上益城郡矢部町浜町

〃 玉名市三ツ川西原六段

16世紀

鎌倉時代

〃？

不明

5 上和白遺跡
福岡県福岡市東区大字和白字宮
今空

目1」
8世紀 小鍛冶 4以上 13～19 160

6 多々良遺跡 〃 多々良宗原 13世紀 大鍛冶 6 12～21 不明 ◎

7 茶臼山遺跡 〃 久留米市山川町
13～

14世紀
不明 1 21 不明

6 寺地町遺跡 大阪府堺市寺地町東一丁9－1 17世紀 小鍛冶 6 30
160～

220 ◎

9 一つ橋高校遺跡 東京都千代田区東神田1－12－13 18世紀 〃 6以上17～25 不明 ◎

10 大賀茂遺跡 静岡県賀茂郡伊豆大賀茂 不明 不明 1 40 130 ○

11 垣内古墳近傍 京都府船井郡園部町垣内
12～

13世紀
小鍛冶 不明

12 埋田遺跡 愛知県津島埋田 中世 大鍛冶 〃 ○

13

一
Ｍ
一
幅
一

16

天辺鍛冶遺跡

酒勾鍛冶遺跡

隈谷刀匠工房

白峠山古墳

千葉県佐倉市天辺

神奈川県小田原市酒勾

石川県松任市

大阪府岬町

19世紀

現代

7世紀

小鍛冶

大・小
鍛冶
ー－－

小鍛冶

鉄塊となっ
ているのて、

検討を要す

5～ 6 26 不明

'2以上|sige色棚り

なし

○
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少

⑳

なお、他の砂鉄産地としては、天草郡がある。下島北部の本渡～御領付近一帯の海浜に集積する海浜砂鉄であ

る。地質は70％阿蘇岩類で黒色灰黒色の溶岩泥溶岩を主とする。化学組成は次の通りである。

熊本県天草郡本渡海岸砂鉄

TotalFe FeOFe202TiO2V205

53．5928．7344．706．420．346

以上が熊本県下における古代製鉄の原料に関する情報である。今後、採取砂鉄の分析を行ないつつ、原料問題

に取り組んでゆきたいと考えている。

3）椀形津について

蓮花寺跡出土の鉄津は、上部の直径が70～120mで中央厚承25～46m前後あり、底部が球形を呈する椀形津で

あった。

「椀形津は鍛冶津の一種であり、直径12から18センチのやや楕円形を呈した浅い椀形の鉄津である。鍛冶工房

で大鍛冶や鍛え鍛冶の作業にともなって発生するものと、小鍛冶の作業にともなって発生するものがあり、前者

の表面はやや製錬津に近い外貌をしており、後者の方はやや小形で質も均一に粗憲である。いずれも吹子口直下
⑳

の火床中に形成されるもので、鉄津と藁灰、あるいは山土との焼結状態を呈している。」と窪田氏は説明してい

る。

蓮花寺椀形津は、外観形状から大鍛冶や鍛え鍛冶にともなって発生したものと考えられるが、化学組成の造津

成分（SiO3＋A1208＋CaO＋MgO）は、8.63％と非常に低目で、小鍛冶津とゑてもおかしくない鉄津である。

しかし、蓮花寺椀形津（3L－6B）に金属鉄が残留したものもある所から、やはり大鍛冶タイプと判断して

おきたい。この時の不純物を多く含有した海綿鉄は、炭素含有量（C）が0.15％から0.8％程度で、この炭素含
⑳

有量が全体を代表するとすれば、まだ不純物の多い鍋を素材として加熱半融し、脱炭して棒状もしくは、平板状
⑳

の包丁鉄程度の半成品の製造過程で生成された鉄津と判断できよう。この時の最終製品は、寺院建設に関連のあ

る工具類や日用品であったろうか。

第66図は、中世末頃の鍛冶師の作業で小鍛冶風景である。仕事場の中央に火床があり、その横にフイゴが設置

されている。親方と思われる人物が、右手で小鎚を持

第66図鍛冶師

ち、左手で鉛を使って赤熱した鉄片をはさみ、相方に

大鎚を打せている図である。おそらく、農具類の加工

中を描いたものであろう。

一つの工房で、道具類の配置や作業の実体をつかむ

上で大変参考になる絵図である。

蓮花寺では、明確な製鉄遺構の検出はなかったとの

事であるが、鉄津が集中して出土した地点に強く熱を

受けた部分があり、この個所が火床のあった地山の可

能性も考えられる訳である。鍛打津も併出しているの

で、この裏付け資料になろう。（大鍛治椀形津と小鍛

冶椀形津を出土する火床は似通ったものと思われる）

蓮花寺のように、鎌倉時代における鉄生産（精錬：

大鍛冶）は、自給体制下で営まれたものと考えられる

が、素材となる鍋の生産地や流通形態については不明

屑）である。今後の研究課題になろう。

－165－

職人尽絵昇風（埼玉県川越市喜多院蔵）



（Cu）が高目となり、これに付随して、マンガン（Mn）、硫黄（S）、燐（P）等も多目になる。

この様に、製錬津は原料中の脈石（製錬上邪魔になるような不純物の総称）成分と造津剤（主に炉材粘土）の

混融物であるため、造津成分は高目になる。原料が砂鉄であれば、これに二酸化チタン（TiO2）やヴナジウム

（V）も当然増加する。また、全鉄分（TotalFe）は、製錬過程によって変動があるが、操業が不調であったと

しても、50％を越えることはほとんどない。

これに対して鍛冶津は、酸化鉄と混合金属鉄に原料鉄中の爽雑スラグが絞り出されてきて混じったもので、造

津成分は製錬津に比べて少なくなり、かつ全鉄分（TotalFe）は逆に多い目になる。

また、鍛冶津は、製錬時砂鉄を原料としていても、二酸化チタン（TiO2）、ヴナジウム（V）等は製錬倖に

大部分移行するため、鍛冶津になると、二酸化チタン（TiO2）は1％以下、ヴナジウム（V）は小数二桁目に

数値がくるような小さいものになる。

製錬津であれば、鉱津の化学組成から製鉄原料の大凡の推察も可能であが、鍛冶津からは現状では製鉄原料の

類推は無理の様である。
⑱

下前原遺跡の弥生後期竪穴6号出土の鉄津は、化学組成が鍛冶津タイプであり、また、湊・佐為木両氏の論文

記載の鉱物組成も成長した粒状ヴスタイト（Wdstite：FeO）が多く、その粒間には長柱状のファイヤライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）が存在することから鍛冶津と判定したい。

日本列島における製鉄（製錬）起源は、現在のところ、弥生時代まで遡行させるのは無理で、やはり古墳期を

鉄製錬の梨明期と考えたい。しかし、鉄製品の加工といった鍛冶に関する作業は、当然弥生後期を念頭において
⑲

も間違いないと考えている。

2）熊本県の製鉄原料

Table、1の引用データーの化学組成からみて、現在までに判明した鉱津は、砂鉄を原料としていることは明

白である。そうすれば、これ等鉱倖の原料砂鉄の産出地は何処であろうか。管見では、熊本県の砂鉄産出地とし

ては、菊池郡、鹿本郡と、天草郡本渡海岸あたりであろうと思われる。
⑳

長谷川熊彦氏も指摘しているように、砂鉄は菊池川筋一帯で、菊池・鹿本西部にわたり、特に菊池川上流山間

部に多いとされている。川砂と共に川岸に集積して沖積層をなしている。河川砂鉄鉱床としては、筑後川に次い

で有名である。菊池川流域・北宮地区、村田地区、岩瀬北部、隈府北部、高野瀬～一本榎などに河岸段丘堆積砂

層があり、砂鉄を包含し、レンズ状または偽層状である。とされているが、しかし、これには、砂鉄の化学組成

についてはふれられていない。
⑳

有明海の海底砂鉄から砂鉄品位をみると、Fe57.2％、TiO210､1％であり、Tablelの鉱津中の成分を加味

して、二酸化チタン（TiO2）は5～10％前後を含右した砂鉄を使用したものと考えたい。古代製鉄における製

鉄原料の砂鉄は、高チタン含有砂鉄（TiO3：20％以上）を、あまり使用せず、低チタン砂鉄（TiO2：2～6％）

が製錬温度が低くてすむ関係から、多く使われる傾向がある。（高チタン含有砂鉄は、鉄と鉱津の分離が悪いの

で、これを良くするには、高温度製錬を行なわなければならない。）

福岡市平野では、最近6世紀末から7世紀前半にかけての古墳32ケ所から、供献とゑられる鉱津が発見され、

注目されている。これ等鉱津の二酸化チタン（TiO.）は、いずれも、1～3％含有していることから、この時

期の製鉄原料の砂鉄は、極純粋砂鉄というべき0.8～2％程度の二酸化チタン（TiO2）を含有した高品位砂鉄
⑫

を使用していることが明らかになっている。

熊本県でも荒尾市に近い小岱山付近には、約20ケ所の製鉄遺跡が発見されており、出土遺物により古墳期から
⑳

平安時代にかけての推定年代に入るものとされている。これ等遺跡から出土する鉱津と、菊池川流域の砂鉄との

結び付き等、今後追求すべき課題として留意すべきと考えている。
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e・分光分析（Table、3参照）

此の鉄津は、鉱物組成（第67図）で確認したように、ヴスタイト（W世stite：FeO）が多量に存在していたが、

分光分析の結果においても、鉄（Fe）として可成り強く検出され、これに造津成分を構成するけい素（Si）とア

ルミニウム（A1）、カルシウム（Ca）、マグネシウム（Mg）等が、強くから明瞭程度に存在している。

また、コバルト（CO）、銅（Cu）、マンガン（Mn）、チタン（Ti）等が明瞭に出ているが、他にはクロム

（Cr）、ニッケル（Ni）、ナトリウム（Na）、すず（Sn）、バナジウム（V）、亜鉛（Zn）等辛じて認められ

ていて、鉄津3L－6Aと大差ない構成成分となっている。しかし、モリブデン（Mo）だけは、強く検出され

ているのが特異である。ただし、全般的に眺めると、鍛冶津としての成分範囲に収まった分析値である。

3）鉄津3L－6C

a・肉眼観察

表皮は、赤褐色と灰黒色の混合した粗雑な肌で、木炭の噛み込みが認められる。表面はわん曲して海綿状を呈

し、一部に金属鉄の錆化部分が存在する。破面は、気孔のほとんど無い部分とコークス状のところが相半してい

て、比重は大きい。現状は、70×40m厚み25皿であるが、本来は70×80皿､径程度の椀形津だったと考えられる。

160多ある。

b、顕微鏡組織（第68図参照）

溶融スラグからの晶出物である白色粒状のヴスタイト（WUstite：FeO）が樹枝状に存在する。ファイヤライ

ト（Fayalite：2FeO・SiO2）は、大きな広がりをもって析出し、結晶の発達が十分に行なわれたことを示して

いる。この鉄津も徐冷津と承なして差支えない。

c・分光分析（Table、3参照）

此の鉄津の成分構成は、鉄（Fe）と造津成分のけい素（Si）、アルミニウム（A1）、カルシウム（Ca）、マ

グネシウム（Mg）、ナトリウム（Na）等である。
⑫⑬

これに、脈石（製錬・精錬上邪魔になるような不純物の総称）からの残留物としてコバルト（CO）、クロム

（Cr）、銅（Cu）、マンガン（Mn）、モリブデン（Mo）、ニッケル（Ni）、鉛（Pb）、すず（Sn）、チタン

（Ti）、バナジウム（V）、亜鉛（Zn）等が検出された。定量分析を行なった鉄津3L－6Aに近似した化学組

成になるものと考えられる。

(三）考 察

1）製錬津と鍛冶津

遺跡から出土する鉄津には、色々な形態のものがある。例えば、Table、1に引用データである熊本県3遺跡

出土の鉄津のうち、下前原遺跡の鉄津は、蓮花寺鉄津と同じく鍛冶津と考えられ、蛇ケ谷及び柳迫出土鉱津は製

錬津と推定したい。
⑭

まず、下前原鉄津は、全鉄分（TotalFe）が58.63％と高目で、造津成分（SiO3＋Al303＋CaO＋MgO）は

25.01%と低目である｡これに対して､蛇ケ谷及び柳迫の鉱津は､全鉄分(TotalFe)は3319%､21.22幾低
⑮

目で造津成分は高目であり、下前原鉄津とは構成成分が逆傾向である。

また、全鉄分（TotalFe）や造津成分以外で注目すべき成分に、二酸化チタン（TiO2）．ヴナジュウム（V）

や銅（Cu）がある。二酸化チタン（TiO2）とヴナジウム（V）は、砂鉄母岩に含有されることを特徴とするか

ら､砂鉄を原料とした製錬津であれば、この二酸化チタン（TiO2）は、砂鉄産地によって、1～20％程度範囲の
⑰

数値を示し、ヴナジウム（V）は、小数第1位に数値が認められる筈である。また、『鉄鉱石の使用であれば、銅
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②③

後含有されており、初析フェライトが板状に交錯してウイドマンシュテッテン（Widmannstatten）組織を呈し

ている。此の組織から、鉄津は非常な高温度（1,000°C以上）にさらされていて、かつ、冷却速度も甚だ小さい

ものだったと推察される。

〔鉄津に残留した金属鉄は徐冷されたため、オーステナイトの結晶粒が成長して粗大となり、この大粒のオース

テナイトはさらに変態するに当って、大きなフェライトとセメンタイトに分解する。従って亜共析鋼（炭素量

0.87％以下）においては、フェライトが粗大な網目に発達し、かつ粒の内部には初析フェライトが板状に交錯し
④

てウイドマンシュテッテン組織が現われたのであろう。〕

次に金属鉄小について述べる。写真e・fは、Picraletch（ピクリン酸アルコール溶液で腐蝕）で現われる炭
⑤ ⑥

ｲ助組織である。炭ｲ伽は、パーライト（Pearlite）と一部にセメンタイト（Ce'nentite）が析出しており、こ

れ等から炭素量（C）を推定すると0.15％前後と考えられ、一つの鉄津中の金属鉄間においても、かなりの成分

偏析が予想される。（炭素量のバラツキ範囲は、0.15～0.8％である）
⑦ ③

写真3は、5％Nitaletchで現われたフェライト（Ferrite）であり、結晶粒の粒度番号は5番程度であろう。

c・電子顕微鏡観察（第69図参照）

鉄津中に残留した金属鉄大．小について、二段レプリカ法により、電子顕微鏡（Electronmicroscope）の観

察を行なった。

金属鉄大は、パーライトのラミラー（Rameller）間隔〔フェライトと線状セメンタイト間の間隔〕が0.2～

0.6牌あり、第68図の顕微鏡組織（c・d）で確認したように自然放冷にもとずく組織と考えられる。

金属鉄小は、結晶粒界に析出したパーライト中の薄片セメンタイトで、層状組織は粗く、これからも冷却速度

は緩やかであったことがうかがわれる。なお、セメンタイト以外の析出物は認められない。

b・金属鉄の硬度測定結果

鉄津中の金属鉄について、マイクロ・ビツカース断面硬度の測定を行なった。結果をTable4に示す。

金属鉄大は、炭素量（C）が0.8％前後と推定され、徐冷津であるため、ウイドマンシュテツテン組織も確認さ

れていたが、硬度値としては189～232の範囲にバラツキがあり、平均値としては208であった。

また、金属鉄小は、炭素量（C）が0.15％前後で、硬度値は177～178で金属鉄大に比べると軟かい。同一熱履

歴を経ていても、鋼中炭素量（c）の差異が硬度値に影響したものと推察される。
⑨

なお、参考のために、福岡県小郡市三沢字花聾2号墳出土の鉄誕の硬度値をを挙げているが、これは金属鉄大

と同じように、ウイドマンシュテッテン組織が確認されていて硬度値も平均で213と近似値がでている。
⑩ ⑪

また、法隆寺金堂の創建当初に使われた鉄釘や千葉県柏市中馬場遺跡出土の鉄雛茎の硬度値は、104～169,

114～134という数値である。この両者は製品であり、炭素量（C）以外に熱処理の影響も考慮に入れねばならな

いが、金属鉄小はこれ等より硬度値は若干高目であった。

I

第7表（Table4）断面硬度測定結果

卜…ビ…硬度値HⅦ､l引越下炭素量｡（％）料試
－

208

178

一一

大 1891942002262320.8鉄津中の金属鉄

177178鉄津中の金属鉄小 0．15

福岡県花聾2号墳出土鉄挺⑨ 213
－

■■■■■■■■■■■ﾛ■

0.69～0．86 184～242

参
考
値
法隆寺金堂創建時鉄釘⑩ 0.1 104～169

－

千葉県中馬場出土鉄繊茎⑪ 0．15 114～134
－
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1）鉄津3L－6A

a・肉眼観察

表皮は粗雑で赤褐色を呈する。75×120mの楕円形をなし、厚み25mの浅い椀状の鉄津である。破面は、多孔

質部分と級密部分からなり、黒褐色を呈して比重は大きい。

側面の一部には、砂粒を含んだ灰色粘土の付着がみられ、火窪のわん曲部のアールとゑなされる。鉄津には、

木炭痕も認められ、俗に椀形津と呼ばれる鍛冶津と考えられる。重量4703。

なお、粘土付着部分に、鍛打津が1点検出された。サイズは約2皿平方で、厚象は0.1皿程度のものである。

b､顕微鏡組織（第67図参照）

充分に成長した白色粒状のヴスタイト（Wnstite：FeO）が多量に存在し、僅かな粒間にファイヤライト（Fa

yalite：2FeO・SiOs）が認められる。鍛冶津としての鉱物組成を如実に示している。

c・化学分析（Table、2参照）

全鉄分（TotalFe）が67.02％と非常に多く、このうちで酸化第一鉄（FeO）の占める割合も62.39％と大ぎい。

造津成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO）は、逆に8.63％と極端に低目であり、また、二酸化チタン（TiO2）は

0.09％、バナジウム（V）も0.020％と少ない成分構成を特徴とする鉄津である。

d・分光分析（Table、3参照）

定性分析で非常に強く検出される元素としては、鉄（Fe）以外では、やはり造津成分を構成するけい素（Si）、

カルシウム（Ca）で、これに続いてアルミニウム（Al）、それに明瞭程度のマグネシウム（Mg）である。

他元素で明瞭に検出されるものは、コバルト（CO）、銅（Cu）、マンガン（Mn）、チタン（Ti）等があり、

クロム（Cr）、モリブデン（Mo）、ナトリウム（Na）、ニッケル（Ni）、すず（Sn）、バナジウム（V）、亜

鉛（Zn）等は低温度で金属に固溶されるせいか、辛じて認められる程度である。

2）鉄津3L－6B

a・肉眼観察

表皮は赤褐色を呈し、やや粗雑で木炭痕も認められる。比重も大きい。サイズは、70×60m，厚み46mの椀形

津である。裏面は、多数の滴下状ふくらみがある。

破面は、赤褐色部分が多く、この個所は気孔少なく金属鉄が錆化した感じであり、局部的にはコークス状の個

所も認められる．

b・顕微鏡組織

（i）鉱物組成（第67図参照）

かなり大きく成長した白色粒状のヴスタイト（W齢tite：FeO）と、その隙間を灰色長柱状のファイヤライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）、それに地のガラス（G1ass）質等で鉱物組成は構成されている。

また、此の試料の断面には、金属鉄の酸化物であるケーサイト（Goethite：Fe203・H20）と共に、かなり多

量の金属鉄（MetallicFe）の残留が認められた。

（ii）鉄津中の金属鉄（第68図参照）

研摩断面に現われた金属鉄は、鉱物組成に対して3割程度であるが、大小色々存在する。便宜上7m2程度の金

属鉄を大とし､3，mf程度のものを小として採り上げる。

第68図のa～dば金属鉄の大を、e～gを小として、写真撮影を行なっている。

まず、金属鉄大のa。bは、研摩そのままで腐蝕（etch）しない場合の、金属鉄と非金属介在物である。非金属

介在物は、量的には多くはないが､局部的に認められる｡硫化物系（FeSもしくはMnS）であろう。

c・dは、5％Nital（5％硝酸とアルコール混合液）で腐蝕した場合の組織である。炭素量（C）は、0.8％前
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鉄の二段レプリカ法による電子顕微鏡写真を第69図に示す。

次に化学組成のうち、定量化学分析値を第7表のTable､2に、分光分析の結果をTable､3に示す。

第7表（Table2）鉄津の化学組成（％）
一

二酸化
チタン

酸化
マグネ
シウム

MgO

酸化マ
ンガン

酸化酸化二酸化
畦素
酸化
アルミ

ニウム

Al208

酸化
カルシ

ウム

CaO

全鉄 金属鉄
第一鉄第二鉄

試料履歴符号
Total

Fe

Metal

licFe TiO2FeO Fe208 SiO2 MnO

0．09 0．09
一

Tr

蓮花寺A－B3、第2層鉄津 0．05
－

5．25

12．13

7．81

22．64

9．30

36．30

1．97

9．86

18．46

8．15

1．07

1．03

1．55

0．3467.02 62．39
ー

24．61
－

3L－6A

玉名郡岱明村下前原
（弥生竪穴6号） ⑭

⑭
⑮
⑭
⑯

1．9958．63

46．72

33．19

侭
－

参
考
デ
ー
タ
ー

玉名郡立願寺蛇ケ谷（平安） 4．38 Tr
－

2．09
－

－

38．26
－

1．94
－

－

1．284．41
－

3．62

3．22

1．79

3．15

12．97

Tr

8．16

〃

宇土郡三角町中村柳迫
（古代）

13．0248．71
－

21．22

－

20．07

－

9．050．14 12．75 1．86 0.8〃

炭素酸化
クロム

硫黄五酸
化燐

両
側
ｕ

ｆ
Ｃ雲ｳ室｜
，I号1

１
１
１

津
分
造
成

Ⅲ
一
唖
比

１
１

識
鋤
一
酎
鹿

履歴試 料符

:Cr208 S P205 C

蓮花寺A－B3第2層鉄津 0．011
－

0.032 0.149 0．137
－

0.020 0．129
－

0．427

0.005 8．63 0．001
－

3L－6A

玉名郡岱明村下前原
（弥生竪穴6号）

25．01

32．20

38．42

27．73

54．06

⑭
⑭
⑮
⑭
⑯

一
一

－ － 一

の
９
Ｏ
１
Ｓ
Ｏ

－

参
考
デ
ー
タ
ー

玉名郡立願寺蛇ケ谷（平安） 0．689

1．16

0．57

－
－

’0.275 0．39
－

〃

宇土郡三角町中村柳迫
（古代）

－ －

±

－ －

0．07 0.50．13 2．54 0．38〃

一－－－－

鉄津の分光分析結果第7表（Table3） TriTrace

原|職順“｜差剛警|ほ;索|ざ隠皇'三H将に"'M訂 鉄恥
０
－
０
’
０

１
１
１

０
－
０
’
０

’蓮花寺A－B3第2層 ０
０

4 0 0 53L－6A 2 1 2 4

０
０

’

〃A－B1溝第1層 0
－

0
－
４

３ 3
－

4

2
－

1

1
－

1
’
２

２

ｌ
Ｃ

Ｂ 4
－

4’Cl〃B－FG3溝第4層

‐マク不マ芳菟ﾄ』ﾆｵﾌ，鉛モン
ン

シウム

Ge LiMg NbiPbSb符号’ 試料履歴
遡寺A－B3第2層 0

－
０

０3L－6A 2

2

2

3
－
０

０ 1
－

1

0 0

〃A－B1溝第1層 0B 0
－

1

０
０

’

01〃B－FG3溝第4層 0 0C 1

|け夢'すs富lwl誘急ﾝ'零|等符号’
、鉛l唖

試料履歴

蓮花寺A－B3第2層3L－6A ０
０

一

’
１
１

１

’
０

０

－
１

１ J1、

〃A－B1溝第1層B ］’［

〃B－FG3溝第4層 0C 2 0 ］’［

0認められない1：辛じて認められる2：明瞭3：強い4：可成り強い5：非常に強い

分析は新日鉄八幡製鉄所で行なった。
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蓮花寺跡出土鉄津の調査三、

はじめに

熊本県球磨郡多良木町黒肥地に所在する蓮花寺跡出土の鉄津3個について、鉱物組成・化学組成を中心にした

調査を行なったので、報告する。

当遺跡は、球磨川畔にある鎌倉時代創建の寺院跡であり、多数の鉄津（約7.15ﾙ，）と羽口が4点以上出土して

いるが、製鉄遺構は検出されていない。

(－）調査方法

1）試料

第7表（Table)1に示す3個所の調査区から出土した鉄津について調査を行なった。

第7表（Tablel）供試試料の履歴及び調査項目

試料履歴 調査項目
符号 遺跡

調査区|遺構名|層位|採取月日 |霜微謹|裏微嘉|綴|雰羨|緋
外観
写真

○
一
○
一
○

○
一
○

○
’
○
一
○

○
一

層
一
層

２
１

第
一
第

3L－6A 75．4．14A－B3 －

－

○
一

○
一

蓮 花寺6B 溝A－B1 75．4．15
－

第4層溝 ○6C B－FG3 －

2）調査項目

a・顕微鏡組織

鉄津は、水で充分に洗漉して2分割した片方を検鏡試料とした。（残り半分は分析用）検鏡試料は、ベークラ

イト樹脂に埋込んだ後、エメリーペーパーの＃150、＃320,＃600、＃1000で研摩し、仕上げには酸化クロム、

アルミナ等を用いた。

b・電子顕微鏡
①

観察鉄津中に残留した金属鉄を、二段レプリカ法で試料を調製して、金属組織の撮影を行なった。

c・断面硬度

同じく金属鉄について、マイクロ・ビッカース硬度計（Micro-VickersHardness）で、硬さの測定を行な

った。これは、研摩した試料断面に136度の頂角をもったダイヤモンドを押込み、その時生じた窪みの面積を以

って、その荷重を除した商を硬度値とした試験値である。荷重は1，0003を使用。

d・化学組成

湿式法による定量化学分析法を行なった。試料は検鏡用と二分割した残りを用いた。約353を消費する。

e，分光分析

スペクトル線の波長から構成元素の存在を知る発光定性分光分析を行なった。全試料を定量化学分析を行なう

のが理想であるが、時間的制約があったので、当方法も併用した。供試試料は、約20噸程度あれば足りる。

（二）調査結果

鉄津の外観写真及び鉱物組織を第67図に、鉄津中に残留した金属鉄の顕微鏡組織を第68図に、また、同じ金属
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一
、
神
照
寺
境
内
墓
地
供
養
塔

▽
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埋
め
難
の
寸
法

全
高
一
六
川
・
九
ｍ

地
軸
高
さ
川
ト
ー
〒
川
叩

水
輪
高
さ
四
十
四
・
五
ｍ

火
輪
高
さ
三
卜
五
・
○
ｍ

風
空
輪
高
さ
川
Ｉ
三
・
○
ｍ

と

二
、
願
成
寺
相
良
家
墓
地
内
本
墓

所
在
人
吉
市
恥
成
寺
町
相
良
家
墓
地
内

碑
文
瑞
祥
院
殿
前
武
術
掩
字
天
嬰
玄
高
大
居
十
一

服
成
寺
古
義
真
言
宗
、
伝
法
山
脈
成
寺
。
（
相
良
家

菩
提
寺
）
・
天
福
元
年
（
一
二
三
三
年
）

相
良
初
代
長
紬
の
創
建
。
開
山
は
、
建
久

九
年
遠
州
相
良
か
ら
長
械
に
随
っ
て
来
た

弘
秀
上
人
。

寺
禄
三
百
石
、
州
良
家
の
菩
提
寺
と
し
て

又
、
後
陽
成
天
皇
の
勅
願
一
町
と
し
て
六
坊

を
有
し
郡
内
三
十
丘
か
寺
を
統
べ
、
勅
許

権
僧
正
を
寺
格
と
し
て
い
た
。

相
良
家
墓
地
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願
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台
地
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あ
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（
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右
か
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所
在
球
磨
郡
錦
町
大
字
木
上
覚
井
長
安
寺
境
内

長
安
寺
臨
済
宗
の
寺
院
で
、
享
保
年
間
、
第
二
世

完
室
祖
全
の
創
立
、
徳
外
宗
半
の
開
山
。

寺
運
繁
栄
の
頃
は
藩
公
の
帰
依
も
厚
く
、

時
に
は
藩
公
自
ら
の
参
詣
も
あ
っ
た
。
（
球

磨
郡
誌
）
庭
上
の
芝
生
に
瑞
祥
院
殿
天
里

玄
高
大
居
士
（
長
毎
）

（
ｎ
代
）
天
真
院
殿
本
源
雄
性
大
居
士
（
緬
寛
）

（
塑
代
）
天
霊
院
殿
俊
翁
含
英
大
居
士
（
頼
喬
）

の
供
養
塔
が
散
在
し
て
い
る
。

な
お
、
庭
の
西
側
に
長
征
の
奉
行
で
あ
っ

た
犬
童
休
臭
（
天
息
休
芙
居
士
）
の
供
養

塔
も
あ
る
。

供
養
塔
の
寸
法

古
向
幹
Ｃ
一
一
二
一
二
ｍ

地
輪
高
さ
三
十
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水
輪
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十
五
ｍ

火
輪
高
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三
十
七
ｍ

風
空
輪
高
さ
三
十
七
ｍ

四
、
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為
天
里
玄

林
凡
｛
子

寛
永
十
九
天
王

巾
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十
三
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直
径
四
十
三
ｍ

巾
七
十
三
ｍ

直
径
三
十
一
ｍ
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所
在
球
磨
郡
深
田
村
内
山
内
山
観
音
堂
東
方
山
の

万
福
寺
万
福
寺
は
真
言
宗
有
智
山
万
福
寺
で
、
明

治
維
新
後
廃
絶
。

創
立
は
久
寿
元
年
二
一
五
四
）
で
平
川

三
郎
師
高
の
建
立
（
免
田
郷
土
研
究
会
誌

「
郷
土
」
よ
り
）

内
山
観
音
堂
は
相
良
三
十
三
ヶ
一
町
札
所

（
第
十
九
番
目
）
堂
の
東
方
内
中
に
三
基

の
供
養
塔
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あ
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。

向
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て
右
か
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霊
院
殿
俊
翁
含
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士
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源
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士
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嬰
玄
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Ｃ
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浦
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国
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で
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音
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。
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応
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で
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国
寺
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虎
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祖
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磨
郡
誌
）
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長
い
石
殿
を
登
り
境
内
に
入
る
所
、
左
右

に
二
蕪
の
近
輔
塔
が
あ
る
。

向
っ
て
、

右
瑞
祥
院
殿
天
盟
玄
高
大
居
士

（
二
十
代
長
毎
）

左
天
真
院
殿
本
源
雄
性
大
居
士

（
二
卜
一
代
帆
寛
）

天
嬰
玄
高
大
居
士
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治
式
捗
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二
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の
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供
養
塔
の
寸
法
商
さ
一
九

所
在
球
磨
那
須
恵
村
覚
井
了
玄
院
裂
の
天
満
宮
境

内
林
の
中

丁
玄
院
臨
済
宗
の
寺
院
で
龍
測
山
と
丹
す
。
本
尊

は
阿
弥
陀
仏
。

寛
文
十
年
’
二
月
の
創
立
で
佃
義
雲
が
開

祖
。
相
良
二
十
代
長
毎
の
開
山
と
い
わ
れ

る
。
（
球
磨
郡
誌
）
長
毎
の
碑
は
現
在
丁
玄

院
袈
の
商
台
で
、
天
満
桝
の
境
内
林
の
中

に
あ
る
。

七
、
了
玄
院
裏
天
満
宮
境
内
供
養
塔

碑
文
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八
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釈
迦
堂
境
内
裏
墓
地
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養
塔

所
在
球
磨
郡
須
恵
村
字
上
阿
蘇
釈
迦
堂
境
内

（
裏
の
墓
地
）

平
等
寺
こ
の
地
は
元
真
言
宗
の
寺
院
平
等
寺
の
あ

っ
た
地
で
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今
も
尚
、
杵
を
偲
ぶ
古
い
蝋

石
（
Ⅱ
輪
塔
、
板
碑
）
が
多
数
残
っ
て
い
る
。

本
寺
は
創
立
不
明
で
あ
る
が
南
藤
蔓
綿
録

に
「
仁
平
元
年
永
巌
和
尚
七
十
才
を
以
て

本
寺
に
袈
す
」
と
あ
る
を
以
っ
て
、
相
当

に
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
球
磨
郡
誌
）

五
輪
塔
右
よ
り

瑞
祥
院
殿
天
嬰
玄
間
大
居
士

天
真
院
殿
本
源
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性
大
居
士
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利
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長
秀
）
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寸
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あ
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の
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青
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亡
に
よ

り
亀
田
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に
葬
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、
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仁
六
年
雌
宗
青
蓮

寺
を
建
つ
と
い
う
・
（
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代
私
鑑
、
族
賊
備

考
に
よ
る
）
吉
蓮
寺
袈
の
堪
地
に
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る
凡

輪
供
養
塔
。
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央
の
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墓
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十
、
永
昌
寺
境
内
墓
地
の
供
養
塔

所
在
球
磨
郡
多
良
木
町
永
昌
寺
境
内
墓
地

永
昌
寺
山
号
は
法
丘
山
、
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、

後
臨
済
宗
と
な
る
。

天
正
九
年
（
一
丘
八
一
年
）
犬
童
美
作
は
、

人
吉
城
第
Ｉ
八
代
義
陽
の
本
廟
（
ト
益
城

川
豊
野
村
稗
が
原
）
に
参
り
さ
ら
に
八
代

の
牌
一
町
に
参
っ
て
義
陽
の
法
号
を
禅
写
し

球
磨
に
州
っ
て
多
良
木
法
丘
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水
昌
寺
に
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安
す
る
（
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（
ｋ
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次
洲
杵
九
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相
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寺
院
資
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に
よ
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）
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側
堪
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あ
る
供
捷
塔

写
真
右
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り

玉
井
院
殿
越
江
蓮
芳
大
脇
士
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法
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１
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十
二
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渡
辺
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塔

所
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球
磨
郡
免
出
川
下
乙
渡
辺
俵
三
郎
氏
方
庭
先
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土
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側
音
（
？
）
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岬
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